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十
五
世
紀
に
始
ま
っ
た
大
航
海
時
代
は
、
一
四
一
五
年
（
応
永
二
十
二
）、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
ジ
ョ
ア
ン
一
世
が
モ
ー
ロ
人
（
イ
ス
ラ
ム

教
徒
）に
対
す
る
十
字
軍
遠
征
と
い
う
名
目
で
、モ
ロ
ッ
コ
王
国
の
セ
ウ
タ
を
攻
撃
・
占
領
す
る
こ
と
で
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
ヴ
ァ
ス
コ
・

ダ
・
ガ
マ
が
一
四
九
八
年
（
明
応
七
）
五
月
に
イ
ン
ド
の
カ
レ
ク
ー
に
到
達
し
て
以
来
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
一
五
一
〇
年
（
永
正
七
）
に
ゴ
ア

を
征
服
し
て
、
こ
こ
を
東
洋
進
出
の
拠
点
と
し
、
翌
年
に
は
マ
ラ
ッ
カ
を
攻
略
し
た
。
当
地
で
中
国
に
つ
い
て
の
情
報
を
入
手
し
た
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
は
、
中
国
と
の
通
商
貿
易
を
願
望
し
た
が
、
海
禁
政
策
を
採
る
明み

ん

政
府
は
こ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
。

第
一
節
　
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
船
来
航
と
大
村
氏

対
外
関
係（
貿
易
・
キ
リ
シ
タ
ン
史
）

第
四
章

写真4-1　カラベラ船（模型）　（大村市立史料館所蔵）

東
シ
ナ
海
を
跳
梁
す
る
倭
寇
と
の
密
貿
易
を
始
め

た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
琉
球
に
漂
着
し
た
の
は
、
イ

エ
ズ
ス
会
の
教
会
史
家
ゲ
オ
ル
ク
・
シ
ュ
ー
ル
ハ

マ
ー
に
よ
る
と
、
一
五
四
二
年（
天
文
十
一
）で
あ
る
。

翌
年
、
シ
ャ
ム
を
出
帆
し
た
中
国
船
に
乗
っ
て
い
た

ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
三
人
が
種
子
島
に
着
い
た
が
、
こ

れ
は
中
国
人
倭
寇
王
直
（
五
峰
）
が
導
い
た
と
さ
れ

る
。
彼
は
松
浦
氏
の
保
護
を
得
て
平
戸
に
印
山
屋
敷

を
構
え
て
い
た
。
一
五
四
三
年
以
降
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

船
は
西
南
九
州
に
毎
年
来
航
し
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
国

写真4-2　火縄銃　　　　　　（大村市立史料館所蔵）

写真4-3　ランタカ砲　　　　（大村市立史料館所蔵）
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王
ジ
ョ
ア
ン
三
世
が
カ
ピ
タ
ン
・
モ
ー
ル
（
司
令
官
）
制
を
日
本
渡
航
船
に
導
入
し

た
の
は
一
五
四
六
・
四
七
年
の
こ
と
で
あ
り
、
一
五
五
六
年
以
降
ポ
ル
ト
ガ
ル
政
府

任
命
の
カ
ピ
タ
ン
・
モ
ー
ル
の
も
と
で
日
本
貿
易
が
行
わ
れ
た（
１
）。

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
初
め
て
平
戸
に
来
着
し
た
の
は
一
五
五
〇
年
（
天
文
十
九
）
夏

で
あ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は
一
五
五
三
年
に
再
来
航
し
、
一
五
五
四
年
と
一
五
六
〇

年
を
除
い
て
毎
年
の
よ
う
に
平
戸
に
来
航
し
た
。
一
五
六
一
年
（
永
禄
四
）
に
は
五

隻
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
来
着
し
、
平
戸
の
繁
栄
は
頂
点
に
達
し
た
。

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
日
本
を
去
っ
た
あ
と
、
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
の
上
長

を
務
め
て
い
た
コ
ス
メ
・
デ
・
ト
ル
レ
ス
神
父
は
、
一
五
五
六
年
に
イ
ン
ド
の
イ
エ

ズ
ス
会
副
管
区
長
と
し
て
日
本
を
視
察
し
た
こ
と
の
あ
る
ベ
ル
シ
オ
ー
ル
・
ヌ
ー
ネ

ス
・
バ
レ
ト
に
宛
て
て
、
一
五
六
〇
年
十
月
二
十
日
付
の
書
翰
を
豊
後
府
内
か
ら
書

き
送
っ
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
平
戸
の
港
に
取
引
の
た
め
に
行
か
な
い
よ
う
に
と
の

訓
令
を
イ
ン
ド
副
王
が
出
し
て
く
れ
る
よ
う
要
望
し
た
。
す
な
わ
ち
、

日
本
の
当
地
方
に
来
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
が
平
戸
の
港
に
取
引
を
す
る
た
め

に
行
か
な
い
よ
う
副
王
閣
下
の
訓
令
が
出
さ
れ
る
な
ら
、
私
た
ち
に
は
た
い
へ

ん
慶
ば
し
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
そ
の
土
地
で
は
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
キ
リ

ス
ト
教
徒
た
ち
に
こ
れ
ま
で
多
く
の
恥
辱
を
与
え
、
ま
た
今
も
恥
辱
し
て
い
る

た
め
で
す
。
そ
し
て
、
彼
ら
に
デ
ウ
ス
の
教
え
を
棄
て
さ
せ
よ
う
と
し
て
お
り
、

一
　
横
瀬
浦
開
港

図4-1　�カトリック教会の教
階制

教　皇

司　教

司　祭

司教区（司教）

教　皇

修道会

修道士 司祭（修道司祭）

管区（管区長）

小教区
（主任司祭＝教区司祭）

図4-2　カトリック教会の組織
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棄
教
し
な
け
れ
ば
彼
ら
を
そ
の
地
か
ら
追
放
す
る
で
し
ょ
う
。

今
年
、
デ
ウ
ス
の
教
え
を
棄
て
な
か
っ
た
た
め
に
、
既
婚
の
者
九
、一
〇
人
が
こ
の
豊
後
に
来
ま
し
た
。
彼
ら
は
妻
と
子
、
父
と
母
、

そ
し
て
財
産
を
捨
て
て
、
悪
魔
の
家
で
豊
か
で
あ
る
よ
り
も
、
主（
デ
ウ
ス
）の
家
で
貧
し
く
生
き
る
こ
と
を
望
み
ま
し
た（
２
）。

ト
ル
レ
ス
神
父
は
、
一
五
四
九
年
八
月
十
五
日
に
ザ
ビ
エ
ル
と
共
に
鹿
児
島
に
到
着
し
、
一
五
五
〇
年
九
月
初
め
か
ら
一
年
間
平
戸
に

お
い
て
宣
教
活
動
に
従
事
し
て
い
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
平
戸
初
来
航
は
前
述
し
た
よ
う
に
一
五
五
〇
年
で
あ
り
、
こ
の
時
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
た
ち
は
鹿
児
島
か
ら
彼
ら
を
訪
ね
て
来
た
ザ
ビ
エ
ル
を
敬
愛
の
念
を
も
っ
て
熱
烈
に
迎
え
処
遇
し
た
。
平
戸
の
領
主
松
浦
隆
信
は
こ

の
こ
と
に
注
目
し
、
上
洛
の
た
め
再
度
平
戸
を
訪
れ
た
ザ
ビ
エ
ル
一
行
を
厚
遇
し
、
同
地
に
一
人
留
ま
っ
た
ト
ル
レ
ス
神
父
を
厚
く
処
遇

し
た
。
ト
ル
レ
ス
が
山
口
に
去
っ
た
の
ち
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は
一
五
五
三
か
ら
一
五
六
一
年
ま
で
毎
年
の
よ
う
に
平
戸
に
来
着
し
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
平
戸
に
入
港
す
る
と
、
宣
教
師
が
豊
後
府
内
か
ら
同
地
を
訪
れ
、
平
戸
島
の
西
岸
地
方
の
春
日
、
飯
良
、
獅
子
、
生

月
島
及
び
度
島
を
巡
回
宣
教
し
た
。
弘
治
元
年
（
一
五
五
五
）
に
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
・
ガ
ー
ゴ
神
父
が
平
戸
を
訪
れ
、
同
地
方
の
キ
リ
シ
タ

ン
は
お
よ
そ
五
〇
〇
人
に
増
加
し
て
い
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
二
隻
が
来
航
し
た
一
五
五
七
年
に
は
、
ト
ル
レ
ス
は
ガ
ス
パ
ー
ル
・
ヴ
ィ
レ

ラ
神
父
を
遣
わ
し
て
ガ
ー
ゴ
神
父
を
補
佐
さ
せ
た
。
ヴ
ィ
レ
ラ
神
父
は
平
戸
滞
在
一
年
で
一
三
〇
〇
人
を
キ
リ
ス
ト
教
に
導
い
た
と
さ
れ

る
。キ

リ
シ
タ
ン
た
ち
は
改
宗
者
が
増
加
し
た
こ
と
に
力
を
得
て
、
仏
教
寺
院
と
衝
突
す
る
こ
と
を
い
と
わ
ず
、
寺
社
か
ら
仏
像
等
を
集
め

て
焼
き
、
経
典
を
焼
却
す
る
ま
で
に
高
揚
し
た
。
神
父
た
ち
が
こ
う
し
た
行
為
を
容
認
し
て
い
た
た
め
、
キ
リ
ス
ト
教
は
仏
僧
や
仏
教
徒

た
ち
の
批
判
の
的
と
な
り
、
そ
の
怒
り
が
神
父
や
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
に
向
け
ら
れ
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
領
主
松
浦
氏
は
こ

う
し
た
事
態
を
鎮
め
る
た
め
に
ヴ
ィ
レ
ラ
神
父
に
対
し
て
領
外
退
去
を
促
し
た
。
ヴ
ィ
レ
ラ
が
領
外
に
追
放
さ
れ
た
の
は
一
五
五
八
年
で

あ
る
。

翌
一
五
五
九
年
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
平
戸
を
出
航
し
て
間
も
な
く
、
松
浦
隆
信
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
主
要
人
物
に
棄
教
を
命
じ
、
棄
教
を

拒
ん
だ
キ
リ
シ
タ
ン
の
財
産
を
没
収
し
た
上
で
、
彼
ら
を
領
外
に
追
放
し
た
。
ト
ル
レ
ス
神
父
が
前
記
の
一
五
六
〇
年
十
月
二
十
日
付
の
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書
翰
を
書か

き
認し

た
た

め
た
の
は
、
一
五
五
九
年
の
キ
リ
シ
タ
ン
追
放
事
件
に
強
い
衝
撃
を
受
け
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
一
五
五
八
年
に

平
戸
で
二
人
が
殉
教
死
し
て
い
た
。

■
一
．
横
瀬
浦
開
港
交
渉

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
神
父
が
一
五
八
五
年
（
天
正
十
三
）
か
ら
書
き
始
め
た
「
日
本
史
」
の
第
一
部
四
〇
章
の
冒
頭
に
、
次
の
よ
う
な
記

事
が
見
ら
れ
る
。

豊
後
に
い
る
パ
ー
ド
レ
、
コ
ス
メ
＝
デ
＝
ト
ル
レ
ス
は
、
自
ら
の
余
生
に
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
新
規
改
宗
［
事
業
］
が

少
し
も
な
く
、
時
が
経
っ
て
ゆ
く
の
を
見
て
、
甚
だ
遺
憾
に
思
っ
た
。
そ
れ
で
、
彼
は
こ
の
聖
な
る
熱
意
に
突
き
動
か
さ
れ
て
、
私

た
ち
の
会
員
た
ち
が
平
戸
か
ら
追
放
さ
れ
て
い
る
た
め
す
で
に
そ
こ
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
イ
ル
マ
ン
、
ル
イ
ス
＝

デ
＝
ア
ル
メ
イ
ダ
が
日
本
人
二
人
と
共
に
、
平
戸
か
ら
二
レ
グ
ア
（
一
レ
グ
ア
は
約
五
・
五
㌔
㍍
）
あ
る
ド
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
（
籠
手

布教区（布教長）

総会長

巡察使（臨時職）管区・準管区
(管区長・準管区長)

図4-3　イエズス会の組織

田
安
経
）
に
属
し
て
い
た
度
島
の
島 ilha de T

acuxim
a 

に
秘
か
に
赴
く
よ
う
に
、
そ
し
て
、

相
応
し
い
港
が
あ
る
な
ら
ば
、
定
航
船 a nao de carreira 

が
下 X

im
o 

の
領
主
た
ち
の
港

に
行
く
と
の
期
待
を
彼
ら
に
与
え
て
、
彼
ら
の
誰
か
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
る
た
め
の

方
法
が
あ
る
か
ど
う
か
調
べ
る
よ
う
に
命
じ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
イ
ル
マ
ン
、
ル
イ
ス
＝

デ
＝
ア
ル
メ
イ
ダ
は
、
こ
う
し
た
問
題
に
対
し
て
驚
く
べ
き
才
覚
と
資
質
を
持
っ
て
い

た
か
ら
で
あ
る（
３
）。

フ
ロ
イ
ス
は
、
上
長
ト
ル
レ
ス
が
下シ

モ

す
な
わ
ち
九
州
の
領
主
、
平
戸
の
松
浦
氏
以
外
の
者

を
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
さ
せ
る
た
め
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
が
重
要
な
カ
ギ
に
な
る
と

の
認
識
の
も
と
に
、
打
開
策
を
講
じ
る
た
め
イ
ル
マ
ン
・
ア
ル
メ
イ
ダ
を
松
浦
氏
の
重
臣
で

あ
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
籠
手
田
ア
ン
ト
ニ
オ
の
許
に
遣
わ
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

フ
ロ
イ
ス
は
、
こ
の
こ
と
を
一
五
六
二
年
の
章
で
述
べ
、
そ
の
文
章
に
続
け
て
、
一
五
六
一
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を
訪
れ
て
か
ら
平
戸
に
入
っ
て
、
同
地
に
二
〇
日
間
滞
在
し
、
八
月
二
十
二
日
に
平
戸
を
発
っ
て
博
多
に
至
り
、
八
月
末
に
病
体
を
か
か

え
て
府
内
に
戻
っ
た
。
彼
は
平
戸
滞
在
中
に
は
来
航
し
た
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
デ
・
ソ
ウ
ザ
の
船
に
泊
ま
り
、
当
地
の
教
会
が
破
壊
さ
れ
て
い

た
た
め
船
上
に
仮
の
祭
壇
を
設
け
て
聖
画
像
を
飾
り
、
平
戸
や
そ
の
他
の
地
の
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
が
こ
れ
を
拝
む
た
め
の
便
宜
を
図
っ
た
。

こ
の
た
め
、
各
地
か
ら
キ
リ
シ
タ
ン
が
小
舟
を
操
っ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
に
や
っ
て
来
た（
５
）。

カ
ピ
タ
ン
・
モ
ー
ル
（
司
令
官
）
ソ
ウ
ザ
を
含
む
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
一
四
人
が
商
取
引
の
も
つ
れ
か
ら
殺
害
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
宮
ノ
前

イエズス会会員

イエズス会非会員

上　長
(布教長・準管区長・

管区長)

司　祭
（パードレ）

修道士
（イルマン）

同　宿
（伝道士＝カテキスタ）

小　者

看　坊

図4-4　日本のイエズス会

年
に
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
デ
・
ソ
ウ
ザ
の

定
航
船
が
平
戸
に
来
た
時
に
、
ア
ル

メ
イ
ダ
が
秘
か
に
平
戸
に
赴
き
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
船
の
新
し
い
来
航
先
の
調

査
の
た
め
に
画
策
し
た
こ
と
を
報
じ

て
い
る
。

ア
ル
メ
イ
ダ
は
こ
の
年
、
ト
ル
レ

ス
の
使
命
を
帯
び
て
平
戸
に
向
か
っ

た
。
六
月
七
日
に
豊
後
府
内
を
発
ち

（
４
）、
博
多
を
経
由
し
て
六
月
下
旬

に
度
島
に
至
り
、
同
島
に
一
五
日
間

滞
在
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
へ
の
対

応
に
当
た
っ
た
。
更
に
生
月
島
を
訪

問
し
た
の
ち
、
平
戸
島
西
岸
の
獅
子
、

飯
良
、
春
日
に
行
き
、
再
度
生
月
島
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事
件
が
発
生
し
た
の
は
、
ア
ル
メ
イ
ダ
が
平
戸
を
出
発
し
た
八
月
二
十
二
日
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ア
ル
メ
イ
ダ
が
平
戸
滞
在
中
に

司
令
官
ソ
ウ
ザ
と
話
し
合
い
、
平
戸
以
外
の
地
に
港
を
探
す
こ
と
に
つ
い
て
、
既
に
意
見
を
交
わ
し
、
実
際
に
平
戸
に
代
わ
る
新
た
な
港

探
し
が
行
わ
れ
た
。
ア
ル
メ
イ
ダ
は
府
内
に
戻
っ
た
の
ち
、
薩
摩
の
坊
津
に
入
港
し
た
ジ
ャ
ン
ク
船
の
船
長
マ
ノ
エ
ル
・
デ
・
メ
ン
ド
ー

サ
が
十
一
月
に
府
内
を
訪
れ
、十
二
月
に
坊
津
に
戻
る
時
に
、彼
に
同
行
し
て
薩
摩
に
行
き
、翌
一
五
六
二
年
六
月
に
な
っ
て
府
内
に
戻
っ

て
来
た
た
め
、
こ
の
間
、
新
た
に
開
か
れ
る
横
瀬
浦
港（
巻
頭
写
真
）に
つ
い
て
の
交
渉
に
は
関
与
す
る
機
会
は
な
か
っ
た
。

健
康
を
回
復
し
た
ア
ル
メ
イ
ダ
は
、
そ
の
間
に
進
捗
し
た
横
瀬
浦
開
港
問
題
の
最
終
決
着
の
た
め
に
、
一
五
六
二
年
七
月
五
日
、
博
多

に
赴
く
イ
ル
マ
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
と
共
に
府
内
を
発
ち
、
十
二
日
頃
に
日
本
人
伝
道
士
の
ダ
ミ
ア
ン
と
共
に
博
多
か
ら
平
戸
に
向
か

い
、
同
地
に
ダ
ミ
ア
ン
を
留
め
、
い
つ
も
一
緒
で
あ
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
ベ
ル
シ
オ
ー
ル
を
伴
っ
て
、
七
月
十
五
日
に
待
望
の
横
瀬
浦
に

到
着
し
た
。
そ
こ
で
彼
が
目
撃
し
た
の
は
一
隻
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
で
あ
っ
た
。
ス
ン
ダ
を
出
帆
し
て
マ
カ
オ
を
経
由
し
て
来
航
し
た
カ
ピ

タ
ン
・
モ
ー
ル
、
ペ
ド
ロ
・
バ
レ
ッ
ト
・
ロ
リ
ン
の
ナ
ウ
船
で
あ
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
平
戸
で
は
な
く
横
瀬
浦
港
に
直
航
し
て
来
た

の
は
、
新
し
い
貿
易
港
開
港
に
つ
い
て
の
情
報
が
既
に
前
年
秋
に
マ
カ
オ
に
帰
航
し
た
ナ
ウ
船
な
ど
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
か
ら

で
あ
り
、
ま
た
平
戸
に
お
け
る
司
令
官
ソ
ウ
ザ
等
の
殺
害
事
件
が
深
刻
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。

ア
ル
メ
イ
ダ
は
、
横
瀬
浦
に
着
い
た
翌
日
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
数
名
を
伴
っ
て
大
村
に
行
っ
て
領
主
純
忠
に
会
い
、
同
地
に
二
日
間
滞
在

し
て
既
に
交
渉
が
進
め
ら
れ
て
い
た
横
瀬
浦
開
港
と
同
地
譲
渡
に
つ
い
て
協
議
し
た
（
６
）。
ア
ル
メ
イ
ダ
が
七
月
十
六
日
に
大
村
を
訪
れ

て
横
瀬
浦
開
港
問
題
に
つ
い
て
最
終
的
な
協
議
に
入
る
ま
で
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
は
大
村
氏
と
ど
の
よ
う
に
接
触
し
、
同
氏
と
の
交
渉
を
進

め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
．
交
渉
の
第
一
段
階

フ
ロ
イ
ス
は
「
日
本
史
」（
第
一
部
四
〇
章
）
に
お
い
て
、
一
五
六
一
年
に
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
デ
・
ソ
ウ
ザ
の
ナ
ウ
船
が
平
戸
に
来
航
し

た
時
に
、
ア
ル
メ
イ
ダ
が
秘
か
に
平
戸
に
行
っ
て
新
た
な
港
探
し
に
つ
い
て
、
ナ
ウ
船
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
水
先
案
内
人
）
で
あ
る
ド
ミ

ン
ゴ
ス
・
リ
ベ
イ
ロ
と
、
都
の
市マ

チ

の
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
ゴ
ノ
エ
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ Gonoye Bartholom

eo 

と
話
し
合
っ
た
こ
と
を
伝
え
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て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
平
戸
の
ヒ
シ
ョ
（
肥
州
） Fixo de Firando 

に
覚
ら
れ
る
こ
と
な
く
極
秘
に
大
村
殿
の
ヨ
コ
シ
ウ
ラ V

ocoxiura 

（
横

瀬
浦
）
と
い
う
あ
る
港
を
調
査
・
測
深
す
る
こ
と
」
が
ま
ず
な
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、「
ナ
ウ
船
が
そ
こ
に
十
分
に
入
港
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
が
判
っ
た
時
に
は
、
日
本
人
で
都
の
出
身
で
あ
る
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
が
大
村
殿
に
対
し
て
、
彼
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
る
こ

と
を
望
み
、
彼
の
領
内
で
デ
ウ
ス
の
教
え
を
説
く
許
可
を
与
え
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
霊
的
に
も
現
世
的
に
も
大
き
な
利
得
が
彼
に
生

じ
る
で
あ
ろ
う
、
と
説
得
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た（
７
）。」

水
先
案
内
人
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
リ
ベ
イ
ロ
と
ゴ
ノ
エ
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
は
、
す
ぐ
に
屋
根
付
の
漁
船 hum

a fune de pescadores cuberta

、

す
な
わ
ち
家え

船ぶ
ね

で
大
村
領
の
沿
岸
を
調
査
し
、
横
瀬
浦
の
港
を
探
深
し
た
。
横
瀬
浦
港
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
入
港
に
適
し
、
十
分
な

深
さ
で
あ
る
と
確
認
し
た
彼
ら
は
、
直
ち
に
大
村
に
赴
い
て
、
大
村
家
の
執
政
官
（
首
席
家
老
） principal regedor 

で
あ
る
伊
勢
守
殿 

Y
xenocam

indono 

（
朝
長
伊
勢
守
純
利
）と
交
渉
し
、
は
な
は
だ
好
ま
し
い
返
答
に
接
し
た
。

伊
勢
守
殿
と
の
会
見
が
上
首
尾
に
い
っ
た
と
の
彼
ら
の
印
象
は
、
返
答
さ
れ
た
次
の
内
容
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
つ
に

は
、「
コ
ス
メ
＝
デ
＝
ト
ル
レ
ス
神
父
が
豊
後
か
ら
そ
の
地
に
来
た
い
と
望
む
な
ら
、
デ
ウ
ス
の
教
え
を
説
く
た
め
の
許
可
を
、
そ
し

て
、［
そ
れ
を
］
理
解
し
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
り
た
い
と
望
む
者
た
ち
に
は
彼
ら
が
洗
礼
を
受
け
る
た
め
の
許
可
を
与
え
る
だ
ろ
う
と

の
こ
と
」、
そ
し
て
一
つ
に
は
、「
大
村
の
殿
自
身
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
る
件
に
関
し
て
は
、
パ
ー
ド
レ（
ト
ル
レ
ス
）が
来
た
の
ち
に
、

こ
の
件
に
つ
い
て
直
接
に
彼（
殿
）と
共
に
ゆ
っ
く
り
話
し
合
わ
れ
る
だ
ろ
う
」（
８
）と
の
発
言
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
。

二
．
交
渉
の
第
二
段
階

ド
ミ
ン
ゴ
ス
・
リ
ベ
イ
ロ
と
ゴ
ノ
エ
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
の
二
人
が
持
ち
帰
っ
た
返
答
は
、
平
戸
滞
在
中
の
ア
ル
メ
イ
ダ
に
よ
っ
て
府

内
の
ト
ル
レ
ス
神
父
の
許
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
ア
ル
メ
イ
ダ
が
府
内
に
帰
着
し
た
の
は
前
述
し
た
一
五
六
一
年
八
月
末
で
あ
る
。
ト
ル

レ
ス
は
こ
の
返
答
、
す
な
わ
ち
合
意 concento 

を
よ
り
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
内
田
ト
メ
な
る
キ
リ
シ
タ
ン
を
大
村
に
派
遣
し
た
。

内
田
ト
メ
は
山
口
出
身
で
、
ザ
ビ
エ
ル
が
泊
ま
っ
た
家
の
最
初
の
宿
主
で
あ
り
、
ザ
ビ
エ
ル
か
ら
洗
礼
を
受
け
、
山
口
が
内
乱
の
た
め

混
乱
し
た
時
に
ト
ル
レ
ス
に
従
っ
て
豊
後
府
内
に
避
難
し
た
。
一
五
五
七
年
に
府
内
教
会
の
敷
地
内
に
病
院
が
設
立
さ
れ
る
と
、
キ
ョ
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ウ
ゼ
ン
・
パ
ウ
ロ
と
共
に
内
科
医
と
し
て
従
事
し
た
人
物
で
、
ト
ル
レ
ス
の
信
頼
が
厚
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
内
田
ト
メ
は
大

村
殿
、
す
な
わ
ち
大
村
純
忠
に
対
面
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
の
約
束
と
そ
の
意
志
を
確
認
す
る
使
命
を
帯
び
て
い
た
よ
う
で
あ

る
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
フ
ロ
イ
ス
の
「
日
本
史
」
に
は
な
い
。
フ
ロ
イ
ス
が
報
じ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
純
忠
は
内
田

ト
メ
に
次
の
よ
う
に
意
向
を
表
明
し
た
。

殿
は
彼
に
繰
り
返
し
、
自
ら
の
署
名
し
た
も
の
に
よ
っ
て
そ
の
こ
と
を
彼
に
保
証
す
る
だ
け
で
な
く
、
デ
ウ
ス
の
教
え
を
自
分

の
所
領
内
で
宣
布
す
る
た
め
に
イ
ル
マ
ン
（
修
道
士
）
一
人
を
遣
わ
し
て
く
れ
る
よ
う
強
く
求
め
た
。
そ
し
て
、
教
会
を
建
て
て
、

彼
ら
に
知
行 renda 
を
与
え
た
い
。
ま
た
ヨ
コ
シ
ウ
ラ
（
横
瀬
浦
）
の
港
そ
の
も
の
を
教
会
に
与
え
、
そ
こ
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち

の
大
き
な
集
落
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。
彼
ら
の
家
々
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
が
彼
ら
の
商
品
を
も
っ
て
安
全
に
泊
ま
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
ま
た
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
が
同
港
に
来
た
い
と
望
む
な
ら
ば
、
彼
は
彼
ら
に
一
〇
年
間
関
税
を

免
除
し
、
他
に
も
多
く
の
も
の
を
提
供
し
た
い
、
と
言
っ
た（
９
）。

内
田
ト
メ
は
こ
の
返
答
を
も
っ
て
豊
後
府
内
に
戻
っ
た
。
彼
が
い
つ
府
内
を
発
ち
、
い
つ
帰
着
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
彼
は

ア
ル
メ
イ
ダ
が
府
内
に
戻
っ
た
一
五
六
一
年
八
月
末
か
ら
早
い
時
期
、
恐
ら
く
九
月
中
旬
頃
か
ら
十
月
ま
で
に
府
内
を
出
発
し
、
十
一

月
ま
で
に
は
府
内
に
帰
着
し
た
よ
う
で
あ
る
。

三
．
交
渉
の
第
三
段
階

フ
ロ
イ
ス
の
「
日
本
史
」
に
よ
る
と
、
ト
ル
レ
ス
神
父
は
内
田
ト
メ
が
持
ち
帰
っ
た
案
件
に
つ
い
て
完
全
な
協
定
を
結
ぶ
た
め
に
再

び
ア
ル
メ
イ
ダ
を
直
ち
に
送
る
こ
と
を
決
断
し
た
。
交
渉
は
最
終
段
階
を
迎
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
交
渉
の
鍵
を
握
る
イ

ル
マ
ン
・
ア
ル
メ
イ
ダ
は
前
述
し
た
よ
う
に
十
二
月
か
ら
翌
年
六
月
ま
で
薩
摩
に
旅
行
に
出
て
い
た
た
め
、
大
村
氏
と
イ
エ
ズ
ス
会
と

の
協
定
締
結
に
関
す
る
細
部
の
交
渉
は
、
書
面
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
ア
ル
メ
イ
ダ
の
一
五
六
二
年
十
月
二
十
五
日
付

書
翰
か
ら
知
ら
れ
る
。

私
は
［
横
瀬
浦
に
］
到
着
し
た
翌
日
に
、
早
速
、
数
名
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
伴
っ
て
そ
の
地
の
領
主
を
訪
れ
る
た
め
に
赴
い
た
。



460

そ
れ
は
、
彼
が
去
冬
パ
ー
ド
レ
、
コ
ス
メ
＝
デ
＝
ト
ル
レ
ス
に
書
き
送
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
明
白
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た（
10
）。

内
田
ト
メ
が
交
渉
の
第
二
段
階
で
協
定
案
の
大
筋
に
つ
い
て
協
議
し
、
書
状
の
や
り
取
り
を
通
じ
て
練
り
上
げ
ら
れ
た
案
は
、
恐
ら

く
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。

彼
（
大
村
純
忠
）
は
自
領
内
に
お
い
て
デ
ウ
ス
の
教
え
を
弘
布
す
る
た
め
に
イ
ル
マ
ン
一
人
を
派
遣
し
て
く
れ
る
よ
う
、
ま
た
教

会
を
い
く
つ
か
建
て
て
く
れ
る
よ
う
望
み
、
そ
の
た
め
に
知
行
［
地
］ renda 

を
与
え
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
知
行
［
地
］

は
横
瀬
浦
の
港
で
あ
っ
て
、
周
囲
ほ
ぼ
二〔二
〕〇
レ
グ
ア
（
11
）
の
農
民
全
員
も
一
緒
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
当
港
に
は
パ
ー
ド
レ
た
ち

の
望
ま
な
い
異
教
徒
は
誰
も
定
住
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
彼
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
の
船 navios 

が
同
港
に
入
港
し
よ
う

と
す
る
な
ら
ば
、
同
船
で
取
引
を
す
る
た
め
に
来
る
商
人
す
べ
て
に
対
し
て
一
〇
年
間
関
税
を
免
除
し
、
他
に
も
多
く
の
申
し
出

を
し
た（
12
）。

ア
ル
メ
イ
ダ
は
ト
ル
レ
ス
神
父
の
名
代
と
し
て
七
月
十
六
日
に
大
村
に
領
主
純
忠
を
訪
れ
、
純
忠
か
ら
過
分
の
厚
遇
を
受
け
、
二
度

饗
応 com

er 

さ
れ
た
。
純
忠
の
も
と
を
辞
去
し
た
ア
ル
メ
イ
ダ
は
、
純
忠
の
名
代
で
あ
る
一
人
の
執
政
官（
朝
長
純
利
）と
の
間
で
、
書

状
に
書
か
れ
て
い
た
こ
と
を
承
認
す
る
か
否
か
の
最
後
の
詰
め
に
入
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ア
ル
メ
イ
ダ
に
よ
る
と
、

同
じ
要
人 senhor 

と
の
間
に
話
し
協
議
し
た
後
に
、
彼
が
私
に
与
え
た
回
答
は
、
す
べ
て
に
た
い
し
て
承
認
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
た
だ
し
、
全
員
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
支
配
下
に
あ
る
土
地
の
一
半
は
領
主 senhor 

が
所

有
し
、
他
の
一
半
は
教
会
が
所
有
す
る
の
が
よ
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
私
は
彼
に
、
そ
の
協
定 partido 

は
か
の
パ
ー
ド
レ
が

満
足
す
る
か
否
か
を
見
極
め
な
い
う
ち
は
受
け
容
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
っ
た
。
こ
れ
は
、
私
と
一
緒
に
行
っ
た
数
名
の
キ

リ
ス
ト
教
徒
た
ち
の
助
言
に
よ
っ
て
私
は
実
行
し
た
が
、
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
慣
習
に
非
常
に
精
通
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
し

て
、
私
は
彼
ら
が
パ
ー
ド
レ
の
返
答
を
待
ち
望
む
と
い
う
こ
と
で
彼
ら
と
別
れ
た（
13
）。

横
瀬
浦
港
と
そ
の
周
囲
お
よ
そ
二
レ
グ
ア
の
土
地
を
農
民
と
共
に
イ
エ
ズ
ス
会
に
譲
渡
す
る
と
の
案
が
、
第
一
段
階
の
交
渉
時
に
大

村
氏
か
ら
提
示
さ
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
そ
の
提
案
は
内
田
ト
メ
が
大
村
に
赴
い
て
第
二
回
目
の
交
渉
に
お
い
て



461中世編 第四章 対外関係（貿易・キリシタン史）

示
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
領
主
純
忠
に
は
寺
領
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
純
忠
は
容
易
に
決
断
で
き
な

い
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
問
題
を
表
面
化
さ
せ
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
土
地
の
寄
進
を
持
ち
出
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

知
行
の
付
与
・
土
地
譲
渡
問
題
は
交
渉
の
最
終
段
階
で
変
更
さ
れ
、
純
忠
と
イ
エ
ズ
ス
会
が
横
瀬
浦
の
周
囲
ほ
ぼ
二
レ
グ
ア
の
土
地
を

折
半
す
る
こ
と
で
決
着
を
み
た
。

領
主
純
忠
は
、
な
ぜ
最
終
段
階
の
交
渉
で
領
地
の
折
半
案
を
持
ち
出
し
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
一
五
六
二
年

に
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
思
い
が
け
な
く
横
瀬
浦
に
入
港
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
利
益
、
そ
し
て
諸
国
か
ら
蝟い

集し
ゅ
う

し
て
来
る
商

人
た
ち
の
存
在
に
つ
い
て
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
こ
の
年
に
来
航
す
る
に
至
っ
た
理
由
は
、

既
述
の
ご
と
く
一
五
六
一
年
に
平
戸
に
代
わ
る
新
港
の
探
査
が
な
さ
れ
て
、
大
村
氏
と
の
間
に
開
港
交
渉
が
順
調
に
進
展
し
て
い
た
こ

と
が
そ
の
年
の
う
ち
に
既
に
マ
カ
オ
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
平
戸
に
お
け
る
カ
ピ
タ
ン
・
ソ
ウ
ザ
ら
の
殺
害
事
件
が

同
時
に
報
知
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
を
知
っ
た
大
村
純
忠
に
は
、ポ
ル
ト
ガ
ル
船
来
着
は
大
き
な
僥

ぎ
ょ
う

倖こ
う

で
あ
っ

た
。
彼
は
横
瀬
浦
港
の
維
持
・
経
営
に
積
極
的
に
乗
り
出
す
こ
と
を
考
え
、
自
ら
貿
易
の
権
益
の
一
半
を
確
保
す
る
方
向
に
舵
を
切
っ

た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
協
定
案
作
成
の
最
終
段
階
で
一
部
手
直
し
が
な
さ
れ
、
横
瀬
浦
が
大
村
氏
と
イ
エ
ズ
ス
会
と
に
折
半
さ
れ
た
の

は
、
領
主
純
忠
の
意
向
が
直
截
に
反
映
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
イ
ル
マ
ン
の
ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
の
一
五
六
三
年
四
月

十
四
日
付
横
瀬
浦
発
信
書
翰
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
見
ら
れ
る
。

大
村
の
王 Rey 

に
し
て
領
主 Senhor 

で
あ
る
大
村
殿
は
、
聖
週
の
月
曜
日（
四
月
五
日
）に
教
会
の
近
く
に
一
軒
の
家
を
造
る
目
的

を
も
っ
て
再
び
当
地
に
や
っ
て
来
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
と
交
流
す
る
た
め
、
ま
た
当
港
の
利
益
の
た
め
、

多
く
の
時
間
当
港
に
い
る
か
ら
で
あ
る
。
パ
ー
ド
レ（
ト
ル
レ
ス
）は
彼
に
一
通
の
証
書
を
与
え
た［
の
で
、］家
は
造
ら
れ
る
で
あ

ろ
う（
14
）。

フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
の
右
書
翰
の
一
節
は
、
既
に
協
定
が
結
ば
れ
た
の
ち
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
純
忠
が
横
瀬
浦
に
自
邸
を
建

造
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
彼
が
横
瀬
浦
港
に
強
い
期
待
と
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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ア
ル
メ
イ
ダ
は
交
渉
成
立
後
、
二
日
間
大
村
に
滞
在
し
、
朝
長
伊
勢
守
の
兄
弟
シ
ン
ス
ケ（
新
助
、
朝
長
純
安
）殿
の
屋
敷
に
泊
ま
っ

て
、
彼
と
そ
の
家
族
の
た
め
に
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
を
説
明
し
た
。
大
村
に
お
け
る
宣
教
活
動
が
こ
の
時
に
始
ま
っ
た
。
ア
ル
メ
イ
ダ

は
大
村
氏
と
の
間
に
合
意
し
た
協
定
を
持
参
し
た
者
を
早
速
豊
後
府
内
に
い
た
上
長
ト
ル
レ
ス
に
遣
わ
し
て
、
同
神
父
の
裁
可
を
仰
い

だ
。
彼
は
七
月
十
八
日
に
は
大
村
か
ら
横
瀬
浦
に
戻
り
、
純
忠
の
指
図
に
よ
っ
て
造
築
さ
れ
た
家
に
一
種
の
祭
壇
を
設
え
て
、
ト
ル
レ

ス
か
ら
の
連
絡
を
待
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
水
先
案
内
人
リ
ベ
イ
ロ
と
行
動
を
共
に
し
て
横
瀬
浦
港
の
調
査
・
測
深
に
当
た
り
、
最
初
に
大
村
氏
と
の
間
に
交
渉
に

当
た
っ
た
ゴ
ノ
エ
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
一
五
六
〇
年
な
い
し
一
五
六
一
年
初
め

頃
に
京
都
で
ガ
ス
パ
ー
ル
・
ヴ
ィ
レ
ラ
神
父
か
ら
洗
礼
を
受
け
た
最
初
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
一
人
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
が
ど
の
よ

う
な
筋
の
人
間
で
、
ま
た
な
ぜ
平
戸
に
下
っ
て
来
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
が
イ
ル
マ
ン
・
ア
ル
メ
イ
ダ
の
信
頼
を
得
て
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
水
先
案
内
人
と
行
動
を
共
に
し
た
こ
と
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
接
触
す
る
立
場
に
あ
っ
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
を
少
し
は
理
解
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
彼
は
恐
ら
く
商
取
引
の
た
め
に
平
戸
に
下
っ
て
来
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
、
平
戸

に
は
堺
の
商
人
た
ち
が
多
数
の
船
隊
を
編
成
し
て
来
て
い
た
し
、
実
際
、
堺
の
納
屋
衆
の
一
人
日
比
屋
了
珪
な
ど
も
取
引
の
た
め
に
下

地
方
に
下
っ
て
来
て
い
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
の
商
取
引
に
関
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
ゴ
ノ
エ
は
、
ヴ
ィ
レ
ラ
が
京
都
で
宣
教
活
動

を
始
め
る
と
、
京
都
と
下
地
方
を
往
還
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
あ
ま
り
違
和
感
を
感
じ
る
こ
と
な
く
四し

条じ
ょ
う

姥う
ば

柳や
な
ぎ

町ま
ち

の
教
会
に
足
を
運

ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
「
ゴ
ノ
エ
」
に
つ
い
て
、
姉
崎
正
治
は
、「
京
都
で
キ
リ
シ
タ
ン
に
な
っ
て
九
州
に
落
ち
て
来
て
い

た
近
衛
家
の
一
員（
15
）」と
し
て
い
る
。

日
本
イ
エ
ズ
ス
会
が
一
五
八
八
年
（
天
正
十
六
）
に
作
成
し
た
「
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
神
学
生
名
簿
」
に
は
、
都
の
神
学
生
を
も
含

む
七
〇
名
の
神
学
生
の
名
が
記
載
さ
れ
、
そ
の
二
〇
番
目
に
「Gonoy Paulos
」
な
る
者
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
生
国
は
平
戸 Firando

、

年
齢
二
〇
歳
、
一
五
八
五
年
に
セ
ミ
ナ
リ
オ
に
入
り
、
ラ
テ
ン
語
文
法
二
級
（
中
級
）、
音
楽
と
日
本
文
学
は
中
程
度
の
評
価
で
あ
る

（
16
）。
平
戸
出
身
の「
ゴ
ノ
イ
・
パ
ウ
ロ
」は
一
五
六
八
年
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
横
瀬
浦
開
港
に
関
わ
っ
た「
ゴ
ノ
エ
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
」
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と
の
関
係
が
推
測
さ
れ
る
。「
ゴ
ノ
エ Gonoye

」は
恐
ら
く「
ゴ
ノ
イ
」を
誤
聞
・
誤
記
し
た
可
能
性
が
高
く
、「
ゴ
ノ
エ
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
」

と
「
ゴ
ノ
イ
・
パ
ウ
ロ
」
は
親
子
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
ゴ
ノ
エ
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
」
は
、
貿
易
に
関
与
し
て
平
戸
に
住
み
つ
い
た

よ
う
で
あ
る
。
ゴ
ノ
イ
・
パ
ウ
ロ
は
、
一
五
八
九
年
一
月
二
十
六
日
の
名
簿
に
よ
る
と
、「
彼
杵
の
修
道
士
パ
ウ
ロ Ir. Paulos de Sonongui

」

と
あ
り
、
一
五
八
九
年
一
月
に
イ
エ
ズ
ス
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
天
草
河
内
浦
の
修
練
院 Casa de Provação 

に
学
ん
で
い
る
（
17
）。
ま
た

一
五
九
三
年
一
月
一
日
作
成
の
名
簿
に
は
、「
大
村
領 las tierras de O

m
ura

」
の
「
彼
杵
パ
ウ
ロ Sonongui Paulo

」
と
記
載
さ
れ
る
（
18
）。
パ
ウ

ロ
の
父
ゴ
ノ
イ
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
地
が
平
戸
か
ら
大
村
領
に
移
っ
た
こ
と
に
伴
っ
て
彼
杵
地
方
に
移
り
住

ん
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

■
二
．
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
と
横
瀬
浦
の
繁
栄

ア
ル
メ
イ
ダ
は
一
五
六
二
年
十
月
二
十
五
日
付
の
書
翰
で
、
横
瀬
浦
の
港
の
景
観
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。

こ
の
港
は
平
戸
か
ら
お
よ
そ
六
レ
グ
ア
の
距
離
で
あ
り
、
一
つ
の
入
口
（
港
口
）
が
あ
り
、
外そ

と

海め

か
ら
入
る
と
き
に
は
、
こ
れ
に
か

な
り
近
接
し
て
か
ら
で
な
い
と
入
口
は
判
ら
な
い
。
そ
し
て
、
港
（
佐
世
保
湾
）
内
は
幅
二
レ
グ
ア
あ
る
か
な
し
か
で
、
所
に
よ
っ

て
は
非
常
に
狭
い
。
両
側
に
多
く
の
集
落
と
、
船
舶
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
良
好
な
港
が
あ
る
。
私
た
ち
が
い
る
所
は
、
港
口
か
ら

お
よ
そ
半
レ
グ
ア
で
右
手
に
入
り
込
ん
で
い
る
。
そ
の
港
の
出
入
り
口
に
は
高
い
円
形
の
小
島
が
一
つ hum

 ilheo alto e redondo 

あ
り
、

そ
の
頂
に
一
基
の
美
し
い
十
字
架
が
あ
っ
て
、
遥
か
彼
方
か
ら
見
ら
れ
る（
19
）。

ア
ル
メ
イ
ダ
が
七
月
十
五
日
に
横
瀬
浦
の
港
に
着
い
た
時
、
既
に
着
津
し
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
（
ナ
ウ
船
）
の
カ
ピ
タ
ン
・
モ
ー
ル
、

ペ
ド
ロ
・
バ
レ
ッ
ト
・
ロ
リ
ン
は
、
港
の
出
入
り
口
に
あ
る
小
島
、
す
な
わ
ち
八
ノ
子
島
に
十
字
架
を
立
て
て
い
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
小

島
の
上
空
に
三
日
間
続
け
て
午
後
に
十
字
架
が
現
れ
た
た
め
で
あ
る
、
と
ア
ル
メ
イ
ダ
は
証
言
す
る
。
こ
の
小
島
に
聖
ペ
ド
ロ
の
島 Ilha 

de São Pedro 

と
命
名
し
た
の
は
多
分
カ
ピ
タ
ン
・
モ
ー
ル
の
ペ
ド
ロ
・
バ
レ
ッ
ト
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

横
瀬
浦
の
入
江
は
、
漁
船
の
船
泊
ま
り
の
よ
う
で
も
あ
っ
た
。
ア
ル
メ
イ
ダ
が
、「
こ
の
入
江
に
は
、
妻
子
と
共
に
海
上
で
暮
ら
し
て

い
る
漁
師
が
多
く
お
り
、
夜
間
に
は
眠
る
た
め
に
こ
の
小
さ
な
入
江
に
や
っ
て
来
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
土
地
で
は
魚
が
十
分
に
供
給
さ
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に
な
る
た
め
に
ア
ル
メ
イ
ダ
の
許
を
訪
れ
始
め
た
が
、
彼
ら
は
横
瀬
浦
在
住
の
者
で
は
な
く
、
平
戸
か
ら
来
た
キ
リ
シ
タ
ン
に
伴
っ
て
来

た
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

上
長
の
ト
ル
レ
ス
神
父
が
豊
後
か
ら
高
瀬
・
諫
早
経
由
で
横
瀬
浦
に
向
か
っ
て
い
る
と
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
ア
ル
メ
イ
ダ

が
豊
後
に
い
る
ト
ル
レ
ス
ら
の
た
め
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
か
ら
入
手
し
た
越
冬
用
の
物
質
を
送
る
た
め
準
備
し
て
い
た
最
中
で
あ
っ
た
。
ト

ル
レ
ス
の
横
瀬
浦
来
訪
の
知
ら
せ
は
、
ア
ル
メ
イ
ダ
ら
に
は
驚
愕
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
。
彼
は
そ
の
感
慨
を
率
直
に
述
べ
て
い
る
。

彼（
ト
ル
レ
ス
）が
考
慮
す
べ
き
点
に
つ
い
て
私
た
ち
に
多
く
与
え
た
こ
と
は
、
あ
の
年
齢
で
た
い
へ
ん
な［
重
責
］を
担
っ
て
、
通
っ

た
こ
と
の
あ
る
者
に
し
か
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
非
常
に
難
儀
な
道
中
を
来
た
パ
ー
ド
レ
に
会
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
か
よ

う
に
、
私
た
ち
す
べ
て
の
者
に
は
彼
の
来
訪
は
、
な
ん
ら
か
の
重
大
な
事
態
が
起
こ
ら
な
け
れ
ば
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
な

ぜ
な
ら
、
パ
ー
ド
レ
が
豊
後
の
カ
ー
ザ
（
修
院
）
を
離
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
地
に
留
ま
る
べ
き
パ
ー
ド
レ
が
他
に
誰
も
い
な
い
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
に
長
い
旅
を
す
る
に
は
甚
だ
老
齢
に
し
て
脆
弱
な
身
体
で
あ
っ
て
、
ま
た
八
月
の
初
め
で
あ
る
た
め
甚
だ
暑
い

写真4-5　佐世保湾から見た横瀬浦入口と八ノ子島

れ
て
い
る
（
20
）。」
と
報
じ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
当
地
の
漁
民
た
ち
が
海
上
生
活
を

し
て
い
た
と
の
印
象
を
受
け
る
。
事
実
、
西
海
市
大
瀬
戸
歴
史
民
俗
資
料
館
に
は
、「
家
船
」

の
模
型
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
海
上
生
活
の
有
り
よ
う
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き

る
。ア

ル
メ
イ
ダ
は
、
七
月
十
八
日
に
大
村
か
ら
横
瀬
浦
に
戻
る
と
す
ぐ
に
、
彼
の
た
め
に
建

て
ら
れ
た
一
軒
家
で
宣
教
活
動
を
開
始
し
た
。
祭
壇
が
設
け
ら
れ
る
と
、
そ
こ
に
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
た
ち
や
そ
の
土
地
の
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
が
デ
ウ
ス
に
祈
る
た
め
に
来
た
と
ア
ル
メ
イ
ダ

は
報
じ
て
い
る
が
、
横
瀬
浦
に
こ
の
当
時
ま
だ
キ
リ
シ
タ
ン
は
い
な
か
っ
た
か
ら
、
商
取
引

の
た
め
に
各
地
か
ら
集
ま
っ
て
来
て
い
た
商
人
た
ち
の
間
に
少
数
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
ま
も
な
く
、
若
干
の
者
が
デ
ウ
ス
の
事
柄
（
教
理
）
を
聴
聞
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
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時
期
で
あ
り
、
私
た
ち
は
何
が
彼
を
せ
き
立
て
て
来
さ
せ
た
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る（
21
）。

ト
ル
レ
ス
が
横
瀬
浦
に
到
来
し
た
の
は
八
月
の
初
め
（
一
日
）
で
あ
っ
た
。
彼
が
長
期
に
わ
た
る
難
儀
な
旅
を
決
意
し
た
の
は
、
平
戸

を
去
っ
て
か
ら
既
に
一
一
年
が
経
過
し
て
い
た
た
め
平
戸
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
慰
問
・
教
化
す
る
こ
と
が
懸
案
事
項
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
、

ま
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
事
業
の
将
来
を
左
右
す
る
と
思
わ
れ
た
横
瀬
浦
開
港
・
譲
渡
を
め
ぐ
る
交
渉
が
最
終
段
階
を
迎
え
て
い
た
こ
と

を
傍
観
し
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ア
ル
メ
イ
ダ
は
、「
主
［
な
る
神
］
は
彼
の
来
訪
が
告
解
と
デ
ウ
ス
を
見
た
い
と
切
望
す

る
平
戸
の
キ
リ
ス
ト
教
界
を
救
う
た
め
、
ま
た
こ
の
港
に
基
礎
を
据
え
て
、
こ
こ
に
私
た
ち
の
聖
な
る
信
仰
を
広
め
る
こ
と
を
望
ま
れ
た

（
22
）。」と
受
け
止
め
て
い
た
。

ト
ル
レ
ス
の
た
め
の
家
一
軒
が
手
配
さ
れ
、
た
ち
ま
ち
に
し
て
準
備
さ
れ
た
。
彼
の
到
着
に
よ
っ
て
横
瀬
浦
譲
渡
問
題
は
急
速
に
展
開

し
た
。
翌
日
、
ア
ル
メ
イ
ダ
は
七
月
十
六
日
以
降
の
大
村
氏
と
の
交
渉
経
過
を
ト
ル
レ
ス
に
報
告
説
明
し
、
彼
の
了
承
を
得
て
、
交
渉
の

結
着
の
た
め
に
大
村
氏
の
許
に
赴
い
た
。
彼
は
大
村
に
五
日
間
滞
在
し
て
協
定
書
を
ま
と
め
た
後
、
横
瀬
浦
に
戻
っ
た
。
一
方
、
ト
ル
レ

ス
は
到
着
し
た
翌
日
に
教
会
の
建
造
に
着
手
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
パ
ー
ド
レ
は
す
べ
て
の
者
が
告
解
を
聴
き
、
神
［
の
聖
体
］ o Senhor 

を

頂
き
、
ミ
サ
を
聴
聞
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
直
ち
に
一
軒
の
家
を
造
る
こ
と
を
指
図
し
た
。
家
は
翌
日
す
ぐ
に
労
せ
ず
に
造
ら
れ
た

（
23
）。」
大
村
氏
は
こ
れ
を
支
援
す
る
た
め
に
木
材
の
あ
る
森
一
つ
と
多
数
の
人
手
を
与
え
た
。
教
会
が
建
て
ら
れ
た
位
置
と
そ
の
周
囲
の

景
観
は
、
ア
ル
メ
イ
ダ
の
書
翰
か
ら
知
ら
れ
る
。

（
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
）
こ
の
小
島
の
内
は
た
い
へ
ん
良
港
で
あ
る
の
で
、
諸
船
舶
が
停
泊
し
て
お
り
、
ま
た
同
じ
港
を
形
成
し

て
い
る
一
つ
の
小
さ
な
入
江
に
は
右
手
に
入
り
込
ん
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
の
集
落
が
あ
り
、［
こ
れ
に
］
向
か
い
合
っ
て
高
い
所
に

私
た
ち
の
カ
ー
ザ
（
修
院
）
が
あ
る
。
対
岸
の
者
た
ち
（
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
）
が
渡
る
た
め
に
、
た
い
へ
ん
幅
の
広
い
一
つ
の
石
橋

が
両
側
に
架
か
っ
て
お
り
、
潮
が
流
れ
込
む
［
橋
の
］
中
央
に
は
、
そ
の
両
側
の
石
の
上
に
据
え
て
あ
る
桁
（
欄
干
ヵ
）
が
あ
り
、
こ

の
橋
の
末
端
に
双
方
に
壁
を
も
っ
た
お
よ
そ
七
段
の
石
段
が
あ
る
。
石
段
は
橋
と
同
じ
幅
の
広
さ
か
ら
始
ま
っ
て
、
次
第
に
三
倍
ほ

ど
の
広
さ
の
幅
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
石
段
の
上
に
は
た
い
へ
ん
美
し
い
樹
木
の
入
口
（
応
接
所
） recebim

ento 

が
あ
る
。
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こ
の
入
口
か
ら
大
き
な
門
に
達
す
る
ま
で
四
段
あ
り
、
門
内
に
は
奥
行
き
お
よ
び
幅
が
八
ブ
ラ
サ
（
一
ブ
ラ
サ
は
二
・
二
㍍
）
あ
ま
り

あ
る
方
形
の
庭
が
あ
り
、そ
の
前
面
に
教
会
が
あ
る
。
教
会
は
奥
行
き
七
ブ
ラ
サ
以
上
、幅
五
・
五
ブ
ラ
サ
で
あ
り
、そ
の
土
地
の
人
々

の
助
力
を
得
て
造
ら
れ
た
。
…
…
教
会
が
あ
る
地
所
は
全
体
が
は
な
は
だ
高
い
樹
木
で
囲
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
地
所
の
中
に
は
教
会

に
必
要
な
家
々
が
他
に
も
あ
る
。
そ
し
て
、
大
弓
一
射
程
ほ
ど
の
教
会
の
近
く
に
は
菜
園
も
あ
る
。
私
た
ち
は
教
会
の
近
く
に
良
質

の
木
材
を
出
す
森
を
二
ヵ
所
所
有
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
当
修
院
の
た
め
の
最
良
質
の
木
材
が
伐
採
さ
れ
た（
24
）。

こ
れ
は
一
五
六
二
年
十
月
二
十
五
日
付
の
書
翰
の
一
節
で
あ
る
が
、
教
会
建
設
が
始
ま
っ
た
八
月
初
旬
以
降
三
月
も
経
た
な
い
う
ち
に
、

横
瀬
浦
の
景
観
が
一
変
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
港
に
入
っ
て
右
手
の
一
角
に
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
の
集
落
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
既
に

か
な
り
の
数
の
者
が
、
平
戸
及
び
そ
の
他
の
地
か
ら
来
た
者
に
加
え
て
横
瀬
浦
居
住
の
者
も
含
め
て
キ
リ
シ
タ
ン
に
改
宗
し
た
事
実
を
示

し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
六
ヵ
月
ほ
ど
が
経
過
し
た
一
五
六
三
年
四
月
十
七
日
に
イ
ル
マ
ン
の
ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
が
同
じ
横
瀬

浦
か
ら
豊
後
府
内
在
住
の
同
僚
に
送
っ
た
書
翰
に
よ
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
展
開
を
み
せ
て
い
た
。

今
ま
で
に
当
地
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
っ
た
者
は
全
体
で
三
〇
〇
人
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
全
員
こ
の
教
会
の
近
く
に
い
る
者

た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
や
、
豊
後
、
平
戸
お
よ
び
博
多
か
ら
当
地
に
来
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
で
、
毎
日
曜
日
に
は
教
会
は
ま
さ
し
く

一
杯
に
な
る
。
教
会
は
豊
後
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
ほ
ど
の
大
き
さ
で
あ
る
。
正
午
に
は
、
六
〇
人
以
上
の
子
供
が
ド
チ
リ
ナ（
教
理
）

の
た
め
に
や
っ
て
来
る
。
彼
ら
は
す
で
に
パ
ー
テ
ル
・
ノ
ス
テ
ル（
主
の
祈
り
）、ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
、ク
レ
ド（
使
徒
信
経
）、サ
ル
ヴ
ェ
・

ラ
イ
ー
ニ
ャ
（
サ
ル
ヴ
ェ
・
レ
ジ
ナ
）、
及
び
そ
の
他
の
祈
り
を
知
っ
て
い
る
。
子
供
の
ほ
ぼ
全
員
、
少
な
く
と
も
四
分
の
三
は
そ

う
で
あ
る（
25
）。

横
瀬
浦
に
は
一
五
六
三
年
四
月
の
時
点
で
三
〇
〇
人
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
教
会
の
近
く
に
住
み
、
更
に
商
取
引
の
た
め
に
平
戸
、
博
多
、

豊
後
か
ら
同
地
に
来
た
商
人
た
ち
の
中
に
も
多
数
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
い
た
の
で
あ
り
、
教
会
の
み
な
ら
ず
、
新
興
の
港
町
横
瀬
浦
の
活

況
の
ほ
ど
が
推
測
さ
れ
る
。
ア
ル
メ
イ
ダ
は
一
五
六
三
年
十
一
月
十
七
日
付
の
書
翰
で
、
発
展
途
上
に
あ
っ
た
横
瀬
浦
に
つ
い
て
言
及
し

て
、「
ト
ル
レ
ス
神
父
を
思
慕
し
て
い
た
た
め
多
数
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
、
豊
後
、
博
多
、
平
戸
及
び
都
か
ら
こ
の
港
に
住
む
た
め
に
や
っ
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て
来
た
の
で
、
そ
の
土
地
は
家
並
み
が
ま
す
ま
す
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
（
26
）。」
と
述
べ
て
い
る
。
前
述
し
た
都
の
キ
リ
シ
タ
ン
、
ゴ
ノ
エ

（
ゴ
ノ
イ
）・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
は
そ
の
よ
う
な
一
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
ア
ル
メ
イ
ダ
は
こ
の
書
翰
の
中
で
、
横
瀬
浦
の
港
を 

porto de N
offa senhora de ajuda 

「
御
扶
け
の
聖
母
の
港
」と
記
し
、
文
末
で
も neste porto de N

offa Senhora de A
juda 

と
書
い
て
い
る
。

ト
ル
レ
ス
神
父
が
イ
ル
マ
ン
の
ア
ル
メ
イ
ダ
と
伝
道
士
の
日
本
人
パ
ウ
ロ
を
横
瀬
浦
に
留
め
て
豊
後
に
向
け
て
出
発
し
た
の
は
、
フ
ェ

ル
ナ
ン
デ
ス
の
一
五
六
三
年
四
月
十
七
日
付
書
翰
に
よ
る
と
、
一
五
六
二
年
十
二
月
二
十
日
で
あ
っ
た
（
27
）。
ト
ル
レ
ス
は
そ
の
日
の
夜

平
戸
に
着
き
、
降
誕
祭
後
に
平
戸
各
地
を
巡
歴
し
て
か
ら
博
多
経
由
で
豊
後
に
戻
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
博
多
地
方
に
お
け
る
戦
乱
の
知

ら
せ
を
受
け
て
、
予
定
を
変
え
別
路
で
豊
後
に
帰
還
す
る
た
め
一
五
六
三
年
二
月
二
十
日
に
横
瀬
浦
に
戻
っ
て
来
た
。

同
地
で
復
活
祭
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
ト
ル
レ
ス
は
、
教
会
の
向
か
い
に
あ
る
山
の
頂
き
に
十
字
架
を
立
て
る
こ
と
を
決
意
し
、
四

旬
節
の
第
三
日
曜
日（
三
月
十
四
日
）に
自
ら
が
製
作
し
た
十
字
架
を
立
て
た
。
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
は「
こ
の
十
字
架
は
こ
れ
ま
で
に
日
本

で
立
て
ら
れ
た
最
も
美
し
い
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
し
か
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
は
キ
リ
ス
ト
教
国
で
も
こ
の
よ
う
な
美
麗
で
敬
虔
な
も

の
を
い
ま
だ
に
見
た
こ
と
が
な
い
と
断
言
し
て
い
る
（
28
）。」
と
伝
え
る
。
ア
ル
メ
イ
ダ
も
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
彼
に
よ
る
と
、

こ
の
十
字
架
は
長
さ
三
ブ
ラ
サ（
六
・
六
㍍
）、
腕
一
・
五
ブ
ラ
サ（
三
・
三
㍍
）、
太
さ
一
・
五
パ
ル
モ（
一
パ
ル
モ
は
二
二
㌢
㍍
。
三
三
㌢
㍍
）

の
大
き
さ
で
あ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
が
こ
れ
を
厳
か
に
運
ん
で
立
て
た
後
に
説
教
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
足
を
挫
い
て
歩
け
な
か
っ
た
ト

ル
レ
ス
神
父
を
肩
に
担
い
で
教
会
と
向
か
い
の
山
を
往
復
し
た（
29
）。
な
お
、
フ
ロ
イ
ス
の
「
日
本
史
」
に
よ
る
と
、
十
字
架
の
足
も
と
に

は
礼
拝
堂 herm

ida 

が
あ
っ
た
（
30
）。
十
字
架
は
六
・
六
㍍
の
高
さ
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
こ
で
祈
る
た
め
に
小
礼
拝
堂
（
祠
）
が
設
け
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

■
一
．
純
忠
の
受
洗

大
村
純
忠
が
初
め
て
横
瀬
浦
に
ト
ル
レ
ス
神
父
を
訪
れ
た
の
は
一
五
六
三
年
の
四
旬
節
の
第
四
週
（
三
月
二
十
一
日
～
二
十
八
日
）
の

二
　
大
村
純
忠
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
と
内
乱
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第
二
日
（
三
月
二
十
二
日
）
で
あ
っ
た（
31
）。
ト
ル
レ
ス
神
父
が

前
年
八
月
初
め
に
横
瀬
浦
港
に
来
て
か
ら
既
に
八
ヵ
月
が
経
っ

て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
純
忠
が
キ
リ
ス
ト
教
を
受
け
入
れ
る

か
否
か
を
決
め
か
ね
て
い
た
事
情
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

純
忠
の
改
宗
問
題
は
、
横
瀬
浦
開
港
交
渉
の
第
一
段
階
で
大
村

氏
側
と
ゴ
ノ
イ
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
と
の
間
に
協
議
さ
れ
た
こ
と

で
あ
り
、
ト
ル
レ
ス
が
横
瀬
浦
港
を
訪
れ
た
の
ち
に
当
改
宗
問

題
は
進
展
を
見
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
交
渉
を
引

き
継
い
だ
内
田
ト
メ
に
対
し
て
、
純
忠
が
「
デ
ウ
ス
の
教
え
を

自
分
の
所
領
内
で
宣
布
す
る
た
め
に
イ
ル
マ
ン
一
人
を
遣
わ
し

て
く
れ
る
よ
う
強
く
求
め
た
（
32
）。」
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
は
キ

リ
ス
ト
教
保
護
の
姿
勢
を
イ
エ
ズ
ス
会
に
対
し
て
表
明
し
て
い

た
。
し
か
し
、
純
忠
は
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
の
ち
の
彼
の

領
主
と
し
て
の
立
場
と
地
位
が
い
か
よ
う
に
推
移
す
る
か
見
極

め
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
の
浸
透

に
強
く
反
対
し
て
い
た
仏
教
寺
院
勢
力
と
、
実
子
後
藤
貴
明
を

差
し
置
い
て
養
子
と
し
て
大
村
氏
を
継
い
だ
純
忠
に
対
す
る
家

臣
団
の
動
き
に
敏
感
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
が
、
ト

ル
レ
ス
神
父
と
の
対
面
を
延
引
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

純
忠
は
横
瀬
浦
港
に
ト
ル
レ
ス
を
訪
れ
よ
う
と
決
意
し
た
時
、

写真4-7　ルイス・アルメイダの1563年11月17日付横瀬浦発信書翰の写本
（リスボン、アジュダ図書館所蔵稿本）
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既
に
改
宗
の
意
志
を
固
め
て
い
た
。
彼
は
主
要
な
家
臣
た
ち
を
伴
っ
て
横
瀬
浦
を
訪
れ
、
ト
ル
レ
ス
に
対
し
て
日
本
の
習
慣
に
従
っ
て
型

通
り
の
贈
物
を
し
た
。
フ
ロ
イ
ス
に
よ
る
と
、
ト
ル
レ
ス
ら
は
こ
れ
を
「
従
順 O

bediencia 

の
印
」
と
し
て
受
け
止
め
、
彼
も
同
地
に
越
冬

し
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
五
名
を
伴
っ
て
純
忠
を
表
敬
訪
問
し
、翌
日
の
午
餐
に
純
忠
を
修
院
に
招
い
た（
33
）。
そ
の
時
修
院
に
い
た
フ
ェ

ル
ナ
ン
デ
ス
は
ほ
ぼ
一
ヵ
月
後
に
書
い
た
書
翰
で
は
、
純
忠
の
修
院
へ
の
招
待
を
横
瀬
浦
到
着
の
当
日
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
が
、
恐
ら

く
フ
ロ
イ
ス
の
記
載
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
修
院
に
お
け
る
接
遇
に
つ
い
て
は
、「
修
院
で
は
当
地
に
い
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち

と
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
が
彼
と
そ
の
家
臣
の
武
士
七
、八
人
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
風
と
日
本
風
に
食
卓
で
給
仕
し
た（
34
）。」
と
報
じ
る

フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
の
記
載
が
よ
り
正
確
な
描
写
の
よ
う
で
あ
る
。

純
忠
は
食
後
に
初
め
て
本
格
的
に
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
に
つ
い
て
聴
聞
し
た
。
彼
は
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
か
ら
世
界
の
唯
一
の
創
造
主
が

存
在
す
る
こ
と
、
人
間
の
霊
魂
が
不
滅
で
あ
る
こ
と
、
全
存
在
の
源
で
あ
る
第
一
質
料
に
つ
い
て
聴
い
た
後
に
、
ト
ル
レ
ス
か
ら
十
字

架
と
イ
エ
ズ
ス JESU

S 

の
字
が
書
か
れ
、
そ
の
下
方
に
三
本
の
釘
が
描
か
れ
た
金
の
扇
子
を
贈
ら
れ
た
。
こ
の
扇
子
は
京
都
に
い
た
ヴ
ィ

レ
ラ
神
父
か
ら
ト
ル
レ
ス
に
送
ら
れ
た
も
の
で
、JESU

S 

は
ギ
リ
シ
ア
文
字（
35
）
で
あ
っ
た
。
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
は
純
忠
の
質
問
に
答
え
て
、

そ
の
文
字
と
釘
が
何
を
意
味
す
る
か
に
つ
い
て
説
明
し
た
（
36
）。
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
に
よ
る
と
、
そ
の
後
、
純
忠
は
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
に

な
る
希
望
を
抱
い
て
お
り
、
や
が
て
そ
う
な
る
に
相
違
な
い
こ
と
、
そ
の
た
め
に
十
字
架
の
玄
義 os m

isterios da Crus 

を
知
り
た
い
旨
」
を

ト
ル
レ
ス
ら
に
伝
言
し
て
伝
え
た（
37
）。

翌
日
、
ト
ル
レ
ス
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
を
伴
っ
て
日
本
の
習
慣
に
従
っ
て
純
忠
に
答
礼
し
た
。
そ
の
日
の
夜
、
純
忠
は
再
び
教
会
を

訪
れ
、
家
臣
た
ち
を
庭
に
残
し
て
（
38
）、
独
り
で
修
院
に
お
い
て
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
修
道
士
か
ら
鶏
鳴 cantar o galo 

の
時
ま
で
説
教
を
聴

き
、
パ
ー
テ
ル
・
ノ
ス
テ
ル
（
主
の
祈
り
）
や
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
の
祈
り
な
ど
を
書
き
留
め
て
帰
っ
た（
39
）。
そ
の
翌
日
、
純
忠
は
家
臣
の

朝
長
純
安
を
通
じ
て
ト
ル
レ
ス
に
対
し
て
、
デ
ウ
ス
の
教
え
を
ほ
ぼ
理
解
で
き
た
こ
と
、
デ
ウ
ス
が
自
分
に
子
ど
も
を
授
け
て
く
れ
た
時

に
は
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
る
決
意
で
あ
る
こ
と
、
今
は
受
洗
し
な
い
が
心
中
で
は
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
の
で
許
さ
れ
る
な
ら
ば
十
字
架
を
身

に
付
け
イ
エ
ズ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
祈
り
を
捧
げ
た
い
、
と
伝
え
た
。
ト
ル
レ
ス
は
そ
れ
を
良
し
と
し
、
家
臣
へ
の
教
理
教
育
と
改
宗
を
説
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き
、
望
み
ど
お
り
の
子
を
授
け
た
ま
う
デ
ウ
ス
を
信
頼
す
る
よ
う
伝
え
た（
40
）。

純
忠
は
来
月
再
訪
す
る
意
向
を
ト
ル
レ
ス
に
伝
え
て
横
瀬
浦
を
発
っ
た
。
彼
は
大
村
に
戻
る
と
、
黄
金
の
十
字
架
を
作
ら
せ
、
こ
れ
を

家
臣
た
ち
の
面
前
で
公
然
と
頸
に
懸
け
、
そ
の
姿
で
彼
の
兄
に
当
た
る
「
有
馬
の
王 elrei de A

rim
a

」
で
あ
る
有
馬
義
貞
を
訪
問
し
た
。
義

貞
は
十
字
架
を
懸
け
た
純
忠
を
見
て
、彼
に「
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
の
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、彼
は
そ
の
と
お
り
で
あ
る
と
答
え
た（
41
）。」

と
い
う
。
純
忠
は
あ
え
て
そ
の
よ
う
に
示
威
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
す
る
意
志
で
あ
る
こ
と
を
宗
家
の
有
馬
義
貞
に

伝
え
、了
解
を
得
よ
う
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
上
で
聖
週
の
月
曜
日（
四
月
五
日
）に
再
び
横
瀬
浦
を
訪
れ
、復
活
祭
の
前
日（
土

曜
日
、
四
月
十
日
）
ま
で
同
地
に
滞
在
し
た
。
そ
れ
は
、
教
会
の
近
く
に
自
邸
を
建
て
る
こ
と
に
つ
い
て
ト
ル
レ
ス
の
了
解
を
得
る
と
の

口
実
で
あ
っ
た
。
純
忠
の
滞
在
期
間
中
、ト
ル
レ
ス
は
聖
週
間
で
あ
る
た
め
の
黙
想
な
ど
を
理
由
に
彼
に
親
し
く
会
う
こ
と
は
な
く
、フ
ェ

ル
ナ
ン
デ
ス
が
代
わ
っ
て
対
応
し
た
。

純
忠
が
大
村
に
戻
る
と
、
有
力
家
臣
二
人
の
間
の
不
和
が
表
面
化
し
て
甚
だ
不
穏
な
状
況
に
陥
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
が
横
瀬
浦
に
知

ら
さ
れ
た
の
は
復
活
祭
の
八
日
目
の
四
月
八
日
（
日
）
で
あ
り
、
ト
ル
レ
ス
は
同
二
十
五
日
（
日
）
に
ア
ル
メ
イ
ダ
を
見
舞
い
の
た
め
に
純

忠
の
許
に
遣
わ
し
た（
42
）。
ア
ル
メ
イ
ダ
は
不
和
の
当
事
者
の
一
人
で
あ
る
朝
長
伊
勢
守
の
兄
弟
朝
長
純
安
の
屋
敷
に
五
、六
日
間
滞
留
し
、

夜
間
に
は
殿
純
忠
の
要
請
で
説
教
を
行
っ
た
。
ア
ル
メ
イ
ダ
は
こ
の
の
ち
有
馬
義
貞
訪
問
の
た
め
大
村
を
出
発
し
た
が
、
大
村
に
お
け
る

不
穏
な
状
況
が
解
消
さ
れ
、
ま
た
宣
教
活
動
が
純
忠
の
保
護
を
得
て
行
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
ト
ル
レ
ス
に
対
し
て
伝
言
を
送
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

ト
ル
レ
ス
神
父
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
三
人
を
伴
っ
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
距
離
で
五
、六
レ
グ
ア
あ
る
大
村
に
純
忠
を
初
め
て
訪
ね
た
の
は
、

ご
昇
天
の
祝
日
（
五
月
二
十
日
）
以
後
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
キ
リ
シ
タ
ン
教
界
の
た
め
の
い
く
つ
か
の
懸
案
、
特
に
大
村
に
お

け
る
教
会
建
設
に
つ
い
て
純
忠
と
協
議
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
純
忠
は
日
本
の
仕
来
り
に
従
っ
て
ト
ル
レ
ス
の
た
め
に
宴
を
張
り
、
そ
れ

は
夜
中
ま
で
続
い
た
。
ト
ル
レ
ス
が
教
会
建
造
を
勧
め
た
こ
と
に
対
し
て
、
純
忠
は
教
会
建
造
の
希
望
を
抱
き
な
が
ら
も
そ
れ
が
時
期
尚

早
で
あ
る
こ
と
を
弁
じ
た
。
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自
分
の
希
望
も
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
ら
な
い
者
は
誰
も
彼
の
領
国
に
残
る
べ
き
で
な
い
こ
と
は
確

か
な
こ
と
な
の
で
、
今
教
会
を
建
て
よ
う
と
す
る
と
、
坊
主
た
ち
の
諸
寺
院
を
必
然
的
に
壊
す
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
は
ほ
ぼ
全
員
が

高
貴
な
家
の
出
で
あ
り
、
親
密
な
縁
戚
関
係
に
あ
る
た
め
、
彼
に
反
感
を
抱
く
か
、
あ
る
い
は
領
内
で
何
ら
か
の
騒
動
が
生
じ
る
こ

と
を
恐
れ
て
い
る
。
自
分
が
望
ん
で
い
る
こ
と
が
実
行
さ
れ
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る
時
ま
で
、
尊
師
は
待
っ
て
い
た
だ
き
た
い（
43
）。

こ
の
こ
と
は
、
ト
ル
レ
ス
が
お
よ
そ
一
ヵ
月
半
後
に
来
日
し
た
フ
ロ
イ
ス
に
語
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ト
ル
レ
ス
の
こ
の
大
村
訪
問
か
ら

一
〇
日
も
し
な
い
う
ち
に
、
純
忠
は
堅
く
決
意
し
て
二
、三
〇
人
の
武
士 fidalgos 

を
伴
っ
て
横
瀬
浦
を
訪
れ
、
ト
ル
レ
ス
に
伝
言
し
て
理

解
力
の
優
れ
た
日
本
人
の
派
遣
を
乞
い
、
洗
礼
を
受
け
る
に
先
立
っ
て
懸
念
し
て
い
た
問
題
の
解
決
に
当
た
っ
た
。
そ
れ
は
、
仏
像
の
焼

却
と
寺
院
の
破
毀
に
関
し
て
で
あ
り
、
直
ち
に
そ
れ
を
実
行
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
了
解
を
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ト
ル
レ
ス
は
時
が

至
れ
ば
彼
の
権
力
下
に
寺
院
等
の
破
壊
を
実
行
す
る
と
の
意
志
を
確
認
し
約
束
さ
せ
た
上
で
、
デ
ウ
ス
の
事
柄
を
十
分
に
理
解
す
れ
ば
彼

を
キ
リ
シ
タ
ン
に
す
る
で
あ
ろ
う
と
答
え
た
。
こ
の
返
答
を
得
て
、
純
忠
は
そ
の
夜
、
家
臣
一
同
を
引
き
連
れ
て
修
院
に
ト
ル
レ
ス
を
訪

ね
、
夜
明
け
ま
で
説
教
を
聴
聞
し
た
。
フ
ロ
イ
ス
が
純
忠
の
洗
礼
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

パ
ー
ド
レ
は
彼
（
純
忠
）
が
こ
れ
ま
で
に
聴
聞
し
て
い
た
説
教
に
よ
っ
て
ド
チ
リ
ナ
（
教
理
）
を
理
解
し
、
デ
ウ
ス
の
教
え
に
つ
い
て

た
い
へ
ん
精
通
し
て
い
て
、
彼
に
聖
な
る
洗
礼
を
授
け
る
こ
と
が
十
分
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
彼
が
全
員
が
高
貴
な
領
主
で
あ
る
家

臣
の
間
に
身
を
置
い
て
諸
手
を
上
げ
、彼
ら
の
誰
よ
り
も
謙
虚
さ
を
示
し
て
い
る
の
を
見
て
取
っ
て
、パ
ー
ド
レ
は
彼
の
洗
礼
を
い
っ

そ
う
祝
福
す
る
た
め
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
を
呼
び
寄
せ
よ
う
と
し
た
が
、
彼
は
そ
の
必
要
は
ま
っ
た
く
な
い
と
し
て
、
自
分
の
代

父
に
な
る
た
め
に
修
院
に
い
た
一
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で
十
分
で
あ
る
と
言
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
彼
は
洗
礼
を
授
か
っ
た
。
パ
ー

ド
レ
は
、
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
他
の
領
主
た
ち
の
受
洗
に
つ
い
て
、
彼
ら
が
信
仰
の
問
題
に
つ
い
て
教
育
さ
れ
て
い
な
い
と
思
っ
て

い
た
た
め
少
し
も
［（
文
字
不
明
）］
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
は
彼
ら
に
対
し
て
彼
が
学
ん
だ
こ
と
を
彼
ら

に
教
え
て
い
て
、
全
員
が
ド
チ
リ
ナ
を
知
っ
て
い
た
た
め
、
彼
ら
が
先
ず
声
高
に
ド
チ
リ
ナ
を
唱
え
る
よ
う
に
彼
ら
に
言
っ
た（
44
）。

彼
の
受
洗
は
六
月
初
旬
の
こ
と
で
あ
り
、
彼
の
洗
礼
名
は
、
ド
ン
・
ベ
ル
ト
ラ
メ
ウ Bertholam

eu 

（Cartas. 

の
表
記
）、
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
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二
五
名
で
あ
っ
た（
45
）。
ア
ル
メ
イ
ダ
が
大
村
を
初
め
て
訪
れ
た
際
に
泊
ま
っ
た
屋
敷
で
教
理
を
説
い
た
朝
長
新
助
（
純
安
）
も
こ
の
時
に

受
洗
し
、
ド
ン
・
ル
イ
ス
と
称
し
た
。

純
忠
が
キ
リ
ス
ト
教
を
知
っ
て
か
ら
洗
礼
を
受
け
る
ま
で
の
期
間
は
九
ヵ
月
少
々
で
あ
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
船
来
港
と
諸
国
か
ら

や
っ
て
来
る
商
人
た
ち
の
取
引
に
よ
っ
て
巨
大
な
利
益
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
現
実
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
一
旦
改
宗

を
決
意
す
る
と
集
中
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
理
解
に
努
め
、
家
臣
た
ち
に
対
す
る
働
き
か
け
も
執
拗
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
彼
が
急
速
に
キ
リ
ス
ト
教
に
傾
い
て
積
極
的
に
信
仰
を
受
け
容
れ
る
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
当
時
武
将
や
有
識
者
層
に

浸
透
し
て
い
た
天
道
思
想
が
彼
の
キ
リ
ス
ト
教
受
容
に
影
響
し
、
改
宗
を
容
易
に
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
天
道
思
想
は
、
神
・
儒
・
仏

あ
る
い
は
儒
・
仏
・
道
の
三
教
一
致
論
を
思
想
的
基
盤
と
し
て
発
生
し
、流
行
し
た
も
の
と
さ
れ
る（
46
）。特
に
、儒
教
に
お
け
る「
天
」「
天
道
」

の
考
え
方
が
早
く
か
ら
日
本
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
中
国
に
お
け
る
天
道
、天
の
道
の
法
則
は
、万
物
の
運
行
を
司
る「
天
道
」が
あ
り
、

こ
の
天
道
に
基
づ
く
統
治
・
処
世
を
認
識
す
る
こ
と
が
天
子
の
道
と
さ
れ
て
き
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
が
一
五
九
五
年
に
天
草
で
印
刷
し
た

写真4-8　大村の王　ドン・ベルトラメウの肖像
（カルディム著『日本殉教精華』1650年刊所載　大村市立史料
館所蔵）

（「
日
本
史
」
の
表
記
）
と
称
し
た
。
洗
礼
名
バ
ル
ト
ロ
メ

ウ
は
、
純
忠
が
突
如
ト
ル
レ
ス
に
願
い
出
た
こ
と
で
あ
る

た
め
、
ト
ル
レ
ス
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
純

忠
自
身
が
心
中
深
く
秘
め
て
い
た
霊
名
で
あ
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
彼
が
最
初
に
会
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
、ゴ
ノ
イ
・

バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
の
存
在
が
洗
礼
名
決
定
に
何
ら
か
の
き
っ

か
け
を
与
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ア
ル
メ
イ
ダ
は
純
忠

の
受
洗
に
つ
い
て
、
六
月
二
十
五
日
に
島
原
で
ト
ル
レ
ス

か
ら
の
書
翰
で
知
ら
さ
れ
た
。
彼
と
共
に
洗
礼
を
受
け
た

彼
の
重
臣
で
あ
る
領
主 senhores dos seus m

ais principaes 

は
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『
羅
葡
日
対
訳
辞
書
』に
は
、「D

eus 

デ
ウ
ス
」に
対
し
、「T

ent ŏ, tenxu, tenson, tentei 

（
天
道
、
天
主
、

天
尊
、
天
帝
）」
の
日
本
語
が
与
え
ら
れ
て
い
る
（
47
）。
ま
た
、
一
六
〇
三
・
一
六
〇
四
年
に

刊
行
さ
れ
た
『
日
葡
辞
書
』
に
は
、「tent ŏ （
天
道
）、
テ
ン
ト
ゥ
、
す
な
わ
ち
、
天
の
秩
序
と

摂
理
と
、
す
で
に
我
々
は
デ
ウ
ス
を
こ
の
名
で
呼
ぶ
の
が
普
通
で
あ
る
け
れ
ど
、
…
（
48
）」

と
あ
る
。
天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
）
八
月
二
十
八
日
に
山
口
の
大
内
晴
英
（
義
長
）
が
ト

ル
レ
ス
神
父
に
与
え
た
「
大
道
寺
裁
許
状
」
と
い
う
文
書
が
あ
る
（
49
）。「
大
道
寺
」
に
宛
て
ら

れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
は grande cam

inho de ceo

、
日
本
語
文
に
す
る
と
「
天
に
通
じ
る
大
い
な

る
道
」の
寺
と
な
り
、「
天
の
道
・
天
道
」と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
五
六
八
～
六
九
年
に
ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ
・
ヴ
ァ
ラ
レ
ジ
ョ
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
「
貴

理
師
往
来
」に
は
、「
お
の
お
の
天
道
を
存［
じ
］た
て
ま
つ
り
日
夜
朝
暮
御
寺
へ
参
、
後
生
を

ね
が
ひ
申
へ
き
事
」
の
用
例
が
あ
る
（
50
）。
大
村
純
忠
が
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
六
月
十
六

日
付
で
龍
造
寺
隆
信
・
鎮
賢
（
政
家
）
に
提
出
し
た
起
請
文
に
は
、「
天
道
之
伽
羅
佐
（
ガ
ラ

サ graça

）を
離
れ
、
弓
箭
の
運
命
竭
終
し
、
…（
51
）」の
文
言
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

純
忠
は
「
デ
ウ
ス
」
を
「
天
道
」
と
し
て
理
解
し
、
龍
造
寺
も
ま
た
同
じ
認
識
で
あ
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
純
忠
は
デ
ウ
ス
を
天
道
と
し
て
認
識
し
、
キ
リ
ス
ト
教
を
受
け
入
れ
た
の
で

あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

純
忠
が
洗
礼
を
受
け
て
ほ
ぼ
一
ヵ
月
後
の
七
月
六
日
に
ペ
ド
ロ
・
ダ
・
ゲ
ッ
ラ
の
ナ
ウ
船

が
横
瀬
浦
に
入
港
し
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
と
ジ
ョ
ア
ン
・
バ
ッ
チ
ス
タ
・
モ
ン
テ
の
両
神

父
が
来
日
し
た
。彼
ら
は
横
瀬
浦
港
に
上
陸
し
た
最
初
で
最
後
の
パ
ー
ド
レ
で
あ
っ
た
。ゲ
ッ

ラ
の
ナ
ウ
船
と
相
前
後
し
て
同
港
に
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ス
タ
ン
の
ガ
レ
オ
ン
船
と
シ
ャ
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ム
を
出
帆
し
た
ゴ
ン
サ
ー
ロ
・
ヴ
ァ
ス
・
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ
の
ジ
ャ
ン
ク
船
が
来
着
し
、
諸
国
か
ら
貿
易
商
人
た
ち
な
ど
が
参
集
し
て
来
て

横
瀬
浦
は
未
曾
有
の
活
況
と
賑
わ
い
を
呈
し
た
。

■
二
．
横
瀬
浦
の
キ
リ
ス
ト
教
界

新
来
の
バ
ッ
チ
ス
タ
・
モ
ン
テ
神
父
は
、
一
五
六
四
年
十
月
十
一
日
付
の
豊
後
発
信
の
書
翰
で
、「
私
た
ち
は
昨
年
日
本
に
着
き
、［
全

員
が
］
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
島
へ
上
陸
し
た
（
52
）。」
と
報
じ
て
い
る
。
一
五
六
三
年
七
月
の
時
点
で
、
横
瀬
浦
に
ど
れ
ほ
ど
の
キ
リ
シ

タ
ン
が
居
住
し
て
い
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
の
一
五
六
三
年
四
月
十
七
日
の
書
翰
で
は
、
教
会
の
近
く
に
三
〇
〇

人
が
住
ん
で
い
た
。
ま
た
、
同
書
翰
に
よ
る
と
、
横
瀬
浦
の
発
展
振
り
か
ら
み
て
キ
リ
シ
タ
ン
が
一
〇
〇
〇
人
以
上
に
な
る
と
見
込
ま
れ

て
い
た（
53
）。
フ
ロ
イ
ス
は「
日
本
史
」（
一
部
四
七
章
）で
、
純
忠
の
受
洗
後
の
こ
と
に
言
及
し
て
、
彼
が
陣
中
か
ら
武
士 fidalgos 

や
兵
卒 

soldados 

を
信
仰
に
導
く
た
め
に
横
瀬
浦
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
の
許
に
送
っ
て
教
理
を
聴
聞
さ
せ
洗
礼
を
受
け
る
よ
う
に
努
め
た
と
し
、
そ

の
結
果
、
毎
日
、
四
人
、
六
人
、
一
〇
人
前
後
の
者
が
や
っ
て
来
た
た
め
一
ヵ
月
間
で
五
〇
〇
人
以
上
の
者
が
横
瀬
浦
で
洗
礼
を
受
け
る

に
至
っ
た
と
述
べ
て
い
る（
54
）。
五
〇
〇
人
全
員
が
純
忠
の
家
臣
で
あ
っ
た
と
は
い
え
ず
、
横
瀬
浦
居
住
の
住
民
も
当
然
い
た
で
あ
ろ
う
。

モ
ン
テ
と
フ
ロ
イ
ス
の
両
神
父
が
来
着
し
た
当
時
の
横
瀬
浦
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
恐
ら
く
五
〇
〇
人
前
後
に
増
大
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
る
。

横
瀬
浦
に
お
け
る
教
会
の
祝
事
は
、
教
会
の
存
続
中
に
三
つ
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
同
地
で
は
初
め
て
で
最
後
の
も
の
で
あ
っ
た
。

一
つ
は
、
一
五
六
二
年
十
二
月
の
降
誕
祭
（
ク
リ
ス
マ
ス
）
で
あ
っ
た
。
横
瀬
浦
で
の
降
誕
祭
は
パ
ー
ド
レ
が
不
在
で
あ
っ
た
た
め
、

ミ
サ
の
な
い
寂
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ト
ル
レ
ス
は
豊
後
に
戻
る
た
め
に
十
二
月
二
十
日
に
横
瀬
浦
を
出
発
し
て
平
戸
に
向
か
い
、
イ
ル

マ
ン
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
は
平
戸
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
世
話
す
る
た
め
に
十
月
に
は
同
地
を
去
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
ル
メ
イ
ダ
を
補

佐
し
た
の
は
通
訳
の
日
本
人
パ
ウ
ロ
で
あ
っ
た
。
ア
ル
メ
イ
ダ
ら
は
で
き
る
限
り
盛
大
な
降
誕
祭
に
し
よ
う
と
し
て
そ
の
準
備
に
と
り
か

か
っ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
一
同
が
降
誕
祭
の
夜
を
祝
う
た
め
に
聖
書
劇
を
上
演
し
た
。
そ
れ
は
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
が
既
に
諳
ん
じ
て
い
た
聖

書
の
な
か
の
多
く
の
話
や
劇 m

uitas farças e autos 

で
あ
っ
た（
55
）。



476

も
う
一
つ
の
祝
事
は
、
一
五
六
三
年
の
復
活
祭
（
四
月
十
一
日
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
教
会
の
最
大
の
祝
日
で
あ
り
、
こ
れ
を
迎
え
る

た
め
に
四
旬
節
（
灰
の
水
曜
日
か
ら
キ
リ
ス
ト
復
活
の
日
曜
日
前
ま
で
が
四
旬
節
）
の
説
教
は
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
に
よ
る
と
、
日
曜
日

に
福
音
に
つ
い
て
、
水
曜
日
に
は
十
戒 m

andam
entos 

に
つ
い
て
、
金
曜
日
に
は
受
難
と
悔
悛
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
。
三
月
十
四
日
に
は
既

述
の
よ
う
に
、
教
会
の
向
か
い
の
山
に
ト
ル
レ
ス
が
作
っ
た
十
字
架
が
立
て
ら
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
毎
日
曜
日
の
午
後
に
は
子
ど
も
も
加

わ
っ
て
十
字
架
ま
で
連れ

ん

禱と
う

し
な
が
ら
行
列
し
て
行
っ
た
。
枝
の
主
日
（
日
曜
日
）
か
ら
受
難
の
木
曜
日
ま
で
は
朝
に
説
教
が
あ
り
、
告
解

と
聖
体
の
秘
跡
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
は
更
に
詳
細
に
報
じ
て
い
る
。

暗
黒
の
日
の
聖
務
を
先
唱
し
て
行
い
、
三
つ
の
読
誦
の
聖
務
日
課
書
の
た
め
に
［（
文
字
不
明
）］
と
歌
い
手
を
欠
い
て
い
た
が
、
い

つ
も
長
い
苦
行
を
も
っ
て
終
わ
っ
た
。
た
い
へ
ん
清
楚
な
聖
体
を
納
め
る
墓
碑 m

oim
ento 

が
造
ら
れ
、
こ
れ
に
は
蝋
燭
の
代
わ
り
に

一
ダ
ー
ス
半
の
十
字
架
付
き
の
行
灯 andones 

が
設
け
ら
れ
た
の
で
、
墓
碑
は
さ
ら
に
美
し
く
敬
虔
な
も
の
と
な
っ
た
。
…
…
聖
木

曜
日
の
夜
半
に
は
日
本
人
伝
道
士
（
説
教
師
）
ダ
ミ
ア
ン
に
よ
る
受
難
に
つ
い
て
の
説
教
が
あ
り
、
墓
碑
に
聖
体
が
納
め
ら
れ
た
後

に
も
苦
行
者
が
多
く
あ
っ
て
熱
意
溢
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
う
し
た
こ
と
は
日
本
で
は
決
し
て
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
は
多
数
の
キ
リ
シ
タ
ン
、
博
多
や
平
戸
や
豊
後
の
者
た
ち
が
い
た
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
ペ
ロ
＝
ダ

＝
ソ
ウ
ト
は
模
範
的
で
あ
っ
た
し
、
老
パ
ウ
ロ
は
声
高
に
石
の
心
を
打
ち
砕
く
ほ
ど
の
話
を
し
た
た
め
、
若
者
た
ち
を
恥
じ
入
ら
せ

て
し
ま
っ
た（
56
）。

土
曜
日
に
は
、
島
原
か
ら
戻
っ
て
い
た
ア
ル
メ
イ
ダ
修
道
士
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
と
共
に
教
会
を
整
理
整
頓
し
て
立
派
に
飾
り
付
け

て
、
復
活
祭
が
祝
わ
れ
、
最
高
の
歓
喜
と
祝
意
を
も
っ
て
執
行
さ
れ
た
。
復
活
祭
の
当
日
（
四
月
十
一
日
）
に
は
、
夜
が
明
け
る
か
な
り

前
か
ら
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
皆
晴
れ
着
を
着
て
頭
に
花
環
を
の
せ
て
教
会
に
駆
け
つ
け
、
イ
ル
マ
ン
た
ち
は
教
会
か
ら
出
て
き
て
彼
ら
を

迎
え
た
。
そ
れ
か
ら
全
員
が
カ
ン
テ
ラ
（
蝋
燭
） candeas 

を
手
に
し
て
行
列
を
作
っ
て
、
十
字
架
の
あ
る
山
ま
で
行
っ
た
。
そ
こ
に
通
じ

る
道
の
両
側
は
多
く
の
木
で
飾
ら
れ
て
一
杯
で
あ
り
、
カ
ン
テ
ラ
が
点
さ
れ
、
芳
香
を
放
っ
た
い
く
つ
も
の
祭
壇
が
あ
っ
た（
57
）。
彼
ら

は
教
会
に
戻
っ
て
ミ
サ
に
与
っ
た
が
、
イ
ル
マ
ン
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
と
ア
ル
メ
イ
ダ
ら
が
ア
レ
ル
ヤ
、
デ
ィ
ク
・
ノ
ビ
ス
・
マ
リ
ア
・
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キ
ィ
ド
・
ヴ
ィ
デ
ィ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
・
ヴ
ィ
ア D

ic nobis M
aria quid vidisti in via 

（
マ
リ
ア
、
教
え
給
え
、
道
に
て
何
を
見
給
し
や
）、
ラ
ウ
ダ
ー

テ Laudate 

（
ほ
め
讃
え
よ
）
を
歌
う
な
か
、
花
環
を
持
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
が
行
列
し
て
至
る
と
、
ト
ル
レ
ス
が
ミ
サ
を
執
行
し
、
キ

リ
シ
タ
ン
三
五
人
が
聖
体
を
拝
領
し
た（
58
）。

第
三
の
大
き
な
行
事
は
、
聖
母
被
昇
天
の
祝
日
の
八
月
十
五
日
に
ト
ル
レ
ス
神
父
の
最
終
（
盛
式
）
誓
願
、
四
つ
目
の
誓
願
を
立
て
た

誓
願
式
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
フ
ロ
イ
ス
神
父
が
来
日
し
た
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
ド
の
管
区
長
か
ら
許
さ
れ
て
い
た
誓
願
式
が
執
り
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
豊
後
府
内
か
ら
呼
ば
れ
た
イ
ル
マ
ン
の
ア
イ
レ
ス
・
サ
ン
シ
ェ
ス
が
彼
の
指
導
し
て
い
た
日
本
人

と
シ
ナ
人
の
少
年
五
、六
名
か
ら
な
る
聖
歌
隊
を
率
い
て
三
、四
日
前
に
横
瀬
浦
に
到
着
し
た
が
、
彼
ら
は
ヴ
ィ
オ
ラ
・
ダ
ル
コ violas darco 

を
携
え
て
い
た
。
聖
歌
隊
は
十
四
日
の
晩
禱
に
出
席
し
て
歌
い
、
病
気
が
回
復
し
て
い
な
か
っ
た
ト
ル
レ
ス
神
父
が
祈
り
を
唱
え
た
。
誓

願
式
に
は
前
日
か
ら
頭
痛
と
高
熱
に
苦
し
ん
で
い
た
フ
ロ
イ
ス
神
父
が
司
式
し
、
少
年
た
ち
が
ヴ
ィ
オ
ラ
・
ダ
ル
コ
を
伴
奏
に
し
て
歌
う

な
か
で
、
ト
ル
レ
ス
神
父
の
誓
願
が
な
さ
れ
た
（
59
）。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
会
音
楽
が
歌
わ
れ
楽
器
が
奏
で
ら
れ
る
な
か
で
、
ト
ル
レ
ス
神

父
の
誓
願
式
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
横
瀬
浦
教
会
が
最
も
光
り
輝
い
た
一
日
で
も
あ
っ
た
。

■
三
．
謀
反
の
発
生

七
月
初
旬
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
入
港
し
、
フ
ロ
イ
ス
神
父
が
来
日
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
横
瀬
浦
で
は
上
長
ト
ル
レ
ス
の
誓
願
式
が

設
定
さ
れ
て
そ
の
準
備
が
始
ま
り
祝
賀
ム
ー
ド
が
高
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
大
村
の
地
で
は
領
主
純
忠
と
ト
ル
レ
ス
に
対
す
る
殺
害

計
画
が
進
行
し
て
い
た
。

純
忠
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
急
激
な
傾
斜
が
反
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
勢
力
及
び
養
子
純
忠
を
排
除
し
て
、
武
雄
の
領
主
後
藤
貴
明
を
擁
立

し
よ
う
と
す
る
者
た
ち
を
結
集
さ
せ
た
。
彼
ら
は
密
議
を
重
ね
て
そ
の
機
会
を
狙
っ
て
い
た
。
そ
の
兆
し
が
見
ら
れ
た
の
は
、
四
旬
節
第

四
週（
三
月
二
十
一
日
～
二
十
八
日
）に
純
忠
が
横
瀬
浦
に
ト
ル
レ
ス
を
初
め
て
訪
れ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
に
耳
を
傾
け
て
大
村
に
戻
っ

た
頃
で
あ
り
、
復
活
祭
（
四
月
十
一
日
）
後
に
、
有
力
家
臣
二
人
の
反
目
と
い
う
形
で
表
面
化
し
た
。
そ
の
当
事
者
の
一
人
が
、
ア
ル
メ

イ
ダ
か
ら
大
村
で
最
初
に
教
理
を
聴
い
た
朝
長
新
助
純
安
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
言
及
し
た
。
大
村
に
お
け
る
不
穏
な
状
況
は
一
時
表
面
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的
に
は
解
決
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
が
、純
忠
の
受
洗
を
契
機
に
反
純
忠
・
反
キ
リ
ス
ト
教
グ
ル
ー
プ
の
結
束
が
強
化
さ
れ
て
い
っ

た
。純

忠
が
洗
礼
を
受
け
た
の
ち
、
戦
場
に
向
か
う
途
中
で
戦
い
の
神 deos das batalhas 

と
し
て
尊
崇
さ
れ
て
い
た
摩
利
支
天
像 m

austem 

を

取
り
出
し
て
焼
く
こ
と
を
命
じ
、
寺
全
体
に
火
を
か
け
さ
せ
、
ま
た
養
父
純
前
の
像
を
焼
い
た
こ
と
が（
60
）、
後
藤
貴
明
と
結
ん
で
い
た

家
臣
た
ち
に
謀
反
を
決
断
さ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。フ
ロ
イ
ス
が
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、彼
ら
は
奸
策
を
弄
し
て
純
忠
を
慫

し
ょ
う

慂よ
う

し
て
、「
彼

（
純
忠
）
が
戦
い
に
出
立
す
る
前
に
、
王
妃
（
奥
方
）
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
り
、
ま
た
領
民
全
員
が
慰
め
を
得
る
た
め
に
パ
ー
ド
レ
た
ち

が
来
て
教
会
を
建
て
て
く
れ
る
よ
う
彼
ら
を
速
や
か
に
呼
ん
で
く
れ
る
よ
う
に
言
っ
た（
61
）。」

フ
ロ
イ
ス
は
そ
れ
か
ら
二
〇
年
後
に
書
き
始
め
た「
日
本
史
」（
一
部
四
八
章
）に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
も
説
明
し
て
い
る
。

（
キ
リ
ス
ト
教
の
）
教
え
は
大
い
に
理
に
叶
い
真
実
と
思
わ
れ
、
殿
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
っ
た
こ
と
は
た
い
へ
ん
結
構
な
こ
と
で
、

自
分
た
ち
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
自
分
た
ち
や
妻
子
、
家
臣
、
従
僕
た
ち
が
説
教
を
聴
い
て
洗
礼
を
受
け

る
こ
と
に
つ
い
て
、殿
か
ら
パ
ー
ド
レ
、コ
ス
メ
＝
デ
＝
ト
ル
レ
ス
に
、彼
が
こ
ち
ら
に
教
理
を
説
く
イ
ル
マ
ン
や
同
宿
た
ち
を
伴
っ

て
来
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
…
…（
62
）。

純
忠
は
早
速
朝
長
新
助
ル
イ
ス
を
横
瀬
浦
に
遣
わ
し
て
ト
ル
レ
ス
に
大
村
来
訪
を
乞
い
、
ト
ル
レ
ス
は
誓
願
式
の
終
わ
っ
た
の
ち
に
大

村
に
行
く
こ
と
を
朝
長
ル
イ
ス
に
約
束
し
た
。
一
旦
大
村
に
戻
っ
た
朝
長
ル
イ
ス
は
八
月
十
三
日
に
再
び
横
瀬
浦
に
至
り
、
十
五
日
の
式

後
す
ぐ
に
ト
ル
レ
ス
を
伴
っ
て
大
村
に
戻
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ト
ル
レ
ス
の
体
調
は
回
復
せ
ず
、
フ
ロ
イ
ス
は
高
熱
と
悪
寒
の

た
め
動
け
ず
、朝
長
ル
イ
ス
は
二
人
の
神
父
が
病
床
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、日
没
時
に
従
者
た
ち
と
共
に
横
瀬
浦
を
発
っ
て
大
村
に
戻
っ

た
。「
潮
が
激
流
と
な
っ
て
入
っ
て
く
る
岬（
海
峡
） estreiro 

に
城
を
持
っ
て
い
た
」針
尾
氏
と
反
逆
者
た
ち
は
三
日
間
待
ち
伏
せ
し
て
、
ル

イ
ス
一
行
が
そ
こ
を
通
過
す
る
の
を
待
ち
、
ル
イ
ス
一
行
を
殺
害
し
た
の
ち
に
狼
煙
を
上
げ
た
。
こ
れ
に
呼
応
し
て
大
村
で
は
純
忠
の
大

村
館
を
襲
っ
た
。
純
忠
は
難
を
逃
れ
て
多
良
岳
の
寺
院
に
避
難
し
、
ト
ル
レ
ス
ら
も
死
を
免
れ
た
。
朝
長
ル
イ
ス
の
凶
報
は
翌
朝
の
十
六

日
の
七
時
頃
に
横
瀬
浦
の
ト
ル
レ
ス
ら
に
も
た
ら
さ
れ
た（
63
）。
以
上
は
フ
ロ
イ
ス
の「
日
本
史
」に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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フ
ロ
イ
ス
が
事
件
の
三
ヵ
月
後
に
書
い
た
一
五
六
三
年
十
一
月
十
四
日
付
の
書
翰
が
あ
る
。
本
来
な
ら
同
書
翰
に
よ
っ
て
述
べ
る
べ
き

で
あ
る
が
、
事
態
の
把
握
に
混
乱
が
み
ら
れ
、
事
態
の
推
移
と
曜
日
の
記
載
に
は
若
干
の
齟
齬
が
あ
り
、「
日
本
史
」
の
記
載
が
こ
と
の
真

相
を
よ
り
正
確
に
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
フ
ロ
イ
ス
の
前
記
書
翰
を
ま
っ
た
く
無
視
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
も
事
実
で
あ
り
、
こ
と
の
判
断
の
た
め
に
必
要
と
思
わ
れ
る
内
容
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

ト
ル
レ
ス
の
大
村
行
き
に
関
し
て
は
、「
私（
フ
ロ
イ
ス
）は
パ
ー
ド
レ（
ト
ル
レ
ス
）を
通
じ
て
彼（
朝
長
ル
イ
ス
）が
戻
っ
た
な
ら
ば
、

私
た
ち
は
皆
、
王（
大
村
純
忠
）が
私
た
ち
に
命
じ
た
こ
と
の
た
め
に［
大
村
に
］行
く
で
あ
ろ
う
、
と
ド
ン
・
ル
イ
ス
に
約
束
し
て
い
た
」

の
で
、
彼
は
ま
も
な
く
日
曜
日
に［
横
瀬
浦
に
］戻
っ
た（
64
）。
こ
の「
日
曜
日
」は
八
月
十
五
日
で
あ
り
、
彼
は
聖
母
被
昇
天
の
祝
い
の
ミ

サ
と
ト
ル
レ
ス
の
誓
願
式
後
に
、
祝
宴
の
席
に
列
し
た
。
彼
は
フ
ロ
イ
ス
が
熱
病
に
苦
し
み
、
ト
ル
レ
ス
が
十
分
に
回
復
せ
ず
衰
弱
し
て

い
る
様
子
を
確
認
し
て
、大
村
行
き
を
二
、三
日
延
期
す
る
よ
う
に
、そ
し
て
、ト
ル
レ
ス
の
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ（
純
忠
）宛
伝
言
を
も
っ

て
大
村
に
戻
り
た
い
と
述
べ
て
、
日
曜
日
の
午
後
に
出
発
し
た
。
フ
ロ
イ
ス
は「
日
本
史
」で
は
、
朝
長
ル
イ
ス
の
出
発
を
日
没
後
と
す
る
。

翌
月
曜
日
の
夕
食
後
に
、
純
忠
の
家
臣
ダ
ミ
ア
ン
が
横
瀬
浦
を
訪
れ
て
有
馬
氏
の
改
宗
の
意
向
に
つ
い
て
伝
え
、
火
曜
日
に
は
朝
長
ル
イ

ス
が
再
度
ト
ル
レ
ス
の
許
に
来
て
純
忠
が
彼
の
大
村
訪
問
を
待
望
し
て
い
る
旨
を
伝
え
た
。
ト
ル
レ
ス
は
水
曜
日
（
十
八
日
）
の
夜
明
け

に
は
行
く
と
返
答
し
、
ド
ン
・
ル
イ
ス
は
そ
の
返
答
を
も
っ
て
火
曜
日
の
午
後
に
大
村
に
戻
っ
た
。
ト
ル
レ
ス
は
、
そ
の
夜
出
発
の
準
備

を
整
え
、
翌
朝
ミ
サ
を
立
て
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
に
数
日
の
留
守
の
こ
と
を
伝
え
、
修
院
に
い
た
日
本
人
ア
レ
シ
ャ
ン
ド
ロ
に
伝
言
を

持
た
せ
て
純
忠
に
遣
わ
し
、
そ
の
返
事
を
待
っ
て
大
村
に
赴
く
決
意
を
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ド
ン
・
ル
イ
ス
朝
長
が
大
村
へ
の
帰
路
横

瀬
浦
港
か
ら
一
レ
グ
ア
ほ
ど
の
所
に
い
た
純
忠
の
家
臣
で
三
、四
ヵ
所
の
領
主
で
あ
る
異
教
徒 feribo 

（
針
尾
伊
賀
守
）
に
よ
っ
て
殺
害
さ

れ
た
と
の
噂
と
、
修
院
に
仕
え
て
い
た
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
ロ
の
訃
報
と
が
ト
ル
レ
ス
に
伝
え
ら
れ
た
。「
火
曜
日
の
重
大
な
知
ら
せ
」
す
な

わ
ち
ド
ン
・
ル
イ
ス
の
殺
害
の
の
ち
、「
八
月
八
日
水
曜
日
、
七
時
な
い
し
八
時
に
、
私
た
ち
は
こ
の
港
一
帯
に
騒
動
が
起
き
、
日
本
人

の
商
人
た
ち
が
乗
船
し
て
平
戸
や
そ
の
他
の
土
地
に
立
ち
去
る
の
を
見
た（
65
）。」

「
八
月
八
日
」
は
水
曜
日
で
は
な
く
日
曜
日
で
あ
る
。
フ
ロ
イ
ス
は
同
書
翰
に
お
い
て
、
八
月
十
四
日
の
夜
の
体
調
に
つ
い
て
触
れ
て
、
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「
熱
は
ま
す
ま
す
上
が
っ
た
が
、
私
は
夜
の
一
〇
時
ま
で
告
解
を
聴
く
こ
と
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
確
か
に
、
私
に
は
そ
の

熱
よ
り
も
、
翌
日
に
パ
ー
ド
レ
が
誓
願
を
行
う
た
め
に
ミ
サ
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
や
、
大
村
行
き
を
妨
げ
る
ほ
ど
病
気
が
進

行
す
る
と
思
う
こ
と
が
心
苦
し
か
っ
た（
66
）。」と
述
べ
て
い
る
一
節
か
ら
は
、
横
瀬
浦
港
の
騒
動
が
八
月
八
日（
日
）で
は
な
く
、
十
八
日

の
水
曜
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
八
月
十
五
日
に
横
瀬
浦
港
に
来
た
朝
長
ル
イ
ス
が
両
パ
ー
ド
レ
の
病
状
に
配
慮
し
て
彼

ら
の
大
村
行
き
を
二
、三
日
延
ば
し
て
、
十
七
日
の
火
曜
日
に
再
度
同
地
を
訪
れ
て
ト
ル
レ
ス
に
大
村
行
き
の
確
約
を
得
て
帰
路
に
つ
い

て
、
途
中
で
針
尾
氏
に
襲
わ
れ
て
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

論
点
の
一
つ
は
、
フ
ロ
イ
ス
「
日
本
史
」
で
は
針
尾
氏
に
よ
る
朝
長
ル
イ
ス
殺
害
の
翌
十
六
日
朝
に
凶
報
が
ト
ル
レ
ス
に
伝
え
ら
れ
た

の
に
対
し
て
、
書
翰
で
は
火
曜
日
（
十
七
日
）
に
起
こ
っ
た
殺
害
事
件
の
噂
が
翌
朝
に
流
れ
、
朝
七
時
か
八
時
に
は
商
人
た
ち
が
船
で
横

瀬
浦
を
立
ち
去
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。「
大
村
家
譜
」（
巻
之
五
）に
は
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
見
ら
れ
る
。

同（
永
禄
）六
年
癸
亥
七
月
二
十
八
日（
一
五
六
三
年
八
月
十
六
日
）後
藤
伯
耆
守
貴
明
入
寇
郡
村
野
岳
、
松
原
兵
部
純
照
純
伊
五
男
、

大
村
右
衛
門
父
子
三
人
、
針
尾
伊
賀
、
神
浦
弥
平
兵
衛
入
道
玉
烏
子
丹
波
属
純
忠
等
応
え（
67
）、

右
の
記
載
は
、
領
主
純
忠
が
後
藤
貴
明
ら
大
村
氏
一
族
の
謀
反
に
遭
遇
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
針
尾
が
介
在
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
前
夜
の
針
尾
氏
に
よ
る
朝
長
ル
イ
ス
襲
撃
事
件
が
大
村
に
お
け
る
謀
反
事
件
へ
と
連
動
し
て
い
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

純
忠
の
領
主
権
力
を
回
復
し
た
の
は
、
フ
ロ
イ
ス
の
一
五
六
三
年
十
一
月
十
四
日
付
書
翰
に
よ
る
と
、
四
〇
日
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

彼
の
復
帰
の
た
め
に
動
い
た
の
は
本
家
の
有
馬
氏
で
あ
っ
た
こ
と
が
ア
ル
メ
イ
ダ
の
同
年
十
一
月
十
七
日
付
書
翰
か
ら
知
ら
れ
る
。

こ
の
時
、
私
た
ち
の
友
人
の
有
馬
の
王 elrei 

で
あ
る
従
兄
弟
に
対
し
て
謀
反
を
起
こ
し
て
い
た
領
主 o senhor 

が
、
以
下
の
方
法
で

有
馬
と
和
を
結
ん
だ
と
の
知
ら
せ
を
受
け
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
息
子
を
王 rei 

と
し
て
立
て
る
こ
と
、
そ
の
者
は
私
た
ち
の
敵
対

者
で
あ
る
王
の
孫
で
あ
っ
て
、
ド
ン
・
ベ
ル
ト
ラ
メ
ウ
の
甥
に
当
た
る
若
者
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
者
を
彼
（
謀
反
人
）
の
一
女

と
結
婚
さ
せ
、
す
べ
て
の
者
が
協
力
し
て
ド
ン
・
ベ
ル
ト
ラ
メ
ウ
に
そ
の
領
分
を
領
有
さ
せ
て
彼
の
敵
対
者
を
倒
す
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
か
よ
う
に
し
て
、
ド
ン
・
ベ
ル
ト
ラ
メ
ウ
が
以
前
の
状
態
に
戻
る
よ
う
に
主
な
る
デ
ウ
ス
の
恵
み
に
よ
る
働
き
が
実
行
さ
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れ
た
。
こ
の
知
ら
せ
に
よ
り
、
謀
反
を
起
こ
し
た
側
と
し
て
横
瀬
浦
に
い
た
領
主
は
逃
亡
し
、
私
た
ち
は
少
し
く
安
堵
し
、
私
た
ち

の
主
な
る
デ
ウ
ス
に
お
い
て
、
ド
ン
・
ベ
ル
ト
ラ
メ
ウ
が
自
領
内
に
復
帰
す
る
と
い
う
多
く
の
期
待
を
抱
い
た
。
あ
ま
り
日
が
経
た

な
い
う
ち
に
、
ド
ン
・
ベ
ル
ト
ラ
メ
ウ
が
自
分
の
所
領
を
掌
握
し
、
敵
が
追
撃
さ
れ
た
と
の
知
ら
せ
が
届
い
た（
68
）。

ア
ル
メ
イ
ダ
の
こ
の
書
翰
の
内
容
か
ら
は
明
確
な
事
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
事
態
の
終

し
ゅ
う

熄そ
く

は
有
馬
氏
本

家
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
有
馬
の
王
と
は
義
貞
に
家
督
を
譲
っ
て
い
た
晴
純
（
仙
巌
）
で
あ
り
、
仙
巌
は
大
村
に
お

け
る
謀
反
を
知
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
好
意
的
で
あ
っ
た
義
貞
を
退
け
て
自
ら
政
治
権
力
を
握
り
、
敵
対
者
と
の
和
睦
交
渉
に
入
っ
た
。

敵
対
者
と
は
西
郷
氏
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ア
ル
メ
イ
ダ
が
指
摘
す
る
「
私
た
ち
の
敵
対
者
」
と
は
晴
純
（
仙
巌
）
で
あ
り
、
そ
の
孫
と

は
義
貞
の
長
男
康
純
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。
ア
ル
メ
イ
ダ
は
ほ
ぼ
一
年
後
に
書
き
認
め
た
一
五
六
四
年
十
月
十
四
日
付
豊
後
発
信
の
書
翰

で
も
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

有
馬
の
王
の
父
（
仙
巌
）
は
老
齢
の
た
め
す
で
に
政
治
は
と
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
彼
の
息
子
に
対
す
る
大
謀
反
を
見
る
や
す
ぐ
に
、

謀
反
人
た
ち
に
す
べ
て
彼
ら
が
望
む
よ
う
に
し
よ
う
と
伝
え
さ
せ
、
王
の
息
子
を
追
放
す
る
こ
と
を
命
じ
、
彼
の
孫
が
主
要
な
敵
対

者
の
娘
と
結
婚
す
る
こ
と
を
企
て
た
。
ま
た
領
内
に
あ
っ
た
十
字
架
を
倒
し
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
元
の
教
え
に
戻
る
よ
う
命
じ
た
。

敵
た
ち
は
こ
れ
を
見
て
鎮
ま
っ
た（
69
）。

ア
ル
メ
イ
ダ
が
大
村
の
騒
動
に
つ
い
て
豊
後
府
内
で
知
っ
た
の
は
八
月
二
十
五
日
頃
で
あ
り
、
彼
は
急
ぎ
横
瀬
浦
に
戻
っ
た
が
、
途
中
、

口
之
津
で
一
時
上
陸
を
拒
否
さ
れ
、
難
儀
を
重
ね
て
よ
う
や
く
九
月
二
十
日
に
横
瀬
浦
に
着
い
た
（
70
）。
横
瀬
浦
を
占
拠
し
て
い
た
謀
反

人
の
中
心
人
物
が
針
尾
氏
で
あ
っ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
ア
ル
メ
イ
ダ
が
到
着
し
た
時
に
は
既
に
謀
反
人
は
退
去
し
て
お
り
、
町

で
は
生
糸
の
取
引
を
め
ぐ
っ
て
、
諸
国
か
ら
来
て
い
た
商
人
た
ち
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
商
人
と
の
間
に
軋
轢
・
抗
争
が
生
じ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
二
、三
人
が
殺
害
さ
れ
る
な
ど
事
態
は
悪
化
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。ア
ル
メ
イ
ダ
が
横
瀬
浦
港
に
到
着
す
る
以
前
に
、フ
ロ
イ
ス
の「
日

三
　
横
瀬
浦
焼
亡
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本
史
」（
一
部
四
八
章
）
に
よ
る
と
、
病
気
の
た
め
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
に
避
難
で
き
な
か
っ
た
ト
ル
レ
ス
と
フ
ロ
イ
ス
の
両
神
父
は
豊
後
商
人

に
捕
わ
れ
て
一
時
倉 cura 

に
抑
留
さ
れ
た
。
商
人
た
ち
が
ナ
ウ
船
に
銀
六
万
ク
ル
ザ
ー
ド
（
一
ク
ル
ザ
ー
ド
は
米
一
俵
、
一
両
相
当
と
さ

れ
る
が
、
時
期
に
よ
り
換
算
は
異
な
る
）
を
渡
し
て
ま
だ
生
糸
を
受
け
取
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
双
方

間
の
協
議
が
成
立
し
て
生
糸
は
豊
後
商
人
に
引
き
渡
さ
れ
た
と
い
う
（
71
）。
こ
う
し
た
事
態
は
、
恐
ら
く
大
村
の
騒
動
事
件
が
横
瀬
浦
港

に
伝
え
ら
れ
た
直
後
に
起
こ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
生
糸
取
引
を
め
ぐ
る
軋
轢
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
殺
害
、
パ
ー
ド
レ
の
抑
留
な
ど
に
つ
い
て
は
、
フ
ロ
イ
ス
は
一
五
六
三
年
十
一

月
十
四
日
付
書
翰
で
は
ま
っ
た
く
言
及
せ
ず
、
日
本
人
商
人
等
が
横
瀬
浦
港
を
退
去
し
た
水
曜
日
（
八
月
十
八
日
）
の
夕
方
に
、
異
教
徒

た
ち
の
来
襲
を
恐
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
の
助
言
に
よ
っ
て
、
老
パ
ー
ド
レ（
ト
ル
レ
ス
）が
ゴ
ン
サ
ロ
・
ヴ
ァ
ス
の
ジ
ャ
ン
ク
船
に
行
き
、

高
熱
の
フ
ロ
イ
ス
と
イ
ル
マ
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
が
ド
ン
・
ペ
ド
ロ
の
ナ
ウ
船
に
赴
き
、
修
院
の
財
貨
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
に
避
難
さ
せ

た
と
述
べ
る
に
す
ぎ
な
い（
72
）。

横
瀬
浦
港
に
着
い
た
ア
ル
メ
イ
ダ
は
、
ジ
ャ
ン
ク
船
に
避
難
し
て
い
た
ト
ル
レ
ス
神
父
に
再
会
し
た
。
そ
の
ほ
ぼ
二
ヵ
月
後
に
、
横
瀬

浦
の
町
は
放
火
さ
れ
て
教
会
と
修
院
、
民
家
が
焼
失
し
た
。
こ
の
港
町
の
壊
滅
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
ナ
ウ
が
同
港
を
出
帆
し
て
す
ぐ
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
デ
ィ
エ
ゴ
・
パ
チ
ェ
コ
（
結
城
了
悟
）
は
十
一
月
十
七
日
に
近
い
日
と
推
定
す
る（
73
）。
フ
ロ
イ
ス
は
ナ
ウ
船
出
帆
の
前
日
の

夜
に
、
ド
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
籠
手
田
が
派
遣
し
た
船
で
平
戸
に
去
り
、
ト
ル
レ
ス
が
彼
を
救
出
す
る
た
め
島
原
か
ら
来
た
船
に
乗
り
込
ん

で
ナ
ウ
船
が
出
帆
す
る
と
ま
も
な
く
、
ま
ず
教
会
が
焼
か
れ
、
次
い
で
す
ぐ
に
キ
リ
シ
タ
ン
の
農
民
た
ち
の
家
が
焼
か
れ
た
。
ト
ル
レ
ス

と
ア
ル
メ
イ
ダ
は
焼
亡
す
る
港
町
を
眼
前
に
し
絶
望
し
て
同
港
を
去
っ
た
（
74
）。
ア
ル
メ
イ
ダ
は
同
書
翰
で
、「
横
瀬
浦
の
港
は
た
ち
ま
ち

近
く
に
い
た
敵
の
一
人
に
よ
っ
て
秘
か
に
焼
か
れ
て
し
ま
っ
た
（
75
）。」
と
述
べ
て
い
る
。
フ
ロ
イ
ス
は
、
高
慢
か
つ
横
柄
な
豊
後
商
人
に

は
繁
栄
途
上
に
あ
っ
た
横
瀬
浦
の
港
に
対
し
強
い
敵
意
と
激
し
い
嫉
妬
心
が
あ
っ
た
た
め
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
の
生
糸
取
引
交
渉
が
停
滞

し
た
こ
と
が
原
因
し
て
町
に
放
火
し
た
（
76
）、
と
見
て
い
る
。
し
か
し
、
放
火
は
取
引
交
渉
が
成
立
し
て
生
糸
の
引
渡
し
が
な
さ
れ
て
か

ら
ほ
ぼ
二
ヵ
月
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ア
ル
メ
イ
ダ
の
指
摘
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
敵
の
一
人
と
は
謀
反
人
の
一
味
で
あ
り
、
謀
反
鎮
圧
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後
も
横
瀬
浦
に
潜
ん
で
い
た
者
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
教
に
敵
意
を
抱
い
て
い
た
余
所
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

一
五
六
四
年
八
月
十
四
日
に
、
ド
ン
・
ペ
ド
ロ
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
の
ナ
ウ
船
サ
ン
タ
・
ク
ル
ー
ス
号
が
横
瀬
浦
の
港
口
に
あ
る
サ
ン
・

ペ
ド
ロ
島
（
八
ノ
子
島
）
に
到
着
し
た
。
し
か
し
、
荒
廃
し
た
港
を
見
て
、
司
令
官
は
ナ
ウ
船
を
平
戸
に
廻
船
し
た
。
平
戸
の
河
内
浦
に

は
既
に
二
七
日
前
に
二
隻
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
到
着
し
て
お
り
、
平
戸
入
港
に
つ
い
て
度
島
に
い
た
フ
ロ
イ
ス
神
父
に
指
示
を
仰
い
で
い

た
（
77
）。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
が
平
戸
に
教
会
建
設
を
要
望
し
、
領
主
松
浦
氏
が
そ
の
許
可
を
延
引
し
て
い
た
た
め
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は
平

戸
に
進
航
・
入
港
し
て
い
な
か
っ
た
。
ナ
ウ
船
か
ら
平
戸
に
遣
わ
さ
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
招
き
で
度
島
か
ら
来
た
フ
ロ
イ
ス
は
、
平
戸

か
ら
小
舟
で
横
瀬
浦
港
に
向
か
っ
た
が
、
途
中
で
ナ
ウ
船
に
出
会
い
、
河
内
浦
に
至
っ
た
。
彼
は
ト
ル
レ
ス
神
父
が
定
住
し
て
い
た
有
馬

領
口
之
津
港
へ
の
廻
航
を
決
断
し
て
い
た
が
、
カ
ピ
タ
ン
・
モ
ー
ル
の
ド
ン
・
ペ
ド
ロ
は
平
戸
で
の
取
引
に
固
執
す
る
商
人
た
ち
を
説
得

で
き
ず
、
平
戸
入
港
の
条
件
と
し
て
教
会
建
設
を
要
求
す
る
た
め
使
者
を
松
浦
氏
に
派
遣
し
て
交
渉
さ
せ
た
。
松
浦
氏
が
教
会
建
設
と
切

り
倒
さ
れ
た
十
字
架
の
再
建
を
認
め
た
た
め
、
ナ
ウ
船
は
平
戸
に
入
港
し
、
三
年
振
り
に
平
戸
で
の
取
引
が
再
開
し
た
。
教
会
は
ナ
ウ
船

が
帰
航
す
る
時
期
に
は
完
成
し
て
い
た（
78
）。

（
五
野
井
隆
史
）

註（
１
）　

岡
本
良
知『
十
六
世
紀
日
欧
交
通
史
の
研
究　

増
訂
版
』（
六
甲
書
房　

一
九
四
四
）　

二
七
七
～
二
八
一
頁

（
２
）　

ポ
ル
ト
ガ
ル
国
所
在
リ
ス
ボ
ン　

ア
ジ
ュ
ダ
図
書
館
所
蔵
の
写
本
、49-1v-50, f.522v.

（
３
）　Luis Frois, H

ISTO
RIA

 D
E JA

P
A

M
, anotada por José W

icki. V
ol.Ⅰ

, Lisboa, 1976. p. 270.

（
４
）　

ジ
ョ
ア
ン
＝
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
の
一
五
六
一
年
十
月
八
日
付
豊
後
発
信
書
翰
（C

artas que os P
adres e Irm

ãos da C
om

panhia da 
Iesus, que andão nos Reynos de Iapão escreverão aos da m

esm
a C

om
panhia da India, e Europa, desde anno 

de 1549 até 1580. P
rim

eiro Tom
o, Evora 1598. f. 81v.

）。
の
ちC

artas.Ⅰ
. 

と
表
記
。

（
５
）　

ア
ル
メ
イ
ダ
の
一
五
六
一
年
十
月
一
日
付
豊
後
（
府
内
）
発
信
書
翰
（Juan Ruiz-de-M

edina, D
O

C
U

M
EN

TO
S D

EL JA
P

Ó
N

 1558-
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1562. Rom
a, 1995. pp. 381~

402.

）

（
６
）　

ア
ル
メ
イ
ダ
の
一
五
六
二
年
十
月
二
十
五
日
付
横
瀬
浦
発
信
書
翰
（
ロ
ー
マ
・
イ
エ
ズ
ス
会
文
書
館
所
蔵
、
日
本
・
中
国
文
書Jap. Sin. 4, ff. 

275~
277v. 〈

の
ちJap. Sin. 

で
表
記
〉、C

artas.Ⅰ
.ff. 109~

111v.
（
７
）　Frois, H

ISTO
RIA

.Ⅰ
. pp. 270~

271.
（
８
）　ibid. p. 271.

（
９
）　

前
掲
註（
８
）

（
10
）　Jap. Sin. 4. f. 275. C

artas.Ⅰ
. f. 109.

（
11
）　C

artas.Ⅰ
. 

で
は「
ほ
ぼ
二
レ
グ
ア
」と
記
載
さ
れ
る
。
横
瀬
浦
と
そ
の
周
辺
の
地
勢
か
ら
す
る
と
、「
二
〇
レ
グ
ア
」で
は
な
く「
二
レ
グ
ア
」が
妥

当
と
思
わ
れ
る
。
周
囲
約
一
一
㌔
㍍
と
な
る
。

（
12
）　Jap. Sin. 4. f. 275. C

artas.Ⅰ
. f. 109.

（
13
）　ibid. f. 275v.

（
14
）　Jap. Sin. 5. f. 3v. C

artas.Ⅰ
. f. 117v.

（
15
）　

姉
崎
正
治『
切
支
丹
伝
道
の
興
廃
』（
同
文
館　

一
九
三
〇
）　

九
〇
頁

（
16
）　Josef F. Schütte, M

O
N

U
M

EN
TA

 H
ISTO

RIC
A

 JA
P

O
N

IA
E Ⅰ

. Textus C
atalogorum

 Japoniae 1549-1654. Rom
ae, 

1975. p. 265.

（
17
）　ibid. p. 273.

（
18
）　ibid. p. 324.

（
19
）　Jap. Sin. 4. ff. 277~

277v. C
artas.Ⅰ

. f. 111.

（
20
）　ibid. f. 277v.

（
21
）　ibid. f. 275v.

（
22
）　

前
掲
註（
21
）

（
23
）　ibid. f. 276.

（
24
）　ibid. f. 277v. Evora

版C
artas

で
は
、
教
会
の
奥
行
き
は「
九
ブ
ラ
サ
」（f. 111.

）で
あ
る
。

（
25
）　Jap. Sin. 5. f. 2v. C

artas.Ⅰ
. f. 116v.

（
26
）　ibid. f. 80v. C

artas.Ⅰ
. f. 119.
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（
27
）　ibid. f. 1.

ア
ル
メ
イ
ダ
は
一
五
六
三
年
十
一
月
十
七
日
付
書
翰
で
、
ト
ル
レ
ス
の
横
瀬
浦
港
出
発
を
十
二
月
三
日
と
し
て
い
る
（Jap. Sin. 5. f. 

80, C
artas.Ⅰ

. f. 118.

）

（
28
）　Jap. Sin. 5. f. 2v. C

artas.Ⅰ
. f. 117.

（
29
）　ibid. f. 81. C

artas.Ⅰ
. f. 119.

（
30
）　Frois, H

ISTO
RIA

.Ⅰ
. p. 294.

（
31
）　

フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
は
、
一
五
六
三
年
四
月
十
七
日
付
書
翰
で
、
純
忠
の
横
瀬
浦
訪
問
を
、
ア
ル
メ
イ
ダ
が
四
旬
節
第
三
週
に
島
原
に
向
け
て
同
地
を

発
っ
た
八
日
後（
三
月
二
十
二
日
）と
す
る（Jap. Sin. 5. f. 3.

）。
フ
ロ
イ
ス
は
一
五
六
三
年
十
一
月
十
四
日
付
書
翰
で
、「
四
旬
節
の
第
二
週
目
」

（Jap. Sin. 5. f. 25v.

）と
し
、「
日
本
史
」（
一
部
四
一
章
）で
も
四
旬
節
第
二
週
と
す
る
。

（
32
）　Frois, H

ISTO
RIA

.Ⅰ
. p. 271.

（
33
）　

フ
ロ
イ
ス
、
一
五
六
三
年
十
一
月
十
四
日
付
書
翰（Jap. Sin. 5. f. 25v.

）

（
34
）　Jap. Sin. 5. f. 3.

（
35
）　Jap. Sin. 5. f. 87v.

（
36
）　ibid. f. 26. C

artas.Ⅰ
. ff. 133~

133v.

（
37
）　ibid. f. 3. C

artas.Ⅰ
. 117v.

（
38
）　

フ
ロ
イ
ス
の
前
記
書
翰
に
よ
る
と
、
純
忠
は
執
政
官regedor

の
兄
弟
ド
ン
・
ル
イ
ス
（
フ
ロ
イ
ス
は
受
洗
後
の
洗
礼
名
で
記
載
。
朝
長
純
安
。）
一

人
を
伴
っ
て
教
理
を
聴
い
た（Jap. Sin. 5. f. 26.
）。

（
39
）　Jap. Sin. 5. f. 3.

（
40
）　ibid. f. 26v. C

artas.Ⅰ
. ff. 133v.~

134.

（
41
）　ibid. f. 26v. C

artas.Ⅰ
. f. 134.

（
42
）　

パ
チ
ェ
コ
・
デ
ィ
エ
ゴ
著
・
佐
久
間
正
訳
『
長
崎
を
開
い
た
人
―
コ
ス
メ
・
デ
・
ト
ル
レ
ス
の
生
涯
―
』（
中
央
出
版
社　

一
九
六
九
）　

一
〇
六
頁

Jap. Sin. 5. f. 3v. C
artas.Ⅰ

. f. 118.

（
43
）　

フ
ロ
イ
ス
、
一
五
六
三
年
十
一
月
十
四
日
付
横
瀬
浦
発
信
書
翰（Jap. Sin. 5. f. 26v. C

artas.Ⅰ
. f. 134.

）

（
44
）　Jap. Sin. 5. f.27. C

artas.Ⅰ
. f. 134v.

（
45
）　

ア
ル
メ
イ
ダ
、
一
五
六
三
年
十
一
月
十
七
日
付
書
翰（Jap. Sin. 5. f. 86v. C

artas.Ⅰ
. f. 126.

）

（
46
）　

石
毛　

忠「『
心
学
五
倫
書
』の
形
成
事
情
と
そ
の
思
想
的
特
質
」（
金
谷　

治
・
石
田
一
良
他
校
注『
藤
原
惺
窩　

林
羅
山
』日
本
思
想
大
系
28　

岩
波
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書
店　

一
九
七
五
）　

五
〇
三
頁

（
47
）　

福
島
邦
道
・
三
橋　

健
解
題『
羅
葡
日
対
訳
辞
書
』（
勉
誠
社　

一
九
七
九
）

（
48
）　

土
井
忠
生
他
編『
邦
訳
日
葡
辞
書
』（
岩
波
書
店　

一
九
八
〇
）　

六
四
七
頁

（
49
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
日
本
関
係
海
外
史
料　

イ
エ
ズ
ス
会
日
本
書
翰
集
』
原
文
編
之
二
（
東
京
大
学
出
版
会　

一
九
九
六
）　

三
二
九
～

三
三
〇
頁

（
50
）　

土
井
忠
生「
貴
理
師
端
往
来
」（
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
編『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
』第
五
輯　

吉
川
弘
文
館　

一
九
五
九
）　

八
二
頁

（
51
）　

長
崎
県
史
編
集
委
員
会
編『
長
崎
県
史
』古
代
・
中
世
編（
吉
川
弘
文
館　

一
九
八
〇
）　

六
五
七
頁

（
52
）　Jap. Sin. 5. f. 114.

（
53
）　ibid. f. 3v. C

artas.Ⅰ
. f. 118.

（
54
）　Frois, H

ISTO
RIA

.Ⅰ
. p. 329.

（
55
）　Jap. Sin. 5. ff. 80~

80v. C
artas.Ⅰ

. f. 118v.

（
56
）　ibid. ff. 3v. 

同
写
本
に
対
し
、
印
刷
さ
れ
た
エ
ヴ
ォ
ラ
版C

artas.Ⅰ

（f. 117.

）で
は
二
ヵ
所
の
省
略
が
あ
る
。

（
57
）　Frois, H

ISTO
RIA

.Ⅰ

（
一
部
四
三
章
）. p. 294.

（
58
）　Jap. Sin. 5. f. 3. C

artas.Ⅰ
. f. 117.

（
59
）　ibid. f. 27v. C

artas.Ⅰ
. f. 135v.

（
60
）　ibid. ff. 27~

27v. C
artas.Ⅰ

. ff. 134v.~
135.

（
61
）　ibid. f. 27v. C
artas.Ⅰ

. f. 135v.

（
62
）　Frois, H

ISTO
RIA

.Ⅰ
. p. 334.

（
63
）　ibid. pp. 337~

338.

（
64
）　Jap. Sin. 5. f. 27v. C

artas.Ⅰ
. f. 135v. 

で
は
、
ト
ル
レ
ス
が
直
接
朝
長
ル
イ
ス
に
約
束
し
た
、
と
さ
れ
る
。

（
65
）　ibid. ff. 28~

28v. C
artas.Ⅰ

. ff. 136~
136v.

（
66
）　ibid. f. 28. C

artas.Ⅰ
. f. 135v.

（
67
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
写
本
。
な
お
、「
大
村
家
覚
書
」
巻
三
に
よ
る
と
、
後
藤
氏
の
郡
村
野
岳
侵
攻
と
大
村
家
一
門
及
び
針
尾
氏
ら
の
内
応

は
永
禄
九
年
の
こ
と
と
さ
れ
る
。

（
68
）　Jap. Sin. 5. f. 90v. C

artas.Ⅰ
. f. 130v.
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（
69
）　C

artas.Ⅰ
. f. 155.

（
70
）　Jap. Sin. 5. ff. 89~

90v. C
artas.Ⅰ

. ff. 129~
130v.

（
71
）　Frois, H

ISTO
RIA

.Ⅰ
. pp. 338~

339.
（
72
）　Jap. Sin. 5. f. 28v. C

artas.Ⅰ
. f. 136v.

（
73
）　

パ
チ
ェ
コ
・
デ
ィ
エ
ゴ
著
・
佐
久
間
正
訳『
長
崎
を
開
い
た
人
―
コ
ス
メ
・
デ
・
ト
ル
レ
ス
の
生
涯
―
』（
中
央
出
版
社　

一
九
六
九
）　

一
六
二
頁

（
74
）　

ア
ル
メ
イ
ダ
、
一
五
六
四
年
十
月
十
四
日
付
豊
後
発
信
書
翰（C

artas.Ⅰ
. f. 151v.

）

（
75
）　ibid.

（
76
）　Frois, H

ISTO
RIA

.Ⅰ
. p. 338.

（
77
）　

身
分
あ
る
一
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
シ
ナ
在
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ペ
レ
ス
神
父
宛
、一
五
六
四
年
の
書
翰（C

artas.Ⅰ
. f. 151v.

）. Frois, H
ISTO

RIA
.Ⅰ

. 
p. 273.

（
78
）　C

artas.Ⅰ
. f. 151v.

一
五
六
五
年
に
来
航
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
、
ド
ン
・
ジ
ョ
ア
ン
・
ペ
レ
イ
ラ
の
ナ
ウ
船
が
最
終
的
に
入
港
し
た
港
が
福
田
で
あ
っ
た
。

イ
ル
マ
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
の
一
五
六
五
年
九
月
二
十
三
日
付
の
書
翰
に
よ
る
と
、
ナ
ウ
船
は
マ
カ
オ
か
ら
横
瀬
浦
港
に
直
航
し
、
七

月
上
旬
こ
ろ
同
港
に
到
着
し
た
が
、
荒
廃
し
た
同
港
を
見
て
や
む
な
く
平
戸
に
向
か
っ
た
。
し
か
し
、
ナ
ウ
船
は
同
地
に
い
た
パ
ー
ド
レ
・

バ
ル
タ
ザ
ー
ル
・
ダ
・
コ
ス
タ
の
指
示
に
従
っ
て
平
戸
か
ら
一
〇
レ
グ
ア
の
距
離
が
あ
る
福
田
に
入
っ
た
（
１
）。
こ
の
こ
と
は
、
横
瀬
浦

港
の
焼
亡
後
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
主
導
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
新
た
な
入
港
先
を
捜
し
選
定
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
一
五
六
四
年
に
来
航
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は
い
ず
れ
も
平
戸
に
入
港
し
た
こ
と
が
、
大
村
氏
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
。
一
五
六
四
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
平
戸
に
入
港
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
大
村
純
忠
が
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
に
不
満
を
呈
し

た
こ
と
が
、
一
五
六
六
年
一
月
二
十
日
付
コ
ー
チ
ン
発
信
の
イ
ン
ド
副
管
区
長
メ
ル
シ
オ
ー
ル
・
ヌ
ー
ネ
ス
・
バ
レ
ト
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
管

第
二
節
　
福
田
開
港
と
そ
の
展
開
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一
五
六
五
年
に
は
、
他
の
一
船
、
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
メ
ネ
ー
ゼ
ス
の
ガ
レ
オ
ン
船
も
福
田
に
入
港
し
た
。
同
港
に
は
、
七
月
二
十
日
頃

京
都
か
ら
豊
後
を
経
由
し
て
口
之
津
に
戻
っ
て
い
た
イ
ル
マ
ン
・
ア
ル
メ
イ
ダ
が
、
伝
道
士
に
な
っ
た
ば
か
り
の
養よ

う

方ほ
う

パ
ウ
ロ
と
共
に
派

遣
さ
れ
た
。
更
に
、
口
之
津
に
居
住
し
て
い
た
ト
ル
レ
ス
神
父
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
の
告
解
と
ミ
サ
の
た
め
に
豊
後
府
内
に
赴
任
し
て

い
た
ベ
ル
シ
オ
ー
ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
神
父
を
派
遣
し
た
。
彼
は
八
月
上
旬
、
ア
ル
メ
イ
ダ
ら
の
到
着
後
一
五
日
し
て
福
田
に
到
着

し
た
。
彼
は
着
く
と
す
ぐ
に
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
（
純
忠
）
の
訪
問
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
人
イ
ル
マ
ン
の
ロ
ウ
レ
ン
ソ
も
同

地
に
至
り
、
ア
ル
メ
イ
ダ
に
同
行
し
て
大
村
に
純
忠
を
表
敬
訪
問
し
た
。

こ
の
年
、
平
戸
松
浦
氏
の
船
隊
五
〇
余
隻
（
あ
る
い
は
七
〇
隻
）
と
堺
商
人
の
大
型
船
八
～
一
〇
隻
が
福
田
の
港
に
停
泊
中
の
ポ
ル
ト

ガ
ル
船
二
隻
を
襲
っ
た
。
当
時
に
在
住
し
て
い
た
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
・
ダ
・
コ
ス
タ
神
父
が
松
浦
氏
の
船
隊
発
進
を
知
っ
て
福
田
港
に
碇
泊

す
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
に
通
報
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
信
用
さ
れ
ず
無
視
さ
れ
た
。
フ
ロ
イ
ス
の
「
日
本
史
」
に
よ
る
と
、
コ
ス
タ
神

父
は
福
田
に
滞
留
し
て
い
た
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
神
父
に
も
伝
言
を
送
っ
た
。
福
田
沖
で
の
海
戦
は
九
月
二
十
三
日
～
十
月
中
旬
ま
で
の
期
間

写真4-10　福田港（長崎市福田本町）

区
長
ヤ
コ
ボ
・
ミ
ロ
ン
宛
書
翰
か
ら
示
唆
さ
れ
る
。

私
は
日
本
に
関
し
て
、
王
ド
ン
・
ベ
ル
ト
ラ
メ
ウ
の
た
め
に
、
ま
た
日
本
の
改
宗
の
た
め
に

大
き
な
不
面
目
が
あ
る
こ
と
を
尊
師
に
伝
え
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
。
日
本
の
航
海
に
つ
い

て
［
ポ
ル
ト
ガ
ル
］
国
王
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
カ
ピ
タ
ン
た
ち
が
彼
の
主
要
な
敵
で
あ
る

平
戸
の
王
の
港
に
ナ
ウ
船
で
渡
航
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

た
ち
か
ら
得
る
利
益
と
、
彼
ら
が
彼
に
与
え
る
資
金
や
武
器
に
よ
っ
て
彼
の
戦
い
の
た
め
に

援
助
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
で
改
宗
し
た
最
初
の
領
主 principe 

で

あ
る
ド
ン
・
ベ
ル
ト
ラ
メ
ウ
を
怒
ら
せ
た
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
他
の
領
主
た
ち
に
は
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
か
ら
ほ
と
ん
ど
保
護
が
得
ら
れ
な
い
と
見
て
、
改
宗
し
な
い
よ
う
に
白
け

さ
せ
て
い
る（
２
）。
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に
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
急
襲
さ
れ
た
ナ
ウ
船
は
形
勢
不
利
な
戦
い
で
あ
っ
た
が
、
大
砲
を
装
備
し
た
ガ
レ
オ
ン
船
と
シ
ナ
人
た
ち
の
ソ

マ
船 som

a 

の
救
援
を
得
て
、
二
時
間
に
わ
た
る
海
戦
に
堪
え
た
。
松
浦
方
は
大
型
船
三
隻
を
撃
破
さ
れ
、
死
者
八
〇
人
（
あ
る
い
は
六
〇

人
）、
負
傷
者
一
二
〇
人
（
あ
る
い
は
二
〇
〇
人
）
以
上
を
出
し
た
（
３
）。
松
浦
氏
と
堺
商
人
の
目
的
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
か
ら
の
商
品
の

略
奪
と
ナ
ウ
船
の
焼
却
、
そ
し
て
福
田
港
の
破
壊
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
失
敗
し
た
。

フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
神
父
は
福
田
港
に
来
て
す
ぐ
に
普
通
の
家
屋
を
教
会
と
し
て
利
用
し
た
よ
う
で
あ
り
、
彼
が
滞
在
し
た
八
月
上
旬
か
ら

十
月
二
十
二
日
ま
で
に
、
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
大
村
純
忠
が
何
度
も
そ
こ
を
訪
れ
、
ま
た
海
沿
い
の
諸
城
に
い
る
多
数
の
キ
リ
シ
タ
ン

領
主
や
、
来
訪
可
能
な
他
の
土
地
の
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
が
宣
教
師
た
ち
の
滞
在
に
つ
い
て
満
足
の
意
を
表
明
す
る
た
め
に
来
た
。
同
神
父

の
滞
在
中
に
執
り
行
わ
れ
た
ミ
サ
に
は
土
地
の
キ
リ
シ
タ
ン
や
、
領
外
か
ら
来
た
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
が
毎
日
参
集
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

ド
チ
リ
ナ
（
教
理
）
を
学
び
、
日
曜
日
や
祝
日
に
は
そ
の
説
教
が
あ
っ
た（
４
）。
し
か
し
、
当
地
福
田
の
領
主
、
福
田
兼
次
に
つ
い
て
の
言

及
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
。

十
一
月
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
福
田
港
を
出
帆
す
る
と
、
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
神
父
は
福
田
港
か
ら
手
熊
の
地
に
行
き
、
同
地
に
降
誕
祭
前
ま

で
滞
在
し
た
。
上
長
ト
ル
レ
ス
は
手
熊
の
人
々
に
は
救
霊
の
問
題
を
聴
く
心
構
え
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
た
め
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
を
派
遣
し
た

の
で
あ
る
が
、
降
誕
祭
を
口
之
津
で
一
緒
に
迎
え
る
た
め
に
彼
を
呼
び
戻
し
た
。
手
熊
で
は
期
待
さ
れ
た
ほ
ど
の
成
果
が
ま
だ
み
ら
れ
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
司
祭
不
在
の
島
原
か
ら
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
が
新
年
の
祝
詞
を
述
べ
る
た
め
口
之
津
に
来
て
、
司
祭
の
来
訪
を
懇
請

し
た
の
に
対
し
、
ト
ル
レ
ス
は
、
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
が
手
熊
に
戻
る
よ
り
は
島
原
に
お
い
て
よ
り
一
層
の
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
た
た
め
に

同
地
に
行
く
の
が
い
い
と
判
断
し
た
、
と
ア
ル
メ
イ
ダ
は
報
じ
る（
５
）。

一
五
六
六
年
一
月
十
五
日
、
五
島
の
宣
教
に
赴
く
ア
ル
メ
イ
ダ
は
日
本
人
イ
ル
マ
ン
の
ロ
ウ
レ
ン
ソ
と
共
に
口
之
津
を
発
ち
、
福
田
に

至
り
天
気
待
ち
の
た
め
当
地
に
一
泊
し
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
数
名
が
二
レ
グ
ア
の
地
か
ら
進
物
を
持
っ
て
訪
れ
、
一
〇
人
の
子
ど
も
に
洗
礼

を
授
け
て
く
れ
る
よ
う
願
い
、
明
朝
彼
ら
を
連
れ
て
来
る
と
伝
え
た
。
し
か
し
、
早
暁
、
好
天
で
あ
っ
た
た
め
船
頭
は
船
を
出
し
て
五
島

に
向
か
っ
た（
６
）。
な
お
、
福
田
港
か
ら
二
レ
グ
ア（
約
一
一
㌔
㍍
）の
地
と
は
手
熊
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
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一
五
六
六
年
七
月
に
シ
モ
ン
・
デ
・
メ
ン
ド
ン
サ
の
ナ
ウ
船
が
福
田
に
来
着
し
た
。
ジ
ョ
ア
ン
・
カ
ブ
ラ
ル
が
一
五
六
六
年
十
一
月

十
五
日
付
福
田
発
信
書
翰
に
お
い
て
述
べ
る
と
こ
ろ
で
は
、
ト
ル
レ
ス
は
大
村
氏
が
再
三
に
わ
た
っ
て
パ
ー
ド
レ
の
大
村
派
遣
を
要
請
し

た
の
に
対
し
て
、
大
村
氏
が
周
辺
の
諸
領
主
と
の
間
に
交
戦
し
て
お
り
、
ま
た
宣
教
師
が
大
村
領
内
に
い
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
悪
評
と

非
難
を
避
け
る
た
め
、
時
が
来
れ
ば
人
を
派
遣
す
る
と
の
希
望
を
与
え
て
き
た
が
、
ナ
ウ
船
の
到
着
に
よ
っ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
い
た
港

に
パ
ー
ド
レ
を
遣
わ
す
口
実
と
機
会
を
得
た
。

ガ
ス
パ
ー
ル
・
ヴ
ィ
レ
ラ
と
カ
ブ
ラ
ル
の
両
神
父
が
福
田
に
赴
い
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
の
対
応
に
当
た
っ
た
。
カ
ブ
ラ
ル
は
十
一
月

十
五
日
当
時
福
田
に
滞
在
し
て
ほ
ぼ
二
ヵ
月
を
経
過
し
て
い
た
が
、
こ
の
間
、
大
村
氏
は
戦
闘
を
続
け
、
主
要
な
城（
フ
ロ
イ
ス「
日
本
史
」

に
よ
る
と
彼
杵
の
地
の
城
と
い
う
）を
夜
襲
に
よ
っ
て
回
復
し
た（
７
）。
一
方
で
、
大
村
氏
は
頻
繁
に
パ
ー
ド
レ
た
ち
の
許
に
伝
言
を
送
り
、

ま
た
彼
に
仕
え
る
少
年
、
す
な
わ
ち
、
小
姓
数
名
を
遣
わ
し
て
洗
礼
を
受
け
さ
せ
た（
８
）。

同
年
九
月
、
五
島
か
ら
口
之
津
に
戻
る
ア
ル
メ
イ
ダ
は
、
福
田
の
港
に
着
い
て
す
ぐ
に
教
会
に
赴
き
、
四
日
間
留
ま
っ
た
。
同
地
に
は

ヴ
ィ
レ
ラ
神
父
が
い
た
。
カ
ブ
ラ
ル
神
父
も
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
ア
ル
メ
イ
ダ
の
書
翰
に
は
言
及
が
な
い
。
ア
ル
メ
イ
ダ
は
同
地
か
ら

口
之
津
ま
で
の
お
よ
そ
二
五
レ
グ
ア
（
一
レ
グ
ア
、
五
・
五
㌔
㍍
で
換
算
す
る
と
二
五
レ
グ
ア
は
一
三
七
・
五
㌔
㍍
と
な
る
が
、
実
際
に
は

お
よ
そ
七
〇
㌔
㍍
で
あ
る
）を
陸
路
進
ん
だ（
９
）。

十
一
月
下
旬
近
く
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
出
帆
が
迫
っ
て
来
た
時
、
ト
ル
レ
ス
は
パ
ー
ド
レ
た
ち
に
口
之
津
に
戻
る
よ
う
命
じ
た
。
こ
れ

を
知
っ
た
純
忠
は
福
田
に
駆
け
つ
け
て
来
て
ミ
サ
を
聴
き
た
い
と
の
意
向
を
伝
え
た
。
ミ
サ
の
道
具
や
教
会
の
聖
具
類
は
既
に
船
に
積
み

込
ま
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
教
会
に
戻
し
て
ミ
サ
が
上
げ
ら
れ
た
。
純
忠
は
ミ
サ
後
に
ナ
ウ
船
を
訪
れ
、
カ
ピ
タ
ン
・
モ
ー
ル
の
メ
ン
ド

ン
サ
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
に
暇

い
と
ま

乞ご

い
を
し
た（
10
）。
フ
ロ
イ
ス
の「
日
本
史
」に
よ
る
と
、ト
ル
レ
ス
は
こ
の
年
純
忠
の
要
望
に
添
う
べ
く
、

ま
だ
イ
ル
マ
ン
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
元
医
師
の
伝
道
士
養
方
パ
ウ
ロ
を
大
村
に
遣
わ
し
た
（
11
）。
福
田
の
港
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船

出
帆
後
に
パ
ー
ド
レ
は
残
ら
ず
、
同
地
の
教
会
も
翌
年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
来
着
ま
で
は
無
人
で
あ
っ
た
。

一
五
六
七
年
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
福
田
来
着
は
な
く
、
ナ
ウ
船
は
有
馬
領
の
口
之
津
に
入
っ
た
。
他
に
二
隻
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
船
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が
同
港
に
来
着
し
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
福
田
港
に
来
航
し
な
か
っ
た
理
由
は
定
か
で
な
い
。

一
五
六
八
年
六
月
二
十
八
日
に
、
ド
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・
デ
・
ソ
ウ
ザ
の
ナ
ウ
船
が
福
田
に
来
着
し
、
イ
タ
リ
ア
人
神
父
ア
レ
シ
ャ
ン

ド
レ
・
ヴ
ァ
ラ
レ
ッ
ジ
オ
が
来
日
し
た
。
彼
が
記
す
一
五
六
八
年
九
月
四
日
付
の
書
翰
に
よ
る
と
、
ナ
ウ
船
が
港
に
投
錨
す
る
前
に
土
地

の
人
々
が
来
航
を
知
っ
て
、
美
し
い
十
字
架
の
つ
い
た
旗
を
掲
げ
た
多
数
の
フ
ネ
で
出
迎
え
の
た
め
ナ
ウ
船
ま
で
至
り
、
海
岸
全
体
が
女

性
や
少
年
少
女
た
ち
で
溢
れ
て
い
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
ヴ
ァ
ラ
レ
ッ
ジ
オ
神
父
を
ほ
と
ん
ど
宙
に
浮
か
せ
た
ま
ま
に
運
ん
で
教
会
に

行
き
、
少
年
と
少
女
の
合
唱
隊
が
「
テ
・
デ
ウ
ム
・
ラ
ウ
ダ
ム
ス T

e D
eum

 Laudam
us 

（
我
ら
、
神
な
る
汝
を
讃
め
た
た
え
る
）」
を
歌
い
な

が
ら
前
に
進
み
、
教
会
に
着
く
と
全
員
が
祈
り
を
捧
げ
た
の
ち
暇
乞
い
し
た
が
、
彼
ら
は
パ
ー
ド
レ
を
得
た
こ
と
に
深
く
慰
め
ら
れ
て
帰

宅
し
た
。
そ
の
熱
狂
は
、
二
年
間
も
こ
う
し
た
慰
め
を
欠
い
て
い
た
た
め
で
あ
る
、
と
い
う
。
ま
も
な
く
キ
リ
シ
タ
ン
の
領
主
数
名
が

パ
ー
ド
レ
を
表
敬
訪
問
し
、
そ
の
中
に
、
当
地
の
領
主
ジ
ョ
ー
チ
ン Joachim 

福
田
兼
次
が
い
た
。
二
日
後
に
、
大
村
純
忠
の
名
代
と
し

て
身
分
あ
る
有
力
者
の
執
政
官 regedor 
を
遣
わ
し
て
パ
ー
ド
レ
の
安
着
を
祝
い
、
自
ら
は
戦
準
備
の
た
め
出
向
く
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
、
そ
し
て
、
息
子
が
誕
生
し
そ
の
子
に
祝
福
を
与
え
る
た
め
自
分
が
当
地
に
来
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
喜
ば
し
い
が
ま
だ
幼
す
ぎ
る
た
め

遣
わ
す
こ
と
が
で
き
な
い
旨
、
伝
え
た
（
12
）。
福
田
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
数
に
つ
い
て
の
記
事
は
、
ア
ル
メ
イ
ダ
の
一
五
六
八
年
十
月
二
十

日
付
書
翰
に
見
ら
れ
る
。

福
田
は
海
港
で
あ
り
、
そ
の
領
主
は
キ
リ
シ
タ
ン
で
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
の
家
臣
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
約
一
〇
〇
〇
人
の
キ
リ
ス

ト
教
徒
が
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
こ
の
冬
に
は
近
く
に
住
ん
で
い
る
多
数
の
武
士
や
領
主
た
ち
、
お
よ
そ
二
五
〇
人
が
改
宗
す
る

だ
ろ
う（
13
）。

（
五
野
井
隆
史
）

註（
１
）　C

artas.Ⅰ
. f. 202v.
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（
２
）　IO

SEP
H

 W
IC

K
I, D

O
C

U
M

EN
TA

 IN
D

IC
A

, vol. Ⅵ
. RO

M
A

E, 1960. p. 713.

（
３
）　

ベ
ル
シ
オ
ー
ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
の
一
五
六
五
年
十
月
二
十
二
日
付
福
田
発
信
書
翰
（C

artas.Ⅰ
. ff. 202v.~

204.

）。
ア
ル
メ
イ
ダ
の

一
五
六
五
年
十
月
二
十
五
日
付
福
田
発
信
書
翰（C

artas.Ⅰ
. ff. 169~

170.

）。Frois, H
ISTO

RIA
.Ⅱ

. pp. 71~
72, 79~

81.
（
４
）　C

artas.Ⅰ
. f. 203v.

（
５
）　

ア
ル
メ
イ
ダ
、
一
五
六
六
年
十
月
二
十
日
付
志
岐
発
信
書
翰（C

artas.Ⅰ
. ff. 213v., 214.

）

（
６
）　C

artas.Ⅰ
. f. 214.

（
７
）　C

artas.Ⅰ
. f. 228. Frois, H

ISTO
RIA

.Ⅱ
. p. 154.

（
８
）　ibid. ff. 228v.~

229.

（
９
）　ibid. f. 214.

（
10
）　ibid. f. 229v.

（
11
）　H

ISTO
RIA

.Ⅱ
. p. 155.

（
12
）　C

artas.Ⅰ
. ff. 254~

254v.

（
13
）　ibid. f. 254.

十
五
、六
世
紀
の
交
に
は
、
明
の
商
船
が
海
禁
を
破
っ
て
海
外
に
渡
航
す
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
に
は
一
五
三
〇
年
代
に
福
建
の
漳
州
・

泉
州
か
ら
唐
船
の
渡
来
が
始
ま
り
、
天
文
中
期
の
一
五
四
〇
年
代
に
入
る
と
、
豊
後
、
薩
摩
の
諸
港
や
平
戸
な
ど
に
さ
か
ん
に
渡
来
し
た
、

と
さ
れ
る（
１
）。

西
海
市
の
面
高
に
唐
人
墓
と
称
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
石
塔
の
上
部
は
花
崗
岩
で
、
南
北
朝
時
代
半
ば
に
中
央
の
畿
内
で
製
造
さ
れ
た

花
崗
岩
製
の
五
輪
塔
の
系
統
と
さ
れ
、
十
四
世
紀
後
半
か
ら
十
五
世
紀
前
半
に
か
け
て
関
西
付
近
で
製
造
さ
れ
運
ば
れ
た
も
の
と
推
定
さ

れ
て
い
る
（
２
）。
唐
人
が
中
国
人
で
あ
る
か
朝
鮮
人
で
あ
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
同
地
に
畿
内
製
の
五
輪
塔
の
一
部
を
墓
石

第
三
節
　
唐
船
の
来
航
と
唐
人
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と
し
て
用
い
る
ほ
ど
の
資
力
が
あ
る
唐
人
が
居
住
し
、
あ
る
い
は
同
地
と
何
ら
か
の
関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『
李
朝
実
録
』
に
よ
る
と
、
日
本
人
で
あ
る
か
朝
鮮
人
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
肥
前
の
金
源
珍
は
朝
鮮
と
肥
前
松
浦
地
方
・
薩
摩
・

琉
球
間
貿
易
に
従
事
し
て
い
た
。
応
永
三
十
年
（
一
四
二
三
）
か
ら
永
享
九
年
（
一
四
三
七
）
ま
で
、
松
浦
を
拠
点
に
し
て
朝
鮮
・
琉
球
間

貿
易
に
関
わ
っ
て
い
た（
３
）。『
海
東
諸
国
紀
』に
は
、
大
村
居
住
の
源
重
俊
、
す
な
わ
ち「
肥
前
州
太
村
太
守
源
重
俊
」が「
丁
亥
年（
応
仁

元
年
・
一
四
六
七
年
）」に
遣
使
し
た
と
あ
り
、
ま
た
そ
の
二
年
後
の「
巳
丑
年（
文
明
元
年
・
一
四
六
九
年
）」に
は
、「
肥
前
州
彼
杵
郡
彼

杵
遠
江
清
原
朝
臣
清
男
」の
遣
使
が
宗
貞
国
の
仲
介
に
よ
っ
て
朝
鮮
に
入
国
し
た（
４
）。

中
国
人
の
肥
前
国
彼
杵
郡
へ
の
来
着
が
確
認
さ
れ
る
初
見
は
、
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
の
よ
う
で
あ
る
。
豊
後
府
内
・
臼
杵
に
三
代

に
わ
た
っ
て
居
住
し
た
仏
師（
し
っ
か
い〈
漆
喰
〉職
人
）陳
元
明
の「
陳
氏
系
図
」に
よ
る
と
、
曾
祖
父
の
陳
李
朝
が
度
重
な
る
讒ざ

ん
そ
う奏
の
た

め
一
族
一
三
〇
余
人
と
共
に
故
郷
の
陽
州
を
出
奔
し
て
泰た

い

州し
ゅ
う

南な
ん

滄そ
う

津つ

か
ら
乗
船
し
、数
年
後
の
永
正
三
年
三
月
に
肥
前
国
彼
杵
郡
森
崎（
現

長
崎
市
江
戸
町　

長
崎
県
庁
付
近
に
比
定
）
に
着
岸
し
た
。
森
崎
の
領
主
納
富
越
後
守
忠
重
の
保
護
を
得
、
そ
の
推
薦
に
よ
っ
て
肥
前
国

太
守
佐
嘉
の
龍
造
寺
隠
岐
守
康
家
に
奉
公
し
て
陳
兵
部
重
基
と
称
し
、
伝
来
の
家
宝
を
三
人
の
息
子
に
分
与
し
た
。
彼
ら
は
諸
国
に
赴

い
て
諸
侯
に
仕
え
、
李
長
の
祖
父
陳
覚
明
は
永
正
十
二
年
（
一
五
一
五
）
に
豊
後
府
内
に
移
っ
て
仏
像
師
に
な
り
、
智
元
仏
師
と
称
し
た
。

父
義
明
は
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
に
臼
杵
に
移
り
唐
人
町
に
住
ん
だ（
５
）。
肥
後
国
河
尻
に
は
、
陳
元
明
の
一
族
陳ち

ん
げ
ん玄
蕃ば

の

允す
け

重
昌
が
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
６
）。
有
明
海
に
位
置
す
る
河
尻
に
陳
重
昌
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
は
、
同
地
方
に
唐
船
が
渡
海
し
て
い
た
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。
同
地
よ
り
北
に
あ
る
高
瀬
は
菊
池
川
下
流
に
位
置
し
て
い
て
、
豊
後
に
赴
く
宣
教
師
た
ち
は
島
原
か
ら
同
地
に
渡
っ
た
。

高
瀬
か
ら
旧
菊
池
川
を
下
る
と
伊
倉
が
あ
り
、
同
地
に
は
唐
人
町
が
あ
っ
た
。

有
明
海
の
入
口
に
位
置
す
る
肥
前
の
口
之
津
に
は
早
く
か
ら
唐
船
が
渡
航
し
て
い
た
。
ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
の
一
五
六
四
年

十
一
月
十
七
日
付
平
戸
発
信
の
書
翰
に
よ
る
と
、

彼（
有
馬
氏
）が
遣
わ
し
た
使
者
た
ち
の
一
人
は
剃
髪
者（
仏
僧
）rapado

で
あ
り
伝
言
を［
ト
ル
レ
ス
に
］も
た
ら
し
た
。
も
う
一
人

は
彼
の
家
臣 fidalgo 

で
、
彼
の
港
の
奉
行（
代
官
） gouernador 

で
あ
り
、
そ
こ
に
は
す
で
に
シ
ナ
・
ジ
ャ
ン
ク
船
が
行
き
多
く
の
船
が
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交
易
す
る
た
め
に
日
本
全
国
か
ら
来
て
い
る（
７
）。

永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
に
既
に
複
数
の
シ
ナ
・
ジ
ャ
ン
ク
船
、
す
な
わ
ち
唐
船
が
口
之
津
の
港
に
入
港
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
同
地

に
お
け
る
唐
人
町
形
成
の
礎
が
そ
の
頃
か
ら
築
か
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
五
六
五
年
に
は
福
田
港
に
も
唐
船
が
来
着
し
て
い
た
こ
と
は
前
節
に
お
い
て
言
及
し
た
。
福
田
港
に
碇
泊
中
の
ナ
ウ
船
が
松
浦
氏
と

堺
商
人
の
連
合
船
隊
に
急
襲
さ
れ
た
際
に
、
ナ
ウ
船
を
救
援
し
た
の
が
シ
ナ
人
た
ち
の
ソ
マ
船 som

a

、
す
な
わ
ち
ジ
ャ
ン
ク
船
（
唐
船
）

で
あ
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
福
田
港
来
着
に
伴
っ
て
、
同
地
に
諸
国
か
ら
商
人
た
ち
が
参
集
し
て
来
た
こ
と
が
引
き
金
に
な
っ
て
唐
船

も
同
港
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
唐
船
は
福
田
に
渡
海
し
て
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
五
六
六
年
当
時
、
大
村
に
中
国
人
家
族
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
ジ
ョ
ア
ン
・
カ
ブ
ラ
ル
の
一
五
六
六
年
十
一
（
十
二
）
月

十
五
日
付
書
翰
が
あ
る
。

こ
の
時
期
、
パ
ー
ド
レ
、
ガ
ス
パ
ー
ル
＝
ヴ
ィ
レ
ラ
と
私
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
と
共
に
そ
の
港
に
い
た
と
き
、
私
た
ち
は
し
ば
し

ば
ド
ン
・
ベ
ル
ト
ラ
メ
ウ
の
伝
言
を
も
っ
た
者
た
ち
の
訪
問
を
受
け
た
。
そ
れ
を
携
え
て
来
た
者
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
り

た
い
と
の
願
望
を
強
く
示
し
て
、
私
た
ち
が
説
い
て
い
た
教
え
が
甚
だ
聖
な
る
も
の
と
彼
ら
に
思
わ
れ
、
さ
ら
に
す
で
に
彼
ら
の
領

主
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
て
聖
な
る
教
え
を
選
ん
だ
以
上
は
、
彼
ら
が
異
教
徒
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
理
由
は
な
い
と
言
い
、
そ
し

て
時
機
が
至
っ
た
時
に
は
［
説
教
を
］
聴
聞
し
終
え
る
た
め
に
来
る
で
あ
ろ
う
、
と
言
っ
た
。
こ
れ
ら
の
者
の
う
ち
四
、五
人
の
者
と
、

ド
ン
・
ベ
ル
ト
ラ
メ
ウ
に
仕
い
始
め
た
少
年
数
名
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
っ
た
。
彼
自
身
が
彼
ら
が
洗
礼
を
受
け
る
よ
う
に
私
た
ち

の
許
に
彼
ら
を
遣
わ
し
た
。
そ
の
他
に
も
自
宅
に
戻
る
前
に
洗
礼
を
受
け
る
た
め
に
来
た
者
が
い
た
。
彼
ら
の
中
に
、
洗
礼
を
授
け

て
く
れ
る
よ
う
に
息
子
を
連
れ
て
来
た
異
教
徒
の
一
シ
ナ
人
が
い
た
。彼
は
少
年
を
ド
ン
・
ベ
ル
ト
ラ
メ
ウ
に
与
え
る
つ
も
り
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
シ
ナ
人
は
ド
ン
・
ベ
ル
ト
ラ
メ
ウ
ら
の
家
臣
全
員
が
謀
反
を
起
こ
し
て
彼
を
殺
そ
う
と
し
て
捜
し
て
い
た
時

に
、
ド
ン
・
ベ
ル
ト
ラ
メ
ウ
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
、
家
臣
た
ち
が
そ
の
た
め
に
彼
を
憎
ん
で
い
る
の
を
知
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
が（
あ

る
森
に
）隠
れ
て
い
た
場
所
を
知
っ
た
時
、
彼（
シ
ナ
人
）は
決
し
て
彼
を
告
発
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た（
８
）。
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の
シ
ナ
人
に
つ
い
て
あ
る
程
度
知
っ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
そ
の
社
会
的
立
場
を
尊
重
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

唐
船
が
長
崎
に
渡
海
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
明
確
で
な
い
。『
長
崎
名
勝
図
絵
』
所
収　

二
、
唐
船
石
項
に
よ
る
と
、
永
禄
の
初
め
に

明
人
が
船
を
浮
べ
て
来
航
し
た
。
唐
船
の
来
航
は
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
で
あ
る
。
こ
の
年
、
将
軍
義
輝
の
命
を
受
け
た
小
島
備
前
守

が
上
使
と
し
て
長
崎
に
下
向
し
、
唐
船
の
見
（
検
）
分
に
当
た
っ
た
が
、
横
暴
で
豪
気
な
振
舞
の
た
め
に
甚
左
衛
門
頼
純
の
怒
り
を
買
い
、

そ
の
た
め
襲
わ
れ
て
逐
電
し
た
と
い
う
（
９
）。
頼
純
と
は
長
崎
純
景
の
改
名
以
前
の
名
で
あ
る
。「
長
崎
邑
略
記
」
に
よ
る
と
、
純
景
は
時

津
で
七
三
歳
ま
で
存
命
し
た
（
10
）。
時
津
町
浜
田
郷
字
小
島
田
に
所
在
す
る
墓
碑
に
は
、「
元
和
七
年
辛
酉
十
二
月
十
二
日　

長
崎
甚
左

衛
門
尉
」
と
あ
る
（
11
）。
元
和
七
年
十
二
月
十
二
日
（
一
六
二
二
年
一
月
二
十
三
日
）
に
七
三
歳
で
没
し
た
と
す
る
と
、
そ
の
生
年
は
天
文

十
八
年
（
一
五
四
九
）
で
あ
る
。
小
島
備
前
守
が
下
向
し
た
永
禄
元
年
に
は
、
純
景
は
九
歳
に
す
ぎ
ず
、
彼
が
小
島
備
前
守
の
所
業
に
対

し
て
怒
っ
て
殺
害
を
決
断
し
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
難
い
。

ま
た
、
将
軍
義
輝
は
同
年
に
は
三
好
長
慶
に
敗
れ
て
近
江
に
逃
れ
坂
本
常
在
寺
に
い
た
か
ら
、
小
島
備
前
守
を
長
崎
に
派
遣
す
る
よ
う

写真4-11　�寧波船〈帆を揚げた姿〉　（「唐船図巻」
収載）

（公益財団法人　松浦史料博物館所蔵）

写真4-12　�長崎甚左衛門純景墓碑（時津町浜田
郷字小島田）

※同墓地は長崎県指定史跡

右
の
一
節
か
ら
は
、
シ
ナ
人
が
ど

の
よ
う
な
立
場
の
人
物
で
あ
っ
た
か

に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
謀
反
発
生
時
に
純
忠
に
食
糧

を
運
ん
で
い
っ
た
こ
と
か
ら
見
て
、

一
五
六
三
年
に
は
大
村
に
居
住
し
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
彼
は
純
忠
が
キ

リ
シ
タ
ン
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
上

で
、
息
子
に
洗
礼
を
受
け
さ
せ
て
彼

に
仕
え
さ
せ
た
こ
と
は
、
純
忠
が
こ
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な
状
況
に
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
唐
船
の
来
航
を
否
定
す
る
材
料
は
な
い
。

西
川
如
見
の
著
述『
長
崎
夜
話
草
』に
よ
る
と
、
唐
船
の
初
来
航
は
永
禄
五
年（
一
五
六
二
）で
、
戸
町
浦
に
来
着
し
た（
12
）。
ま
た「
長

崎
建
立
并
諸
記
挙
要
」に
よ
る
と
、
唐
船
が
初
め
て
長
崎
に
来
た
の
は
永
禄
十
年（
一
五
六
七
）で
あ
る
。
南
蛮
船
の
入
津
五
年
前
の
こ
と

と
す
る
（
13
）。
一
五
六
〇
年
代
初
め
に
口
之
津
や
福
田
に
唐
船
が
来
着
し
て
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
同
時
期
に
長
崎
に
も
来
着
し
て
い

た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
長
崎
来
航
が
一
五
七
〇
年
代
に
な
っ
て
よ
う
や
く
実
現
し
た
の
は
、
唐
船
の

来
航
と
何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
五
野
井
隆
史
）

註（
１
）　

長
崎
県
史
編
集
委
員
会
編『
長
崎
県
史
』古
代
・
中
世
編（
長
崎
県　

吉
川
弘
文
館　

一
九
八
〇
）

（
２
）　

西
海
町
教
育
委
員
会
編『
西
海
町
郷
土
誌
』（
西
海
町　

二
〇
〇
五
）　

一
三
九
、六
一
二
頁
、大
石
一
久「
石
塔
類
か
ら
み
た
中
世
・
西
海
町
の
様
相
」（
西

海
史
談
会
編『
西
海
史
談
』第
十
一
号　

西
海
史
談
会　

二
〇
〇
一
）　

六
～
九
頁

（
３
）　

田
中
健
夫
『
倭
寇
』（
講
談
社　

二
〇
一
二
）　

九
二
頁
、
田
中
健
夫
・
村
井
章
介
編
『
増
補
倭
寇
と
勘
合
貿
易
』（
筑
摩
書
房　

二
〇
一
二
）　

一
七
五

～
一
七
六
頁

（
４
）　

申　

叔
舟
・
田
中
健
夫
訳
注『
海
東
諸
国
紀
』（
岩
波
書
店　

一
九
九
一
）　

一
八
八
頁

（
５
）　

鹿
毛
敏
夫
「
戦
国
大
名
領
国
の
国
際
性
と
海
洋
性
」（
広
島
史
学
研
究
会
編
『
史
学
研
究
』
第
二
六
〇
号　

広
島
史
学
研
究
会　

二
〇
〇
八
）　

一
〇
～

一
二
頁

（
６
）　

鹿
毛
敏
夫「
中
世
豊
後
の
唐
人
町
」　

平
成
十
八
年
度　

九
州
大
学
史
学
会
大
会　

日
本
史
部
会
報
告
レ
ジ
ュ
メ（
二
〇
〇
六
）

（
７
）　Jap. Sin. 5. f. 3v. 

エ
ヴ
ォ
ラ
版C

artas

で
は
、シ
ナ
・
ジ
ャ
ン
ク
船
で
は
な
く
、「（
そ
の
港
に
は
）す
で
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
が
行
っ
て
い
た
」

（f. 117v.

）と
あ
る
。
し
か
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
一
五
六
三
年
以
前
に
口
之
津
に
赴
い
た
と
い
う
こ
と
は
確
認
さ
れ
な
い
。

（
８
）　C

artas.Ⅰ
. ff. 228v.~

229v.

（
９
）　

長
崎
史
談
会
編『
長
崎
名
勝
図
絵
』（
長
崎
史
談
会　

一
九
三
一
）　

一
七
三
頁

（
10
）　

東
京
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
。「
長
崎
来
由
記
」（
同
図
書
館
蔵
）で
は
、「
七
拾
有
余
迄
存
命
な
り
し
」と
あ
る
。
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（
11
）　

時
津
町
教
育
委
員
会
・
時
津
町
郷
土
史
編
纂
委
員
会
編『
時
津
郷
土
史
考
』（
時
津
町　

二
〇
〇
五
）。
な
お
、
長
崎
甚
左
衛
門
夫
妻
の
位
牌
は
現
在
長

与
町
法
妙
寺
に
あ
る
。
没
年
月
日
は
墓
碑
と
同
じ
で
あ
る
。

（
12
）　

長
崎
市
役
所
編『
長
崎
叢
書
』一（
長
崎
市
役
所　

一
九
二
六
）　

二
九
頁

（
13
）　

原
田
伴
彦
ほ
か
編『
日
本
都
市
生
活
史
料
集
成
』六（
学
習
研
究
社　

一
九
七
五
）　

一
八
一
頁

上
長
ト
ル
レ
ス
は
口
之
津
で
一
五
六
七
年
の
降
誕
祭
を
迎
え
た
後
、
一
五
六
八
年
の
元
旦
に
同
地
を
発
っ
て
志
岐
に
赴
い
た
。
七
月
中

旬
、
彼
は
堺
に
い
た
フ
ロ
イ
ス
神
父
を
除
く
パ
ー
ド
レ
五
名
と
イ
ル
マ
ン
二
名
を
志
岐
に
招
集
し
て
会
議
を
開
い
た
。
九
月
六
日
に
ア
ル

メ
イ
ダ
が
腕
に
で
き
た
腫
瘍
の
た
め
死
に
瀕
し
て
い
る
と
の
報
ら
せ
が
ト
ル
レ
ス
に
届
い
た
。
志
岐
氏
は
ト
ル
レ
ス
の
出
発
を
阻
止
し
よ

う
と
し
た
が
、
彼
は
志
岐
鎮
経（
麟
泉
）を
説
得
し
て
聖
母
の
祝
日（
九
月
十
二
日
）の
午
後
に
乗
船
し
て
、
そ
の
日
の
夜
に
口
之
津
に
戻
っ

た
。
こ
れ
を
知
っ
た
大
村
純
忠
は
す
ぐ
に
書
状
を
送
っ
て
改
め
て
大
村
来
訪
を
要
請
し
た
。
ト
ル
レ
ス
の
志
岐
滞
在
中
に
、
彼
に
随
伴
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
某
の
一
五
六
九
年
八
月
十
五
日
付
書
翰
に
よ
る
と
、
純
忠
は
復
活
祭
後
に
使
者
を
ト
ル
レ
ス
に
遣
わ

し
て
一
子
誕
生
を
伝
え
、
そ
の
子
へ
の
授
洗
の
た
め
来
訪
を
求
め
て
い
た
。
一
五
六
八
年
の
復
活
祭
は
四
月
十
八
日
で
あ
る
。
純
忠
の
使

者
の
志
岐
到
着
は
前
記
書
翰
に
よ
る
と
、
五
月
十
日
な
い
し
十
五
日
頃
と
さ
れ
る
（
１
）。
な
お
、
イ
ル
マ
ン
・
ヴ
ァ
ス
も
ま
た
一
五
六
八

年
に
志
岐
に
お
い
て
書
き
認
め
た
書
翰
で
、
純
忠
の
息
子
の
誕
生
と
洗
礼
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

ド
ン
・
ベ
ル
ト
ラ
メ
ウ
は
、
パ
ー
ド
レ
（
ト
ル
レ
ス
）
に
彼
に
生
ま
れ
た
一
人
息
子
に
洗
礼
を
授
け
、
自
領
に
居
住
す
る
た
め
に
そ

こ
に
赴
い
て
く
れ
る
よ
う
度
々
要
請
し
た
。
パ
ー
ド
レ
は
彼
に
は
［
行
く
こ
と
を
］
遅
ら
せ
て
時
期
を
待
っ
た
。
そ
れ
で
、
彼
の
求

め
に
よ
っ
て
息
子
に
ド
ン
・
サ
ン
チ
ョ
の
名
を
送
っ
た
。
彼
は
そ
れ
を
身
内
に
公
表
し
た（
２
）。

純
忠
の
息
子（
喜
前
）は
洗
礼
を
受
け
る
前
に
、
ド
ン
・
サ
ン
チ
ョ
の
洗
礼
名
を
ト
ル
レ
ス
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

第
四
節
　
大
村
氏
と
イ
エ
ズ
ス
会

一
　
大
村
の
教
会
建
造
と
キ
リ
シ
タ
ン
宣
教
の
推
移
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ト
ル
レ
ス
は
純
忠
の
大
村
招
請
を
受
け
て
一
五
な
い
し
二
〇
日
が
経
過
し
て
大
村
行
き
を
決
断
し
、
口
之
津
か
ら
福
田
に
赴
き
、
海
上

で
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
の
出
迎
え
を
受
け
た
。
前
記
書
翰
は
口
之
津
出
発
を
九
月
と
明
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
早
く
と
も
九
月
末
と
な

る
。
前
記
書
翰
の
報
じ
る
と
こ
ろ
か
ら
推
算
す
れ
ば
、
十
月
初
旬
に
な
っ
て
出
発
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
純
忠
が
ト
ル
レ
ス
を
福
田

に
表
敬
訪
問
し
た
の
は
、
平
戸
の
松
浦
氏
と
の
戦
い
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
た
め
、
彼
の
福
田
到
着
後
一
〇
日
ほ
ど
経
っ
た
頃
で
あ
る
。
書

翰
の
本
文
に
は
、「
一
〇
日
も
経
た
な
い
う
ち
に
ド
ン
・
ベ
ル
ト
ラ
メ
ウ
は
パ
ー
ド
レ
に
会
い
に
来
た
。」
と
あ
る
。
純
忠
は
数
日
間
福
田

港
に
留
ま
っ
て
毎
回
の
ミ
サ
に
参
列
し
、
ト
ル
レ
ス
と
の
間
に
協
議
を
重
ね
た（
３
）。

ト
ル
レ
ス
は
福
田
か
ら
一
日
行
程
の
大
村
に
、
前
述
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
某
を
含
む
五
人
を
同
行
し
た
。
彼
が
大
村
に
到
着
す
る
と
す
ぐ

に
、
ド
ン
・
ベ
ル
ト
ラ
メ
ウ
純
忠
が
彼
を
訪
れ
、
ト
ル
レ
ス
も
ま
た
彼
が
帰
城
す
る
と
す
ぐ
に
返
礼
と
し
て
彼
の
屋
敷
を
訪
問
し
た
。
前

記
書
翰
の
筆
者
は
、
そ
の
日
を
土
曜
日
と
し
、
翌
十
月
六
日
の
日
曜
日
に
純
忠
は
パ
ー
ド
レ
た
ち
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
を
晩
餐
に
招
い

た
、
と
い
う
。
晩
餐
後
に
日
本
人
イ
ル
マ
ン
の
ダ
ミ
ア
ン
の
説
教
が
あ
り
、
純
忠
夫
人
が
初
め
て
説
教
を
聴
い
た
。
純
忠
は
息
子
の
ド

ン
・
サ
ン
チ
ョ
を
ト
ル
レ
ス
に
引
き
合
わ
せ
た（
４
）。
純
忠
の
要
望
に
応
え
て
ト
ル
レ
ス
が
洗
礼
名
を
称
す
る
こ
と
を
許
し
た
息
子
で
あ
る
。

な
お
、
一
五
六
八
年
十
月
の
土
曜
日
は
二
、九
、十
六
、二
十
三
、三
十
の
各
日
で
あ
る
。
前
記
書
翰
の
筆
者
の
記
憶
に
誤
り
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
ト
ル
レ
ス
の
大
村
到
着
は
十
月
十
六
日
の
土
曜
日
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

純
忠
は
ト
ル
レ
ス
が
大
村
に
長
期
に
滞
在
し
常
住
す
る
た
め
に
教
会
建
設
が
必
須
で
あ
る
と
考
え
、
広
大
な
敷
地
を
ト
ル
レ
ス
に
与
え

た
。
大
村
に
教
会
を
建
て
る
計
画
は
、
既
に
一
五
六
三
年
五
月
下
旬
に
、
彼
が
初
め
て
大
村
を
訪
れ
た
と
き
に
協
議
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ

た
。
彼
が
大
村
氏
の
城
下
に
教
会
を
建
て
た
い
と
の
願
い
は
五
年
振
り
に
実
現
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
聖
ア
ン
ド
レ
の
祝
日
（
十
一
月

三
十
日
）に
教
会
建
設
工
事
の
支
柱
が
打
ち
込
ま
れ
、
聖
母
御
受
胎
の
祝
日（
十
二
月
八
日
）に
落
成
の
ミ
サ
が
立
て
ら
れ
た
。
ト
ル
レ
ス

ら
の
住
む
修
院
の
建
設
も
十
月
中
・
下
旬
以
降
に
始
ま
り
、
十
二
月
頃
ま
で
に
は
完
成
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
イ
ル
マ
ン
・
ヴ
ァ
ス
の

一
五
六
九
年
十
月
三
日
付
志
岐
発
信
書
翰
に
よ
る
と
、
教
会
は
大
村
氏
の
城
と
屋
敷
か
ら
僅
か
の
距
離
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た（
５
）。

大
村
で
の
改
宗
は
ト
ル
レ
ス
の
来
訪
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
某
の
書
翰
に
よ
る
と
、
三
回
の
洗
礼
式
で
二
三
〇
名
が
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改
宗
し
た
。
し
か
し
、
純
忠
が
息
子
（
ド
ン
・
サ
ン
チ
ョ
）
へ
の
洗
礼
を
ト
ル
レ
ス
に
求
め
た
の
に
対
し
、
神
父
は
そ
の
母
が
説
教
を
聴

聞
し
た
の
ち
、
彼
女
と
一
緒
に
子
ど
も
を
キ
リ
シ
タ
ン
に
す
る
だ
ろ
う
、
と
返
答
し
た
（
６
）。
教
会
が
落
成
し
た
あ
と
、
降
誕
祭
前
の
日

曜
日
（
十
二
月
十
九
日
）
に
は
八
〇
名
が
ト
ル
レ
ス
か
ら
洗
礼
を
授
か
り
、
降
誕
祭
当
日
に
も
八
名
が
洗
礼
を
受
け
た
。
降
誕
祭
に
は
三

回
の
ミ
サ
が
あ
り
、
養
方
パ
ウ
ロ
が
短
い
説
教
を
し
た
。
キ
リ
ス
ト
の
降
誕
を
祝
っ
て
、
純
忠
は
ヨ
ゼ
フ
の
生
涯
や
そ
の
他
の
物
語
を
日

本
風
に
上
演
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
ら
は
夜
半
ま
で
演
じ
ら
れ
た
。

一
五
六
九
年
に
入
っ
て
八
月
ま
で
に
ト
ル
レ
ス
が
洗
礼
を
授
け
た
者
は
、
前
記
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
某
の
書
翰
に
よ
る
と
、
四
〇
〇
名
以
上

に
達
し
た
（
７
）。
大
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
イ
ル
マ
ン
・
ヴ
ァ
ス
の
一
五
六
九
年
十
月
三
日
付
書
翰
に
よ
る
と
、
お
よ
そ
八
〇
〇
名
に
増

加
し
て
い
た
。
多
数
の
者
が
キ
リ
シ
タ
ン
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
打
ち
続
く
戦
い
と
難
儀
が
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
。

一
五
六
九
年
、
福
田
港
に
マ
ノ
エ
ル
・
ト
ラ
ヴ
ァ
ッ
ソ
ス
の
ナ
ウ
船
が
来
着
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
た
ち
の
書
翰

な
ど
か
ら
は
何
も
知
ら
れ
な
い
。
一
五
七
〇
年
に
は
前
年
同
様
マ
ノ
エ
ル
・
ト
ラ
ヴ
ァ
ッ
ソ
ス
の
ナ
ウ
船
が
福
田
に
入
港
し
、
六
月
十
八

日
に
エ
ス
テ
ヴ
ァ
ン
・
レ
イ
テ
の
ジ
ャ
ン
ク
船
が
新
し
い
日
本
上
長
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ブ
ラ
ル
と
ニ
ェ
ッ
キ
・
ソ
ル
ド
・
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー

ノ
の
両
神
父
を
乗
せ
て
志
岐
に
来
着
し
た
。

こ
れ
よ
り
先
、
復
活
祭
（
三
月
二
十
六
日
）
前
後
に
豊
後
の
大
友
勢
が
肥
前
に
侵
攻
し
て
龍
造
寺
氏
と
戦
っ
て
勝
利
し
、
大
村
氏
も
ま

た
そ
の
侵
攻
に
戦お

の
の

い
て
い
た
。
純
忠
は
ト
ル
レ
ス
に
長
崎
に
避
難
す
る
こ
と
を
勧
め
た
。
復
活
祭
後
の
第
二
の
八
日
目
（
四
月
三
日
）
に

口
之
津
か
ら
大
村
に
着
い
た
ア
ル
メ
イ
ダ
が
大
村
に
残
り
、
ト
ル
レ
ス
は
ヴ
ィ
レ
ラ
神
父
の
い
た
長
崎
の
ト
ー
ド
ス
・
オ
ス
・
サ
ン
ト
ス

（
諸
聖
人
）教
会
に
移
っ
た（
８
）。

新
上
長
カ
ブ
ラ
ル
は
志
岐
に
九
州
の
各
地
で
宣
教
に
従
事
し
て
い
た
宣
教
師
た
ち
を
集
め
て
会
議
を
開
い
た
の
ち
、
九
月
下
旬
に
ア
ル

メ
イ
ダ
を
同
行
し
て
九
州
の
キ
リ
シ
タ
ン
教
界
の
視
察
巡
歴
に
出
た
。
ま
ず
樺
島
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
訪
問
し
、
そ
こ
か
ら
福
田
の
キ
リ
シ

タ
ン
教
界
を
慰
問
し
た
の
ち
長
崎
に
赴
い
た
。
大
村
純
忠
は
カ
ブ
ラ
ル
神
父
の
大
村
訪
問
に
先
立
っ
て
長
崎
に
来
て
同
神
父
に
表
敬
し
た
。

カ
ブ
ラ
ル
は
イ
ル
マ
ン
の
ア
ル
メ
イ
ダ
の
ほ
か
に
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
・
ダ
・
コ
ス
タ
神
父
と
、
日
本
に
来
た
ば
か
り
の
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
・
ロ
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ペ
ス
神
父
を
伴
っ
て
大
村
を
訪
れ
た
。
カ
ブ
ラ
ル
は
純
忠
夫
人
、
嫡
男
の
喜
前
、
娘
二
人
及
び
約
一
〇
〇
人
の
者
に
洗
礼
を
授
け
た（
９
）。

喜
前
は
既
に
ド
ン
・
サ
ン
チ
ョ
の
洗
礼
名
を
ト
ル
レ
ス
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
正
式
に
カ
ブ
ラ
ル
か
ら
洗
礼
を
授
か
っ
た
。
純
忠
は

城
内
に
教
会
の
た
め
の
敷
地
を
指
図
し
た
。
彼
は
ま
た
九
〇
〇
人
か
ら
な
る
一
集
落
を
キ
リ
シ
タ
ン
に
す
る
準
備
を
整
え
て
お
り
、
既
に

五
〇
〇
人
ほ
ど
が
洗
礼
を
授
か
っ
て
い
る
と
の
報
せ
を
得
て
い
る
、
と
ア
ル
メ
イ
ダ
は
一
五
七
〇
年
十
月
十
五
日
付
書
翰
に
お
い
て
述
べ

て
い
る
（
10
）。
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
の
同
年
十
月
二
十
一
日
付
福
田
発
信
書
翰
に
よ
る
と
、「
ド
ン
・
ベ
ル
ト
ラ
メ
ウ
家
の
こ
の
洗
礼
に
続
い
て
、

鈴
田
の
町 villa 
の
彼
の
家
臣
た
ち
が
心
を
動
か
さ
れ
て
、
そ
の
土
地
の
有
力
者
か
ら
な
る
二
七
〇
名
が
教
理
を
学
ん
だ
。」
純
忠
は
福
田

に
い
た
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
神
父
に
鈴
田
の
洗
礼
志
願
者
た
ち
へ
の
授
洗
を
求
め
、
彼
自
ら
大
村
へ
の
途
中
で
神
父
を
出
迎
え
て
鈴
田
に
同
行

し
て
洗
礼
式
に
立
ち
会
っ
た（
11
）。
ア
ル
メ
イ
ダ
が
述
べ
る「
九
〇
〇
人
か
ら
な
る
一
集
落
」は
、
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
が
報
じ
る「
鈴
田
」で
あ

る
可
能
性
が
高
い
。

一
五
七
〇
年
十
月
に
志
岐
を
発
っ
て
ゴ
ア
に
戻
っ
た
ヴ
ィ
レ
ラ
神
父
は
、
一
五
七
一
年
十
月
二
十
日
付
の
書
翰
で
、
日
本
出
発
直
前
ま

で
に
得
ら
れ
た
宣
教
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
報
じ
て
い
る
。「
毎
日
、
大
村 V

óm
ura 

で
は
人
々
が
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。
真
実
の
名
と
し

て
大
村 V

óm
ura 

は
、
彼
ら
の
言
葉
で
大
き
な
土
地 grande lugar 

を
意
味
す
る
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
二
五
〇
〇
人
ほ
ど
が
お
り
、
三
つ
の
教
会

が
あ
る
。
ド
ン
・
ベ
ル
ト
ラ
メ
ウ
領
の
人
々
が
皆
洗
礼
を
受
け
た
な
ら
ば
、三
〇
〇
〇
人
以
上
に
な
る
で
あ
ろ
う
。」大
村
以
外
の
地
、福
田
、

ホ
マ
チ
（
戸
町
） Fom

achi

、
手
熊
に
は
一
二
〇
〇
人
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
い
て
、
一
教
会
が
あ
る
、
と
い
う
。
恐
ら
く
福
田
の
教
会
を
指
す

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
小
島
の
樺
島
に
は
ほ
ぼ
四
〇
〇
人
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
お
り
、
二
つ
の
教
会
を
持
っ
て
い
る
、
と
い
う（
12
）。

一
五
七
〇
年
の
降
誕
祭
の
の
ち
、フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
神
父
は
純
忠
の
書
状
を
も
っ
て
大
村
領
内
を
巡
回
し
た
。領
主
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ

た
戸
町 T
om

achim 

で
は
、
そ
の
妻
が
改
宗
し
た
こ
と
か
ら
全
領
民
が
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
り
、
教
会
建
設
予
定
地
に
十
字
架
一
基
が
立
て
ら

れ
た
。
手
熊
で
も
殿
の
妻
が
改
宗
し
て
全
領
民
が
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
っ
た
。
式
見 X

iqujm
i 

で
は
殿
と
息
子
は
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
が
、

妻
と
他
の
者
た
ち
が
受
洗
し
て
全
村
が
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
っ
た
。
三
重 M

iye 
の
城
将
ド
ン
・
ロ
ウ
レ
ン
ソ
の
妻
も
説
教
後
に
洗
礼
を
受

け
た
。
更
に
神
浦 Canora 

で
は
殿
と
叔
父
二
人
が
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
神
父
の
説
教
後
に
受
洗
し
、
主
要
な
家
臣
全
員
も
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
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し
た
。神
父
は
更
に
雪
の
浦 Jaquinoura 

の
城
で
殿
の
妻
と
そ
の
地
の
ほ
と
ん
ど
全
員
に
洗
礼
を
授
け
た
が
、殿
自
身
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ

た
か
は
不
明
で
あ
る
。
神
父
は
大
村
へ
の
帰
路
で
ナ
ガ
エ
（
長
与
ヵ
） N

angaye 

に
立
寄
り
、
領
主
に
説
教
し
た
。
し
か
し
、
改
宗
ま
で
に

は
至
ら
な
か
っ
た（
13
）。

長
崎
に
お
い
て
宣
教
活
動
が
始
ま
っ
た
の
は
一
五
六
七
年
で
あ
る
。
領
主
長
崎
甚
左
衛
門
純
景
は
、
一
五
六
三
年
に
大
村
純
忠
が
横
瀬

浦
に
お
い
て
洗
礼
を
受
け
た
時
に
一
緒
に
受
洗
し
た
武
士 fidalgos

、
重
臣
の
領
主 senhores dos seus m

ais principaes 

二
五
名
の
一
人
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
彼
が
一
五
六
三
年
に
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
領
地
長
崎
で
の
宣
教
活
動
は
同
年
な
い
し
翌
年
に
始
ま
っ

て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
が
、
四
年
経
過
し
た
の
ち
に
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
一
五
六
三
年
に
は
一
四
歳
に
す
ぎ
な

二
　
長
崎
の
開
港
と
新
町
の
形
成
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
貿
易

か
っ
た
甚
左
衛
門
純
景
が
重
臣
の
一
人
と
し
て
大
村
家
の
重

職
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
新
撰
士
系
録
」
長
崎
家
系
譜
に
よ
る
と
、
彼
の
祖
父
は

有
馬
肥
前
守
貴
純
三
男
で
あ
る
（
14
）。
父
純
方
に
つ
い
て
の

消
息
は
不
明
で
あ
る
。「
藤
原
有
馬
世
譜
」一
は
、「
長
崎
拾
芥
」

を
引
用
し
て
、「
長
崎
小
太
郎
よ
り
十
一
代
に
至
て
有
馬
領

主
有
馬
肥
前
守
貴
純
八
（
マ
マ
）三
男
康
純
と
云
者
を
養
ひ
家
を
譲
る
、

其
子
長
崎
左
馬
介
、
其
子
長
崎
甚
左
衛
門
」
と
記
す
。
有
馬

氏
と
長
崎
氏
と
の
関
係
が
、
有
馬
氏
と
大
村
氏
と
の
関
係
同

様
に
強
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
純
忠
が
若
年

の
甚
左
衛
門
を
重
用
し
た
と
し
た
ら
、
有
馬
氏
と
の
関
係
に
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拠
る
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
甚
左
衛
門
が
い
つ
か
ら
大
村
氏
の
家
臣
と
な
っ
た
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。

甚
左
衛
門
が
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
て
い
た
こ
と
は
、
イ
ル
マ
ン
の
ヴ
ァ
ス
の
書
翰
一
五
六
八
年
の
志
岐
発
信
に
よ
っ
て
初
め
て
知
ら

れ
る
。「
昨
年
（
一
五
六
七
）、
パ
ー
ド
レ
・
コ
ス
メ
・
デ
・
ト
ル
レ
ス
は
イ
ル
マ
ン
・
ル
イ
ス
・
ア
ル
メ
イ
ダ
を
長
崎
に
派
遣
し
た
。
そ

の
地
の
領
主
は
ド
ン
・
ベ
ル
ト
ラ
メ
ウ
の
家
臣
で
、
す
で
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
。
そ
の
地
で
イ
ル
マ
ン
は
多
数
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
を

つ
く
っ
た
（
15
）。」
甚
左
衛
門
の
洗
礼
名
が
ベ
ル
ナ
ル
ド Bernardo 

で
あ
る
こ
と
は
、
後
述
す
る
イ
ル
マ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ピ
レ
ス
の

「
覚
書
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
一
五
六
七
年
に
長
崎
の
宣
教
に
着
手
し
た
ア
ル
メ
イ
ダ
は
、
マ
カ
オ
在
留
の
司
教
カ
ル
ネ
イ
ロ
に
宛
て

た
一
五
六
八
年
十
月
二
十
日
付
書
翰
に
お
い
て
、
宣
教
活
動
の
成
果
に
つ
い
て
述
べ
、「
こ
の
冬
に
幾
人
か
の
イ
ル
マ
ン
を
介
し
て
当
地

の
身
分
あ
る
者
全
員
が
五
〇
〇
人
の
住
民
と
共
に
聖
信
仰
に
改
宗
し
た
（
16
）。」
と
報
じ
て
い
る
。
こ
の
一
五
六
八
年
に
は
、
ア
ル
メ
イ
ダ

の
ほ
か
に
ア
イ
レ
ス
・
サ
ン
シ
ェ
ス
修
道
士
も
長
崎
で
活
動
し
て
い
た（
17
）。

長
崎
に
お
け
る
宣
教
活
動
は
、
領
主
甚
左
衛
門
が
改
宗
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
彼
の
改
宗
は

一
五
六
三
年
で
は
な
く
一
五
六
六
年
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
節
に
お
い
て
紹
介
し
た
ジ
ョ
ア
ン
・
カ
ブ
ラ
ル
の
一
五
六
六
年
十
一

（
十
二
）
月
十
五
日
付
書
翰
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
ド
ン
・
ベ
ル
ト
ラ
メ
ウ
に
仕
い
始
め
た
少
年
数
名
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
っ
た
。
彼

自
身
が
彼
ら
が
洗
礼
を
受
け
る
よ
う
に
私
た
ち
の
許
に
彼
ら
を
遣
わ
し
た
。」
の
一
節
か
ら
は
、
少
年
数
名
の
一
人
が
甚
左
衛
門
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
彼
の
受
洗
後
ま
も
な
く
、
翌
年
に
長
崎
で
宣
教
が
始
ま
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ヴ
ィ
レ
ラ
神
父
の
一
五
七
一
年
二
月
四
日
付
コ
ー
チ
ン
発
信
書
翰
に
よ
る
と
、
一
五
六
九
年
、
一
五
七
〇
年
に
長
崎
に
い
た
ヴ
ィ
レ
ラ

は
甚
左
衛
門
か
ら
城
に
隣
接
す
る
廃
寺
を
与
え
ら
れ
て
住
み
、
こ
れ
を
修
築
し
て
教
会
と
し
た
。
こ
れ
が
ト
ー
ド
ス
・
オ
ス
・
サ
ン
ト
ス

（
諸
聖
人
）教
会
で
あ
る
。
宣
教
活
動
の
最
初
の
年
に
一
五
〇
〇
人
が
改
宗
し
た
。
彼
ら
は
受
洗
を
感
謝
し
て
同
地
に
あ
っ
た
偶
像
の
家（
仏

寺
）を
悉
く
破
壊
し
た
、
と
い
う（
18
）。

志
岐
か
ら
口
之
津
に
戻
っ
た
ト
ル
レ
ス
神
父
が
純
忠
の
要
請
を
受
け
て
同
地
を
発
っ
た
の
は
、
既
述
の
よ
う
に
一
五
六
八
年
九
月
末
な

い
し
十
月
初
め
で
あ
っ
た
。
ミ
ゲ
ル
・
ヴ
ァ
ス
の
一
五
六
八
年
の
書
翰
に
よ
る
と
、
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ト
ル
レ
ス
は
口
之
津
か
ら
ガ
ス
パ
ー
ル
・
ヴ
ィ
レ
ラ
が
い
る
長
崎
に
行
き
、
そ
こ
か
ら
ド
ン
・
ベ
ル
ト
ラ
メ
ウ
の
土
地
で
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
人
た
ち
が
い
る
港
の
福
田
に
行
っ
た
。
そ
こ
で
は
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
お
よ
び
異
教
徒
の
諸
領
主
全
員
と
執
政
た
ち
の
訪
問
を

受
け
た（
19
）。

ト
ル
レ
ス
の
一
行
は
口
之
津
を
船
出
し
て
、
恐
ら
く
茂
木
の
港
に
着
き
、
そ
こ
か
ら
長
崎
に
陸
行
し
た
よ
う
で
あ
る
。
口
之
津
あ
る
い

は
志
岐
か
ら
福
田
へ
、
野
母
岬
を
迂
回
せ
ず
に
陸
路
で
行
く
場
合
に
は
、
長
崎
は
そ
の
通
路
に
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
る（
20
）。
長
崎
か
ら

福
田
へ
は
船
を
利
用
し
た
で
あ
ろ
う
。
福
田
港
に
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
が
ト
ル
レ
ス
を
海
に
迎
え
に
来
た
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
某
は
書

翰
に
書
い
て
お
り
、
ト
ル
レ
ス
が
長
崎
か
ら
船
で
福
田
港
に
赴
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
ヴ
ィ
レ
ラ
神
父
が
一
五
六
八
年
に
長
崎
に
い
た
と
す
る
ミ
ゲ
ル
・
ヴ
ァ
ス
の
指
摘
で
あ
る
。
ヴ
ィ

レ
ラ
自
身
は
前
記
書
翰
で
一
五
六
九
年
と
一
五
七
〇
年
に
長
崎
に
滞
在
し
て
い
た
と
書
い
て
い
る
。
一
、二
年
前
の
自
ら
の
動
静
に
つ
い

て
の
記
憶
を
間
違
う
と
い
う
こ
と
は
考
え
難
い
こ
と
で
あ
る
が
、
ヴ
ァ
ス
が
ト
ル
レ
ス
の
行
動
を
詳
述
し
て
一
五
六
八
年
に
書
き
認
め
た

書
翰
で
あ
り
、
そ
の
記
載
は
信
頼
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ト
ル
レ
ス
が
福
田
か
ら
大
村
に
赴
い
た
時
、
彼
に
同
行
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
某
の
前
記
一
五
六
九
年
八
月
十
五
日

付
書
翰
に
よ
る
と
、
五
名
で
あ
っ
た
。
一
五
八
三
年
に
来
日
し
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ピ
レ
ス
修
道
士
の
「
覚
書
」
に
は
、
ト
ル
レ
ス
が
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
と
一
緒
に
一
五
六
九
年
に
福
田
か
ら
長
崎
に
至
っ
た
、
と
い
う
。

福
田
に
お
い
て
パ
ー
ド
レ
・
ト
ル
レ
ス
は
日
本
人
た
ち
に
か
の
長
崎
の
入
江 baia 

が
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
を
聞
い
た
。
彼
は
ポ
ル
ト

ガ
ル
人
た
ち
と
一
緒
に
そ
こ
に
行
っ
た
。
…
彼
ら
は
大
木
の
森
で
あ
っ
た
長
崎
へ
行
っ
た
。
彼
ら
は
ベ
ル
ナ
ル
ド（
長
崎
甚
左
衛
門
）

と
、
ト
ー
ド
ス
・
オ
ス
・
サ
ン
ト
ス
教
会
に
い
た
パ
ー
ド
レ
・
ヴ
ィ
レ
ラ
を
訪
れ
た
。
そ
こ
か
ら
パ
ー
ド
レ
は
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ

ウ
を
訪
ね
て
行
き
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
が
彼
に
陸
路
随
行
し
た（
21
）。

ト
ル
レ
ス
が
福
田
か
ら
長
崎
を
経
由
し
て
大
村
に
赴
い
た
の
は
一
五
六
八
年
で
あ
り
、
そ
の
行
程
に
つ
い
て
は
既
述
の
ミ
ゲ
ル
・
ヴ
ァ

ス
の
書
翰
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
。
ト
ル
レ
ス
は
そ
れ
以
降
一
五
七
〇
年
四
月
ま
で
大
村
を
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
ピ
レ
ス
の
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「
覚
書
」
の
内
容
は
ピ
レ
ス
が
来
日
す
る
十
数
年
前
の
こ
と
で
、
伝
聞
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
額
面
ど
お
り
に

受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
長
崎
か
ら
船
で
福
田
に
着
い
た
ト
ル
レ
ス
が
長
崎
の
入
江
に
つ
い
て
一
方
な
ら
ず
関
心
を
抱
い
た
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
。
福
田
の
港
が
横
瀬
浦
や
長
崎
の
港
の
よ
う
に
入
江
が
奥
深
く
な
く
外
海
か
ら
の
強
風
を
受
け
易
く
碇
泊
に
適
さ
な

い
こ
と
を
痛
感
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
彼
は
福
田
に
い
た
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
神
父
に
長
崎
の
入
江
の
調
査
を
命
じ
る
に
至
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
、
フ
ロ
イ
ス
は「
日
本
史
」（
一
部
九
八
章
）に
お
い
て
詳
述
し
て
い
る
。

ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
の
改
宗
後
四
、五
年
が
経
過
し
て
、
パ
ー
ド
レ
・
コ
ス
メ
・
デ
・
ト
ル
レ
ス
は
パ
ー
ド
レ
・
ベ
ル
シ
オ
ー
ル
・

デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
に
対
し
て
、
二
つ
の
目
的
の
た
め
に
福
田
と
称
す
る
港
に
居
住
す
る
よ
う
命
じ
た
。
一
つ
に
は
、
シ
ナ
の
ナ
ウ

船
で
そ
こ
に
来
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
に
説
教
を
し
彼
ら
の
告
解
を
聴
く
た
め
で
あ
り
、
二
つ
に
は
そ
こ
に
い
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
た

ち
を
教
化
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ナ
ウ
船
が
来
た
港
に
は
こ
れ
の
後
を
追
っ
て
で
き
た
手
頃
な
集
落
が
そ
の
港
に
作
ら
れ

て
い
た
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
福
田
の
港
は［
港
と
し
て
］相
応
し
く
な
く
、
ナ
ウ
船
は
同
港
で
は
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
様
々

な
危
機
に
遭
遇
し
て
い
る
の
で
、
パ
ー
ド
レ
（
ト
ル
レ
ス
）
は
ナ
ウ
船
が
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
の
領
内
に
引
続
き
留
ま
る
こ
と
の

で
き
る
よ
う
に
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
界
が
保
護
さ
れ
援
助
さ
れ
う
る
よ
う
に
、
安
全
な
港
を
探
す
こ
と
を
望
ん
だ
。

そ
こ
で
、
パ
ー
ド
レ
（
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
）
は
わ
ざ
わ
ざ
数
名
の
同
行
者
か
ら
な
る
水
先
案
内
人
一
人
を
連
れ
て
、
そ
の
海
岸
を
駆
け

巡
っ
て
最
良
と
思
わ
れ
る
所
を
見
つ
け
る
た
め
港
口
の
水
深
を
測
っ
た
。
こ
の
結
果
、
長
崎
の
港
が
適
地
で
好
便
で
あ
る
と
判
断
し

て
、
先
ず
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
と
必
要
な
協
定
を
結
ん
だ
の
ち
、
パ
ー
ド
レ
と
ナ
ウ
船
の
庇
護
の
も
と
に
家
族
と
共
に
沿
岸
に
住

ん
で
い
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
は
、
そ
こ
に
き
っ
ち
り
と
し
た
定
住
地
を
設
定
し
始
め
た（
22
）。

長
崎
の
開
港
に
関
し
て
、
純
忠
は
ト
ル
レ
ス
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
の
要
請
に
す
ぐ
に
は
応
じ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。「
大
村
家
秘
録
」

に
よ
る
と
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
こ
の
地
を
調
査
し
た
南
蛮
人
が
大
村
純
忠
に
対
し
て
、
今
後
こ
の
浦
に
入
港
し
た
い
と
請
願
し
た
。

し
か
し
、
純
忠
は
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
な
か
な
か
許
可
を
与
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
南
蛮
人
は
、
純
忠
の
実
兄
に
あ
た
る
有
馬
義
貞
に

願
い
出
て
、斡
旋
の
労
を
と
っ
て
も
ら
っ
た
。
義
貞
か
ら
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
純
忠
は
や
む
を
得
ず
承
諾
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た（
23
）。
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純
忠
が
当
初
長
崎
の
開
港
に
消
極
的
で
あ
っ
た
と
「
大
村
家
秘
録
」
は
指
摘
す
る
が
、
何
故
、
彼
は
初
め
か
ら
快
諾
で
き
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
純
忠
は
甚
左
衛
門
の
所
領
長
崎
に
対
し
て
領
主
と
し
て
の
強
権
を
発
動
す
る
立
場
に
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
甚
左
衛

門
と
有
馬
氏
と
の
関
係
が
大
村
氏
同
様
に
深
く
、
有
馬
氏
が
長
崎
に
強
い
影
響
力
を
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
て
い
た
た
め
に
、
純
忠
は
す

ぐ
に
決
断
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
甚
左
衛
門
が
永
禄
年
間
に
長
崎
港
に
渡
来
し
た
中
国
船
と
の
取
引
関
係
を
維
持
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
純
忠
は
こ
の
こ
と
を
配
慮
し
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
入
港
を
許
す
こ
と
に
な
れ
ば
甚
左
衛
門
の
中
国
船
貿
易
に

支
障
を
き
た
し
そ
の
権
益
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
っ
て
彼
の
関
係
が
こ
じ
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
甚
左
衛
門
が
純
忠
に

臣
従
し
た
時
期
は
定
か
で
な
い
が
、
そ
の
時
期
は
浅
く
両
者
の
関
係
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
強
固
で
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
し
て
決
断
で
き
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
南
蛮
人
、
ト
ル
レ
ス
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
が
有
馬
氏
に
斡
旋
を
依
頼
し
た
と
い
う
背
景
に
は
、

純
忠
が
有
馬
氏
に
長
崎
開
港
の
意
向
を
打
診
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
純
忠
が
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗

を
決
意
し
た
際
に
、
十
字
架
を
頸
か
ら
垂
し
て
義
貞
の
前
に
出
て
暗
黙
の
了
解
を
得
よ
う
と
し
た
行
為
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

長
崎
の
港
が
開
か
れ
、
翌
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
三
月
に
は
六
つ
の
町
の
造
成
が
始
ま
っ
た
。
イ
ル
マ
ン
・
ミ
ゲ
ル
・
ヴ
ァ
ス
の

一
五
七
一
年
十
月
八
日
付
の
志
岐
発
信
書
翰
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

時
が
経
っ
て
、
シ
ナ
（
マ
カ
オ
）
の
ナ
ウ
船
と
一
隻
の
ジ
ャ
ン
ク
船
が
ド
ン
・
ベ
ル
ト
ラ
メ
ウ
の
新
し
い
港
に
来
た
。
そ
の
港
は
長

崎
と
称
さ
れ
、
そ
の
港
に
は
今
年
一
つ
の
大
き
な
集
落
が
造
ら
れ
た
。
そ
こ
は
、
追
放
さ
れ
て
身
を
寄
せ
る
と
こ
ろ
が
な
く
や
っ
て

来
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
の
土
地
で
あ
る
た
め
で
あ
る（
24
）。

フ
ロ
イ
ス
は
「
日
本
史
」（
一
部
九
八
章
）
に
お
い
て
、
長
崎
の
新
町
に
各
地
か
ら
追
放
さ
れ
て
来
た
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
の
多
く
は
、
各
地
方
か
ら
の
多
数
の
追
放
者
で
あ
り
、
あ
る
者
た
ち
は
彼
ら
の
領
主
た
ち
か
ら
領
外

に
逐
い
出
さ
れ
、
あ
る
い
は
彼
ら
が
棄
教
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
た
め
［
郷
里
を
］
立
ち
去
っ
た
者
た
ち
で
あ
り
、
他
の
者
た
ち
は

戦
の
た
め
故
郷
が
破
壊
さ
れ
た
た
め
そ
こ
を
離
れ
て
来
た
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
あ
る
者
た
ち
は
島
原
か
ら
、
他
の
者
た
ち
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図4-5　長崎新町六町位置図

編集上の都合により
掲載できません
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は
志
岐
、
五
島
、
平
戸
、
山
口
、
博
多
、
お
よ
び
様
々
な
国
か
ら
来
た
者
た
ち
で
あ
っ
た（
25
）。

長
崎
新
町
の
町
建
て
に
つ
い
て
、「
長
崎
邑
略
記
」
は
、
元
亀
二
年
未
三
月
に
島
原
と
大
村
の
両
主
が
相
談
の
上
で
諸
商
人
が
入
り
来
た

た
め
に
六
丁
の
町
を
建
て
た
と
す
る
。
ま
た
、「
長
崎
年
来
記
」
に
は
「
島
原
大
村
当
地
の
者
と
も
相
謀
て
森
崎
と
一
の
堀
の
間
に
六
町
の

町
を
立
始
る
」と
あ
る
。

『
長
崎
実
録
大
成
』
に
よ
る
と
（
26
）、
元
亀
元
庚
午
年
に
長
崎
湊
に
南
蛮
船
が
初
め
て
着
岸
し
、
今
後
長
崎
を
渡
り
の
津
に
定
め
た
い
旨

を
領
主
大
村
理
専
に
願
っ
た
結
果
、翌
年
三
月
家
来
友
永（
朝
長
）対
馬
を
長
崎
に
遣
わ
し
て
地
割
を
始
め
た
。
同
書
は
、旧
記
と
し
て
、「
元

亀
二
年
町
割
有
シ
時
、
島
原
町
ハ
有
馬
修
理
大
夫
建
レ
之
、
大
村
町
ハ
大
村
理
専
建
レ
之
由
見
ヘ
タ
リ
。
評
ニ
曰
、
其
頃
長
崎
ハ
大
村
家

ノ
領
地
ナ
ル
ニ
、
有
馬
家
ヨ
リ
島
原
町
ヲ
建
、
大
村
家
ヨ
リ
大
村
町
一
町
ヲ
建
、
其
外
諸
處
ノ
者
此
地
ニ
来
テ
心
ノ
儘
ニ
町
造
リ
ス
ヘ
キ

理
有
レ
之
哉
。
是
年
々
出
来
セ
シ
町
筋
ノ
内
ニ
、
同
郷
親
族
ノ
者
近
隣
ニ
集
リ
住
テ
、
或
ハ
島
原
ノ
者
、
或
ハ
大
村
ノ
者
住
居
セ
シ
町
筋
ヲ
、

自
然
ト
其
町
名
ニ
呼
習
セ
シ
由
也
」を
採
っ
て
い
る
。

長
崎
の
新
町
六
町
の
町
建
て
が
、
当
初
か
ら
六
町
が
設
定
さ
れ
て
町
建
て
が
始
ま
っ
た
か
否
か
は
明
確
で
な
い
が
、『
長
崎
実
録
大
成
』

に
収
載
・
採
用
さ
れ
た
旧
説
が
、
町
建
て
当
初
の
実
態
を
語
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。「
長
崎
邑
略
記
」
に
は
、
六
町
出
来
に
関
わ
る

記
載
が
見
ら
れ
る
。

嶋
原
町　

有
馬
氏
御
舖
立
、
両
測
（
マ
マ
）ハ
町
屋
也

大
村
町　

大
村
利
仙
御
屋
舗
立
、
両
測
（
マ
マ
）ハ
町
屋
也

平
戸
町　

平
戸
出
生
日
野
浦
与
左
衛
門
居
住

横
瀬
町　

横
瀬
浦
五
右
衛
門
居
住

外
浦
町　

同
人
屋
舗
有
、
後
ニ
乙
名
役

文
知
町　

文
知
坊
居
住

長
崎
頭
人
後
十
六
人
ア
ツ
テ
諸
事
ヲ
支
配
ス
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頭
人
一
六
名
の
中
に
は
、
高
木
新
七
郎
、
高
木
勘
左
衛
門
、
町
田
市
郎
右
衛
門
、
佐
々
木
茂
四
郎
（
後
、
高
島
四
郎
兵
衛
と
称
す
）、

白
倉
恕
庵
、
須
川
主
水
、
横
瀬
浦
五
右
衛
門
、
日
浦
与
左
衛
門
、
馬
場
甚
兵
衛
、
平
戸
屋
文
知
坊
ら
の
名
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
他
国
か
ら

来
た
牢
人
は
皆
長
崎
甚
左
衛
門
の
一
味
同
心
の
人
で
あ
り
、
馬
場
甚
兵
衛
は
甚
左
衛
門
の
従
弟
で
あ
る
、
と
い
う
。

「
長
崎
縁
起
略
説
」に
よ
る
と（
27
）、
平
戸
町
は
日
浦
与
左
衛
門
が
町
建
て
し
、
横
瀬［
浦
］町
と
外
浦
町
は
横
瀬
浦
与
五
右
衛
門
が
乙
名

を
務
め
、
文
知
町
は
文
知
と
い
う
者
が
以
前
か
ら
家
居
が
大
な
る
た
め
に
町
の
名
と
な
っ
た
、
と
い
う
。
宣
教
師
た
ち
の
報
告
で
は
、
各

地
方
か
ら
集
住
し
た
新
町
六
町
の
住
人
の
来
歴
は
一
様
に
信
仰
の
た
め
、
ま
た
戦
乱
の
た
め
長
崎
に
移
り
住
ん
だ
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

横
瀬
浦
町
と
外
浦
町
の
乙
名
で
住
人
の
横
瀬
浦
与
五
右
衛
門
の
前
歴
は
不
明
で
あ
る
が
、
横
瀬
浦
港
に
関
わ
っ
た
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
同
港
の
焼
失
・
荒
廃
に
よ
り
福
田
港
の
開
港
に
伴
っ
て
同
地
に
移
り
、
更
に
長
崎
新
町
の
町
建
て
に
よ
り
同
地
に
移
住
し
て
来
た

者
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
平
戸
出
身
の
日
浦
与
左
衛
門
の
ほ
か
に
、

平
戸
屋
の
屋
号
を
持
つ
文
知
坊
も
平
戸
出
身
者
と
思
わ
れ
、
共
に
貿
易
に
関
与
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

新
町
の
頭
人
の
一
人
馬
場
甚
兵
衛
が
長
崎
領
主
の
甚
左
衛
門
の
従
弟
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
甚
左
衛
門
が
新
町
六
町
の
町
建
て
後
も
な
お
、

長
崎
港
に
お
い
て
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
、
彼
が
中
国
船
貿
易
に
お
い
て
確
保
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
権
益
が
ポ
ル

ト
ガ
ル
船
と
の
取
引
に
お
い
て
も
保
証
さ
れ
た
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
。

長
崎
に
新
町
六
町
が
建
ち
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
マ
カ
オ
か
ら
来
航
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
崎
は
名
実
共
に
キ
リ
シ
タ
ン
と
貿
易
の
町

と
し
て
発
展
す
る
基
礎
が
一
五
七
一
年
に
置
か
れ
た
。
こ
の
年
、フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
神
父
に
よ
っ
て
新
町
六
町
の
端
近
い
岬
に
小
教
会
サ
ン
・

パ
ウ
ロ
教
会
が
建
て
ら
れ
た
。
新
町
の
キ
リ
シ
タ
ン
住
民
と
来
航
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
の
た
め
の
教
会
で
あ
っ
た
。
上
長
カ
ブ
ラ
ル

は
同
年
九
月
長
崎
を
発
っ
て
上
洛
し
、
翌
一
五
七
二
年
五
月
に
な
っ
て
長
崎
に
帰
還
し
た
。
こ
の
年
、
大
村
純
忠
は
、
後
藤
貴
明
・
松
浦

隆
信
・
西
郷
純
堯
の
連
合
軍
に
急
襲
さ
れ
て
三
城
城
に
籠
城
し
た
。
い
わ
ゆ
る
、
三
城
七
騎
籠
で
あ
る
。「
大
村
家
覚
書
」
に
よ
る
と
、
元

亀
三
年
七
月
晦
日
、
陽
暦
で
は
一
五
七
二
年
九
月
七
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
連
関
し
て
、
長
崎
は
西
郷
純
堯
の
弟
深
堀
純
賢
の
攻
撃

を
受
け
、
甚
左
衛
門
の
城
山
の
麓
に
建
ち
並
ん
で
い
た
家
屋
が
焼
か
れ
、
ト
ー
ド
ス
・
オ
ス
・
サ
ン
ト
ス
教
会
も
焼
失
し
た
。
新
町
の
六
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町
も
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
。

フ
ロ
イ
ス
は
、
こ
の
事
件
を
一
五
七
三
年
の
こ
と
と
し
て
「
日
本
史
」（
一
部
一
〇
〇
章
）
に
お
い
て
扱
っ
て
い
る
。
新
町
六
町
の
住
人

た
ち
が
果
敢
に
戦
っ
て
町
を
守
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
防
衛
戦
は
聖
週
間
に
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
フ
ロ

イ
ス
は
当
時
京
都
に
い
た
か
ら
、「
日
本
史
」
執
筆
時
に
蒐
集
し
た
資
料
や
伝
聞
に
よ
っ
て
書
い
た
も
の
で
あ
り
、
時
間
的
ず
れ
が
あ
る
可

能
性
も
あ
る
。フ
ロ
イ
ス
の
指
摘
ど
お
り
に
戦
い
が
聖
週
間
で
あ
る
と
す
る
と
、一
五
七
三
年
の
聖
週
間
は
三
月
十
六
日
～
二
十
一
日（
土
）

ま
で
の
期
間
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
甚
左
衛
門
の
城
下
の
家
屋
と
ト
ー
ド
ス
・
オ
ス
・
サ
ン
ト
ス
教
会
の
焼
失
は
、
三
城
七
騎
籠
か
ら

六
ヵ
月
以
上
の
ち
の
こ
と
と
な
る
。
フ
ロ
イ
ス
に
よ
る
と
、新
町
、「
現
在
の
長
崎
」は
木
柵
を
築
き
岬 lingua de terra 

を
切
り
開
い
た
砦（
城

塞
）の
集
落
で
あ
っ
た（
28
）。

「
長
崎
縁
起
略
説
」
は
、
六
町
に
つ
い
て
「
一
ノ
堀
と
ハ
嶋
原
町
後
藤
氏
ノ
堀
也
、
又
二
ノ
堀
ハ
桜
町
ニ
有
リ
、
今
ノ
札
ノ
辻
也
、
三
ノ

堀
ハ
今
ノ
高
木
氏
ノ
辺
、
是
ヲ
三
ノ
尾
と
云
、
是
昔
勝
山
左
近
と
云
人
ノ
屋
敷
也
、
依
テ
今
ハ
名
を
勝
山
町
と
云
」
と
伝
え
る
。「
長
崎
来

由
記
」
も
ほ
ぼ
同
様
の
記
載
で
あ
る
。
一
五
七
三
年
の
時
点
で
既
に
三
つ
の
堀
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
難
い
が
、
か
な
り
の
防
備

が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

深
堀
氏
に
攻
め
ら
れ
て
劣
勢
で
あ
っ
た
甚
左
衛
門
は
、
フ
ロ
イ
ス
が
「
日
本
史
」
で
指
摘
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
深
堀
氏
に
恭
順
の

意
を
示
そ
う
と
し
て
パ
ー
ド
レ
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
と
の
関
係
を
清
算
し
よ
う
と
し
た
。
彼
ら
に
宿
を
与
え
ず
、
彼
ら
が
運
に
ま
か
せ

て
ど
こ
へ
で
も
立
ち
去
る
よ
う
に
伝
え
る
こ
と
を
家
臣
た
ち
と
決
め
た
こ
と
、
そ
の
決
定
を
殿
ベ
ル
ナ
ル
ド
の
妻
一
人
が
反
対
し
て
恩
あ

る
パ
ー
ド
レ
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
に
手
の
平
を
返
す
よ
う
な
態
度
を
取
ろ
う
と
す
る
夫
を
非
難
し
た
こ
と
を
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
結
婚

し
て
い
た
一
日
本
人
女
性
か
ら
の
情
報
と
し
て
報
じ
て
い
る（
29
）。
甚
左
衛
門
が
実
際
に
深
堀
氏
に
内
応
し
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
彼
が
一
五
七
二
、三
年
に
既
に
結
婚
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。

「
長
崎
邑
略
記
」
は
、
甚
左
衛
門
純
景
は
二
五
歳
の
時
に
「
本
国
の
領
主
大
村
丹
後
守
聟
」
に
な
っ
た
と
す
る
。
彼
が
二
五
歳
の
時
は
天

正
二
年
（
一
五
七
四
）
に
当
た
り
、
前
述
の
フ
ロ
イ
ス
「
日
本
史
」
の
記
載
内
容
か
ら
、
一
五
七
四
年
結
婚
説
は
否
定
さ
れ
る
。「
大
村
家



510

覚
書
」
三
に
は
、
純
忠
の
第
五
子
に
当
た
る
三
女
が
純
景
に
嫁
し
た
と
あ
る
。
第
三
子
の
長
男
喜
前
は
一
五
六
八
年
の
出
生
で
あ
る
（
大

村
家
史
料
で
は
一
五
六
九
年
と
な
る
）。
第
五
子
の
記
載
は
喜
前
の
後
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
る
と
、

一
五
七
四
年
に
純
景
と
結
婚
し
た
時
に
は
五
歳
に
も
満
た
な
い
年
齢
で
あ
り
、
そ
の
結
婚
が
成
立
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

「
藤
原
姓
大
村
氏
世
系
譜
」に
よ
る
と
、
純
忠
の
三
女
の
母
は「
家
臣
一
瀬
氏
の
女
」で
あ
る（
30
）。
一
五
六
三
年
に
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗

し
た
純
忠
が
、
受
洗
後
に
側
室
を
置
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
受
洗
以
前
に
出
生
し
た
子
女
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
外
山
幹
夫
は
、

純
景
夫
人
の
名
は
ト
ラ
で
あ
っ
た
と
し
、「
恐
ら
く
寅
年
生
ま
れ
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
」と
し
て
そ
の
名
の
由
来
に
つ
い
て
推
測
し
、「
天
文

二
十
三
年
寅
年
（
一
五
五
四
）」
の
生
ま
れ
で
あ
る
と
す
る
（
31
）。
な
お
、
純
景
夫
妻
に
は
実
子
が
な
く
、
有
馬
修
理
大
夫
の
末
子
竜
松
を

養
子
と
し
た
。
有
馬
修
理
大
夫
と
は
有
馬
晴
純
の
こ
と
で
あ
り
、「
藤
原
有
馬
世
譜
」
一
に
よ
る
と
、
晴
純
の
五
男
の
丹
後
守
が
松
浦
家
の

養
子
と
な
り
、
そ
の
子
が
甚
左
衛
門
純
景
の
娘
聟
に
な
っ
た
と
す
る
。
丹
波
守
と
は
松
浦
丹
後
守
盛
で
あ
る
。
そ
の
後
、
純
景
に
は
実
子

が
生
ま
れ
た
と「
長
崎
邑
略
記
」は
伝
え
る
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
ナ
ウ
は
、
一
五
七
二
年
以
降
毎
年
長
崎
に
来
航
し
た
。
一
五
七
六
年
に
来
航
し
た
ジ
ャ
ン
ク
船
一
隻
は
口
之
津
に
入
港

し
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
上
長
カ
ブ
ラ
ル
は
一
五
七
二
年
九
月
二
十
三
日
付
の
書
翰
を
イ
ン
ド
管
区
長
宛
に
発
信
し
た
が
、
同
月
二
十
九
日

の
発
信
地
は
口
之
津
と
な
っ
て
い
る
。
カ
ブ
ラ
ル
は
一
五
七
三
年
九
月
七
日
に
再
び
上
洛
の
旅
に
出
た
が
、
長
崎
か
ら
で
は
な
く
口
之
津

か
ら
出
発
し
た
。
一
五
七
二
年
九
月
下
旬
以
降
は
口
之
津
に
滞
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
た
ち
が
一
五
六
七
年
以
降
一
五
七
九
年
ま
で
に
肥
前
国
の
各
地
か
ら
発
信
し
た
書
翰
数
は
五
五
通
に
上
る
が
、

口
之
津
発
信
が
一
九
通
で
あ
る
の
に
対
し
、
長
崎
発
信
は
九
通
で
あ
る
。
一
五
七
二
年
に
二
通
、
一
五
七
五
年
に
三
通
、
一
五
七
六
年
に

二
通
で
、
一
五
七
六
～
七
九
年
に
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
長
崎
の
政
状
不
安
と
関
わ
り
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
新
町
が
ま
だ
十
分
に
機

能
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
も
あ
り
、
宣
教
師
の
来
往
も
一
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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天
正
七
年
七
月
二
日
（
一
五
七
九
年
七
月
二
十
五
日
）
に
、
カ
ピ
タ
ン
・
モ
ー
ル
の
リ
オ
ネ
ー
ル
・
デ
・
ブ
リ
ト
の
ナ
ウ
船
が
口
之
津

に
来
着
し
た
。
同
船
で
イ
エ
ズ
ス
会
東
イ
ン
ド
管
区
巡
察
師
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
や
っ
て
来
た
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー

ノ
は
マ
カ
オ
に
お
い
て
、
有
馬
の
若
き
王
鎮
純
が
キ
リ
ス
ト
教
界
と
の
和
解
の
意
向
を
示
し
て
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
の
可
能
性
が
あ
る

と
の
情
報
を
既
に
日
本
在
留
の
宣
教
師
か
ら
入
手
し
て
い
た
。
カ
ブ
ラ
ル
が
ロ
ー
マ
に
送
付
し
た
一
五
七
八
年
十
月
十
五
日
付
の
書
翰
は

開
封
の
ま
ま
送
ら
れ
た
か
ら
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
マ
カ
オ
に
お
い
て
そ
の
書
翰
の
内
容
を
知
り
え
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

鎮
純
が
自
ら
将
来
キ
リ
シ
タ
ン
に
な
る
こ
と
を
予
告
し
た
も
の
で
あ
っ
た（
32
）。

ブ
リ
ト
の
ナ
ウ
船
が
長
崎
で
は
な
く
口
之
津
に
入
港
し
た
の
は
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
意
向
に
添
う
こ
と
を
優
先
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
大
村
純
忠
の
宗
家
で
あ
る
有
馬
義
貞
ア
ン
ド
レ
の
死
後
、
致
命
的
な
打
撃
を
受
け
た
有
馬
領
内
に
お
け
る
キ
リ
シ

タ
ン
教
界
復
活
の
兆
し
を
感
じ
取
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
事
実
、
ロ
ウ
レ
ン
ソ
・
メ
シ
ア
神
父
は
、
一
五
八
〇
年
十
月
二
十
日
付
で
作

成
し
た
「
一
五
八
〇
年
の
書
翰
（
日
本
年
度
）」
に
お
い
て
、
鎮
純
が
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
伝
言
を
送
っ
て
、「
ナ
ウ
船
を
彼
の
港
に
入
れ
る

た
め
に
パ
ー
ド
レ
・
ヴ
ィ
ジ
タ
ド
ー
ル（
巡
察
師
）が
便
宜
を
図
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
た（
33
）」と
伝
え
る
。
フ
ロ
イ
ス
の「
日
本
史
」

（
一
部
一
一
五
章
）
に
よ
る
と
、
大
村
に
い
た
ガ
ス
パ
ー
ル
・
コ
エ
リ
ョ
神
父
は
、
迫
害
の
張
本
人
で
あ
っ
た
若
い
王
鎮
純
が
叔
父
の
大

村
純
忠
の
女
と
の
結
婚
を
望
ん
で
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
を
思
案
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
鎮
純
の
側
近
で
キ
リ
シ
タ
ン
の
ジ
ョ
ア
ン

左
兵
衛
殿
（
安
富
得
円
）
の
仲
介
を
得
て
有
馬
に
至
り
同
地
に
二
ヵ
月
間
滞
在
し
た
が
、
彼
の
改
宗
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た（
34
）。
そ
れ
は

一
五
七
八
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
口
之
津
に
到
着
す
る
と
、
鎮
純
は
直
ち
に
口
之
津
に
表
敬
の
た
め
赴
き
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
も
ま
た
返
礼
の
た
め

有
馬
に
鎮
純
を
訪
れ
た
（
35
）。
彼
の
一
五
七
九
年
十
二
月
十
日
付
書
翰
に
よ
る
と
、
鎮
純
は
全
領
内
の
キ
リ
ス
ト
教
化
を
図
ろ
う
と
し
て

洗
礼
を
受
け
る
た
め
二
度
ま
で
も
自
ら
口
之
津
に
赴
こ
う
と
し
た
が
果
た
せ
な
か
っ
た
、
と
い
う
。
一
度
目
は
口
之
津
へ
行
こ
う
と
し
て

乗
船
し
よ
う
と
す
る
直
前
に
失
神
し
て
倒
れ
た
た
め
、
二
度
目
に
は
龍
造
寺
氏
に
内
応
し
た
有
力
家
臣
が
謀
反
を
起
こ
し
た
た
め
で
あ
っ

三
　
イ
エ
ズ
ス
会
へ
の
長
崎
・
茂
木
寄
進
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た
（
36
）。
鎮
純
が
有
馬
に
お
い
て
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
か
ら
洗
礼
を
授
か
っ
た
の
は
一
五
八
〇
年
の

四
旬
節
第
一
週（
二
月
十
七
日
）か
ら
十
数
日
後
の
三
月
上
旬
の
こ
と
で
あ
っ
た（
37
）。

一
五
七
九
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
入
港
し
な
か
っ
た
長
崎
に
つ
い
て
、
カ
リ
オ
ン
神
父
は
「
そ

こ
に
は
諸
領
主
か
ら
迫
害
さ
れ
て
信
仰
を
失
う
ま
い
と
し
て
各
地
か
ら
追
放
さ
れ
て
来
た
様
々

な
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
四
〇
〇
以
上
の
家
屋
か
ら
な
る
集
落
が
あ
る
。」
と

報
じ
て
い
る
（
38
）。
同
地
に
は
通
常
パ
ー
ド
レ
二
人
と
イ
ル
マ
ン
一
人
が
居
住
し
、
彼
ら
は
半
レ

グ
ア
（
二
・
七
㌔
㍍
）
の
入
江
に
よ
っ
て
純
忠
の
大
村
の
地
と
分
け
ら
れ
て
い
る
地
方
全
域
の
キ
リ

シ
タ
ン
教
界
を
担
当
し
て
い
た
。
こ
の
年
、
大
村
純
忠
は
新
町
長
崎
と
茂
木
を
天
正
八
年
四
月

二
十
七
日
（
一
五
八
〇
年
六
月
九
日
）
の
日
付
を
も
っ
て
イ
エ
ズ
ス
会
に
譲
渡
し
た
。
長
崎
及
び

茂
木
譲
渡
に
関
す
る
書
状
、
い
わ
ゆ
る
譲
り
状
（
あ
る
い
は
寄
進
状
）
の
文
面
は
以
下
の
と
お
り

写真4-15　茂木港（長崎市茂木町）

で
あ
る
。

　

こ
れ
は
大
村
の
領
主
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
が
茂
木
と
長
崎
の
二
ヵ
所
に
つ
い
て
行
っ
た
寄
進
の
内
容
で
あ
る
。

　

大
村
の
領
主
で
あ
る
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
と
そ
の
息
子
サ
ン
チ
ョ
は
、
コ
ン
パ
ー
ニ
ャ
（
イ
エ
ズ
ス
会
）
の
パ
ー
ド
レ
た
ち
に

多
く
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
、
前
記
コ
ン
パ
ー
ニ
ャ
お
よ
び
そ
の
パ
ー
ド
レ
・
ビ
シ
タ
ド
ー
ル（
巡
察
師
）に
、

長
崎
の
町 pueblo 

を
、
そ
の
境
界
に
接
す
る
す
べ
て
の
田
畑
一
切
を
含
め
て
永
久
に
無
償
で
贈
与
す
る
。
か
く
て
、
私
は
今
か
ら
そ

れ
を
譲
渡
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
コ
ン
パ
ー
ニ
ャ
の
前
記
パ
ー
ド
レ
た
ち
は
、
彼
ら
が
望
む
者
を
、
そ
の
管
理
の
た
め
に
前
記
土
地

の
カ
ピ
タ
ン
と
し
て
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
は
彼
ら
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
者
に
は
誰
に
せ
よ
、
そ
の
土
地
の
良
き
統
治
の
た

め
に
必
要
な
裁
き
を
し
、
同
地
の
法
を
破
る
者
を
罰
し
殺
す
こ
と
の
で
き
る
権
限
を
与
え
る
。
ま
た
、
私
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
の

船 nave 

が
前
記
港
に
碇
泊
し
て
い
る
期
間
に
い
つ
も
支
払
っ
て
い
る
も
の
を
永
久
に
譲
渡
し
与
え
る
。
そ
の
港
の
関
税
と
、
前
記

港
に
到
着
す
る
す
べ
て
の
船
の
税
（
入
港
税
）
は
自
分
の
た
め
に
保
留
す
る
。
私
は
そ
れ
ら
を
私
の
役
人
た
ち
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
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た
め
に［
彼
ら
を
］派
遣
す
る
。
彼
ら
は
そ
の
土
地
の
統
治
あ
る
い
は
裁
判
に
関
わ
る
い
か
な
る
こ
と
に
も
介
入
し
な
い
。
こ
の
た
め
、

私
は
永
久
に
パ
ー
ド
レ
た
ち
に
茂
木
の
土
地
を
、こ
れ
に
付
属
す
る
す
べ
て
の
田
畑
と
共
に
付
与
す
る
。前
記
寄
進
を
将
来
に
わ
た
っ

て
決
し
て
変
更
し
な
い
印
と
し
て
、
し
か
し
、
末
長
く
価
値
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、
私
は
私
と
私
の
息
子
サ
ン
チ
ョ
に
よ
っ
て

署
名
さ
れ
た
こ
の
書
状
を
作
成
す
る
。
天
正
八
年
四
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　

ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ

　
　
　
　
　
　
　

ド
ン
・
サ
ン
チ
ョ（
39
）

純
忠
は
長
崎
港
に
関
す
る
関
税
と
入
港
税
と
を
保
有
す
る
か
た
ち
で
、
長
崎
と
茂
木
を
イ
エ
ズ
ス
会
に
割
譲
し
、
そ
の
統
治
権
と
司
法

権
を
も
委
ね
た
。
更
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
碇
泊
料
も
イ
エ
ズ
ス
会
に
付
与
し
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
は
町
の
統
治
と
管
理
の
た
め
に
カ
ピ
タ

ン
（
責
任
者
）
を
自
由
に
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
純
忠
が
徴
税
の
た
め
に
派
遣
し
た
役
人
た
ち
が
長
崎
の
統
治
に
関
与
す
る
こ
と

を
否
定
し
た
。

純
忠
に
よ
る
長
崎
・
茂
木
譲
渡
の
申
し
出
は
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
一
五
七
九
年
秋
に
大
村
を
訪
れ
た
際
に
な
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
彼

は
一
五
八
〇
年
八
月
十
五
日
付
で
長
崎
か
ら
ロ
ー
マ
の
総
会
長
に
書
き
送
っ
た
書
翰
に
お
い
て
、
純
忠
が
イ
エ
ズ
ス
会
に
長
崎
と
茂
木
を

寄
進
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、（
一
）
肥
前
佐
賀
の
龍
造
寺
隆
信
が
大
村
氏
に
長
崎
譲
渡
を
要
求
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
こ
れ
を
拒
め
ば
武
力
行
使
が
予
想
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
貿
易
に
よ
る
収
益
（
約
三
〇
〇
〇
ド
ゥ
カ
ド
）
を
失
う
こ

と
に
な
る
。（
二
）
長
崎
が
イ
エ
ズ
ス
会
の
所
有
地
と
な
れ
ば
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は
確
実
に
同
港
に
入
り
、
大
村
氏
は
貿
易
の
利
益
を
永
久

に
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
三
）
何
か
こ
と
が
起
こ
っ
て
も
、
常
に
長
崎
へ
避
難
で
き
身
の
安
全
と
領
国
の
保
全
の
た
め
に
な
る
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
（
40
）。
な
お
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
「
ス
マ
リ
オ
（
日
本
諸
事
摘
要
）」（
第
四
章
）
に
お
い
て
、「
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ

は
そ
の
土
地
と
一
緒
に
、
私
た
ち
に
一
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ー
ド
に
相
当
す
る
ナ
ウ
船
の
碇
泊
料
を
与
え
た（
41
）。」と
報
じ
て
い
る
。

日
本
イ
エ
ズ
ス
会
は
、
大
村
氏
の
申
し
出
を
受
け
る
べ
き
か
否
か
を
、
第
一
回
協
議
会
の
議
題
に
加
え
た
。
協
議
会
は
豊
後
・
都
・

下シ
モ

の
三
教
区
で
分
割
開
催
さ
れ
、「
二
十
一
議
題
」
の
な
か
で
、「
議
題
十
四　

長
崎
と
茂
木
の
土
地
を
所
有
す
る
こ
と
が
善
い
か
否
か
」
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④
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
に
よ
り
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
必
要
と
す
る
必
需
品
が
容
易

に
も
た
ら
さ
れ
、
好
便
で
あ
る
。

⑤
イ
エ
ズ
ス
会
は
い
つ
で
も
同
地
を
手
離
す
こ
と
が
で
き
る
自
由
裁
量
権
を
有
し

て
い
る
。

以
上
の
理
由
に
よ
っ
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
こ
れ
ら
の
土
地
を
取
得
す
る
こ
と
が

い
か
に
重
要
で
あ
る
か
が
、
長
崎
港
の
近
く
に
い
る
異
教
徒
の
領
主
た
ち
の
イ
エ

ズ
ス
会
に
対
す
る
対
応
か
ら
分
か
り
始
め
た
、
と
結
論
し
て
い
る
。
同
問
題
に
お

け
る
議
論
に
対
す
る
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
裁
決
は
土
地
を
手
放
し
得
る
と
い
う
自

由
裁
量
を
日
本
布
教
長
に
委
ね
る
と
い
う
条
件
で
、
長
崎
と
茂
木
の
所
有
を
妥
当

と
し
た（
42
）。

イ
エ
ズ
ス
会
は
、
本
来
、「
会
憲
」
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
土
地
の
所
有
は

許
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
協
議
会
の
議
題
と
し
て
採

写真4-16　狩野内膳筆　南蛮屏風（右隻部分）
（神戸市立博物館所蔵、大村市教育委員会写真提供）

が
提
起
さ
れ
た
。
ま
ず
一
五
八
〇
年
十
月
に
豊
後
臼
杵
に
お
い
て
会
議
が
も
た
れ
、
次
い
で
翌
年
七
月
に
安
土
山
に
お
い
て
、
最
後
に

一
五
八
二
年
十
二
月
に
長
崎
に
お
い
て
論
議
さ
れ
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
裁
決
を
下
し
た
。
協
議
会
出
席
者
二
六
名
が
議
論
し
、
長
崎
・

茂
木
の
二
ヵ
所
を
受
け
入
れ
所
有
す
る
こ
と
で
一
致
を
み
た
。
す
な
わ
ち
、

① 

下
地
方
に
は
戦
争
が
絶
え
ず
、
異
教
徒
の
領
主
た
ち
が
支
配
し
て
お
り
、
イ
エ
ズ
ス
会
は
貿
易
と
船
の
た
め
に
全
資
産
を
長
崎
に
有
し

て
い
る
た
め
、
安
全
堅
固
な
土
地
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。
長
崎
は
安
全
堅
固
な
土
地
で
あ
り
、
こ
の
地
を
征
服
す
る
者
は
船
か
ら
期
待

す
る
莫
大
な
利
益
の
た
め
に
パ
ー
ド
レ
た
ち
を
同
港
に
保
持
す
る
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
。

②
迫
害
を
受
け
、
戦
争
勃
発
の
た
め
に
土
地
を
追
わ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
の
維
持
の
た
め
に
長
崎
は
避
難
所
と
な
る
。

③
大
村
領
に
あ
る
住
院
の
扶
養
費
や
、
諸
領
主
へ
の
贈
物
の
経
費
調
達
が
船
の
来
着
に
よ
り
好
都
合
で
あ
る
。
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り
上
げ
て
、
長
崎
・
茂
木
寄
進
問
題
に
は
慎
重
な
対
応
を
し
た
。
彼
は
協
議
内
容
と
そ
の
結
論
を
ロ
ー
マ
の
総
会
長
に
上
申
し
て
特
別
の

裁
可
を
要
請
し
た
。
総
会
長
は
こ
れ
を
認
可
し
、
ロ
ー
マ
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
オ
一
三
世
も
承
認
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た（
43
）。

「
一
五
八
〇
年
度
日
本
年
報
」
も
ま
た
、
大
村
氏
が
長
崎
・
茂
木
の
寄
進
を
イ
エ
ズ
ス
会
に
申
し
入
れ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
佐
賀

の
龍
造
寺
氏
の
長
崎
港
に
対
す
る
野
心
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
龍
造
寺
氏
が
長
崎
港
を
大
村
氏
か
ら
奪
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
大
村

氏
が
怖
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
一
方
で
、
パ
ー
ド
レ
た
ち
が
大
村
氏
に
与
え
て
き
た
恩
恵
と
好
意
に
報
い
る
た
め
で
あ
っ
た（
44
）、
と
指

摘
し
て
い
る
。

「
大
村
家
覚
書
」
巻
二
に
よ
る
と
、
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
深
堀
純
賢
と
西
郷
純
堯
が
長
崎
を
攻
め
、
甚
左
衛
門
は
大
村
純
忠
の
援
軍

を
得
て
深
堀
氏
を
敗
北
さ
せ
た
。
ま
た
こ
の
年
に
は
純
忠
は
龍
造
寺
氏
に
招
か
れ
て
佐
賀
に
赴
い
て
和
談
し
、
女
を
隆
信
の
四
男
江
上
又

四
郎
に
嫁
が
せ
た
が
、
一
方
で
嫡
男
喜
前
を
人
質
と
し
て
と
ら
れ
、
龍
造
寺
氏
へ
の
臣
従
を
強
い
ら
れ
た
。
純
忠
の
佐
賀
訪
問
が
イ
エ
ズ

ス
会
へ
の
長
崎
・
茂
木
寄
進
状
作
成
以
前
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
以
後
で
あ
っ
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
龍
造
寺
氏
が
大
村
氏
を
攻
め

た
の
は
天
正
六
年
一
月
十
三
日
（
一
五
七
八
年
二
月
十
九
日
）
で
あ
り
、
大
村
に
い
た
グ
レ
ゴ
リ
オ
・
デ
・
セ
ス
ペ
デ
ス
神
父
の
書
翰
に

よ
る
と
、
六
～
七
〇
〇
〇
か
ら
な
る
龍
造
寺
勢
は
郡
の
戦
い
で
四
〇
〇
名
を
殺
さ
れ
て
退
却
し
た（
45
）、
と
い
う
。
こ
れ
以
降
一
五
七
九

年
に
は
大
村
氏
と
龍
造
寺
氏
と
の
間
に
戦
い
は
な
く
小
康
状
態
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
一
五
八
〇
年
の
純
忠
訪
問
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。純

忠
の
長
崎
・
茂
木
寄
進
の
意
向
は
一
五
七
九
年
秋
に
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
大
村
を
訪
問
し
た
際
に
表
明
さ
れ
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら

推
測
す
る
と
、
純
忠
の
長
崎
港
に
対
す
る
懸
念
は
、
龍
造
寺
氏
の
長
崎
港
強
奪
と
い
う
よ
り
は
、
ナ
ウ
船
が
有
馬
領
口
之
津
に
来
着
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
し
か
も
、
甥
の
鎮
純
が
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
を
表
明
し
て
領
内
の
キ
リ
シ
タ
ン
化
に
努
め
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
入
港
地
が
長
崎
か
ら
口
之
津
に
変
更
さ
れ
る
の
で
は
と
の
現
実
的
問
題
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
鎮
純
が
ヴ
ァ
リ

ニ
ャ
ー
ノ
の
口
之
津
来
着
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
に
急
速
に
傾
斜
し
、
彼
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
が
時
間
の
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た

こ
と
に
、
純
忠
は
焦
燥
感
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
鎮
純
は
一
五
七
九
年
十
月
な
い
し
十
一
月
頃
に
洗
礼
を
受
け
る
た
め
口
之
津
に
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赴
く
は
ず
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
の
改
宗
に
よ
っ
て
口
之
津
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
入
港
地
と
し
て
固
定
す
る
の
で
は
と
考
え
て
し
か
る
べ
き
で

あ
る
。
一
五
八
〇
年
に
ナ
ウ
船
は
長
崎
に
入
港
し
た
が
、
ジ
ャ
ン
ク
船
は
口
之
津
に
来
着
し
た
。

純
忠
が
長
崎
・
茂
木
の
寄
進
を
イ
エ
ズ
ス
会
に
申
し
出
た
最
大
の
理
由
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
地
が
口
之
津
に
移
る
こ
と
に
危
機

感
を
抱
き
、
こ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
茂
木
の
地
は
、
恐
ら
く
イ
エ
ズ
ス
会
の
要
望
に
応
え
て
、
純
忠
は
譲
渡
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
イ
エ
ズ
ス
会
は
大
村
領
の
キ
リ
シ
タ
ン
教
界
と
同
様
に
、
鎮
純
の
改
宗
を
契
機
に
有
馬
領
に
強
大
な
キ
リ
シ
タ
ン
教
界

を
作
る
こ
と
を
願
望
し
、
そ
の
た
め
に
同
地
に
教
育
機
関
の
一
つ
セ
ミ
ナ
リ
オ
（
神
学
校
）
を
設
置
す
る
こ
と
を
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
早

く
か
ら
構
想
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
長
崎
港
と
有
馬
を
結
ぶ
中
継
地
と
し
て
の
茂
木
の
占
め
る
地
理
的
位
置
が
重
要
視
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

（
五
野
井
隆
史
）

註（
１
）　C

artas.Ⅰ
. f. 282v.

（
２
）　Jap. Sin., 6. f. 250.

（
３
）　C

artas.Ⅰ
. f. 283v.

（
４
）　ibid. f. 284.

（
５
）　ibid. f. 268.

（
６
）　ibid. f. 284.

（
７
）　

前
掲
註（
６
）

（
８
）　

ア
ル
メ
イ
ダ
、
一
五
七
〇
年
十
月
二
十
五
日（
十
五
）日
付
平
戸
発
信
書
翰（C

artas.Ⅰ
. f. 294.

）

（
９
）　ibid. f. 296. 

フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
、
一
五
七
〇
年
十
月
二
十
一
日
付
平
戸
発
信
書
翰（C

artas.Ⅰ
. f. 297v.

）

（
10
）　C

artas.Ⅰ
. f. 296.

（
11
）　ibid. ff. 297v.~

298.
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版
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（
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）　Schütte, Textus C
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 Japoniae. p. 395.

（
22
）　Frois, H

ISTO
RIA

.Ⅱ
. pp. 376~

377.

（
23
）　

長
崎
県
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編
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委
員
会
編『
長
崎
県
史
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交
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編（
吉
川
弘
文
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一
九
八
五
）　

五
一
頁

（
24
）　C

artas.Ⅰ
. f. 316v.

（
25
）　H

ISTO
RIA

.Ⅱ
. p. 377.

（
26
）　

田
辺
茂
啓
著
・
丹
羽
漢
吉
・
森
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夫
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長
崎
實
録
大
成
』正
編　

長
崎
文
献
叢
書　

第
１
集
第
２
巻（
長
崎
文
献
社　

一
九
七
三
）　

四
頁

（
27
）　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵　

福
田
文
庫（
オ
リ
ジ
ナ
ル
番
号
）テ
１
３　

１
２
５　
「
長
崎
縁
起
略
説
」全　

写
本　
（
中
尾
貞
治
／
写
本
）

（
28
）　H

ISTO
RIA

.Ⅱ
. pp. 391, 393.

（
29
）　ibid. p. 390.

（
30
）　

大
村
市
立
史
料
館
所
蔵　

史
料
館
史
料（
請
求
番
号
）一
〇
二
―
七
六　
「
藤
原
姓
大
村
氏
世
系
譜
」複
写

（
31
）　

外
山
幹
夫『
中
世
長
崎
の
基
礎
的
研
究
』（
思
文
閣
出
版　

二
〇
一
一
）　

三
〇
八
頁

（
32
）　Jap. Sin. 8Ⅰ

, f. 202.

（
33
）　C

artas.Ⅰ
. f. 461v.

（
34
）　H

ISTO
RIA

.Ⅱ
. pp. 499~

500.

（
35
）　

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
リ
オ
ン　

一
五
七
九
年
十
二
月
十
日
付
口
之
津
発
信「
一
五
七
九
年
度
日
本
年
報
」（C

artas.Ⅰ
. f. 434v.

）

（
36
）　Jap. Sin. 8Ⅰ

, f. 244v.
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（
37
）　H

ISTO
RIA

.Ⅲ
.（

二
部
一
九
章
）pp. 139, 141~

143.

（
38
）　C

artas.Ⅰ
. f. 435.

（
39
）　A

lejandro V
alignano S. I. SU

M
A

RIO
 de las C

osas de Japon

（1583

）, A
D

IC
IO

N
ES del SU

M
A

RIO
 de Japon

（1592

）, 
editados por José Luis A

lvarez-Taladriz. Tokyo, 1954. Introduccion. p. 70.
（
40
）　Jap.Sin.8I,f.277.

五
野
井
隆
史『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
』（
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
〇
）　

一
二
九
～
一
三
〇
頁

（
41
）　SU

M
A

RIO
. p. 79.

（
42
）　

井
手
勝
美
訳「
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
第
一
回
協
議
会（
一
五
八
〇
―
八
一
）と
東
イ
ン
ド
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
裁
決（
一
五
八
二
）」（
キ
リ
シ
タ
ン

文
化
研
究
会
編『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
』第
二
十
二
輯　

吉
川
弘
文
館　

一
九
八
二
）　

二
四
六
、二
九
二
～
二
九
三
、三
二
八
頁

（
43
）　

Ｈ
・
チ
ー
ス
リ
ク「
キ
リ
シ
タ
ン
知
行
地
長
崎
」（
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
編『
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
会
報
』通
号
21（
６
巻
３
号
）　

キ
リ
シ
タ

ン
文
化
研
究
会　

一
九
六
二
）　

五
～
九
頁

（
44
）　C

artas.Ⅰ
. f. 467.

（
45
）　

セ
ス
ペ
デ
ス　

一
五
七
八
年
大
村
発
信
書
翰（C

artas.Ⅰ
. f. 410.

）

参
考
文
献

　
　
　

大
村
市
立
史
料
館
所
蔵　

史
料
館
史
料（
請
求
番
号
）一
〇
一
―
一
六「
大
村
家
覚
書
」二　

三　

複
写

一
五
八
二
年
二
月
二
十
日
（
天
正
十
年
一
月
二
十
八
日
）、
一
五
七
九
年
七
月
に
来
日
し
て
以
来
、
日
本
の
イ
エ
ズ
ス
会
と
キ
リ
シ
タ

ン
教
界
の
実
情
把
握
に
努
め
、
豊
後
臼
杵
・
安
土
山
・
長
崎
に
お
い
て
協
議
会
を
主
宰
し
て
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
の
今
後
の
宣
教
方
針
を
確

立
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
東
イ
ン
ド
管
区
巡
察
師
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
、
ロ
ー
マ
に
帰
還
す
る
た
め
長
崎
の
波
止
か
ら

出
発
し
た
。
彼
は
そ
の
際
に
、
豊
後
の
大
友
宗
麟
、
肥
前
の
有
馬
鎮
純
と
大
村
純
忠
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
名
代
と
し
て
、
四
人
の
少
年

第
五
節
　
天
正
遣
欧
使
節
と
大
村
氏

一
　
使
節
派
遣
の
背
景
と
目
的
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を
帯
同
し
た
。
い
わ
ゆ
る
、
天
正
遣
欧
少
年
使
節（
巻
頭
写
真
）で
あ
る
。

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
、使
節
た
ち
の
記
録
や
覚
書
を
整
理
編
集
し
て
ス
ペ
イ
ン
語
で
著
わ
し
、こ
れ
の
ラ
テ
ン
語
訳
を
ド
ゥ
ア
ル
テ
・
デ
・

サ
ン
デ
神
父
に
委
嘱
し
て
で
き
た『
天
正
遣
欧
使
節
記
』（
１
）の
本
文「
対
話
一
」に
は
、
遣
欧
使
節
派
遣
の
目
的
と
理
由
が
余
す
と
こ
ろ
な

く
語
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　

第
一
の
理
由
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
巡
察
師
、
パ
ー
ド
レ
・
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
日
本
ま
で
航
海
し
て
来
て
、

第
一
に
日
本
人
た
ち
の
習
慣
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
た
ち
の
そ
れ
と
極
め
て
異
な
る
こ
と
を
経
験
に
よ
っ
て
認
識
し
た
こ
と
で
あ
る
。
の

ち
に
は
、
地
理
的
距
離
の
大
き
さ
の
た
め
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
王
国
・
諸
地
方
の
広
が
り
や
壮
観
さ
、
王
侯
た
ち
の
権
威
と
権
力
、

そ
し
て
そ
の
他
の
賞
讃
に
値
す
る
多
く
の
事
柄
が
日
本
の
島
々
に
容
易
に
伝
え
ら
れ
ず
、
漠
然
と
し
た
風
聞
に
よ
っ
て
も
同
様
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
彼
は
、
当
地
で
私
た
ち
同
国
人
（
日
本
人
）
た
ち
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
コ

ン
パ
ー
ニ
ャ（
イ
エ
ズ
ス
会
）の
パ
ー
ド
レ
た
ち
を
少
し
も
信
用
し
て
い
な
い
こ
と
、そ
し
て
そ
こ
か
ら
、霊
魂
に
対
す
る
偏
見
に
よ
っ

写真4-17　ヴァリニャーノ神父肖像
（大村市立史料館所蔵）

写真4-18　大友宗麟像（模写）
（京都市　瑞峯院所蔵）



521中世編 第四章 対外関係（貿易・キリシタン史）

が
神
す
な
わ
ち
デ
ウ
ス
の
真
理
の
光
を
伝
え
る
た
め
に
日
本
に
来
ら
れ
た
が
、
こ
の
教
え
と
教
理
は
私
た
ち
に
は
ま
っ
た
く
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
人
々
が
神
々
や
仏
の
偽
っ
た
宗
教
に
浸
っ
て
い
た
た
め
に
、
パ
ー
ド
レ
た
ち
が
日
本
人
た
ち
を
そ
の
無
意
味

な
宗
教
か
ら
遠
ざ
け
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
が
真
理
に
完
全
に
一
致
し
て
い
る
と
彼
ら
に
納
得
さ
せ
る
こ
と
は
常
に
難
し
い
こ
と
で

あ
っ
た
。（
中
略
）。
他
方
、
今
ま
で
日
本
に
来
た
パ
ー
ド
レ
た
ち
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
規
範
に
従
っ
て
控
え
目
で
目
立
た
な
い
質

素
な
方
法
で
私
た
ち
の
間
に
あ
り
、
し
か
も
外
国
人
で
あ
る
た
め
に
い
か
な
る
権
力
も
権
威
を
も
用
い
な
か
っ
た
の
で
、
私
た
ち
国

民
は
彼
ら
の
風
采
や
生
活
の
仕
方
に［
気
を
配
っ
て
］キ
リ
ス
ト
教
の
御
名
の
威
厳
や
偉
大
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
逆
に
、

外
見
で
判
断
し
て
、
む
し
ろ
彼
ら
が
語
っ
て
い
た
教
え
が
そ
れ
自
身
卑
俗
な
生
活
様
式
を
含
ん
で
い
る
と
決
め
つ
け
て
、
他
の
疑
惑

に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
更
に
同
様
に
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
詮
索
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

様
々
な
思
い
つ
き
に
よ
っ
て
心
を
紛
ら
わ
せ
た
た
め
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
発
展
は
ひ
ど
く
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
事
情
の

た
め
に
、
私
た
ち
の
国
か
ら
著
名
な
家
柄
の
者
数
名
が
、
キ
リ
ス
ト
教
が
栄
え
て
い
る
世
界
の
そ
の
地
に
行
く
の
は
当
然
の
こ
と
で

写真4-19　�有馬晴信像（福井県坂井市丸岡町　台
雲寺所蔵の複製）

（南島原市教育委員会所蔵）

て
、
ま
た
少
な
く
と
も
最
も
望
ま
し
い
精
神
的
な
成
果
に
つ
い
て
は
多
く
の
不
利
な

状
況
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
彼
が
早
急
に
決
断
し
て
、
私
た
ち
の
国
か

ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
数
名
の
領
主
や
貴
人 principes &

 patritij viri 

が
渡
航
す
る
こ
と
が
最

大
の
便
法
で
あ
る
と
考
え
た
の
は
、
噂
が
も
っ
ぱ
ら
外
国
人
を
通
じ
て
の
み
私
た
ち

に
達
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
彼
ら
が
自
ら
の
目
で
見
て
、
世
界
の
そ
の
地
方
の
状
況

と
す
べ
て
の
物
事
を
手
で
触
れ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
祖

国
に
戻
っ
た
時
に
、
人
々
の
面
前
で
適
切
な
証
言
を
な
し
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
虚
言
の

疑
惑
を
払
拭
し
て
、
私
た
ち
が
間
違
っ
て
理
解
し
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
事
情
に
つ

い
て
の
誤
解
を
改
め
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た（
２
）。

　

第
一
の
理
由
に
続
く
第
二
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
パ
ー
ド
レ
た
ち
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あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
彼
ら
が
神
の
真
理
の
光
が
人
間
の
精
神
を
高
め
て
い
る
光
輝
と
誉
れ
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
か
、
キ
リ
ス

ト
教
が
人
類
に
立
派
に
か
つ
幸
福
に
生
き
る
た
め
に
ど
れ
ほ
ど
の
恩
恵
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
か
、
そ
し
て
つ
い
に
は
こ
の
光
が

照
ら
し
て
い
る
人
々
と
い
ま
だ
に
闇
の
中
に
生
き
て
い
る
人
々
の
間
に
ど
れ
ほ
ど
の
差
異
が
あ
る
か
と
の
理
解
を
得
る
た
め
で
あ
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
遠
方
か
ら
の
風
聞
に
基
づ
く
漠
然
と
し
た
噂
や
あ
い
ま
い
な
言
葉
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
実
見
し
て
、
会
話
に

よ
っ
て
、
親
し
く
交
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
確
か
な
経
験
に
よ
っ
て
理
解
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
す
べ
て
明

白
に
得
ら
れ
た
知
見
に
つ
い
て
、
祖
国
に
戻
っ
た
時
に
私
た
ち
の
国
民
の
す
べ
て
に
知
ら
せ
る
た
め
で
あ
る（
３
）。

　

い
わ
ば
頂
点
に
あ
る
の
は
第
三
の
理
由
で
あ
り
、
あ
な
た
が
た
も
ま
た
快
く
認
め
る
で
あ
ろ
う
。
思
い
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ

と
は
、
こ
の
地
上
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
創
始
者
で
あ
る
真
実
の
デ
ウ
ス
、
キ
リ
ス
ト
の
機
能
を
有
し
て
い
る
全
キ
リ
ス
ト

教
徒
の
最
高
の
高
位
者
な
い
し
教
皇
が
お
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
最
も
高
貴
で
最
も
著
名
な
都
市
、
す

な
わ
ち
世
界
の
大
部
分
の
上
に
ほ
ぼ
常
に
権
力
を
揮ふ

る

っ
て
き
た
ロ
ー
マ
に
、
既
に
数
世
紀
に
わ
た
っ
て
固
定
さ
れ
た
本
拠
を
持
っ
て

お
ら
れ
る
。
彼
は
こ
の
地
か
ら
世
界
に
あ
る
最
も
正
確
な
神
託
所
の
ご
と
く
、
法
律
を
定
め
、
重
大
な
問
題
に
回
答
を
与
え
、
至
上

の
牧
者
に
似
て
キ
リ
ス
ト
教
共
和
国
全
体
を
統
轄
し
て
お
ら
れ
る
。
彼
の
許
に
は
し
ば
し
ば
高
貴
な
人
々
や
非
常
に
重
い
身
分
の
司

祭
た
ち
や
王
た
ち
が
駆
け
つ
け
、
で
き
る
こ
と
な
ら
ば
彼
ら
自
身
が
自
ら
［
赴
い
て
］
至
高
な
る
父
に
対
す
る
哀
願
者
の
如
く
膝
づ

い
て
い
る
。
も
し
も
自
ら
出
向
く
可
能
性
が
な
け
れ
ば
、
彼
の
使
者
を
遣
わ
し
て
地
上
に
お
け
る
こ
の
最
高
の
権
威
と
聖
性
を
再
認

識
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
手
足
と
頭
と
の
間
、
牧
者
と
そ
の
羊
の
群
と
の
間
に
は
し
か
る
べ
き
信
仰
の
一
致
が
維
持
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
神
の
恩
寵
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
国
民
の
少
な
か
ら
ざ
る
一
部
の
者
が
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
を
聴
い
て
こ

れ
を
受
け
入
れ
た
の
ち
、
主
ご
自
身
と
そ
の
最
高
の
代
理
者
の
宗
教
に
移
っ
て
、
甚
だ
幸
せ
な
人
々
の
数
の
中
に
加
え
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
並
外
れ
た
［
遠
大
な
］
距
離
の
た
め
に
、
私
た
ち
の
許
に
は
ロ
ー
マ
や
、
ロ
ー
マ
人
及
び
教
皇
聖
下
に
つ
い
て
の

一
種
の
あ
い
ま
い
な
評
判
し
か
届
か
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
教
皇
の
耳
に
は
日
本
及
び
日
本
の
諸
侯
に
関
す
る
薄
弱
な
噂
さ

え
ほ
と
ん
ど
届
か
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
日
本
人
が
い
か
な
る
種
類
の
人
間
で
あ
る
の
か
、
そ
の
才
智
が
あ
る
か
劣
っ
て
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い
る
か
、
名
誉
や
評
判
に
関
心
を
抱
い
て
い
る
か
否
か
、
あ
る
い
は
名
誉
や
名
声
に
ま
っ
た
く
顧
慮
し
な
い
の
か
否
か
、
学
芸
が
あ

る
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
完
全
に
無
知
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
パ
ー
ド
レ
た
ち
の
書
翰
に
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ

た
情
報
は
別
と
し
て
、
他
の
多
く
の
詳
細
を
知
ら
な
い
の
で
、
既
に
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
適
応
し
て
き
た
日
本
人
領
主
た
ち
が
教
皇

を
訪
問
し
て
、
同
じ
宗
教
［
を
信
じ
る
］
外
の
諸
侯
の
慣
例
に
従
っ
て
教
皇
の
足
下
に
大
い
な
る
喜
び
を
も
っ
て
口
づ
け
を
す
る
た

め
に
膝
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
せ
め
て
も
自
ら
と
血
縁
に
つ
な
が
る
若
者
数
名
を
遣
わ
し
て
、
大
使
と
し
て
の
任
務
を
負
わ

せ
て
領
主
た
ち
の
名
代
で
敬
意
を
表
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
こ
れ
ま
で
漠
然
と
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
日
本
の
名
が
世
界
に

お
い
て
最
も
名
高
い
舞
台
で
あ
る
ロ
ー
マ
に
お
い
て
更
に
際
立
っ
た
も
の
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
教
皇
ご

自
身
も
臣
従
す
る
誕
生
し
た
ば
か
り
の
息
子
た
ち
を
、
例
え
［
ロ
ー
マ
に
］
不
在
で
あ
っ
て
も
、
父
の
愛
と
望
ま
し
い
好
意
を
も
っ

て
抱
擁
し
、
い
ま
だ
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
教
化
さ
れ
て
い
な
い
他
の
者
た
ち
が
、
こ
の
よ
う
な
慈
悲
と
父
の
慈
愛
と
い
う
証
を
も
っ

て
、
で
き
る
限
り
早
く
こ
の
信
仰
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
巡
察
師
ア
レ
ッ
シ
ャ

ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
豊
後
と
有
馬
の
王
で
あ
る
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
（
大
友
宗
麟
）
と
プ
ロ
タ
ジ
オ
（
有
馬
鎮
純
）
に
、
そ
し
て

大
村
の
領
主
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
（
大
村
純
忠
）
に
表
明
し
て
、
こ
の
使
節
を
組
織
す
る
準
備
に
着
手
し
た
。
そ
し
て
、
彼
は
こ
れ
ら
の

理
由
を
説
明
し
て
、
こ
れ
ら
の
領
主
た
ち
が
教
皇
聖
下
へ
の
公
式
使
節 legados 

と
し
て
マ
ン
シ
ョ
と
私（
ミ
ゲ
ル
）を
、
同
行
者（
副

使
） com

panheiros 

の
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
ョ
と
ジ
ュ
リ
ア
ン
と
共
に
派
遣
す
る
よ
う
に
し
た（
４
）。

以
上
は
、
大
使
の
一
人
千
々
石
ミ
ゲ
ル
が「
対
話
一
」に
お
い
て
語
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
『
デ
・
サ
ン
デ
天
正
遣
欧
使
節
記
』
に
依
拠
し
て
、「
日
本
人
使
節
の
ロ
ー
マ
行
記
」（
遣
欧
使
節
行
記
） T

ratado 

dos Em
baixadores Japões que forão de Japão à Rom

a 

を
執
筆
し
た
。
彼
は
遣
使
の
理
由
に
つ
い
て
四
点
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
記
す
と
こ
ろ
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

　

第
一
の
理
由
は
、日
本
に
お
い
て
聖
福
音
の
宣
教
が
許
さ
れ
て
三
〇
年
に
な
り
、彼
ら（
三
大
名
）が
教
皇
聖
下
の
羊（
信
者
）と
な
っ

て
信
仰
の
絆
に
よ
っ
て
ロ
ー
マ
の
聖
な
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
子
と
な
っ
た
た
め
に
、
そ
の
牧
者
に
感
謝
し
、
教
皇
聖
下
の
足
下
に
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膝
づ
く
こ
の
聖
会
の
子
と
し
て
そ
の
従
順
の
意
を
表
す
こ
と
を
多
年
に
わ
た
っ
て
延
期
す
る
こ
と
は
重
大
な
怠
慢
と
思
わ
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
が
そ
の
聖
な
る
御
足
を
頭
上
に
い
た
だ
い
て
の
ち
、
そ
ち
ら
か
ら
至
聖
な
る
御
父
の
祝
福
を
彼
ら
に

送
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

第
二
の
理
由
は
、
日
本
人
た
ち
が
そ
の
よ
う
な
遠
く
離
れ
た
島
々
に
住
ん
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
交
流
を
欠
い
て
お
り
、
ま
た
キ
リ

ス
ト
教
徒
と
な
っ
た
国
王
た
ち
や
領
主
た
ち Reys e principes 

に
は
、
そ
こ（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
パ
ー
ド

レ
た
ち
が
彼
ら
に
説
明
し
て
き
た
こ
と
以
外
に
情
報
が
な
い
た
め
に
、
彼
ら
の
信
仰
を
更
に
根
づ
か
せ
、
教
皇
聖
座
に
つ
い
て
抱
く

優
れ
た
見
解
と
評
価
を
確
認
す
る
た
め
に
、
高
貴
な
日
本
人
数
名
が
、
地
上
に
お
い
て
私
た
ち
の
主
で
あ
る
デ
ウ
ス
の
代
理
者
が
定

め
ら
れ
て
い
る
卓
越
さ
を
、
ま
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
現
状
と
絶
対
的
な
す
ば
ら
し
さ
を
、
神
聖
な
儀
式
が
執
行
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
み
ら
れ
る
崇
敬
さ
と
、
壮
麗
さ
と
威
厳
を
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
諸
王
侯 Reys e principes 

の
壮
大
さ
と
気
高
さ
を
、
か

つ
各
建
造
物
の
豪
華
さ
を
、
そ
し
て
そ
の
富
裕
さ
と
国
家
と
都
市
の
価
値
や
洗
練
さ
を
、
ま
た
そ
こ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
に
あ
る
多
く

の
修
道
会
と
そ
の
聖
性
、
宗
教
生
活
に
お
け
る
完
璧
さ
を
直
接
に
見
よ
う
と
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、
ま
た
重
要
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
目
撃
の
証
人
と
し
て
そ
れ
ら
を
詳
し
く
土
地
の
人
々
（
日
本
人
）
に
語
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
同
じ
事
柄
に
関
わ
っ
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
パ
ー
ド
レ
自
身
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
よ
り
も
も
っ
と
受

け
入
れ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
疑
問
の
余
地
の
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

　

第
三
の
理
由
は
、
こ
れ
ら
の
領
主
た
ち
が
―
―
日
本
人
た
ち
は
自
分
の
名
を
不
朽
の
も
の
に
す
る
こ
と
に
強
く
こ
だ
わ
っ
て
い
る

た
め
に
―
―
こ
の
［
事
業
の
］
名
誉
に
関
す
る
最
初
の
成
果
を
得
る
こ
と
を
願
望
し
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
そ
れ
は
甚
だ
優
れ
て

遠
大
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
彼
ら
の
子
孫
あ
る
い
は
の
ち
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
る
他
の
領
主
た
ち
に
こ
の
機
会
を

与
え
な
い
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
は
、
事
実
、
厳
密
に
言
え
ば
日
本
に
お
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
を
受
け
た
最
初
の
王

侯
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
天
に
あ
る
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
オ
十
三
世
が
既
に
以
前
に
豊
後
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
王
に

送
っ
た
そ
の
父
な
る
愛
情
に
満
ち
た
小
勅
書
に
、
彼
ら
が
感
謝
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、［
教
皇
は
］
彼
を
こ
の
上
な
く
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慰
撫
し
、
そ
の
艱
難
に
対
し
て
励
ま
さ
れ
、
か
つ
思
い
や
り
の
あ
る
言
葉
を
も
っ
て
、
彼
の
改
宗
が
い
か
に
大
き
く
受
け
と
め
ら
れ
、

そ
し
て
い
か
に
こ
れ
に
感
謝
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
表
明
さ
れ
た
。

　

第
四
の
理
由
は
、
そ
の
時
、
パ
ー
ド
レ
・
ヴ
ィ
ジ
タ
ド
ー
ル
（
巡
察
師
）
が
イ
ン
ド
に
出
発
す
る
と
い
う
甚
だ
時
宜
を
得
た
好
都

合
な
機
会
を
与
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
厚
く
尊
敬
さ
れ
て
権
威
あ
る
人
物
で
あ
る
の
で
、
彼
が
日
本
の
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
界

に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
ほ
ど
大
き
な
愛
情
と
深
い
愛
着
を
抱
い
て
い
る
た
め
に
、
日
本
人
た
ち
は
彼
に
絶
大
な
る
信
頼

を
寄
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
何
度
も
繰
り
返
し
主
張
し
て
い
た
よ
う
に
、
彼
が
［
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
］
帰
還
す
る
最
も
有
力
な
理
由
は
、

教
皇
聖
下
と
フ
ェ
リ
ペ
国
王
陛
下
に
対
し
て
日
本
の
改
宗
に
つ
い
て
、
特
に
完
全
な
報
告
を
申
し
上
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

彼
が
な
し
う
る
限
り
そ
れ
を
拡
大
し
強
化
す
る
た
め
に
尽
力
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
彼
の
信
用
と
影
響
力
を
も
っ
て
す

れ
ば
、
か
よ
う
に
際
立
っ
た
重
要
な
使
節
の
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
準
備
が
、
こ
の
予
期
し
な
い
突
然
［
の
決
定
に
よ
り
］
欠
け
て

い
た
不
足
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
余
り
感
じ
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う（
５
）。

フ
ロ
イ
ス
は
「
遣
欧
使
節
行
記
」
に
お
い
て
、
遣
欧
使
節
派
遣
の
理
由
と
し
て
、
三
人
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
が
ロ
ー
マ
教
会
に
受
け
入

れ
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
皇
に
対
し
て
感
謝
し
従
順
の
意
を
表
明
す
る
こ
と
を
長
き
に
わ
た
っ
て
怠
っ
て
き
た
こ
と
（
第
一
の
理

由
）、
そ
し
て
、
彼
ら
が
教
皇
へ
の
使
節
派
遣
に
関
し
て
最
初
の
実
践
者
と
し
て
の
栄
誉
に
浴
し
た
い
と
の
願
望
を
持
っ
て
い
た
こ
と（
第

三
の
理
由
）、そ
し
て
こ
の
時
期
に
巡
察
師
の
イ
ン
ド
・
ロ
ー
マ
帰
還
と
い
う
機
会
を
与
え
ら
れ
た
た
め（
第
四
の
理
由
）と
指
摘
す
る
。『
サ

ン
デ
天
正
遣
欧
使
節
記
』
に
お
い
て
は
フ
ロ
イ
ス
の
指
摘
す
る
第
一
と
第
三
の
理
由
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
第
三
の
理
由
を

述
べ
る
な
か
で
、
高
貴
な
人
々
や
高
位
聖
職
者
や
国
王
た
ち
が
し
ば
し
ば
教
皇
を
表
敬
し
、
彼
ら
が
表
敬
で
き
な
い
場
合
に
は
使
者
が
代

参
し
て
い
る
こ
と
、
日
本
の
諸
領
主
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
侯
の
慣
例
に
な
ら
っ
て
教
皇
の
許
に
赴
き
そ
の
足
下
に
膝
づ
く
こ
と
、
そ
れ
が

で
き
な
い
な
ら
ば
血
縁
に
つ
な
が
る
若
者
を
遣
わ
し
て
敬
意
を
表
し
、
世
界
の
舞
台
で
あ
る
ロ
ー
マ
へ
の
日
本
人
の
登
場
に
つ
い
て
語
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
遣
使
の
発
議
は
巡
察
師
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
遣
使
の
準
備
も
彼
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ

は
大
友
、
有
馬
、
大
村
の
三
大
名
に
遣
使
に
つ
い
て
話
し
た
と
い
う（
６
）。
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遣
欧
使
節
の
ロ
ー
マ
に
お
け
る
処
遇
と
評
判
に
つ
い
て
の
報
告
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
時
、
同
使
節
の
処
遇
に
強
い
異
和
感
を
覚
え

た
ペ
ド
ロ
・
ラ
モ
ン
神
父
は
、
一
五
八
七
年
十
月
十
五
日
付
で
生
月
か
ら
ロ
ー
マ
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
会
長
に
書
き
送
っ
た
書
翰
に
お
い
て
、

使
節
派
遣
の
決
定
時
期
と
大
友
宗
麟
の
当
使
節
派
遣
へ
の
不
関
与
に
つ
い
て
興
味
深
い
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

パ
ー
ド
レ
・
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
ロ
は
豊
後
に
着
い
た
時
、
私
と
一
緒
に
府
内
に
い
た
マ
ン
シ
ヨ
を
す
ぐ
に
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
に
送

り
ま
し
た
。
あ
る
い
は
そ
の
時
、
ま
た
は
少
し
の
ち
に
私
た
ち
が
彼
を
送
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
余
り
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん

（
確
か
な
こ
と
は
確
か
な
こ
と
と
し
て
、
ま
た
疑
し
い
こ
と
は
疑
し
い
こ
と
と
し
て
言
う
た
め
で
す
）。
パ
ー
ド
レ
・
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン

ド
ロ
が
乗
船
す
る
た
め
に
長
崎
に
滞
在
し
て
い
た
時
、
ほ
ぼ
二
〇
日
、
あ
る
い
は
多
分
三
〇
日
ほ
ど
前
に
、
そ
ち
ら
に
行
っ
た
例
の

少
年
た
ち m

ancebos 
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
、
と
言
う
こ
と
で
十
分
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
決
定
が
余
り
に
も
急
で
突
発
的

な
こ
と
で
し
た
の
で
、
尊
師
（
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
ロ
）
は
豊
後
の
修
練
院
に
い
た
都
生
ま
れ
の
一
イ
ル
マ
ン
を
彼
ら
と
一
緒
に
派
遣

し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
彼
を
呼
び
寄
せ
る
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
そ
の
代
わ
り
に
イ
ル
マ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ェ

が
赴
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
王
す
な
わ
ち
豊
後
の
屋
形
は
自
分
の
使
者
と
し
て
マ
ン
シ
ヨ
を
送
る
こ
と

を
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
ま
た
、
彼
ら
が
出
発
し
た
時
ま
で
、
マ
ン
シ
ヨ
が
他
の
者
た
ち
と
一
緒
に
出
発
し
た
と

い
う
こ
と
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
以
上
の
こ
と
を
詳
細
に
熟
知
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
す
べ
て
の
点
で
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
王
に
掛
け
合
い
、
彼
の
告
解
を
聴
い
て
い
た
か
ら
で
す
。
な
に
よ
り
も
ま
ず
記
憶
に
誤
り
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
件
に
つ
い
て
彼

と
話
し
て
い
た
時
に
、
彼
は
私
に
、
何
の
た
め
に
あ
の
子
供
た
ち m

oços 

を
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
送
る
の
か
と
言
い
ま
し
た
。
私
は
彼
に
、

日
本
人
た
ち
に
あ
ち
ら
を
見
せ
る
た
め
で
あ
る
と
答
え
ま
し
た
。
…
…
豊
後
の
王
に
は
使
節
を
遣
わ
す
と
い
う
考
え
は
決
し
て
生
じ

な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
書
翰
を
書
か
な
か
っ
た
こ
と
を
も
、
私
は
確
か
に
知
っ
て
い
ま
す（
７
）。

右
の
ラ
モ
ン
の
書
翰
か
ら
は
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
イ
ン
ド
帰
還
の
た
め
長
崎
を
出
発
す
る
二
〇
日
な
い
し
三
〇
日
前
に
遣
欧
使
節
の

派
遣
を
決
定
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
遣
使
決
定
に
は
大
友
宗
麟
が
ま
っ
た
く
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ヴ
ァ
リ

ニ
ャ
ー
ノ
が
使
節
一
行
に
同
行
さ
せ
た
い
と
思
っ
た
日
本
人
イ
ル
マ
ン
を
呼
び
寄
せ
る
時
間
が
な
か
っ
た
と
い
う
指
摘
か
ら
は
、
豊
後
と
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長
崎
と
の
間
を
往
復
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
、
宗
麟
に
使
節
派
遣
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
了
解
を
え
て
教
皇
や
イ
エ

ズ
ス
会
総
会
長
宛
の
書
状
を
え
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
フ
ロ
イ
ス
が
「
遣
欧
使
節
行
記
」
に
お
い
て
、
使
節

派
遣
の
決
定
が
予
期
し
な
い
突
然
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
遣
使
の
準
備
不
足
が
顕
著
で
あ
っ
た
と
す
る
指
摘
は
、
ラ
モ
ン
の
書
翰

に
よ
っ
て
十
分
に
納
得
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
イ
ン
ド
帰
還
は
、
一
五
八
二
年
一
月
六
日
に
終
了
し
た
長
崎
の
協
議
会
に
お
い
て
既
決
し
て
い
た
し
、
も

し
も
彼
が
戻
れ
な
い
時
に
は
、
彼
に
代
わ
る
人
物
が
様
々
な
懸
案
事
項
を
協
議
す
る
た
め
ロ
ー
マ
に
行
く
こ
と
が
全
会
一
致
で
決
定
し
て

い
た
（
８
）。
し
か
し
、
こ
の
協
議
会
で
は
、
遣
欧
使
節
の
派
遣
問
題
が
議
題
と
さ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
り
、
協
議
会
と
そ
の
裁
決
に
は
同
問
題
に
関
す
る
発
言
は
皆
無
で
あ
る
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
イ
ン
ド
帰
還
を
控
え
て
、
協
議
会

終
了
後
に
突
如
使
節
派
遣
を
決
断
・
決
定
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、既
に
紹
介
し
た『
デ
・
サ
ン
デ
天
正
遣
欧
使
節
記
』の「
対

話
一
」の
第
一
・
第
二
の
理
由
と
、
フ
ロ
イ
ス
の「
遣
欧
使
節
行
記
」の
第
二
の
理
由
に
お
い
て
、
日
本
人
が
ロ
ー
マ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界

の
実
情
を
実
際
に
見
て
体
験
し
祖
国
に
戻
っ
た
の
ち
、
そ
れ
ら
を
証
人
と
し
て
語
る
こ
と
、
い
わ
ば
「
語
り
部
」
と
し
て
の
役
割
が
遣
欧

使
節
に
期
待
さ
れ
て
い
た
事
情
を
考
え
る
時
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
案
外
早
い
時
期
か
ら
遣
使
計
画
に
つ
い
て
思
い
巡
ら
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
つ
い
て
探
っ
て
み
る
。

日
本
の
キ
リ
シ
タ
ン
教
会
が
初
期
教
会
の
状
況
に
近
い
と
の
思
い
を
抱
い
て
一
五
七
九
年
に
来
日
し
た
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
日
本
教

会
の
実
相
と
実
態
を
知
り
、
深
い
失
望
を
味
わ
っ
た
。
当
時
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
数
は
推
定
一
三
万
人
で
あ
り
、
こ
れ
は
ザ
ビ
エ
ル
の
宣
教

開
始
か
ら
三
〇
年
間
の
成
果
で
あ
っ
た
。
彼
は
何
故
に
日
本
宣
教
に
失
望
し
不
満
を
抱
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
が
身
を
も
っ
て
経
験
し

た
こ
と
は
、
日
本
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
た
ち
の
献
身
的
な
活
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
活
動
が
正
当
に
評
価
さ
れ
ず
宣
教
師

た
ち
の
言
動
さ
え
も
が
疑
念
を
持
た
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
滞
在
を
重
ね
る
ほ
ど
に
そ
の
思
い
は
募
り
、
そ
の
打
開
策
を

講
じ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
し
た
状
況
下
に
、
日
本
布
教
長
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ブ
ラ
ル
を
は
じ
め
と
し
た
宣

教
師
た
ち
の
貧
弱
な
日
本
理
解
と
日
本
の
文
化
・
習
俗
に
対
す
る
姿
勢
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
知
っ
た
彼
は
、
日
本
宣
教
が
期
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待
し
て
い
た
以
上
の
成
果
を
上
げ
て
い
な
か
っ
た
解
答
を
見
出
し
た
よ
う
で
あ
る
。

来
日
し
て
一
年
以
上
が
経
っ
た
一
五
八
〇
年
十
月
、
彼
は
臼
杵
で
開
催
さ
れ
た
協
議
会
に
お
い
て
「
日
本
に
お
い
て
仏
僧
が
用
い
て
い

る
気か

た
ぎ質

と
儀
礼
を
万
事
遵
守
す
る
こ
と
が
善
い
か
否
か
」（
議
題
第
一
八
）
を
諮
問
し
、
そ
の
第
二
項
で
「
巡
察
師
の
名
を
も
っ
て
、
我
々

会
員
同
士
と
他
人
と
の
交
際
に
お
い
て
守
る
べ
き
習
慣
お
よ
び
気
質
の
適
切
な
指
針
が
作
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
見
解
が
支
持
さ

れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
「
指
針
」
作
成
の
準
備
を
豊
後
居
住
の
同
僚
に
指
図
し
て
上
洛
し
た
。
一
五
八
一
年
十
月

に
豊
後
に
戻
っ
た
彼
が
一
気
に
書
き
上
げ
た
と
さ
れ
る
の
が
、「
日
本
の
習
俗
と
気
質
に
関
す
る
注
意
と
助
言
」（『
イ
エ
ズ
ス
会
士
礼
法
指

針
』（
９
））
で
あ
る
。
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
宣
教
師
に
対
す
る
行
動
指
針
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
宣
教
活
動
に
お
い
て
宣

教
師
に
何
が
必
要
で
あ
り
何
が
問
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
切
実
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
そ
の
序
文
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
助
言
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

パ
ー
ド
レ
や
イ
ル
マ
ン
が
日
本
の
習
俗
や
気
質
に
応
じ
た
行
動
を
す
る
た
め
に
…
…
幾
つ
か
の
必
要
な
助
言
が
簡
潔
に
記
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
助
言
に
よ
っ
て
、
パ
ー
ド
レ
や
イ
ル
マ
ン
は
上
記
の
気
質
と
習
俗
に
対
し
て
は
彼
ら
に
と
っ
て
十
分
な
だ
け
の
正
し
い
教

養 criança 

を
も
っ
て
振
舞
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
の
助
言
が
な
け
れ
ば
、
彼
ら
は
多
く
の
不
躾 m

aos ensinos

、
不
作
法
に
落

ち
入
ら
ざ
る
を
え
な
い
ば
か
り
か
、
彼
ら
自
身
の
評
価
並
び
に
宗
教
（
キ
リ
ス
ト
教
）
に
ひ
ど
い
損
害
を
与
え
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に

も
異
教
徒
に
も
な
し
う
る
成
果
を
大
い
に
失
う
こ
と
に
な
る（
10
）。

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
宣
教
師
が
日
本
の
教
養
す
な
わ
ち
、
礼
儀
作
法
に
匹
敵
す
る
だ
け
の
も
の
を
身
に
つ
け
て
行
動
す
べ
き
こ
と
、

日
本
の
習
俗
・
気
質
に
関
す
る
知
識
（
教
養
）
が
欠
如
し
て
い
れ
ば
宣
教
師
の
評
価
が
落
ち
、
彼
ら
の
説
く
教
え
に
も
傷
が
つ
き
、
本
来

得
ら
れ
る
べ
き
成
果
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
、
と
指
摘
す
る
。
更
に
日
本
人
改
宗
の
た
め
に
は
、
宣
教
師
と
し
て
の
権
威
を
維
持
す
る
こ
と

と
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
す
る
親
密
さ
、
愛
情
あ
る
態
度
の
実
践
が
必
要
と
さ
れ
、
こ
の
両
者
を
い
か
に
調
和
さ
せ
て
い
く
か
が
肝
要
で
あ

る
、
と
結
論
し
て
い
る
（
11
）。
特
に
し
か
る
べ
き
権
威
を
守
る
た
め
に
は
、「
宣
教
師
は
日
本
式
に
行
な
う
べ
き
挨
拶
に
精
通
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
尊
敬
す
る
に
値
す
る
人
物
を
訪
れ
た
り
、
彼
ら
に
会
い
に
来
る
客
人
を
迎
え
る
時
に
は
、
日
本
の
気
質
（
習
慣
）
に
従
う
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こ
と
の
で
き
な
い
人
間
、
殊
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
［
一
行
に
］
加
え
た
り
同
伴
し
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
こ
う
し
た

こ
と
は
パ
ー
ド
レ
の
評
判
を
ひ
ど
く
落
と
す
か
ら
で
あ
る（
12
）」と
指
摘
す
る
。

当
時
来
日
し
た
異
国
人
の
大
多
数
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で
、
そ
の
社
会
的
身
分
や
地
位
は
一
般
に
低
く
商
人
と
船
乗
り
で
あ
り
、
日
本
人

の
彼
ら
に
対
す
る
評
価
は
低
か
っ
た
。
畿
内
の
人
々
は
シ
モ X

im
o 

（
九
州
）
に
住
む
商
人
や
農
漁
民
を
「
山
の
人 gente de m

ato

」、
す
な
わ

ち
田
舎
者
と
蔑
称
し
て
お
り
（
13
）、
彼
ら
と
接
触
し
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
も
同
じ
輩
と
見
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
南
か
ら
来
た
野
蛮
人

の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
南
蛮
人
と
称
さ
れ
た
の
は
、
彼
ら
が
礼
儀
知
ら
ず
の
野
蛮
人
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
国
家
的
驕
り
の
よ
う
な
自
尊

心
の
た
め
に
自
国
の
生
活
様
式
に
拘
泥
し
固
執
し
て
保
守
的
で
あ
り
、
柔
軟
さ
を
欠
い
て
新
し
い
情
況
に
適
応
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
こ

と
に
も
拠
る
の
で
あ
ろ
う
。
深
い
教
養
と
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
宣
教
師
た
ち
も
、
日
本
人
か
ら
見
れ
ば
無
教
養
で
保
守
的
な
ポ
ル
ト

ガ
ル
人
と
同
類
に
思
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
が
い
か
に
立
派
な
教
え
を
説
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
偉
大
さ
と
繁
栄
に
つ

い
て
話
し
た
と
こ
ろ
で
、
直
ち
に
信
じ
て
も
ら
え
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

カ
ブ
ラ
ル
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
宣
教
師
の
多
く
は
日
本
の
習
俗
へ
の
適
応
を
頑
な
に
拒
ん
で
日
本
語
の
習
得
に
熱
心
で
は
な
か
っ
た
。
日

本
の
習
俗
、
特
に
礼
法
に
無
知
で
、
こ
れ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
拒
み
続
け
て
い
た
宣
教
師
に
対
す
る
日
本
人
の
対
応
は
お
の
ず
か
ら
推

察
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は『
イ
エ
ズ
ス
会
士
礼
法
指
針
』執
筆
後
の
一
五
八
三
年
十
月
に
イ
ン
ド
の
コ
チ
ン
で
、『
日

本
諸
事
摘
要（
14
）』を
著
わ
し
、『
礼
法
指
針
』に
お
け
る
論
点
を
更
に
深
め
て
展
開
し
て
い
る
。

日
本
人
に
は
、
私
た
ち
が
す
べ
て
を
混
合
し
て
、
ま
っ
た
く
躾
が
な
さ
れ
ず
礼
儀
を
弁わ

き
ま

え
な
い
人
た
ち
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
る
。

特
に
こ
の
点
に
は
仏
僧
た
ち
が
心
を
砕
い
て
い
る
た
め
に
俗
人
ほ
ど
に
は
多
く
の
儀
礼
を
守
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
彼
ら
は
自
分
た

ち
の
間
で
、
ま
た
外
部
の
者
に
も
応
対
し
て
彼
ら
独
自
の
儀
礼
を
有
し
て
い
る
。
私
た
ち
も
ま
た
そ
の
儀
礼
を
必
ず
遵
守
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
日
本
人
た
ち
が
侮
辱
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
パ
ー
ド

レ
た
ち
が
弁
解
し
て
、
私
た
ち
が
異
な
っ
た
習
慣
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
て
彼
ら
の
礼
法
を
知
ら
な
い
こ
と
を
彼
ら
が
配
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
言
っ
た
時
、
彼
ら
は
度
々
私
に
答
え
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
私
た
ち
会
員
に
同
情
を
禁
じ
え
な
い
し
、
一
、二
年
間
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は
そ
れ
を
我
慢
す
る
が
、
し
か
し［
私
た
ち
が
日
本
に
住
ん
で
か
ら
］何
年
も
経
っ
て
い
る
の
で
、［
も
は
や
］我
慢
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
で
あ
る
。
会
員
た
ち
が
日
本
の
習
慣
と
礼
法
に
学
ば
な
い
の
は
、
あ
る
い
は
学
ぼ
う
と
し
な
い
の
は
、
彼
ら
に
そ
れ
が
相

応
し
い
と
思
わ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
彼
ら
（
日
本
人
）
に
は
恥
辱
で
あ
り
道
理
に
反
す
る
こ
と
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、

彼
ら
が
そ
の
国
（
日
本
）
に
や
っ
て
来
て
少
数
で
あ
る
以
上
は
彼
ら
は
日
本
人
に
適
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
日
本
人
は
彼
ら

に
順
応
す
べ
き
で
は
な
い
し
、
ま
た
そ
の
礼
法
を
棄
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
あ
る
い
は
彼
ら
に
そ
の
た
め
の
才
覚
と
能
力
が
欠

け
て
い
る
た
め
に
そ
れ
を
学
ば
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
日
本
人
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
価
値
の
な
い
教
え
を
受
け
入
れ

た
り
、
能
力
の
な
い
人
物
を
師
と
し
て
仰
ぐ
こ
と
は
相
応
し
い
こ
と
で
は
な
い
、
と
言
っ
て
い
る（
二
三
章
）（
15
）。

右
は
、
日
本
人
と
の
交
際
に
は
礼
儀
正
し
い
態
度
を
守
る
こ
と
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
に
つ
い
て
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

指
摘
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宣
教
師
の
日
本
語
及
び
日
本
の
習
俗
に
対
す
る
閉
鎖
的
で
不
寛
容
な
姿
勢
を
看
破
し
た
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す

る
。
こ
う
し
た
宣
教
姿
勢
こ
そ
が
ま
ず
正
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
懸
念
が
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
『
礼
法
指
針
』
を
書
か
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
と
い
え
る
。
彼
が
偏へ

ん

頗ぱ

で
権
威
主
義
的
な
宣
教
姿
勢
を
決
然
と
否
定
し
た
の
は
、
布
教
長
カ
ブ
ラ
ル
に
対
す
る
キ
リ
シ
タ
ン
領

主
た
ち
の
強
い
不
満
が
潜
在
し
て
い
る
こ
と
を
察
知
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
領
主
た
ち
が
宣
教
師
に
冷
淡
な
態
度
を
取
り
続
け
、
こ
れ
が

常
態
化
し
て
い
た
こ
と
は
、
宣
教
師
が
日
本
人
を
積
極
的
に
理
解
し
よ
う
と
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
の
証
左
で
あ
り
、
こ
う
し
た
宣
教
師

の
在
り
よ
う
に
強
い
衝
撃
を
受
け
た
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
宣
教
師
の
意
識
改
革
の
必
要
に
迫
ま
ら
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
宣
教
師

の
言
動
が
日
本
人
に
十
分
に
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
宣
教
師
自
身
に
あ
る
と
の
認
識
に
至
っ
た
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
課
題
は
、
日
本

人
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
の
宣
教
師
に
対
す
る
誤
解
を
ま
ず
取
り
去
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
の
真
実
と
、
宣
教
師
た
ち
の
言
動
が
正
し
い
こ
と
を
実
証
し
て
く
れ
る
者
が
必
要
で
あ
る
と
次

第
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
確
か
な
こ
と
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
を
見
聞
し
実
際
に
経
験
し
た
こ
と
を
率
直
に
感
動
的

に
語
っ
て
、
教
会
と
教
皇
に
対
す
る
日
本
人
の
偏
見
と
誤
解
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
く
れ
る
存
在
が
強
く
求
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
デ
・
サ
ン
デ
天
正
遣
欧
使
節
記
』
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
フ
ロ
イ
ス
も
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ま
た『
遣
欧
使
節
行
記
』に
お
い
て
言
及
し
て
、「
語
り
部
」と
し
て
の
使
節
の
役
割
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ヴ
ァ
リ

ニ
ャ
ー
ノ
は
、『
イ
エ
ズ
ス
会
士
礼
法
指
針
』
執
筆
後
、
協
議
会
を
終
え
て
長
崎
を
出
立
す
る
一
五
八
二
年
二
月
ま
で
の
四
ヵ
月
間
に
、
日

本
人
を
ロ
ー
マ
に
同
行
し
た
い
と
の
思
い
を
日
増
し
に
募
ら
せ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

天
正
遣
欧
使
節
が
予
定
を
過
ぎ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ゴ
ア
に
戻
っ
た
の
は
、
一
五
八
七
年
五
月
二
十
九
日
で
あ
る
。
彼
ら
の
帰
還
を
鶴

首
し
て
待
っ
て
い
た
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
イ
ン
ド
管
区
長
と
し
て
ゴ
ア
残
留
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
彼
に
対
す
る
感
謝
の
演
述
が
副

使
節
原
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
ョ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。ゴ
ア
到
着
か
ら
六
日
目
の
こ
と
で
あ
る
。彼
は
使
節
一
行
が
見
聞
し
て
き
た
こ
と
は
パ
ー

ド
レ
方
が
話
し
て
い
た
こ
と
に
少
し
も
違
う
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
と
ラ
テ
ン
語
で
述
べ
た
。「
聞
い
て
い
た
と
こ
ろ
よ
り
も
見
た
と
こ
ろ

は
は
る
か
に
大
い
な
る
も
の
で
」
あ
り
、「
わ
れ
わ
れ
の
心
を
捉
え
、
か
つ
衷
心
か
ら
心
に
満
ち
わ
た
る
満
足
を
覚
え
た
の
は
、
我
ら
の
父

の
エ
ケ
レ
ン
ジ
ア
（
教
会
）
の
壮
大
さ
、
神
の
恩
寵
、
天
使
の
熱
誠
の
大
き
さ
に
及
ぶ
も
の
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
。
…
…
耳
か
ら
取
り
入
れ

た
だ
け
の
も
の
は
、
直
接
目
を
も
っ
て
見
た
も
の
に
較
べ
て
心
を
動
か
す
こ
と
の
少
な
い
の
は
自
然
の
理
で
あ
る
…
…
」（「
原
マ
ル
チ
ノ

の
演
述
」（
16
））。

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
期
待
ど
お
り
に
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
則
っ
て
教
育
さ
れ
た
少
年
た
ち
が
見
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
は
、

彼
ら
に
は
一
点
の
曇
も
な
い
完
璧
な
世
界
に
映
じ
た
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
が
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
オ
十
三
世
に
献
上
し
た
「
安
土

屛
風
図
」
は
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
か
ら
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
献
上
の
日
は
正
式
謁
見
か
ら
一
〇
日
後
の
一
五
八
五
年
四
月
三
日
で

あ
る
。
教
皇
は
こ
の
贈
物
に
大
変
満
足
の
様
子
で
、
直
ち
に
一
行
を
「
画
廊
と
名
づ
け
ら
れ
る
一
種
の
廊
下
」
に
案
内
し
た
上
に
、
そ
の

画
廊
に
屛
風
図
を
陳
列
す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
た（
17
）。

「
安
土
屛
風
図
」は
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
織
田
信
長
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。日
本
イ
エ
ズ
ス
会
準
管
区
長
ガ
ス
パ
ー
ル
・
コ
エ
リ
ョ

が
一
五
八
二
年
二
月
十
五
日
付
で
作
成
し
た
「
一
五
八
一
年
度
日
本
年
報
」
に
よ
る
と
、
こ
の
屛
風 beòbus 

は
信
長
が
日
本
で
最
も
著
名

な
絵
師
に
一
年
前
に
製
作
を
命
じ
た
も
の
で
、
新
城
と
新
都
市
安
土
が
実
際
と
少
し
も
違
う
こ
と
な
く
邸
宅
や
湖
水
そ
の
他
す
べ
て
が
描

き
込
ま
れ
て
い
た
。
信
長
は
帰
国
す
る
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
へ
の
贈
物
と
し
て
、
彼
が
コ
レ
ジ
オ
（
セ
ミ
ナ
リ
オ
）
を
絵
に
描
い
て
持
ち
帰
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り
た
い
と
の
希
望
が
あ
る
の
で
は
と
忖そ

ん

度た
く

し
て
屛
風
図
を
贈
っ
た
（
18
）。「
安
土
屛
風
図
」
に
は
三
階
建
て
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
が
描
か
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
同
年
報
が
報
じ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
屛
風
は
た
い
へ
ん
な
評
判
に
な
り
内
裏（
正
親
町
天
皇
）の
叡え

い

覧ら
ん

に
与
か
り
、

天
皇
が
所
望
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
屛
風
図
を
見
る
た
め
に
安
土
山
、
都
、
堺
や
豊
後
、
そ
の
他
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
通
過
す
る
土
地

で
多
数
の
人
々
が
参
集
し
、
公
家
衆
の
一
人
は
西
下
す
る
彼
の
た
め
帰
路
に
あ
る
各
地
の
領
主
に
書
状
を
送
っ
て
彼
を
紹
介
し
た
と
さ
れ

る（
19
）。

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
西
下
す
る
道
々
、
そ
し
て
長
崎
に
戻
っ
た
の
ち
も
、
信
長
か
ら
贈
ら
れ
た
屛
風
図
に
対
す
る
異
常
な
評
判
を
計

り
か
ね
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
宣
教
師
が
日
本
人
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
な
い
実
情
を
見
、
そ
の
打
開
策
を
考
え
て
い

た
最
中
で
の
こ
と
で
あ
り
、
信
長
の
破
格
な
厚
意
は
彼
に
一
縷
の
望
み
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
が
屛
風
図
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る

道
を
模
索
し
始
め
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
ロ
ー
マ
帰
還
の
日
が
次
第
に
近
づ
く
中
で
、
彼
は
屛
風
図
を
教
皇
へ
の
手
土
産
に
し

た
い
と
の
願
望
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
日
本
最
高
の
絵
師
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
政
治
の
中
心
地
安
土
城
と
そ
の
城

下
町
に
そ
び
え
立
つ
三
階
建
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
の
図
絵
は
、
日
本
の
為
政
者
に
よ
る
最
高
の
贈
物
で
あ
り
、
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
日
本
に

お
け
る
宣
教
活
動
の
成
功
を
端
的
に
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
同
時
に
、
彼
が
日
本
人
修
道
者
養
成
の
た
め
に
設
立
し
た
教
育
機
関
、
特
に
セ
ミ
ナ
リ
オ
に
お
い
て
有
能
で
将
来
性
の
あ
る
少

年
た
ち
の
姿
と
そ
の
成
果
を
教
皇
と
ロ
ー
マ
教
会
に
披
露
し
う
る
絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
階
建
て
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
が

描
か
れ
た
安
土
屛
風
図
が
教
皇
へ
の
最
高
の
贈
物
に
な
り
う
る
と
の
彼
の
判
断
が
、
少
年
た
ち
を
語
り
部
に
仕
立
て
派
遣
す
べ
き
か
否
か

に
つ
い
て
逡
巡
し
て
い
た
彼
に
最
終
的
な
決
断
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
、
使
節
派
遣
に
対
し
て
最
も
期
待
し
た
こ
と
の
一
つ
は
、
ロ
ー
マ
教
皇
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
の
日
本
教
会
に
対
す

る
深
い
愛
情
と
配
慮
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
端
的
に
は
教
皇
や
国
王
に
よ
る
物
質
的
援
助
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
協
議

会
の「
議
題
十
三
」に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
る
。

も
し
教
皇
聖
下
と
国
王
殿
下
が
こ
の
新
し
い
日
本
の
教
会
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
擁
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
を
確
保
し
維
持
す
る
こ
と
を
希
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望
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
経
費
を
ま
か
な
う
の
に
充
分
で
確
実
な
定
収
入
を
イ
エ
ズ
ス
会
に
支
給
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

と
の
意
見
が
開
陳
さ
れ
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
も
ま
た
、

教
皇
聖
下
と
国
王
殿
下
が
実
情
を
知
れ
ば
、
少
な
く
と
も
教
皇
聖
下
は
、
特
に
ご
く
僅
か
な
額
で
救
済
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
新
し
い
教
会
を
本
心
か
ら
救
済
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
必
ず
や
御
理
解
下
さ
る
筈
で
あ
る（
20
）、

と
の
希
望
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
確
認
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
一
五
八
三
年
四
月
七
日

に
イ
ン
ド
の
コ
チ
ン
に
到
着
し
た
の
ち
の
十
月
二
十
八
日
付
で
ロ
ー
マ
の
総
会
長
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
ア
ク
ァ
ヴ
ィ
ヴ
ァ
に
宛
て
た
長
文
の

書
翰
に
お
い
て
随
所
で
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

第
一
の
こ
と
は
、
然
る
べ
き
援
助
が
与
え
ら
れ
な
い
た
め
に
大
き
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
日
本
の
事
情
に
つ
い
て
、
猊
下
に
十

分
な
報
告
を
す
る
た
め
で
す
。
私
に
は
日
本
の
性
情
や
習
慣
が
甚
だ
奇
意
で
新
奇
な
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
私
が
自
ら
行
か
な

け
れ
ば
、
ロ
ー
マ
で
は
理
解
さ
れ
ま
せ
ん
し
、
望
ま
れ
て
い
る
援
助
は
何
も
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
…
…
私
が
望
ん
で
い

た
、
そ
し
て
私
を［
そ
ち
ら
に
］行
か
せ
よ
う
と
し
た
第
二
の
こ
と
は
、
極
端
な
危
機
の
中
に
あ
る
例
の
地
方
の
コ
ン
パ
ー
ニ
ャ（
イ

エ
ズ
ス
会
）全
体
と
キ
リ
ス
ト
教
界
に
手
立
て
が
な
い
た
め
に
、
日
本
の［
財
政
的
］支
持
の
た
め
世
俗
的
な
援
助
を
捜
す
た
め
で
し

た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
、
私
が
日
本
を
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
主
要
に
し
て
唯
一
の
理
由
で
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
援
助
は
潤

沢
な
年
金
お
よ
び
甚
だ
優
れ
た
資
金
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
日
本
で
は
現
金
で
保
有
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で

す
。
…
…
第
四
の
こ
と
は
、
彼
ら
が
大
い
に
助
け
と
な
る
と
納
得
し
、
ま
た
そ
れ
が
確
か
な
こ
と
と
思
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら

の
日
本
人
の
子
供
た
ち niños 

を
連
れ
て
行
く
た
め
で
す
。
そ
し
て
、
私
が
望
ん
だ
す
べ
て
の
こ
と
の
た
め
に
彼
ら
を
同
行
し
ま
し
た
。

特
に
、
日
本
の
世
俗
の
援
助
の
た
め
で
し
た
。
何
故
な
ら
、
公
子
た
ち
は
疑
い
も
な
く
そ
れ
ら
を
見
る
こ
と
に
実
に
心
を
動
か
さ
れ

て
い
た
か
ら
で
す（
21
）。

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
遣
欧
使
節
派
遣
を
決
断
す
る
に
至
っ
た
背
景
と
目
的
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
と
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
日
本
に

お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
宣
教
師
の
活
動
が
正
当
に
評
価
さ
れ
て
宣
教
事
業
が
進
展
を
み
る
に
は
、
日
本
人
の
宣
教
師
に
対
す
る
信
頼
を
確
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固
た
る
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
、
彼
は
日
本
に
来
て
以
来
常
に
考
え
続
け
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
人
を
ロ
ー
マ
に

遣
わ
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
の
実
相
を
見
た
ま
ま
に
伝
え
て
く
れ
る
語
り
部
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て

一
方
で
、
世
界
の
涯
に
生
ま
れ
た
新
し
い
キ
リ
シ
タ
ン
教
界
の
存
在
を
ロ
ー
マ
教
皇
と
ロ
ー
マ
教
会
の
す
べ
て
に
知
ら
し
め
、
そ
れ
が
新

生
の
イ
エ
ズ
ス
会
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
を
使
節
派
遣
に
よ
っ
て
強
く
印
象
づ
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

異
教
世
界
に
活
動
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
と
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
教
界
へ
の
財
政
援
助
を
引
き
出
す
有
力
な
手
段
と
な
り
う
る
と
判
断
さ
れ
た
た

め
で
あ
っ
た
。

天
正
遣
欧
使
節
の
派
遣
に
関
し
て
、
大
村
の
領
主
純
忠
は
こ
れ
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
岡
本
良
知
の
訳
書
『
九
州

三
侯
遣
欧
使
節
行
記
』
の
書
名
か
ら
見
る
と
、
九
州
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
三
名
が
主
導
的
な
役
割
を
演
じ
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
し

か
し
、
フ
ロ
イ
ス
の
原
著
に
は
「
九
州
三
侯
」
に
相
当
す
る
よ
う
な
言
葉
は
な
い
。
既
に
前
項
に
お
い
て
言
及
し
た
よ
う
に
、
遣
欧
使
節

の
企
て
は
、
九
州
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
計
画
し
た
の
で
は
な
く
、
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
発
意
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
た
ち
の
意
向
は
ど
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
フ
ロ
イ
ス
は
「
遣
欧
使
節
行
記
」
第
一

章
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。

彼
（
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
）
は
イ
ン
ド
に
戻
り
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
（
障
害
が
な
か
っ
た
た
め
）
ロ
ー
マ
に
行
く
た
め
の
準
備
が
で
き
て

い
た
の
で
、
豊
後
の
王 Rey 

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
大
村
の
領
主 Senhor 

ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
、
お
よ
び
有
馬
国
の
領
主
ド
ン
・
プ
ロ

タ
ジ
オ
に
は
、
効
果
的
な
諸
理
由
に
よ
っ
て
彼
ら
の
使
節
を
ロ
ー
マ
に
遣
わ
し
、
併
せ
て
フ
ェ
リ
ペ
国
王
陛
下
を
訪
れ
る
こ
と
は
と

も
か
く
も
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
希
望
を
実
行
す
る
こ
と
は
先
延
ば
し
し
て
い
た
。
彼
ら
が
突
然
こ
の
決
断

を
し
た
の
は
、
パ
ー
ド
レ
・
ヴ
ィ
ジ
タ
ド
ー
ル
（
巡
察
師
）
が
す
で
に
今
に
も
出
発
す
る
時
期
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
乗
船
す
る
た

め
彼
ら
に
暇
乞
い
に
来
た
時
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、［
出
発
ま
で
の
］
時
間
が
短
か
っ
た
た
め
、
重
要
な
事
柄
の
た
め
に
必

二
　
天
正
遣
欧
使
節
と
大
村
氏
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要
と
さ
れ
て
い
た
準
備
を
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る（
22
）。

三
人
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
が
ロ
ー
マ
へ
の
使
節
派
遣
を
希
望
し
、
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
帰
国
挨
拶
に
来
た
折
に
遣
使
を
決
断
し

た
と
い
う
フ
ロ
イ
ス
の
記
載
は
全
面
的
に
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
彼
ら
が
遣
使
を
希
望
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

一
五
六
三
年
に
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
大
村
純
忠
は
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
っ
て
既
に
二
〇
年
に
な
り
、
ロ
ー
マ
教
皇
と
ロ
ー
マ
教
会
に

対
す
る
畏
敬
と
憧
憬
は
誰
よ
り
も
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
非
力
な
小
大
名
と
し
て
自
領
を
維
持
す
る
こ
と
に
明
け
暮
れ
て
ロ
ー
マ
へ

の
使
節
派
遣
な
ど
考
え
及
ば
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
一
五
七
八
年
に
受
洗
し
た
大
友
宗
麟
は
同
年
十
月
の
日
向
遠
征
で
島
津
氏
に
敗
れ
て

大
き
な
痛
手
を
負
っ
て
い
た
。
一
五
八
〇
年
九
月
に
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
臼
杵
を
訪
れ
て
十
月
四
日
に
ア
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
祝

日
に
盛
大
な
ミ
サ
が
オ
ル
ガ
ン
演
奏
を
伴
っ
て
執
行
さ
れ
た
。
こ
の
時
以
降
、
宗
麟
の
ロ
ー
マ
教
会
へ
の
思
い
は
高
ま
っ
た
か
も
知
れ
な

い
が
、
大
友
氏
に
は
既
に
昔
日
の
勢
い
も
実
力
も
な
く
、
自
ら
ロ
ー
マ
へ
の
遣
使
を
送
る
だ
け
の
余
裕
は
な
か
っ
た
。
一
五
八
〇
年
に
キ

リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
ば
か
り
の
若
い
領
主
有
馬
鎮
純
は
イ
エ
ズ
ス
会
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
援
助
を
得
て
所
領
を
龍
造
寺
氏
か
ら
守
っ
た

状
況
に
あ
り
、
遣
使
に
つ
い
て
考
え
る
立
場
に
は
な
か
っ
た
。

一
五
七
八
年
に
来
日
し
て
す
ぐ
大
村
に
赴
任
し
て
宣
教
に
従
事
し
た
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ル
セ
ナ
神
父
は
一
六
一
四
年
十
一
月
に
マ
カ

オ
に
追
放
さ
れ
た
が
、
彼
が
同
地
で
著
わ
し
た
「
回
想
録
」
は
、
領
主
純
忠
の
傍
近
く
に
い
た
者
の
記
録
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
遣
欧
使

節
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

東
洋
の
巡
察
師
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
初
め
て
日
本
へ
来
た
時
に
、
日
本
人
の
高
潔
さ
や
教
養
・
高
貴
・
礼
節
を

教
皇
や
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
る
貴
族
に
示
す
た
め
、
有
能
で
理
解
力
と
素
質
の
あ
る
日
本
人
青
年
貴
族
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
派
遣
し
よ
う

と
考
え
た
。
彼
は
そ
の
計
画
を
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
に
相
談
し
、
こ
の
件
に
関
す
る
意
見
を
求
め
た
。
パ
ー
ド
レ
の
こ
の
申
し
出

が
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
に
は
天
か
ら
の
賜
物
の
よ
う
に
思
え
た
。
そ
れ
で
そ
の
年
た
だ
ち
に
そ
れ
を
実
行
に
移
す
よ
う
に
求
め
、

日
本
の
こ
の
秀
れ
た
名
誉
あ
る
仕
事
の
た
め
に
必
要
な
援
助
を
す
べ
て
提
供
す
る
こ
と
を
申
し
出
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
は
四
人
の
者
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が
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
パ
ー
ド
レ
は
そ
の
四
人
の
う
ち
の
二
人
―
―
そ
れ
は
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
の
家
臣
で
あ
り
親
戚
で
あ
る

―
―
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
行
き
を
承
諾
す
る
よ
う
に
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
に
求
め
る
以
外
に
は
何
の
援
助
も
彼
に
求
め
な
か
っ
た
。
殿

は
パ
ー
ド
レ
が
こ
の
聡
明
で
教
養
あ
り
素
質
に
恵
ま
れ
た
二
人
の
少
年
に
眼
を
と
め
た
こ
と
を
感
謝
し
た
。
そ
れ
で
パ
ー
ド
レ
・
ア

レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
は
大
村
か
ら
は
こ
の
二
人
、
す
な
わ
ち
原
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
ョ
と
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
を
派
遣
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
三

人
目
は
豊
後
王
の
家
臣
・
親
戚
の
男
児
・
伊
東
マ
ン
シ
ヨ
、
四
人
目
は
有
馬
の
殿
の
従
兄
弟
で
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
の
甥
に
当
た

る
ミ
ゲ
ル
千
々
石
で
あ
る（
23
）。

右
の
ル
セ
ナ
の
『
回
想
録
』
に
よ
る
と
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
遣
使
計
画
に
つ
い
て
ま
ず
大
村
純
忠
に
相
談
し
て
そ
の
意
見
を
求
め
、

賛
意
を
得
た
上
で
彼
の
家
臣
の
子
弟
二
名
の
派
遣
に
つ
い
て
打
診
し
て
了
解
を
得
た
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
純
忠
に
は
家
臣
の
子
弟
二
名

の
派
遣
を
要
請
す
る
以
外
に
は
、
い
か
な
る
援
助
を
も
要
請
し
な
か
っ
た
。
彼
が
い
つ
純
忠
に
遣
使
計
画
に
つ
い
て
話
し
た
の
か
は
明
ら

か
で
な
い
。
長
崎
に
お
け
る
協
議
会
が
終
わ
っ
た
一
五
八
二
年
一
月
六
日
以
降
、
彼
の
長
崎
出
発
の
二
月
二
十
日
ま
で
の
期
間
に
、
彼

は
大
村
に
赴
い
て
純
忠
に
遣
使
計
画
に
つ
い
て
話
し
、
既
に
人
選
し
て
い
た
家
臣
の
子
弟
二
名
の
派
遣
と
、
彼
の
甥
に
当
た
る
千
々
石
ミ

ゲ
ル
の
正
使
と
し
て
の
派
遣
に
つ
い
て
了
解
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
友
・
有
馬
両
氏
に
対
し
て
家
格
の
劣
る
大
村
氏
に
は
、
ヴ
ァ
リ

ニ
ャ
ー
ノ
は
彼
の
家
臣
の
子
弟
二
名
を
大
使
二
人
の
随
行
者
す
な
わ
ち
副
使
と
し
て
遣
わ
す
こ
と
に
つ
い
て
の
了
解
を
ま
ず
得
た
よ
う
で

あ
る
。
甥
の
千
々
石
ミ
ゲ
ル
が
有
馬
氏
派
遣
の
使
者
す
な
わ
ち
大
使
の
一
人
と
し
て
既
に
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
構
想
に
あ
り
、
純
忠
は
こ

の
件
に
つ
い
て
は
伯
父
の
立
場
で
あ
っ
た
た
め
に
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
構
想
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
の
甥
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
せ
め
て
も
彼
の
面
目
を
保
た
せ
た
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

純
忠
が
使
節
に
託
し
た
書
状
は
ロ
ー
マ
教
皇
を
含
む
五
人
に
宛
て
ら
れ
、
そ
の
日
付
は
一
五
八
二
年
日
本
の
第
一
の
月
二
十
七
日
、
す

な
わ
ち
天
正
十
二
年
一
月
二
十
七
日
で
あ
る
が
、
陽
暦
で
は
一
五
八
二
年
三
月
一
日
と
な
る
。
二
月
二
十
日
の
出
発
後
に
発
給
さ
れ
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
一
五
八
二
年
一
月
二
十
七
日
付
の
書
状
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー

ノ
は
長
崎
出
発
の
二
〇
な
い
し
三
〇
日
前
に
遣
使
派
遣
を
決
断
し
た
と
す
る
ラ
モ
ン
神
父
に
従
え
ば
、
そ
の
決
断
は
一
月
二
十
日
以
降
に
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て
い
た
。
ス
ペ
イ
ン
国
王
フ
ェ
リ
ペ
二
世
は
一
五
八
〇
年
十
二
月
初
め
に
リ
ス
ボ
ン
に
入
城
し
、
ト
マ
ー
ル
に
全
国
議
会
を
召
集
し
て
ポ

ル
ト
ガ
ル
王
フ
ェ
リ
ペ
一
世
と
し
て
宣
言
し
た
（
27
）。
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
兼
職
の
報
せ
は
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
マ
カ
オ
滞

在
中
に
同
地
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
大
友
宗
麟
の
書
状
の
フ
ェ
リ
ペ
王
宛
の
上
書
き
は
マ
カ
オ
で
書
き
改
め
ら
れ
た
よ

う
で
あ
る
。

松
田
毅
一
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
（
28
）、
宗
麟
と
純
忠
の
書
状
が
同
一
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
こ
と
は
、
京
都
大
学
文
学
部
所
蔵
の

写真4-21　イエスズ会総長宛大村純忠書状
（京都大学総合博物館所蔵、大村市教育委員会写真提供）

な
さ
れ
、
一
月
二
十
七
日
以
前
に
大
村
を
訪
れ
て
純
忠
に
遣
使
計
画
に
つ
い
て
伝
え
、
そ
れ
を

了
承
し
た
純
忠
は
一
月
二
十
七
日
付
の
書
状
五
通
を
作
成
し
て
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
許
に
送
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
純
忠
の
書
状
と
宗
麟
の
書
状
の
筆
致
は
酷
似

し
て
お
り
、
同
一
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
。

な
お
、
ラ
モ
ン
神
父
が
そ
の
作
成
を
否
定
し
た
大
友
宗
麟
の
書
状
に
つ
い
て
は
、
日
本
語

原
文
は
イ
エ
ズ
ス
会
総
会
長
宛
一
通
を
除
い
て
、
ロ
ー
マ
教
皇
や
フ
ェ
リ
ペ
国
王
ら
宛
四
通

の
日
本
語
書
翰
は
不
明
で
あ
る
が
、
翻
訳
文
は
確
認
さ
れ
る
（
24
）。
そ
の
作
成
日
は
い
ず
れ
も

一
五
八
二
年
一
月
十
一
日
で
あ
る
。

フ
ロ
イ
ス
の
「
使
節
行
記
」
に
は
、「
偉
大
な
る
国
王
フ
ェ
リ
ペ
へ
呈
す
」
と
の
上
書
を
も
つ

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
訳
文
と
、
親
王
兼
枢
機
卿
ド
ン
・
エ
ン
リ
ケ
宛
訳
文
が
収
載
さ
れ
て
い
る（
25
）。

幸
田
成
友
は
『
日
欧
通
交
史
』
に
お
い
て
、
ス
ペ
イ
ン
王
宛
の
分
は
実
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
宛
で

あ
っ
た
も
の
を
、
使
節
出
発
後
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
が
死
ん
で
ス
ペ
イ
ン
王
が
同
国
王
を
兼
ね
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
流
用
し
た（
26
）、
と
す
る
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
若
き
国
王
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
が
一
五
七
八
年
夏
に
モ
ロ
ッ
コ
に
遠
征
し
て

戦
死
し
、
後
継
の
親
王
兼
枢
機
卿
ド
ン
・
エ
ン
リ
ケ
は
一
五
八
〇
年
一
月
三
十
一
日
に
病
死
し

編集上の都合により掲載できません
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純
忠
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
会
長
宛
書
状
（
29
）
と
、
幸
田
成
友
『
日
欧
通
交
史
』
に
挿
入
さ
れ
た
宗
麟
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
会
長
宛
書
状
の
写
真

（
30
）
を
照
合
す
る
と
、
歴
然
と
し
て
い
る
。
宗
麟
と
純
忠
の
書
状
が
同
一
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
す
る
と
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
純
忠

か
ら
イ
エ
ズ
ス
会
が
書
状
を
作
成
す
る
こ
と
に
つ
い
て
予
め
内
諾
を
得
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
、
純
忠
も
ま
た
書
状
を
書
く
こ
と

は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
推
測
の
域
を
出
な
い
。

純
忠
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
親
王
兼
枢
機
卿
ド
ン
・
エ
ン
リ
ケ
宛
に
一
五
八
二
年
一
月
二
十
七
日
付
の
書
状
を
書
い
て
い
る
。
有
馬
鎮
純
の

ロ
ー
マ
教
皇
及
び
イ
エ
ズ
ス
会
総
会
長
宛
書
状
の
日
付
は
一
五
八
二
年
一
月
十
一
日
で
、
宗
麟
の
書
状
作
成
日
と
同
じ
で
あ
る
。
鎮
純
の

ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
宛
は
二
月
八
日
付
で
あ
る
。
彼
の
書
状
の
作
成
日
が
一
月
十
一
日
と
二
月
八
日
の
二
回
に
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
異

な
こ
と
で
あ
り
、
二
回
に
分
け
て
書
か
れ
た
意
図
は
不
明
で
あ
る
。
松
田
毅
一
が
推
察
す
る
よ
う
に
鎮
純
の
一
月
十
一
日
付
の
書
状
は
、

宗
麟
と
純
忠
の
書
状
を
書
い
た
同
一
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
鎮
純
の
二
月
八
日
付
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
宛
の
日
本
語

書
翰
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
マ
カ
オ
に
お
い
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
の
死
と
フ
ェ
リ
ペ
国
王
の
兼
職
を
知
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
宛
名
が
改
変
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
鎮
純
自
身
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
書
状
で
あ
っ
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
ま

ず
純
忠
を
訪
れ
て
遣
使
計
画
に
つ
い
て
話
し
、
そ
の
後
に
有
馬
の
日
野
江
城
に
赴
い
て
そ
の
計
画
を
鎮
純
に
伝
え
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

純
忠
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
宛
書
状
の
日
付
が
一
月
二
十
七
日
、
鎮
純
の
書
状
の
日
付
が
二
月
八
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
察
さ
れ
る
こ
と
で

あ
る
。

遣
使
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
三
人
に
つ
い
て
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
を
は
じ
め
と
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
、
そ
し
て
ロ
ー
マ
教
会
は
、
彼
ら

三
人
の
社
会
的
立
場
・
地
位
を
い
か
に
把
握
し
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
デ
・
サ
ン
デ
天
正
遣
欧
使
節
記
』
で
は
、
既
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
豊
後
と
有
馬
の
王 Rey

、
大
村
の
領
主 

Sennhor 

と
し
て
、
大
村
純
忠
の
社
会
的
地
位
・
身
分
を
大
友
・
有
馬
両
氏
の
下
に
位
置
づ
け
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
認
識
は
、

イ
エ
ズ
ス
会
の
歴
史
家
バ
ル
ト
リ
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
彼
は
一
六
二
〇
年
代
に
ロ
ー
マ
の
修
練
院
に
お
い
て
日
本
人
司
祭
ミ

ノ
エ
ス
・
ミ
ゲ
ル
と
交
流
す
る
機
会
を
得
て
い
た
。
バ
ル
ト
リ
は
、使
節
派
遣
に
当
た
り
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
に
学
ぶ
少
年
六
人
が
選
ば
れ
、



540

彼
ら
は
各
々
三
段
階
の
階
層
に
属
す
る
者
で
あ
る
と
し
、
二
人
は
純
粋
に
王
の
血
筋
の
者
、
二
人
は
王
と
縁
戚
関
係
に
あ
る
公
子（
領
主
） 

Principi 

か
ら
生
ま
れ
た
者
、
そ
し
て
二
人
は
普
通
の
貴
族
の
階
層
の
者
で
あ
る
と
し
、
第
一
階
層
の
者
は
大
使
、
第
二
階
層
の
者
は
そ
の

同
行
者 Com

pagni

、
第
三
階
層
の
者
は
小
姓 Paggi 

で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
豊
後
の
王
は
第
一
階
層
の
二
人
の
う
ち
の
一
人
、
す
な
わ

ち
日
向
の
王
の
従
兄
弟
修
理
亮
の
一
子
ド
ン
・
伊
東
マ
ン
シ
ヨ
を
遣
わ
し
、
他
の
一
人
は
有
馬
の
王
及
び
大
村
の
領
主 Signor 

の
血
縁
の

者
で
、
有
馬
王
の
従
弟
、
大
村
領
主
の
身
内
の
甥
で
あ
る
千
々
石
ミ
ゲ
ル
で
あ
る
、
と
す
る
。
同
行
者
二
人
は
異
な
る
縁
戚
の
者
で
肥
前

国
の
城
の
男
爵 Baroni di castella 

で
あ
る（
31
）、
と
い
う
。
身
分
階
層
の
明
確
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
で
は
、
王
と
領
主
と
貴
族
（
騎
士
）
と
の

違
い
は
厳
然
と
し
て
お
り
、
か
つ
て
五
ヵ
国
の
守
護
で
あ
っ
た
屋
形
大
友
氏
と
、
か
つ
て
肥
前
守
護
と
し
て
屋
形
を
称
し
て
い
た
有
馬
氏

に
比
べ
、大
村
氏
は
一
ラ
ン
ク
下
の
領
主
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。フ
ロ
イ
ス
が「
遣
欧
使
節
行
記
」で
記
す
と
こ
ろ
も
、「
豊

後
の
王
フ
ラ
ン
シ
ス
コ Rey Fr.co de Bungo

、
大
村
の
領
主
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ Senhor de V

om
ura

、
及
び
有
馬
国
の
領
主
ド
ン
・
プ
ロ
タ

ジ
オ Senhor de Estado de A

rim
a

」（
32
）
で
あ
る
。
な
お
、
大
村
の
王 Rey de V

om
ura 

の
名
で
書
状
が
書
か
れ
て
い
る
の
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
宛

の
一
通
の
み
で
あ
り
、
教
皇
、
イ
エ
ズ
ス
会
総
会
長
及
び
親
王
兼
枢
機
卿
ド
ン
・
エ
ン
リ
ケ
宛
の
三
通
の
署
名
は
「
大
村
の
ド
ン
・
バ
ル

ト
ロ
メ
ウ
」で
あ
る
。

教
皇
庁
で
は
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
フ
ラ
ン
シ
ス
ク
ス
・
ム
カ
ン
シ
ウ
ス
の
儀
典
日
誌
」
は
、
一
五
八
五
年

三
月
二
十
二
日
の
条
に
お
い
て
、
日
本
の
使
節
の
青
年
四
名
が
ロ
ー
マ
に
入
っ
た
こ
と
、
そ
の
使
節
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
二
人
の
王
と
一

人
の
領
主
に
よ
っ
て
遣
わ
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
、翌
二
十
三
日
の
条
で
は「
土
曜
日
、早
朝
、日
本
の
上
記
の
王
と
大
村
領
主
の
大
使
ド
ン
・

マ
ン
シ
ウ
ス
と
ド
ン
・
ミ
カ
エ
ル
、
並
び
に
そ
の
随
員
ド
ン
・
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
…
…
（
33
）」
と
報
じ
て
、
大
村
氏
を
王
と
し
て
扱
っ
て
い

な
い
こ
と
が
分
か
る
。

一
五
八
六
年
に
『
日
本
遣
欧
使
者
記
』
を
著
わ
し
た
ギ
ィ
ド
・
グ
ワ
ル
チ
エ
リ
は
、
第
二
章
に
お
い
て
使
節
の
ロ
ー
マ
派
遣
の
理
由
に

つ
い
て
述
べ
る
な
か
で
、
使
節
を
派
遣
し
た
人
物
に
つ
い
て
触
れ
、「
最
も
大
に
し
て
最
も
主
要
な
の
は
豊
後
の
王
」、
そ
し
て
も
う
一
人

は
有
馬
の
王
で
あ
り
、
そ
の
父
は
肥
前
国
の
大
半
を
領
し
、
そ
の
権
威
は
今
も
大
き
く
諸
侯
（
領
主
）
の
間
に
傑
出
し
て
い
る
、
と
記
す
。
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そ
し
て
、「
第
三
は
大
村
の
君
で
、
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
」と
な
る
。「
こ
の
君
に
他
の
諸
侯
に
先
じ
て
我
等
が
御
主
の
聖
教
を
日
本
に
入

る
る
特
権
を
与
へ
た
ま
う
た（
34
）」と
称
揚
し
て
い
る
。「
君
」は
領
主
と
同
義
で
あ
る
。

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
長
崎
を
出
発
し
て
マ
カ
オ
に
向
か
っ
た
時
、彼
が
引
率
し
た
一
行
は
、正
使
と
し
て
の
伊
東
祐
益
マ
ン
シ
ヨ
と
千
々

石
純
員
ミ
ゲ
ル
、
副
使
と
し
て
の
原
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
ョ
と
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
四
人
に
加
え
て
、
彼
ら
を
補
佐
し
世
話
す
る
コ
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ー
ノ
・
ド
ゥ
ラ
ー
ド
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
の
二
人
で
あ
る
。
バ
ル
ト
リ
は
、
前
項
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
彼
ら
六
人
が
有
馬
の
セ
ミ

ナ
リ
オ
に
学
び
、
各
二
人
が
三
階
層
の
そ
れ
ぞ
れ
に
属
し
て
い
た
と
す
る
が
、
ド
ゥ
ラ
ー
ド
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
が
セ
ミ
ナ
リ
オ
の
神
学

生
で
あ
っ
た
と
の
指
摘
は
正
し
く
な
い
。

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
イ
ン
ド
の
コ
チ
ン
滞
在
中
の
一
五
八
三
年
十
月
二
十
日
に
、
ロ
ー
マ
の
総
会
長
ア
ク
ァ
ヴ
ィ
ヴ
ァ
か
ら
の
書
翰
を

受
け
取
っ
て
、
イ
ン
ド
管
区
長
と
し
て
ゴ
ア
に
留
る
よ
う
に
と
の
命
令
に
対
し
て
、
い
く
つ
か
の
理
由
を
あ
げ
て
甚
だ
混
乱
し
た
状
況
に

あ
る
と
述
べ
、
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
日
本
の
少
年
四
人
を
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
た
ち
の
名
代
と
し
て
教
皇
の
許
に
行
く
べ
く
連
れ
て
来

た
こ
と
だ
と
打
ち
明
け
て
い
る
が
、
四
人
の
少
年
た
ち
の
ほ
か
に
、
彼
ら
の
教
師
と
し
て
日
本
人
修
道
士 herm

ano 

一
人
と
、
イ
エ
ズ
ス

会
の
神
父
一
人
が
同
行
し
、
彼
ら
六
人
の
ほ
か
に
少
年
た
ち
に
仕
え
る
同
宿
二
人
が
行
く
こ
と
、
彼
ら
は
修
道
者 religiosos 

と
な
る
た
め

に
養
成
さ
れ
て
い
る
、
と
報
じ
て
い
る
（
35
）。
ド
ゥ
ラ
ー
ド
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
は
一
五
八
〇
年
に
有
馬
に
設
け
ら
れ
た
「
下
の
セ
ミ
ナ

リ
オ
」に
神
学
生
と
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
な
く
、
既
に
カ
テ
キ
ス
タ（
伝
道
士
）な
い
し
説
教
師
と
し
て
宣
教
師
た
ち
の
下
で
活
動
し
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

四
人
の
少
年
の
う
ち
、
千
々
石
ミ
ゲ
ル
を
除
く
三
人
は
一
五
八
〇
年
に
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
に
入
学
し
た
。
同
地
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
が
開

設
し
た
の
は
同
年
の
復
活
祭
（
四
月
三
日
）
直
後
の
こ
と
で
あ
り
、
原
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
ョ
と
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
二
人
は
開
設
と
同
時
に

神
学
生
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
伊
東
マ
ン
シ
ヨ
は
遅
れ
て
入
学
し
た
。
前
項
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
豊
後
を
訪
れ

三
　
使
節
の
一
行
に
つ
い
て
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た
九
な
い
し
十
月
に
彼
は
伊
東
マ
ン
シ
ヨ
に
会
っ
て
直
ち
に
有
馬
に
送
っ
た
か
、
あ
る
い
は
そ
の
後
少
し
経
っ
て
か
ら
送
ら
れ
た
こ
と
は

ラ
モ
ン
神
父
が
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
十
月
中
に
セ
ミ
ナ
リ
オ
で
学
び
始
め
た
よ
う
で
あ
る
。

伊
東
マ
ン
シ
ヨ
に
つ
い
て
、
フ
ロ
イ
ス
は
「
遣
欧
使
節
行
記
」
に
お
い
て
、「
王
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
日
向
の
王
の
姉
妹
の
子
で
あ
る
彼

の
甥
ド
ン
・
マ
ン
シ
ヨ
を
遣
わ
す
の
が
良
い
と
思
っ
た
（
36
）」
と
記
し
て
い
る
が
、
血
縁
関
係
の
な
か
っ
た
王
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
大
友
宗

麟
が
こ
の
人
選
に
与
か
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
日
向
の
王
、
す
な
わ
ち
大
名
の
伊
東
義
祐
と
宗
麟
の
女
と
の
間
に
は
義
益
と
そ
の
妹
（
町

上
）が
お
り
、
義
益
の
息
子
祐
勝
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
は
、「
秀
才
の
少
年
で
あ
っ
た
の
で
、
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
的
教
育
を
受
け
る
た
め
に（
37
）」安

土
山
の
「
都
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
」
に
送
ら
れ
て
い
た
た
め
、
彼
を
呼
び
戻
す
だ
け
の
余
裕
が
な
く
、
代
わ
り
に
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
に
い
た

従
兄
弟
の
祐
益
マ
ン
シ
ヨ
が
選
ば
れ
た
。
彼
の
父
は
伊
東
祐
青
で
あ
る
。
準
管
区
長
コ
エ
リ
ョ
は
、
一
五
八
二
年
二
月
十
五
日
付
、
長
崎

発
信
の
「
一
五
八
一
年
度
日
本
年
報
」
に
お
い
て
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、「
他
の
一
人
は
日
向
の
王
の
息
子
で
、
豊
後
の
王
の
甥
の
は
ず

で
あ
っ
た
が
、［
彼
は
］都
か
ら
は［
出
発
に
］間
に
合
う
よ
う
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
彼
の
従
兄
弟
で
日
向
の
老
王
の
甥
が
そ

の
代
わ
り
に
行
く（
38
）。」と
報
じ
て
い
る
。
マ
ン
シ
ヨ
は
一
五
七
〇
年（
元
亀
元
）に
日
向
国
都と

の於
郡こ

お
り

に
生
ま
れ
、
元
服
し
て
修
理
亮
祐
益

と
称
し
、
一
五
八
〇
年
に
弟
と
一
緒
に
臼
杵
で
洗
礼
を
受
け
た
。
弟
は
ジ
ュ
ス
ト
（
ユ
ス
ト
）
の
洗
礼
名
を
も
ち
、
一
五
八
三
年
に
有
馬

の
セ
ミ
ナ
リ
オ
に
学
び
、
一
五
九
一
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
し
た
が
、
一
五
九
八
年
以
降
に
退
会
し
た（
39
）。

正
使
の
一
人
、
千
々
石
純
員
ミ
ゲ
ル
は
有
馬
の
大
名
有
馬
鎮
純
の
従
兄
弟
で
あ
り
、
大
村
の
領
主
大
村
純
忠
の
甥
に
当
た
る
こ
と
は
、

フ
ロ
イ
ス
の
「
遣
欧
使
節
行
記
」
や
、
ロ
ー
マ
市
か
ら
付
与
さ
れ
た
「
ロ
ー
マ
市
民
権
証
書
写
」（
40
）
に
見
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
彼
は

一
五
七
〇
年
に
有
馬
領
千
々
石
に
生
ま
れ
、
領
主
鎮
純
が
受
洗
し
た
一
五
八
〇
年
に
洗
礼
を
受
け
た
。
父
直
員
は
有
馬
晴
純
（
仙
巌
）
の

三
男
で
あ
る
。

正
使
の
伊
東
マ
ン
シ
ヨ
と
千
々
石
ミ
ゲ
ル
に
同
行
し
た
原
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
ョ
（
マ
ル
テ
ィ
ン
）
と
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
に
つ
い
て
、
ヴ
ァ

リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
一
五
九
八
年
に
著
わ
し
た
「
ア
ポ
ロ
ヒ
ア A

pologia 

（
論ろ

ん

駁ば
く

）」
に
お
い
て
、
彼
ら
を
副
使
と
称
し
て
い
る
（
41
）。
彼
が
二
人

の
副
使
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
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初
め
の
二
人
は
た
い
へ
ん
家
柄
の
高
い
王
の
血
筋
で
あ
り
、
他
の
二
人
は
彼
ら
の
同
伴
者
で
親
戚
の
よ
う
に
彼
ら
か
ら
遇
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
十
分
に
理
解
で
き
る
。
…
…
ド
ン
・
マ
ル
テ
ィ
ン
に
は
大
村
の
領
主
の
兄
弟
と
結
婚
し
て
い
る
姉
が
お
り
、
他
の
一
人
の

兄
弟
は
大
村
領
内
に
あ
る
立
派
な
城
の
一
つ
の
領
主
で
あ
る
。
当
城
に
は
多
数
の
家
臣
と
使
用
人
（
下
僕
）
が
お
り
、
大
村
の
領
主

の
有
力
な
縁
戚
で
あ
る
。

ド
ン
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
、
平
戸
と
大
村
の
国
境
に
あ
る
城
の
領
主
で
あ
っ
た
武
将
の
息
子
で
あ
る
。
し
か
し
、
数
年
前
に
大
村
の
領

主
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
と
平
戸
の
領
主
と
の
間
に
あ
っ
た
戦
い
の
た
め
そ
の
城
を
失
っ
た
。
こ
れ
ら
の
武
将
た
ち
の
高
潔
さ
に
つ

い
て
は
、
前
記
書
物
の
各
所
で
語
ら
れ
て
い
る（
42
）。

原
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
ョ
は
大
村
領
波
佐
見
に
一
五
六
八
年
（
永
禄
十
一
）
な
い
し
一
五
六
九
年
に
生
ま
れ
た
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
理
解

す
る
と
こ
ろ
、
父
は
波
佐
見
城
主
原
中
務
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
ロ
ー
マ
市
民
会
議
議
決（
議
事
録
）」に
は
、
文
言
の
一
部
が
原
と
中

浦
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
が
、「
顕
栄
な
る
ド
ン
・
マ
ル
チ
ノ
、
肥
前
国
ハ
サ
ミ
の
首
長
た
る
顕
栄
な
る
ド
ン
・
中
浦
・
ズ
ィ
ン
グ
ロ
の

子（
43
）」と
記
載
さ
れ
る
。「
ド
ン
・
中
浦
・
ズ
ィ
ン
グ
ロ
」の
文
言
は
、「
ド
ン
・
フ
ァ
ラ
・
ナ
カ
ズ
カ
ラ Farani N

acazucara

」と
な
る
。『
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
元
老
院
日
記
』
一
五
八
五
年
六
月
二
十
二
日
の
条
に
よ
る
と
、「
ド
ン
・
マ
ル
テ
ィ
ン
・
原 Fara

、
ハ
ザ
ミ
の
町
に
生
ま
れ
た
公
子 

Signor principale

、
ナ
カ
ズ
カ
サ
の
子 N

acazucasa

、
一
六
歳（
44
）」で
あ
る
。

中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
、
一
五
六
八
年
な
い
し
一
五
六
九
年
に
（
西
海
市
）
大
村
領
中
浦
に
生
ま
れ
た
（
45
）。
前
記
「
ロ
ー
マ
市
民
会
議
議

決
」の
記
載
の
中
で
、「
中
浦
・
ズ
ィ
ン
グ
ロ
」と「
フ
ァ
ラ
・
ナ
カ
ズ
カ
ラ
」の
文
言
を
取
り
替
え
て
正
し
い
呼
称
と
す
る
と
、「
ド
ン
・
ジ
ュ

リ
ヤ
ノ
、肥
前
国
ナ
ウ
カ
リ
の
首
長
た
る
顕
栄
な
る
中
浦
4

4

・
ズ
ィ
ン
グ
ロ

4

4

4

4

4

の
子
」と
な
る
。「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
元
老
院
日
記
」で
は
、「
ド
ン
・
ジ
ュ

リ
ア
ン
・
中
浦
、中
浦
の
公
子
、ジ
ン
ク
ロ Zinguro 

（
甚
九
郎
）・
中
浦
の
子
、一
八
歳（
46
）」と
な
る
。
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
父
と
さ
れ
る
甚
五
郎（
甚

九
郎
）
は
、
一
五
六
九
年
（
永
禄
十
二
）
の
宮
（
佐
世
保
市
長
畑
町
）・
葛
（
久
津
）
峠
の
合
戦
で
大
村
純
忠
を
守
る
た
め
殿

し
ん
が
り

を
務
め
、
伯
父

の
小
佐
々
弾
正
純
俊
と
共
に
戦
死
し
た
。
小
佐
々
弾
正
と
甚
五
郎
の
墓
碑
は
西
海
市
大
瀬
戸
町
多
以
良
の
小
佐
々
氏
墓
所
に
あ
り
、
ま
た

両
人
の
塚
が
南
風
峠
に
あ
る
（
47
）。
な
お
、
中
浦
の
領
主
は
小
佐
々
氏
で
あ
り
、
多
以
良
・
松
島
・
中
浦
の
三
家
に
分
か
れ
て
の
ち
、
中
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浦
小
佐
々
氏
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
た
め
地
名「
中
浦
」を
用
い
、「
中
浦
殿
」と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う（
48
）。

四
人
の
使
節
に
同
行
し
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
・
ド
ゥ
ラ
ー
ド
は
、
一
五
六
六
年
（
永
禄
九
）
に
諫
早
に
生
ま
れ
た
。
使
節
の
四
人

よ
り
も
少
し
年
長
で
あ
り
、
長
崎
を
出
発
し
た
一
五
八
二
年
二
月
に
は
一
六
歳
で
あ
っ
た
（
49
）。
一
五
八
〇
年
に
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
に

入
学
し
た
と
さ
れ
る
が
、
前
述
し
た
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
書
翰
で
は
、
同
宿
と
さ
れ
将
来
修
道
者
に
な
る
者
と
み
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
カ

テ
キ
ス
タ
（
伝
道
士
）
と
し
て
パ
ー
ド
レ
た
ち
に
仕
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
活
字
印
刷
機
の
日
本
導
入
に
備
え
る
た
め
そ
の
技
術

を
習
得
す
る
目
的
を
も
っ
て
使
節
に
同
行
し
た
。

同
宿
の
一
人
で
あ
る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
に
つ
い
て
は
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
生
年
と
出
身
地
に
つ
い
て
の
情
報
は
な
い
。
彼
の

役
割
は
使
節
四
人
の
身
の
回
り
の
世
話
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ド
ゥ
ラ
ー
ド
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
の
ほ
か
に
、
名
前

の
記
さ
れ
て
い
な
い
日
本
人
の
付
人（
従
僕
）が
い
た
よ
う
で
あ
る
。

使
節
一
行
の
教
師
と
し
て
同
行
し
た
イ
ル
マ
ン
の
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
・
デ
・
ロ
ヨ
ラ
は
一
五
六
〇
年
に
諫
早
に
生
ま
れ
た
。
一
五
八
〇
年

十
二
月
に
イ
エ
ズ
ス
会
へ
の
入
会
を
許
さ
れ
、
説
教
師
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
一
五
八
一
年
十
二
月
に
は
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
に
あ
っ

て
神
学
生
の
世
話
に
当
た
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
既
に
ラ
テ
ン
語
を
習
得
し
て
い
た
（
50
）。
準
管
区
長
コ
エ
リ
ョ
が
「
一
五
八
二

年
度
日
本
年
報
」に
お
い
て
彼
に
つ
い
て
報
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
の
成
果
は
、
す
で
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
他
に
、
猊
下
に
捧
げ
ら
れ
る
初
穂
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
で
し
ょ

う
。
と
言
う
の
は
、
巡
察
師
が
同
行
し
て
行
く
イ
ル
マ
ン
の
一
人
と
四
人
の
少
年
達
が
同
セ
ミ
ナ
リ
オ
の
成
果
で
あ
る
か
ら
で
す
。

イ
ル
マ
ン
は
こ
こ（
セ
ミ
ナ
リ
オ
）に
い
た
数
カ
月
で
た
い
へ
ん
結
果
を
出
し
た
た
め
、
巡
察
師
は
彼
を
コ
ン
パ
ー
ニ
ャ（
イ
エ
ズ
ス

会
）
に
迎
え
ま
し
た
。
彼
は
一
年
の
修
練
期
間
の
後
に
、
猊
下
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
パ
ー
ド
レ
や
イ
ル
マ
ン
た
ち
に
会
い
に
行
く
と
い

う
幸
運
を
得
ま
し
た（
51
）。

一
五
八
〇
年
十
二
月
に
豊
後
の
臼
杵
に
開
設
さ
れ
た
修
練
院
に
彼
が
学
ん
だ
か
否
か
は
明
確
で
な
い
。
一
五
八
一
年
十
二
月
二
十
日
作

成
の
名
簿
に
は
、
修
練
生
一
一
人
が
見
ら
れ
る
が
、
彼
の
名
は
な
い
。
彼
は
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
に
お
い
て
特
別
に
修
練
者
と
し
て
の
教



545中世編 第四章 対外関係（貿易・キリシタン史）

話
せ
な
か
っ
た
。
一
五
八
三
年
作
成
の
名
簿
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
降
の
消
息
は
不
明
で
あ
る（
52
）。

使
節
に
同
行
し
た
パ
ー
ド
レ
の
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
メ
ス
キ
ー
タ
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
の
ポ
ル
ト
司
教
区
メ
イ
ア
ン
フ
リ
オ
の
出
身
で
、

一
五
七
四
年
四
月
に
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
り
、
三
年
後
の
一
五
七
七
年
に
来
日
し
た
。
二
四
歳
の
時
で
あ
る
。
一
五
七
九
年
十
二
月
作
成

の
名
簿
で
は
、
都
の
カ
ー
ザ
（
修
院
）
に
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
日
本
語
を
十
分
に
習
得
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
一
五
八
一
年

十
二
月
二
十
日
作
成
の
名
簿
に
よ
る
と
、
安
土
山
の
修
院
に
い
た
。
同
地
の
修
院
建
設
は
一
五
八
〇
年
五
月
以
降
で
あ
っ
た
か
ら
、
同
年

秋
に
は
三
階
建
て
の
修
院
が
完
成
し
、
そ
の
頃
に
メ
ス
キ
ー
タ
は
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
神
父
ら
と
一
緒
に
安
土
山
に
移
っ
た
で
あ
ろ
う
。

彼
が
日
本
の
政
治
・
文
化
の
中
心
地
で
あ
る
京
都
と
安
土
山
に
二
年
間
居
住
し
、
ま
た
セ
ミ
ナ
リ
オ
で
の
教
育
に
関
与
し
て
い
た
経
験
と

実
績
が
上
洛
し
た
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
、
使
節
の
教
師
と
し
て
抜
擢
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
五
八
二
年
二
月
に
長
崎

を
出
発
し
た
時
に
は
既
に
司
祭
に
叙
階
さ
れ
て
い
た
。
二
九
歳
に
な
っ
て
い
た（
53
）。

巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
と
遣
欧
使
節
の
一
行
は
、
カ
ピ
タ
ン
・
モ
ー
ル（
司
令
官
）、
イ
グ
ナ
シ
オ
・
デ
・
リ
マ
の
船
で
、
一
五
八
二

四
　
ロ
ー
マ
へ
の
旅
路

写真4-22　メスキータ神父肖像画
（長崎歴史文化博物館所蔵）

育
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
経
歴
ゆ
え
に
、
少
年
四
人
の
ラ

テ
ン
語
学
習
の
た
め
に
同
行
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
が
選
ば
れ

た
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
都

出
身
の
イ
ル
マ
ン
を
豊
後
か
ら
呼
び
寄
せ
る
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
都
出
身
の
イ
ル
マ
ン
と
は
、
当
時
由
布
院
の
レ
ジ
デ
ン

シ
ア
に
い
た
マ
テ
ィ
ア
ス
と
み
ら
れ
る
。
彼
は
一
五
五
四
年
生
ま
れ
で
、

一
五
七
七
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
り
、
一
五
八
二
年
に
は
二
八
歳
で
あ
っ

た
。
説
教
師
で
あ
っ
た
が
、
日
本
語
以
外
の
言
葉
に
つ
い
て
は
理
解
せ
ず
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年
二
月
二
十
日
（
天
正
十
年
正
月
二
十
八
日
）
に
長
崎
港
を
出
発
し
、
三
月
九
日
に
マ
カ
オ
に
到
着
し
た
。
同
地
に
は
前
年
七
月
二
十
四

日
に
ゴ
ア
か
ら
来
た
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
神
父
が
日
本
の
コ
レ
ジ
オ
の
院
長
と
し
て
赴
任
す
る
た
め
日
本
に
渡
航
す
る
た
め
待
機
し
て
い
た
。

使
節
一
行
は
マ
カ
オ
に
約
一
〇
ヵ
月
間
逗
留
し
、
こ
の
間
、
ラ
テ
ン
語
学
習
と
日
本
文
字
の
書
き
方
、
楽
器
の
練
習
に
努
め
た
（
54
）。
ス

ペ
イ
ン
国
王
フ
ェ
リ
ペ
二
世
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
に
即
位
し
た
と
の
報
せ
が
ア
ロ
ン
ソ
・
サ
ン
チ
ェ
ス
神
父
に
よ
っ
て
マ
カ
オ
に
も
た
ら

さ
れ
た
の
は
三
月
三
十
一
日
で
あ
り（
55
）、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
そ
の
対
応
に
苦
慮
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

使
節
一
行
は
十
二
月
三
十
一
日
に
リ
マ
の
ジ
ャ
ン
ク
船
で
マ
カ
オ
を
出
帆
し
、
一
五
八
三
年
一
月
二
十
七
日
に
マ
ラ
ッ
カ
に
到
着
し
た

が
、
僚
船
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡
で
難
破
し
た
。
マ
ラ
ッ
カ
に
は
八
日
間
滞
留
し
、
二
月
四
日
に
ゴ
ア
に
向
け
て
出
帆

し
た
。
航
海
で
は
凪な

ぎ

と
暑
熱
と
水
不
足
の
た
め
病
気
に
な
る
者
が
多
く
、
メ
ス
キ
ー
タ
神
父
は
四
四
日
間
も
患
い
、
伊
東
マ
ン
シ
ヨ
も
ま

た
重
病
に
陥
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
船
は
航
海
士
の
過
誤
に
よ
り
セ
イ
ロ
ン
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
島
と
ペ
ス
カ
リ
ア
海
岸
の
水
道
に
あ
っ
て
坐

礁
の
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
ト
リ
カ
ン
ド
ゥ
リ
オ
に
碇
泊
し
た
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
と
使
節
一
行
は
上
陸
し
て
マ
ナ
パ
ル
に
進
み
、
同
地

で
三
月
三
十
一
日
に
復
活
祭
を
祝
っ
た
（
当
年
の
復
活
祭
は
四
月
十
日
）。
彼
ら
は
更
に
陸
路
キ
ー
ロ
ン
の
要
塞
に
至
り
、
同
地
か
ら
便

船
を
得
て
一
日
が
か
り
で
コ
チ
ン
に
達
し
た（
56
）。
バ
ル
ト
リ
に
よ
る
と
、
四
月
七
日
の
こ
と
で
あ
る（
57
）。
病
気
の
た
め
マ
ナ
パ
ル
に
近

い
植
民
村
ツ
チ
コ
リ
ン
に
残
留
し
て
い
た
メ
ス
キ
ー
タ
神
父
と
日
本
人
同
伴
者
ら
も
回
復
後
に
遅
れ
て
コ
チ
ン
に
着
い
た（
58
）。

コ
チ
ン
地
方
は
冬
季
に
入
り
、
五
月
か
ら
九
月
ま
で
は
港
が
砂
の
た
め
に
閉
ざ
さ
れ
る
た
め
船
の
出
入
り
は
で
き
ず
、
船
は
越
冬
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
（
59
）。
こ
の
た
め
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
ら
は
約
八
ヵ
月
間
コ
チ
ン
に
滞
在
し
、
十
月
末
に
コ
チ
ン
を
出
帆
し
た
船
で
ゴ
ア

に
向
か
っ
た
。
こ
の
間
、
四
人
の
少
年
は
ラ
テ
ン
語
学
習
に
努
め
、
楽
器
や
歌
唱
の
練
習
に
励
ん
だ（
60
）。

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
、
ロ
ー
マ
の
総
会
長
か
ら
の
書
翰
を
受
け
取
っ
た
の
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
十
月
二
十
日
で
あ
る
。
グ
ワ
ル
チ
エ

リ
に
よ
る
と
、
コ
チ
ン
か
ら
ゴ
ア
に
は
二
〇
日
後
に
着
い
た
。
彼
の
ゴ
ア
帰
着
は
十
一
月
二
十
日
頃
で
あ
っ
た
。
ゴ
ア
に
留
っ
た
ヴ
ァ
リ

ニ
ャ
ー
ノ
は
、
メ
ス
キ
ー
タ
神
父
を
遣
欧
使
節
の
通
訳
兼
世
話
役
と
し
、
他
に
ヌ
ー
ノ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
神
父
を
全
旅
程
の
案
内
者
と
し
た
。

ロ
ド
リ
ゲ
ス
神
父
は
当
時
ゴ
ア
の
サ
ン
・
パ
ウ
ロ
学
院
の
院
長
で
あ
っ
た
（
61
）。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
総
会
長
ア
ク
ァ
ヴ
ィ
ヴ
ァ
に
対
す
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図4-6　天正遣欧少年使節の概略行程� （大村市教育委員会提供）

る
一
五
八
三
年
十
二
月
四
日
付
の
書
翰
に
お
い
て
、
ゴ
ア
で
開
か

れ
た
会
議
で
ヌ
ー
ノ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
神
父
が
ロ
ー
マ
へ
の
東
イ
ン

ド
管
区
プ
ロ
ク
ラ
ド
ー
ル
（
代
表
）
に
選
ば
れ
、
彼
と
共
に
日
本

人
少
年
四
人
が
行
く
こ
と
を
報
じ
て
い
る（
62
）。

使
節
一
行
が
ロ
ド
リ
ゲ
ス
神
父
と
一
緒
に
ゴ
ア
を
出
発
し
た
の

は
、
一
五
八
三
年
十
二
月
二
十
日
頃
で
あ
っ
た
。
コ
チ
ン
に
は
翌

一
五
八
四
年
一
月
初
旬
に
到
着
し
、
二
月
二
十
日
に
サ
ン
テ
ィ
ア

ゴ
号
で
同
地
を
発
ち
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
向
か
っ
た
。
コ
チ
ン
を
出
帆

し
た
船
は
三
月
九
日
に
南
緯
八
度
線
の
赤
道
を
通
過
し
た
の
ち
、

サ
ン
・
ロ
ウ
レ
ン
ソ
島
（
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
島
）
を
過
ぎ
、
五
月
六

日
に
ア
グ
ー
リ
ャ
ス
岬
を
望
見
し
て
、
同
十
日
に
喜
望
峰
を
通
過

し
た
。
同
二
十
七
日
に
セ
ン
ト
・
ヘ
レ
ナ
島
に
到
着
し
て
初
め
て

上
陸
し
た
。
同
島
に
は
一
一
日
間
滞
留
し
た
。
リ
ス
ボ
ン
郊
外
の

カ
ス
カ
イ
ス
に
着
い
た
の
は
八
月
十
日
で
、
翌
日
リ
ス
ボ
ン
に

至
っ
て
夕
方
に
上
陸
し
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
所
有
す
る
サ
ン
・
ロ
ケ

教
会
の
宿
舎
に
入
っ
た
。
六
ヵ
月
以
上
も
続
い
た
洋
上
生
活
で
は
、

使
節
の
少
年
た
ち
は
大
病
を
煩
う
こ
と
も
な
く
、
毎
日
ラ
テ
ン
語

学
習
と
日
本
語
の
読
み
書
き
、
楽
器
を
奏
す
る
こ
と
を
欠
か
さ
ず
、

時
に
は
魚
釣
り
に
興
じ
た（
63
）。

リ
ス
ボ
ン
に
到
着
し
た
使
節
一
行
は
、
八
月
十
三
日
に
テ
ー
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ジ
ョ
河
沿
い
に
あ
っ
た
リ
ベ
イ
ラ
宮
に
枢
機
卿
ア
ル
ベ
ル
ト
を
表
敬
訪
問
し
た
。

ア
ル
ベ
ル
ト
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
枢
機
卿
と
称
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
の
代
理
を

務
め
て
い
た
。
そ
の
午
後
に
は
リ
ス
ボ
ン
大
司
教
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
モ
ラ
イ
ス

を
訪
れ
た
。
リ
ス
ボ
ン
に
は
、『
サ
ン
デ
天
正
遣
欧
使
節
記
』
に
よ
る
と
二
五
日
間
、

フ
ロ
イ
ス
に
よ
る
と
二
六
日
間
、
滞
在
し
た
。
こ
の
間
、
枢
機
卿
の
招
き
で
リ
ス

ボ
ン
か
ら
六
レ
グ
ア
離
れ
た
シ
ン
ト
ラ
の
宮
殿
に
招
か
れ
た
。
そ
の
翌
日
に
は
ペ

ロ
ロ
ン
ガ
（
ペ
ニ
ャ
ロ
ン
ガ
）
に
あ
る
サ
ン
・
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
会
の
修
道
院
を
訪
れ

て
一
泊
し
た
（
64
）。
同
修
道
院
の
廃
墟
跡
地
か
ら
発
見
さ
れ
た
タ
イ
ル
に
は
、
使

節
の
少
年
四
人
と
思
わ
れ
る
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。

四
人
の
使
節
は
リ
ス
ボ
ン
市
内
に
あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
コ
レ
ジ
オ
、
サ
ン
・
ア
ン
タ
ン
を
見
学
し
、
更
に
聖
ド
ミ
ニ
コ
会
の
修
道
院
に

神
学
者
の
パ
ー
ド
レ
・
フ
ラ
イ
・
ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ
を
表
敬
訪
問
し
た
。
使
節
は
日
本
で
イ
エ
ズ
ス
会
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い

た
彼
の
著
述
の
日
本
語
訳
文
を
持
参
し
て
い
た
（
65
）。
彼
の
著
述
数
点
が
翻
訳
さ
れ
て
印
刷
さ
れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
版
と
称
さ
れ
て
今
に
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
、『
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る
』は
一
五
五
六
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
訳
さ
れ
た
も
の（
一
五
七
三
年
刊
）か
ら
の
邦
訳
で

あ
る（
66
）。

ゴ
ア
管
区
の
プ
ロ
ク
ラ
ド
ー
ル（
代
表
）、
ヌ
ー
ノ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
神
父
は
使
節
に
先
立
っ
て
リ
ス
ボ
ン
を
発
ち
ロ
ー
マ
に
向
か
っ
た（
67
）。

ロ
ー
マ
で
の
協
議
が
急
が
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
使
節
一
行
が
リ
ス
ボ
ン
を
出
発
し
た
の
は
九
月
五
日
で
あ
り
、
八
日
に
は
エ
ヴ
ォ
ラ
に

到
着
し
、
同
地
に
八
日
間
滞
在
し
た
（
68
）。
大
司
教
ド
ン
・
テ
オ
ト
ニ
オ
・
デ
・
ブ
ラ
ガ
ン
サ
か
ら
厚
遇
さ
れ
、
九
月
十
四
日
の
十
字
架

称
賛
の
祝
日
に
招
か
れ
て
大
聖
堂
で
の
ミ
サ
に
出
席
し
た
。
教
会
の
内
陣
を
案
内
さ
れ
た
際
に
、
伊
東
マ
ン
シ
ヨ
と
千
々
石
ミ
ゲ
ル
が
三

段
式
の
オ
ル
ガ
ン
を
弾
き
、
大
司
教
を
驚
嘆
さ
せ
た
（
69
）。
翌
十
五
日
に
は
エ
ヴ
ォ
ラ
を
発
っ
て
ヴ
ィ
ラ
・
ヴ
ィ
ソ
ー
ザ
に
至
り
、
ブ
ラ

ガ
ン
サ
公
に
迎
え
ら
れ
て
十
八
日
ま
で
同
地
に
留
り
、
こ
の
日
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
境
の
町
エ
ル
ヴ
ァ
ス
に
達
し
た
。

写真4-23　ベレンの塔
（大村市教育委員会提供）
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ヘ
ロ
ニ
モ
修
道
院
に
お
い
て
、
六
歳
の
王
太
子 Principe 

フ
ェ
リ
ペ
の
宣
誓
式
が
あ
り
、
こ
の
日
の
ミ
サ
と
、
五
時
間
に
わ
た
る
宣
誓
式

に
は
使
節
四
人
も
陪
席
し
た（
71
）。

原
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
ョ
の
疱
瘡
は
ほ
ぼ
完
治
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
同
行
し
て
い
た
メ
ス
キ
ー
タ
神
父
の
一
五
八
五
年
八
月
十
日
付
の

書
翰
に
よ
る
と
、

す
で
に
ト
レ
ド
で
体
調
を
崩
し
て
い
た
ド
ン
・
マ
ル
テ
ィ
ノ
は
熱
で
倒
れ
た
。
重
症
で
、
四
人
の
医
者
（
そ
の
中
の
一
人
は
国
王
付

き
の
医
者
）
が
、
マ
ル
テ
ィ
ノ
を
手
厚
く
治
療
し
た
。
マ
ル
テ
ィ
ノ
は
体
質
的
に
丈
夫
だ
っ
た
の
で
、
四
回
瀉し

ゃ
け
つ血

さ
れ
た
。
下
剤
の

処
置
も
受
け
て
、
つ
い
に
、
神
の
お
助
け
に
よ
り
二
〇
日
間
で
治
癒
し
た（
72
）。

国
王
フ
ェ
リ
ペ
二
世
と
の
謁
見
は
十
一
月
十
四
日
（
水
）
に
行
わ
れ
た
。
使
節
の
四
人
は
日
本
風
に
着
飾
っ
て
、「
刀 Catanas

、
脇
差 

V
aguizaxls

、
足
袋 tabis

、
シ
キ
レ X

iguires 

（
尻
切
）を
身
に
着
け
、
袴 Calçados 
を
は
い
て
い
た（
73
）。」

使
節
は
午
後
三
時
に
馬
車
二
両
に
乗
っ
て
イ
エ
ズ
ス
会
の
コ
レ
ジ
オ
を
出
て
王
宮
に
着
い
た
。
国
王
と
の
謁
見
は
進
み
、
正
使
の
伊
東

マ
ン
シ
ヨ
と
千
々
石
ミ
ゲ
ル
が
日
本
語
で
使
節
の
使
命
に
つ
い
て
述
べ
、
イ
ル
マ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
が
そ
の
書
状
を
朗
読
し
た
。
大
友
宗

写真4-24　フェリペ２世肖像
（大村市立史料館所蔵）

ス
ペ
イ
ン
に
入
っ
て
バ
ダ
ホ
ス
を
経
て
、
聖
母
修
道
院
の
あ
る
グ
ア
ダ

ル
ー
ペ
に
巡
礼
の
た
め
立
ち
寄
っ
て
ト
レ
ド
に
着
い
た
の
は
九
月
二
十
九
日

で
あ
り
、
同
地
に
二
〇
日
間
逗
留
し
た
。
ト
レ
ド
出
発
を
前
に
し
て
千
々
石

ミ
ゲ
ル
が
熱
病
に
か
か
り
、
十
月
二
日
に
は
更
に
悪
化
し
た
た
め
で
あ
っ

た
。彼
の
病
気
は
疱
瘡 bexiga 

で
あ
っ
た
。十
八
日
に
は
原
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
ョ

が
発
病
し
、
熱
が
下
ら
な
い
状
態
で
十
九
日
に
ト
レ
ド
を
発
ち
、
翌
二
十
日

に
一
行
は
マ
ド
リ
ー
ド
に
入
っ
た
。
千
々
石
ミ
ゲ
ル
の
疱
瘡
は
マ
ド
リ
ー

ド
に
到
着
し
て
回
復
し
た
（
70
）。
マ
ド
リ
ー
ド
に
着
い
て
二
一
日
目
に
当
た

る
十
一
月
十
一
日
（
日
）、
聖
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
ョ
の
祝
日
に
、
近
郊
の
サ
ン
・
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麟
の
フ
ェ
リ
ペ
国
王
宛
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
文
の
書
状
、
有
馬
鎮
純
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
宛
書
状
、
大
村
純
忠
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
宛
書
状
が

捧
呈
さ
れ
、
謁
見
式
は
四
五
分
間
続
い
た（
74
）。
謁
見
式
が
終
わ
っ
て
、
彼
ら
は
国
王
に
招
か
れ
て
サ
ン
ト
・
エ
ウ
ヘ
ニ
オ
礼
拝
堂
で
あ
っ

た
晩
祷
に
出
席
し
た
の
ち
、
宿
舎
の
コ
レ
ジ
オ
に
戻
っ
た
。

十
六
日
（
金
）
に
は
、
使
節
は
エ
ス
コ
リ
ア
ル
宮
に
参
観
し
、
十
九
日
に
マ
ド
リ
ー
ド
に
戻
っ
た
が
、
同
宮
殿
に
つ
い
て
の
詳
細
な
描

写
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
。
そ
の
手
記
に
は
、
イ
ル
マ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
が
ロ
レ
ン
ソ
修
道
院
長
の
求
め
に
応
じ

て
、
日
本
人
公
子
た
ち
が
エ
ス
コ
リ
ア
ル
宮
に
来
た
時
日
、
ど
こ
か
ら
何
ゆ
え
に
来
た
か
と
い
う
こ
と
を
、
鳥
ノ
子
の
和
紙
一
枚
に
日
本

語
で
認
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（
75
）。

十
一
月
二
十
三
日
、
メ
ス
キ
ー
タ
神
父
は
王
宮
に
参
上
し
て
国
王
に
暇
乞
い
を
し
た
が
、
そ
の
際
に
金
貨
七
〇
〇
ク
ル
ザ
ー
ド
を
下
賜

さ
れ
た
。
ロ
ー
マ
ま
で
の
路
銀
五
〇
〇
ク
ル
ザ
ー
ド
と
、
コ
レ
ジ
オ
滞
在
中
の
出
費
と
し
て
の
二
〇
〇
ク
ル
ザ
ー
ド
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

自
由
通
行
の
た
め
の
旅
券
と
、
カ
タ
ル
ヘ
ナ
に
碇
泊
す
る
艦
隊
の
代
表
と
監
察
官
宛
書
翰
、
ム
ル
シ
ア
市
長
及
び
ロ
ー
マ
駐
在
大
使
宛
紹

介
状
等
が
与
え
ら
れ
た（
76
）。
使
節
一
行
は
二
十
五
日
（
日
）
に
マ
ド
リ
ー
ド
を
発
つ
予
定
で
あ
っ
た
が
、
国
王
が
突
如
使
節
に
会
う
た
め

コ
レ
ジ
オ
に
臨
幸
さ
れ
た
た
め
、
同
地
出
発
は
翌
日
に
延
ば
さ
れ
た
。
マ
ド
リ
ー
ド
滞
在
は
三
七
日
に
及
ん
だ（
77
）。

十
一
月
二
十
六
日
、
使
節
一
行
は
降
雨
の
な
か
マ
ド
リ
ー
ド
を
発
っ
て
六
レ
グ
ア
離
れ
た
ア
ル
カ
ラ
に
夕
方
に
到
着
し
た
。
同
地
に

三
日
間
滞
留
し
、
こ
の
間
、
宿
泊
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
コ
レ
ジ
オ
で
は
、
神
学
の
討
論
に
出
席
し
、
ま
た
ト
レ
ド
の
大
司
教
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ヒ
メ
ネ
ヌ
が
設
立
し
た
大
学（『
遣
欧
使
節
記
』で
は
ア
カ
デ
ミ
ア
と
記
す
）を
訪
問
し
た（
78
）。
十
一
月
二
十
九
日
、ア
ル
カ
ラ
を
発
っ

た
使
節
一
行
は
ビ
リ
ャ
レ
ホ
、
ベ
ル
モ
ン
テ
を
経
由
し
て
、
十
二
月
十
日
に
ム
ル
シ
ア
市
に
至
っ
た
。
当
地
で
降
誕
祭
を
迎
え
、
ま
た
イ

タ
リ
ア
へ
の
便
船
に
つ
い
て
の
情
報
を
待
つ
た
め
、
二
三
日
間
滞
在
し
た
。
ム
ル
シ
ア
を
出
発
し
た
の
は
一
五
八
五
年
一
月
三
日
で
あ
り
、

五
日
に
港
町
ア
リ
カ
ン
テ
に
着
い
た（
79
）。

ア
リ
カ
ン
テ
に
は
一
ヵ
月
間
滞
在
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
東
風
の
逆
風
の
た
め
、
同
港
を
出
帆
し
た
の
は
二
月
七
日
で
、
三
度
目
の
出

帆
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
逆
風
が
吹
き
、
船
は
マ
ジ
ョ
ル
カ
島
ア
ル
ク
ジ
ャ
の
港
に
避
難
し
、
二
月
十
九
日
に
同
港
を
出
帆
し
て
、
三
月
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一
日
に
イ
タ
リ
ア
の
リ
ヴ
ォ
ル
ノ
に
到
着
し
た（
80
）。

翌
二
日
、
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
の
要
望
に
よ
っ
て
、
使
節
一
行
は
大
公
差
し
回
し
の
馬
車
で
ピ
サ
に
向
か
い
、
午
後
に
着
い
た
。
そ
の
夕

方
に
、
宮
殿
に
大
公
を
表
敬
訪
問
し
た
。
大
公
は
使
節
が
四
旬
節
の
始
ま
る
灰
の
水
曜
日
（
三
月
六
日
）
ま
で
同
地
に
留
ま
る
よ
う
要
請

し
た
。
使
節
は
一
日
も
早
く
ロ
ー
マ
に
行
く
こ
と
を
望
ん
だ
が
、
大
公
の
求
め
に
応
じ
た
。
翌
日
の
夜
に
は
、
王
妃
が
宴
に
使
節
を
招
い

て
舞
踊
会
を
催
し
た
。
伊
東
マ
ン
シ
ヨ
は
王
妃
と
踊
り
、
他
の
三
人
も
貴
婦
人
た
ち
と
踊
っ
た
。
灰
の
水
曜
日
に
は
、
教
皇
で
殉
教
者
の

聖
ス
テ
フ
ァ
ー
ノ
の
名
を
も
つ
教
会
に
招
か
れ
て
、
そ
の
儀
式
に
参
列
し
た（
81
）。

三
月
七
日
に
ピ
サ
を
発
っ
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
赴
き
イ
エ
ズ
ス
会
の
コ
レ
ジ
オ
に
着
い
た
が
、
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
の
希
望
に
よ
り
彼
の

宮
殿
に
六
日
間
逗
留
し
た
。
セ
ニ
ョ
ー
リ
ア
広
場
に
あ
る
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
宮
殿
で
あ
る
。
同
地
逗
留
中
に
、
ピ
ッ
テ
ィ
宮
殿
と
そ
の
庭
園
を

見
学
し
、
ま
た
十
日
に
は
楽
器
の
ク
ラ
ボ
を
見
に
行
っ
た
。
フ
ロ
イ
ス
は
そ
の
著
述
に
お
い
て
、
ク
ラ
ボ
の
音
域
の
広
い
こ
と
、
ク
ラ
ボ

が
様
々
の
音
を
奏
る
こ
と
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る（
82
）。

三
月
十
三
日
、
使
節
一
行
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
か
ら
シ
エ
ナ
に
向
け
て
発
っ
た
が
、
大
公
は
ロ
ー
マ
教
会
領
ま
で
多
数
の
人
々
が
、
徒
歩
、

騎
馬
、
馬
車
で
随
行
す
る
よ
う
命
じ
た
。
シ
エ
ナ
に
は
翌
日
到
着
し
、
同
地
に
三
日
間
逗
留
し
た
（
83
）。
十
七
日
に
シ
エ
ナ
を
発
っ
て
サ

ン
タ
・
ク
ィ
リ
コ
の
町
に
着
く
と
、
教
皇
の
使
者
が
遣
わ
さ
れ
て
来
て
お
り
、
使
節
が
早
く
ロ
ー
マ
に
赴
く
よ
う
に
と
の
伝
言
を
伝
え
た

（
84
）。
使
節
一
行
は
十
八
日
に
ヴ
ィ
テ
ル
ボ
に
着
き
、二
十
日
に
枢
機
卿
ガ
ン
バ
ラ
の
招
き
で
バ
ニ
ャ
イ
ア
に
赴
い
て
狩
り
を
楽
し
ん
だ
が
、

こ
の
頃
か
ら
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
が
熱
病
に
か
か
っ
た
。

翌
二
十
一
日
に
は
カ
ブ
ラ
ロ
ー
ラ
の
枢
機
卿
フ
ァ
ル
ネ
ゼ
の
館
に
一
泊
し
、
翌
日
、
ロ
ー
マ
に
向
か
っ
た
。
こ
れ
を
知
っ
て
教
皇
庁
か

ら
は
出
迎
え
の
た
め
枢
機
卿
ジ
ャ
コ
モ
・
ボ
ン
コ
ン
パ
ニ
が
軽
騎
兵
一
隊
を
引
率
し
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
か
ら
も
ヌ
ー
ノ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
神

父
ら
が
一
マ
イ
ル
の
所
ま
で
出
迎
え
た
。
ロ
ー
マ
に
入
っ
た
の
は
夜
に
な
っ
て
か
ら
で
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
ジ
ェ
ズ
教
会
に
着
い
て
、
総
会

長
ア
ク
ァ
ヴ
ィ
ヴ
ァ
の
出
迎
え
を
受
け
た
。
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
病
状
は
か
な
り
進
行
し
て
い
た（
85
）。
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■
一
．
教
皇
謁
見

教
皇
庁
に
お
い
て
は
、
使
節
一
行
が
ロ
ー
マ
に
近
づ
い
て
い
る
と
の
報
せ
を
得
て
、
こ
れ
を
迎
え
る
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。
使
節
に
い

か
な
る
資
格
と
地
位
を
与
え
る
べ
き
か
を
確
定
す
る
た
め
に
、
使
節
が
持
参
し
た
書
翰
な
ど
の
写
し
を
予
め
入
手
し
、
そ
の
処
遇
に
つ
い

て
、
教
皇
は
数
名
の
枢
機
卿
か
ら
意
見
を
聴
取
し
た（
86
）。
テ
オ
ド
ジ
オ
・
パ
ニ
ッ
ツ
ァ
が
枢
機
卿
デ
ス
テ
に
三
月
二
十
二
日
に
書
き
送
っ

た
書
翰
に
よ
る
と
、

日
本
人
た
ち
が
夕
方
前
、
二
四
時
に
到
着
し
た
。
…
…
教
皇
は
今
日
ヴ
ネ
ツ
ィ
ア
の
大
使
閣
下
に
た
い
へ
ん
喜
ん
で
、
こ
れ
ら
の
日

本
人
は
三
人
で
、
服
従
を
表
わ
す
た
め
に
三
人
の
王
に
代
わ
っ
て
来
た
者
た
ち
で
あ
り
、
彼
ら
の
う
ち
二
人
は
王
の
孫
で
、
第
三
の

王
の
た
め
に
来
た
者
は
貴
族
で
あ
り
、
彼
ら
全
員
は
権
勢
が
あ
る
と
の
由
で
あ
る
と
語
っ
た
。
そ
し
て
明
日
、
彼
ら
に
公
式
の
謁
見 

il Consistorio Publico 

を
与
え
、
す
で
に
サ
ラ
・
レ
ジ
ア sala regia 

（
王
の
間
）が
準
備
さ
れ
て
い
る
、
と
語
っ
た（
87
）。

教
皇
は
既
に
二
十
一
日
に
式
部
官
を
通
じ
て
、
枢
機
卿
に
対
し
二
十
三
日
に
日
本
人
に
公
式
謁
見
を
許
す
こ
と
、
そ
の
た
め
に
枢
機
卿

会
議
の
法
律
顧
問 i A

uocati Consistoriali 

を
召
集
す
る
こ
と
を
命
じ
、教
皇
に
対
す
る
服
従（
帰
服
）の
儀
式 atto dellʼ obedienza 

を
行
う
に
際
し
、

五
　
ロ
ー
マ
に
お
け
る
動
静

写真4-25　グレゴリウス13世肖像
（大村市立史料館所蔵）

日
本
人
を
大
使
と
し
て
迎
え
る
旨
を
伝
え
た（
88
）。

使
節
一
行
が
ロ
ー
マ
に
到
着
し
た
翌
三
月
二
十
三
日
（
土
）
の
朝
、
エ
ス

パ
ー
ニ
ャ
大
使
は
豪
華
な
馬
車
を
使
節
が
宿
泊
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
修
院
に

遣
わ
し
た
。
こ
れ
に
は
馬
丁
六
な
い
し
八
人
が
付
い
て
い
た
。
使
節
一
行
は
、

こ
の
馬
車
で
ポ
ポ
ロ
広
場
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
（
聖
母
）
教
会
に
行
き
、
ポ

ポ
ロ
門
外
に
あ
る
教
皇
ジ
ュ
リ
オ
三
世
の
園 villa 

に
赴
い
て
入
市
式
の
準
備

を
整
え
た
。
そ
こ
に
は
既
に
ロ
ー
マ
の
名
士
や
、
司
教
・
高
位
聖
職
者
・
枢

機
卿
の
家
人
と
多
数
の
市
民
が
集
ま
っ
て
い
た（
89
）。
千
々
石
ミ
ゲ
ル
が『
遣
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欧
使
節
記
』
の
中
で
語
る
と
こ
ろ
で
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
は
使
節
の
ロ
ー
マ
訪
問
は
身
内
の
こ
と
と
し
て
取
り
扱
い
、
で
き
う
る
限
り
慎
ま

し
く
教
皇
か
ら
は
私
的
に
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
が
、
教
皇
は
使
節
の
ロ
ー
マ
訪
問
を
全
キ
リ
ス
ト
教
界
に
関
わ
る
共
通
の
公

的
事
件
と
し
て
考
え
て
、
使
節
に
名
誉
を
与
え
て
盛
大
に
処
遇
し
よ
う
と
判
断
さ
れ
た
、
と
い
う（
90
）。

ロ
ー
マ
に
着
い
て
も
熱
が
引
か
な
か
っ
た
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
、
医
師
か
ら
外
出
を
止
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
拒
ん
で
他
の
三
人

と
一
緒
に
ポ
ホ
ロ
門
近
く
の
聖
母
教
会
に
行
っ
た
。
エ
ル
コ
レ
・
エ
ス
テ
ン
セ
・
タ
ッ
ソ
ニ
は
枢
機
卿
デ
ス
テ
に
送
っ
た
、
謁
見
当
日
の

書
翰
に
お
い
て
、
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
謁
見
式
に
堪
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
わ
れ
た
た
め
、
謁
見
前
に
サ
ン
・
シ
ス
ト
枢
機
卿
に
導

か
れ
て
密
か
に
教
皇
の
許
に
行
き
そ
の
御
足
に
接
吻
し
た
、と
伝
え
る（
91
）。
フ
ロ
イ
ス
に
よ
る
と
、モ
ン
シ
オ
ー
ル
・
ピ
ン
チ
が
中
浦
ジ
ュ

リ
ア
ン
を
教
皇
の
部
屋
に
連
れ
て
行
っ
た
。
彼
は
教
皇
か
ら
帰
館
し
て
休
養
す
る
よ
う
に
諭
さ
れ
て
馬
車
で
修
院
に
戻
っ
た（
92
）。

使
節
一
行
の
入
市
に
当
た
っ
て
、
教
皇
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
イ
モ
ラ
の
司
教
ア
レ
サ
ン
ド
ロ
・
ム
ソ
ッ
チ
が
、
教
皇
の
名
代
と
し
て
、
教

皇
聖
下
と
教
皇
聖
座
に
帰
服
を
表
す
る
た
め
ロ
ー
マ
に
来
た
使
節
に
対
し
て
教
皇
が
甚
だ
満
足
し
て
い
る
旨
を
述
べ
た
。
使
節
に
随
行
し

て
い
た
メ
ス
キ
ー
タ
神
父
が
そ
れ
を
日
本
語
に
訳
し
て
彼
ら
に
伝
え
た（
93
）。

そ
の
後
ま
も
な
く
、
使
節
一
行
は
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
寺
院
に
向
か
っ
て
出
発
し
た
。
そ
の
行
進
は
、「
フ
ラ
ン
シ
ス
ク
ス
・
ム
カ
ン
シ

ウ
ス
の
儀
典
日
記
」に
よ
る
と
、
す
べ
て
王
侯
使
節
の
入
市
式
の
例
に
の
っ
と
っ
て
行
わ
れ
た（
94
）。
行
進
と
行
列
は
、
前
記「
儀
典
日
記
」

と
フ
ロ
イ
ス
の『
遣
欧
使
節
行
記
』に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

先
頭
に
二
列
二
隊
の
軽
騎
兵
が
進
み
、
こ
れ
に
ス
イ
ス
衛
兵
が
付
き
添
っ
た
。
次
い
で
枢
機
卿
方
の
ラ
バ
が
続
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ

バ
に
枢
機
卿
の
使
臣 criados 

が
乗
り
、
そ
の
後
に
枢
機
卿
方
の
家
人 fam

ilias 

が
三
列
三
隊
（
あ
る
い
は
四
列
四
隊
）
が
騎
乗
し
て
随
っ
た
。

こ
れ
に
続
い
て
ロ
ー
マ
に
駐
在
す
る
各
国
大
使
た
ち
の
家
人
が
進
み
、
更
に
教
皇
の
侍
従
た
ち cam

arreiros 

と
衛
士
た
ち escudeiros 

と
教

皇
庁
の
職
員
全
員 offi

ciaes 

が
続
い
た
。
次
い
で
教
皇
の
部
屋
付
き
の
聖
職
者
た
ち clerigos 

が
進
み
、
ロ
ー
マ
の
騎
士
団 cavalharia 

全
員
が

従
っ
た
。
こ
の
後　

手 tam
bores 

一
三
人
が
続
き
、
そ
の
ほ
か
に
ラ
ッ
パ
手
や
吹
奏
者
が
加
わ
っ
て
い
た
。
ソ
リ
ア
公
ジ
ャ
コ
モ
が
遣
わ

し
た
三
頭
の
馬
に
乗
っ
た
伊
東
マ
ン
シ
ヨ
が
両
側
に
二
人
の
大
司
教
の
付
き
添
い
を
得
て
、
次
い
で
千
々
石
ミ
ゲ
ル
が
二
人
の
大
司
教
に
、
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更
に
原
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
ョ
が
大
司
教
と
司
教
に
付
き
添
わ
れ
て
進
ん
だ
。
彼
ら
の
周
り
に
は
教
皇
の
衛
兵
が
い
た
。
三
人
の
使
節
は
刀
と

短
剣
を
腰
に
付
け
、
日
本
風
の
装
い
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
市
民
に
は
驚
異
の
目
で
受
け
と
め
ら
れ
た
。
彼
ら
の
後
に
騎
乗
し
た
多
数
の
貴
顕 

fidalgos 
の
士
が
続
き
、
そ
の
後
か
ら
通
訳
を
務
め
る
メ
ス
キ
ー
タ
神
父
が
行
っ
た
。
そ
の
行
列
は
半
レ
グ
ア
で
あ
っ
た
。
市
内
に
入
っ
た

行
列
は
聖
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
教
会
と
聖
ロ
ッ
キ
教
会
の
前
を
一
直
線
に
進
ん
で
テ
ベ
ル
川
の
左
岸
に
至
り
、
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ノ
教
会
前
を

通
過
し
て
バ
ン
キ
通
り
に
至
っ
た
。
多
く
の
男
女
が
窓
か
ら
行
進
を
見
物
し
た
。
サ
ン
タ
ン
ジ
ェ
ロ
（
天
使
）
城
手
前
の
橋
に
差
し
か
か

る
と
、
大
砲
三
〇
〇
発
が
発
射
さ
れ
、
こ
れ
が
止
む
と
城
の
上
か
ら
音
楽
が
聞
え
た
。
新
ブ
ル
ゴ
通
り
を
通
っ
て
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
広
場

に
入
る
と
、
教
皇
の
銃
隊
が
射
撃
し
、
使
節
が
広
場
の
中
程
に
達
す
る
と
一
行
を
歓
迎
し
て
一
二
発
の
祝
砲
が
発
射
さ
れ
た（
95
）。

時
を
同
じ
く
し
て
、
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
オ
一
三
世
は
枢
機
卿
た
ち
と
共
に
サ
ラ
・
レ
ジ
ア
に
入
っ
て
着
座
さ
れ
た
。
使
節
一
行
は
馬
車
を

下
り
て
司
教
た
ち
に
導
か
れ
て
教
皇
庁
に
進
み
、
枢
機
卿
会
の
中
に
案
内
さ
れ
た
。
教
皇
と
一
緒
に
枢
機
卿
二
四
、五
人
が
臨
席
し
、
他

に
多
数
の
司
教
と
大
司
教
、
高
位
聖
職
者
が
出
席
し
て
い
た（
96
）。

教
皇
は
使
節
が
そ
の
前
に
歩
み
よ
る
と
、
涙
を
抑
え
ら
れ
な
い
様
子
で
、
眼
に
は
涙
が
溢
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
感
激
の
あ

ま
り
涙
を
流
さ
れ
て
心
中
の
感
動
を
隠
し
き
れ
ぬ
有
様
で
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
（
97
）。
教
皇
は
使
節
に
慣
例
の
祝
福
を
与
え
た
だ
け
で

な
く
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
彼
ら
に
向
か
っ
て
低
頭
さ
れ
た
。
使
節
の
三
人
が
教
皇
の
御
足
に
口
づ
け
す
る
と
、
教
皇
は
各
人
に
手
を
与

え
て
、
こ
れ
に
接
吻
す
る
の
を
許
し
、
一
人
ひ
と
り
を
抱
擁
し
た
。
こ
の
後
、
彼
ら
は
枢
機
卿
た
ち
の
席
の
そ
の
末
席
に
退
い
て
起
立
し

た
。
次
い
で
使
節
が
日
本
か
ら
も
た
ら
し
た
大
友
・
有
馬
両
王
と
領
主
大
村
氏
の
書
翰
が
捧
呈
さ
れ
、
予
め
日
本
語
文
か
ら
イ
タ
リ
ア
語

に
翻
訳
さ
れ
て
い
た
書
翰
が
読
み
上
げ
ら
れ
た（
98
）。
大
村
純
忠
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
教
皇
宛
書
翰
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

教
皇
に
対
す
る
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
の
書
翰
の
写
し
。

　

無
礼
を
顧
み
ず
、
主
の
恩
寵
を
も
っ
て
恭
し
く
こ
の
愚
か
な
書
を
教
皇
聖
下
に
奉
る
。

聖
下
は
こ
の
世
に
お
け
る
デ
ウ
ス
（
神
）
の
代
理
者
に
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
界
全
体
の
聖
な
る
師
匠
に
し
て
博
士
で
あ
る
故
に
、
余

は
自
ら
海
を
渡
っ
て
貴
地
に
赴
い
て
聖
下
の
御
足
に
口
づ
け
し
、
そ
の
下
に
頭
を
垂
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
多
く
の
用
務
が
妨
げ
と
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な
っ
て
、
余
は
こ
れ
を
果
せ
な
い
。
従
っ
て
、
今
こ
の
時
に
当
た
っ
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
巡
察
師
が
こ
の
遠
方
の
地
を
訪
問
の
た
め

当
地
に
来
た
。
そ
の
来
着
に
よ
っ
て
大
い
に
感
謝
に
値
す
る
事
を
数
多
く
調
整
し
た
の
ち
に
、
彼
は
貴
地
に
戻
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

こ
の
好
機
会
を
得
て
千
々
石
の
領
主
で
あ
る
、
余
の
甥
ド
ン
・
ミ
ゲ
ル
が
同
行
す
る
。
彼
も
余
も
、
こ
の
旅
を
実
行
し
、
敢
え
て
聖

下
の
御
足
に
達
す
る
べ
き
功
徳
を
有
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
こ
と
は
、
余
に
は
大
い
に
感
謝
し
義
務
と
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
余
が

聖
下
に
対
し
て
恭
し
く
懇
願
す
る
の
は
、
今
後
も
引
き
続
き
こ
の
国
と
新
し
い
キ
リ
ス
ト
教
界
、
並
び
に
余
に
つ
い
て
想
起
し
て
い

た
だ
き
た
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
の
こ
と
は
他
に
何
も
望
ま
な
い
。
巡
察
師
と
ド
ン
・
ミ
ゲ
ル
が
他
の
こ
と
は
詳
細
に
申
し
上

げ
る
。
敬
意
を
表
し
て
羞
恥
と
理
性
と
恐

き
ょ
う

懼く

を
も
っ
て
こ
の
こ
と
を
言
上
す
る
。

主
の
托
身
の
一
五
八
二
年
、
日
本
の
第
一
月
二
七
日
。

デ
ウ
ス
の
代
理
者
で
あ
る
教
皇
聖
下
の
御
足
に
伏
し
て
挙
手
し
て
捧
呈
す
る
。

　
　
　
　
　
　

ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ（
99
）

三
書
翰
の
朗
読
後
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
ガ
ス
パ
ー
ル
・
ゴ
ン
サ
ル
ヴ
ェ
ス
神
父
が
ラ
テ
ン
語
で
演
説
し
、
使
節
を
派
遣
し
た
大
友
・
有
馬
・

大
村
三
大
名
の
名
に
お
い
て
教
皇
に
対
す
る
帰
服
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。
彼
は
そ
の
演
説
の
中
で
、
特
に
大
村
純
忠
が
諸
領
主
の
中

で
最
初
に
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を
受
け
入
れ
て
受
洗
し
、
そ
の
た
め
に
幾
多
も
の
危
険
を
招
き
領
内
か
ら
追
放
さ
れ
な
が
ら
も
棄
教
せ
ず

に
信
仰
を
堅
守
し
た
こ
と
に
つ
い
て
語
っ
て
、
純
忠
に
讃
辞
を
呈
し
た
（
100
）。
ゴ
ン
サ
ル
ヴ
ェ
ス
神
父
の
演
説
が
終
わ
る
と
、
こ
れ
に
対

す
る
答
辞
が
教
皇
に
代
わ
っ
て
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
・
ブ
ッ
カ
パ
ド
リ
ゥ
ス
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
彼
は
お
よ
そ
一
五
分
に
わ
た
っ
て
、
大
友
・

有
馬
・
大
村
の
三
人
が
近
親
の
諸
子
を
ロ
ー
マ
に
遣
わ
し
た
こ
と
を
評
価
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
対
す
る
彼
ら
の
帰
服
を
受
納
す
る
旨

の
演
説
を
行
っ
た（
101
）。

こ
れ
を
も
っ
て
謁
見
式
は
終
わ
っ
た
。
フ
ロ
イ
ス
に
よ
る
と
、
椅
子
を
立
っ
た
教
皇
は
使
節
一
行
を
随
従
さ
せ
て
、
そ
の
マ
ン
ト
の
裾

を
捧
持
さ
せ
る
栄
誉
を
与
え
た
。
こ
の
後
、
彼
ら
は
教
皇
の
縁
戚
に
当
た
る
サ
ン
・
シ
ス
ト
と
デ
ィ
オ
ゴ（
ジ
ャ
コ
モ
）・
バ
ン
コ
ン
パ
ー

ニ
ら
枢
機
卿
三
人
が
出
席
し
た
祝
宴
に
招
か
れ
て
接
待
を
受
け
た
。
祝
宴
後
に
、
教
皇
は
再
び
使
節
を
招
い
て
旅
行
及
び
日
本
の
諸
事
情
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に
つ
い
て
聴
聞
し
た
。
使
節
は
教
皇
の
勧
め
に
従
っ
て
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
寺
院
の
サ
ン
・
グ
レ
ゴ
リ
オ
礼
拝
堂
に
参
詣
し
た
の
ち
、
サ
ン
・

シ
ス
ト
枢
機
卿
と
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
大
使
の
馬
車
で
宿
舎
の
修
院
に
帰
り
、
長
い
一
日
を
終
え
た（
102
）。

■
二
．
教
皇
の
使
節
に
対
す
る
配
慮

グ
レ
ゴ
リ
オ
教
皇
の
少
年
使
節
に
対
す
る
慈
し
み
と
心
遣
い
は
正
に
父
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
。
少
し
で
も
一
緒
の
時
間
を
持
ち
た
い

と
の
思
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
教
皇
は
謁
見
の
翌
日
に
教
皇
の
礼
拝
堂
に
来
る
よ
う
下
命
し
た
が
、
イ
エ
ズ
ス
会
総
会
長
ア
ク
ァ

ヴ
ィ
ヴ
ァ
が
使
節
に
は
休
養
が
必
要
で
あ
る
と
の
申
し
出
に
よ
り
、翌
日
の
外
出
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、翌
々
日
の
二
十
五
日（
月
）に
は
、

使
節
一
行
は
日
本
風
の
衣
服
を
着
て
騎
乗
し
、
教
皇
に
従
っ
て
ド
ミ
ニ
コ
会
修
道
院
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ラ
・
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
礼
拝
堂

に
行
き
、
孤
児
の
乙
女
た
ち
の
結
婚
式
に
陪
席
し
た（
103
）。

教
皇
は
使
節
の
ロ
ー
マ
滞
在
費
と
し
て
一
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ー
ド
を
支
給
し
て
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
に
託
し
、
ま
た
使
節
四
人
の
た
め
に
イ

タ
リ
ア
風
の
衣
服
を
作
ら
せ
る
た
め
に
、
二
十
四
日
に
一
万
二
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ー
ド
相
当
の
綿
布
入
り
の
箱
を
携
え
た
裁
縫
師
を
一
行
の

許
に
遣
わ
し
た
。
衣
服
は
各
人
三
着
で
、
一
着
は
短
衣
、
二
着
は
長
衣
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
室
内
服
も
作
ら
せ
た
。
四
人
の
使
節

に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
一
行
に
随
行
し
て
来
た
者
た
ち
の
衣
服
も
そ
の
費
用
か
ら
出
費
さ
れ
た
。
使
節
の
た
め
に
作
ら
れ
た
衣
記

に
つ
い
て
記
し
た
文
書
が
イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
の
ブ
レ
ラ
図
書
館
に
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
第
一
の
衣
服
は
黒
ビ
ロ
ー
ド
の
外
套
、
四
着
、

金
ボ
タ
ン
付
き
。
黒
ビ
ロ
ー
ド
の
長
着（
長
衣
）、
四
着
、
金
の
組
み
ひ
も
の
飾
り
と
金
ボ
タ
ン
付
き
。
黒
ビ
ロ
ー
ド
の
ベ
レ
ー
帽
、
四
つ
、

ダ
イ
ヤ
カ
ッ
ト
の
金
糸
飾
り
付
き
で
毛
皮
製
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
深
紅
の
ラ
シ
ャ
の
ズ
ボ
ン
、
四
着
、
金
ボ
タ
ン
付
き
。
上
質
の
ラ
シ
ャ
の

シ
ャ
ツ
、
四
枚
。
靴
下
、
一
二
足
、
バ
ラ
色
の
絹
製
四
足
、
ナ
ポ
リ
の
深
紅
の
絹
製
四
足
、
黒
色
の
絹
製
四
足
。
ナ
ポ
リ
の
二
重
ネ
ッ
ト

の
絹
製
の
帯
、
黒
四
本
、
さ
め
た
バ
ラ
色
、
四
本
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
絹
製
の
さ
め
た
バ
ラ
色
の
幅
広
リ
ボ
ン
、
八
組
。
他
の
絹
製
リ
ボ
ン
、

八
組
。
ロ
ー
マ
風
の
靴
八
足
、
紐
は
絹
製
。
黒
ビ
ロ
ー
ド
の
ス
リ
ッ
パ
、
八
足
。

第
二
の
衣
服
。
ダ
マ
ス
コ
織
り
の
外
套
、
四
着
。
金
糸
の
組
み
ひ
も
の
飾
り
付
き
。
さ
め
た
バ
ラ
色
の
ラ
シ
ャ
の
長
着（
長
衣
）、
四
着
。

金
ボ
タ
ン
付
き
。
な
つ
め
色
の
ダ
マ
ス
コ
織
り
の
部
屋
着
、四
着
。
紫
色
の
ビ
ロ
ー
ド
の
ス
ペ
イ
ン
風
チ
ョ
ッ
キ
、四
着
。
紫
色
の
ラ
シ
ャ
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の
ズ
ボ
ン
四
着
。
金
の
ボ
タ
ン
飾
り
付
き
。
紫
色
の
ラ
シ
ャ
の
チ
ョ
ッ
キ
、
四
着
。
黒
ビ
ロ
ー
ド
の
ベ
レ
ー
、
四
つ
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の

ラ
シ
ャ
の
カ
ッ
パ
。
襟
首
の
シ
ャ
ツ
。
ハ
ン
カ
チ
。
布
製
の
靴
下
。

四
人
の
随
行
員
の
服
装
。

黒
布
の
正
服
。

薄
バ
ラ
色
の
ズ
ボ
ン
、
四
着
。
ボ
タ
ン
付
き
。

ラ
イ
オ
ン
色
の
サ
ー
ジ
入
り
絹
製
の
ズ
ボ
ン
、
四
着
。
ボ
タ
ン
付
き
。

ラ
シ
ャ
の
ズ
ボ
ン
に
似
た
チ
ョ
ッ
キ
、
四
着
。

サ
ー
ジ
混
じ
り
の
絹
製
の
チ
ョ
ッ
キ
、
四
着
。

黒
ビ
ロ
ー
ド
の
ベ
レ
ー
、
四
つ
。

フ
ェ
ル
ト
の
帽
子
、
四
つ
。
裏
地
に
は
黒
い
ラ
シ
ャ
で
黒
真
珠
風
の
リ
ボ
ン
。

フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
さ
め
た
バ
ラ
色
の
毛
織
物
の
靴
下
、
四
足
。

ラ
イ
オ
ン
色
の
ラ
シ
ャ
の
靴
下
、
四
足
。

ビ
ロ
ー
ド
の
帯
。
組
み
ひ
も
の
飾
り
に
鉄
製
の
バ
ッ
ク
ル
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
ラ
シ
ャ
の
カ
ッ
パ
、四
着
。
こ
れ
以
外
に
、靴
下
、シ
ャ

ツ
、
ハ
ン
カ
チ
が
充
分
に
準
備
さ
れ
た（
104
）。

四
人
の
随
行
員
の
二
人
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
・
ド
ゥ
ラ
ー
ド
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
で
あ
る
。
彼
ら
の
ほ
か
に
、
二
人
の
日
本
人

が
随
行
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

使
節
は
三
月
二
十
九
日
（
金
）
に
、
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
寺
院
で
行
わ
れ
た
贖
罪
の
儀
式
に
教
皇
か
ら
招
か
れ
た
。
こ
の
日
、
ま
だ
病
気

か
ら
回
復
し
て
い
な
か
っ
た
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
を
除
い
た
三
人
は
、
ロ
ー
マ
風
の
新
し
い
衣
服
を
初
め
て
着
て
出
席
し
た
。
そ
の
装
い

は
、金
の
飾
り
が
付
い
た
黒
ビ
ロ
ー
ド
の
長
衣 roupeta 

と
袖
な
し
の
短
白
衣 opas 
で
あ
っ
た（
105
）。
三
月
三
十
一
日
の
バ
ラ
の
日
曜
日
に
は
、

教
皇
の
伴
を
し
て
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
寺
院
の
礼
拝
堂
に
赴
い
た
。
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四
月
三
日
に
は
、
教
皇
は
再
び
使
節
を
内
謁
し
た
。
特
別
の
親
愛
の
情
を
も
っ
て
使
節
を
も
て
な
し
、
伊
東
マ
ン
シ
ヨ
と
千
々
石
ミ
ゲ

ル
を
着
座
さ
せ
て
、
日
本
の
諸
事
情
や
キ
リ
ス
ト
教
界
、
ま
た
何
を
学
ん
だ
か
と
尋
ね
ら
れ
た
。
会
見
後
、
教
皇
は
使
節
を
世
界
の
諸
都

市
図
が
飾
ら
れ
て
い
る
ガ
レ
リ
ア（
画
廊
）と
称
さ
れ
て
い
た
回
廊
に
導
い
た
。
教
皇
は
そ
の
日
贈
呈
さ
れ
た
ば
か
り
の「
安
土
山
の
城
壁 

m
uralhas de A

nzuchiam
a

」の
絵（「
安
土
屛
風
」）を
そ
こ
に
飾
ら
せ
た（
106
）。「
ロ
ー
マ
通
信
」一
五
八
五
年
三
月
三
十
日
に
は
、「
安
土
屛
風
」に

つ
い
て「
多
く
の
豪
華
な
建
物
で
飾
ら
れ
た
主
要
な
都
市
の
絵
図
」と
報
じ
ら
れ
て
い
る（
107
）。

中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
、
病
気
か
ら
回
復
せ
ず
、
ロ
ー
マ
到
着
の
翌
日
に
教
皇
に
非
公
式
の
謁
見
を
許
さ
れ
て
の
ち
、
い
ず
れ
の
儀
式
に

も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
教
皇
は
毎
日
代
理
の
者
を
遣
わ
し
て
見
舞
わ
せ
、
絶
え
ず
医
師
四
人
を
派
遣
し
て
医
師
が
調
剤

し
た
薬
を
刻
限
ど
お
り
に
服
用
す
る
よ
う
伝
言
を
送
っ
た（
108
）。
四
月
七
日
（
日
）
の
受
難
の
主
日
に
は
、
教
皇
自
身
が
ミ
サ
を
挙
げ
ら
れ
、

伊
東
マ
ン
シ
ヨ
と
千
々
石
ミ
ゲ
ル
は
教
皇
の
側
に
侍
立
し
た
が
、
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
欠
席
し
た
、
と
ミ
ゲ
ル
は
述
べ
て
い
る（
109
）。

■
三
．
グ
レ
ゴ
リ
オ
教
皇
の
薨
去
と
新
教
皇
の
選
任
・
即
位

使
節
一
行
が
ロ
ー
マ
に
あ
る
七
大
寺（
バ
ジ
リ
カ
）の
巡
礼
を
始
め
た
の
は
四
月
九
日（
火
）で
あ
っ
た
。
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
も
参
加
し
た
。

七
大
寺
は
、
四
つ
の
大
バ
ジ
リ
カ
（
大
聖
堂
）
と
三
つ
の
小
バ
ジ
リ
カ
（
小
聖
堂
）
か
ら
な
る
。
大
バ
ジ
リ
カ
の
第
一
が
ロ
ー
マ
の
司
教
座

で
も
あ
る
サ
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
イ
ン
・
ラ
テ
ラ
ノ
教
会
、
第
二
が
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
・
イ
ン
・
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ー
ノ
の
聖
堂
、
第
三
が

サ
ン
・
パ
オ
ロ
・
フ
ォ
ー
リ
・
レ
・
ム
ー
ラ
教
会
、
第
四
が
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
マ
ジ
ョ
ー
レ
教
会
で
あ
る
。
小
バ
ジ
リ
カ
は
、
サ
ン
・

ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
フ
ォ
ー
リ
・
レ
・
ム
ー
ラ
教
会
、
サ
ン
タ
・
ク
ロ
ー
チ
ェ
・
イ
ン
・
ジ
ェ
ル
サ
レ
メ（
エ
ル
サ
レ
ム
）教
会
、
そ
し
て
サ
ン
・

セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
教
会
で
あ
る
。

翌
十
日
（
水
）、
使
節
が
馬
車
で
ロ
ー
マ
の
教
会
を
巡
っ
て
い
る
途
中
に
、
枢
機
卿
サ
ン
・
シ
ス
ト
の
使
者
に
よ
っ
て
教
皇
グ
レ
ゴ
リ

オ
一
三
世
の
訃
報
が
伝
え
ら
れ
た
。
教
皇
は
、
前
日
使
節
一
行
が
七
大
寺
を
巡
歴
す
る
に
当
た
り
、
彼
ら
を
厚
遇
す
る
よ
う
諸
教
会
に
指

図
を
出
し
て
い
た
。
こ
の
日
、
教
皇
は
前
夜
か
ら
の
発
熱
と
カ
タ
ル
の
た
め
に
特
赦
の
署
名
事
務
を
執
行
で
き
ず
、
部
屋
か
ら
出
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
十
日
に
は
甥
の
枢
機
卿
サ
ン
・
シ
ス
ト
か
ら
終
油
の
秘
跡
を
授
か
り
、
午
後
三
時
に
薨こ

う

去き
ょ

し
た
。
八
四
歳
の
高
齢
で
、
教
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写真4-26　七大バジリカ（ラフレーリの版画，1575年）
（石鍋真澄『サン・ピエトロが立つかぎり』私のローマ案内（吉川弘文館　1991年）所載）
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皇
在
位
は
一
二
年
一
一
カ
月
あ
ま
り
で
あ
っ
た
。
フ
ロ
イ
ス
に
よ
る
と
、
教
皇
は
最
後
の
日
の
朝
に
は
、
日
本
か
ら
来
た
少
年
使
節
が
ど

の
よ
う
で
あ
る
か
気
遣
っ
て
い
た
、
と
さ
れ
る（
110
）。

教
皇
の
遺
骸
は
サ
ン
・
シ
ス
ト
、
す
な
わ
ち
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
に
移
さ
れ
た
。
翌
十
一
日
に
は
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
の
サ
ン
・
グ

レ
ゴ
リ
オ
礼
拝
堂
に
安
置
さ
れ
、
十
二
日
（
金
）
に
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
に
お
い
て
葬
儀
が
始
ま
り
九
日
間
続
い
た
。
ミ
ゲ
ル
の
語
る

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
葬
儀
の
第
一
日
に
は
、
一
高
位
聖
職
者
が
逝
去
さ
れ
た
教
皇
聖
下
の
生
涯
と
そ
の
功
績
に
つ
い
て
追
悼
の
辞
を
述
べ
、

最
後
の
日
に
は
亡
き
教
皇
の
た
め
の
慣
例
の
ミ
サ
が
立
て
ら
れ
た
の
ち
、
特
に
聖
霊
の
加
護
を
求
め
る
た
め
の
別
の
ミ
サ
が
行
わ
れ
、
更

に
新
し
い
教
皇
を
選
ぶ
た
め
の
説
教
を
も
っ
て
終
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
四
月
十
三
日
（
土
）
に
枢
機
卿
に
よ
る
定
例
の
会

議
が
あ
り
、
前
教
皇
に
つ
い
て
の
追
悼
演
説
と
新
教
皇
選
出
に
つ
い
て
の
演
説
が
あ
っ
た（
111
）。

教
皇
選
挙
枢
機
会 Concluve 
は
、
四
月
二
十
一
日
、
復
活
祭
の
日
曜
日
に
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
に
お
い
て
五
〇
人
（
112
）
近
く
の
枢
機

卿
が
参
加
し
て
始
ま
っ
た
。
二
十
四
日
（
水
）
に
新
教
皇
が
選
ば
れ
た
。
イ
タ
リ
ア
の
ア
ン
コ
ー
ナ
出
身
で
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
に
属
し

て
い
た
モ
ン
タ
ル
ト
枢
機
卿
は
グ
レ
ゴ
リ
オ
教
皇
に
よ
っ
て
司
教
及
び
枢
機
卿
に
抜
擢
さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
て
、
新
教
皇
に
シ
ス
ト
五
世

の
名
を
選
ば
れ
た
。

新
教
皇
の
シ
ス
ト
五
世
は
、
選
出
後
の
四
月
二
十
六
日
（
金
）（
113
）
に
使
節
一
行
を
引
見
し
、
そ
の
近
況
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
。
伊
東

写真4-27　シスト５世肖像
（大村市立史料館所蔵）

マ
ン
シ
ヨ
が
一
行
を
代
表
し
て
教
皇
即
位
に
つ
い
て
祝
辞
を
述
べ
、
日
本
の

新
し
い
キ
リ
ス
ト
教
界
の
保
護
を
懇
請
し
た
。
教
皇
は
こ
れ
に
親
し
く
答

え
て
、
そ
の
よ
う
に
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
彼
ら
使
節
一
行
に
も
特
別
に
配

慮
す
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
た
。
五
月
一
日
（
水
）
に
挙
行
さ
れ
た
戴
冠
式 Sua 

Coroação （
即
位
式
）
に
は
、
病
気
か
ら
本
復
し
て
い
な
か
っ
た
中
浦
ジ
ュ
リ

ア
ン
を
除
く
三
人
が
招
か
れ
た
。
彼
ら
は
フ
ラ
ン
ス
及
び
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の

大
使
や
教
皇
が
武
官
長
に
任
命
し
た
ジ
ャ
コ
モ
・
ボ
ン
コ
ン
パ
ニ
閣
下
と
一



561中世編 第四章 対外関係（貿易・キリシタン史）

緒
に
パ
リ
オ paleo 

（
捧
げ
天
蓋
）
の
支
柱 varas 

を
捧
持
し
て
歩
き
、
伊
東
マ
ン
シ
ヨ
は
荘
厳
な
ミ
サ
の
際
に
教
皇
の
手
に
一
度
水
を
注
ぐ

栄
誉
を
賜
っ
た（
114
）。

慣
例
と
し
て
行
わ
れ
る
新
教
皇
の
サ
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
イ
ン
・
ラ
テ
ラ
ノ
教
会
へ
の
行
幸
は
、
五
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
。
こ
れ

に
は
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
も
騎
乗
し
て
一
行
に
加
わ
っ
た
。『
ム
カ
ン
シ
ウ
ス
の
儀
典
日
誌
』に
よ
る
と
、「
フ
ラ
ン
ス
の
大
使
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
の
大
使
、日
本
の
王
た
ち
の
使
節
が
二
人
の
貴
族
を
伴
っ
た（
115
）。」ア
ラ
・
チ
ェ
リ
教
会
を
出
発
し
た
行
列
に
つ
い
て
は
、『
遣
欧
使
節
記
』

の「
対
話
二
六
」に
お
い
て
詳
述
さ
れ
る（
116
）。

■
四
．
ロ
ー
マ
市
民
権
証
の
授
与

ロ
ー
マ
市
は
、五
月
二
十
九
日（
水
）の
朝
、使
節
一
行
を
招
い
て
宴
を
設
け
、終
了
後
に
ロ
ー
マ
市
民
権
を
彼
ら
に
授
与
し
た（
117
）。
ロ
ー

マ
市
が
市
の
顧
問
官
、
市
政
官
、
市
民
に
よ
る
秘
密
会
議
に
お
い
て
使
節
に
市
民
権
を
贈
る
こ
と
を
決
め
た
の
は
、
五
月
十
日
で
あ
る（
118
）。

使
節
四
人
が
ロ
ー
マ
市
民
と
し
て
貴
族
に
列
せ
ら
れ
、
各
人
に
証
書
が
渡
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
羊
皮
紙
に
書
か
れ
、
そ
の
周
り
が
ロ
ー
マ

の
象
徴
と
紋
章
と
が
彩
色
配
合
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
市
民
証
書
四
通
の
値
い
は
黄
金
で
八
〇
〇
ク
ル
ザ
ー
ド
と
見
積
ら
れ
た
（
119
）。『
大
日

本
史
料
』
に
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
文
書
館
所
蔵
の
写
二
通
、
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
と
千
々
石
ミ
ゲ
ル
宛
の
証
書
の
訳
文
が
収
載
さ
れ
る
（
120
）。

ま
た
、
結
城
了
悟
は
ロ
ー
マ
・
イ
エ
ズ
ス
会
文
書
館
に
あ
る
、
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
宛
証
書
写
を
訳
載
し
て
い
る（
121
）。

証
書
の
内
容
は
、
そ
の
前
書
の
文
脈
は
支
倉
常
長
が
一
六
一
五
年
十
一
月
二
十
日
に
受
領
し
た
証
書
の
文
面
に
酷
似
し
て
い
る
（
122
）。

中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
と
千
々
石
ミ
ゲ
ル
宛
の
証
書
の
後
半
の
記
事
内
容
は
若
干
異
な
り
、
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
証
書
に
は
、「
司
祭
職
を
志

望
し
」の
言
葉
が
見
ら
れ
る
。

■
五
．
教
皇
シ
ス
ト
五
世
の
返
書

ロ
ー
マ
市
か
ら
市
民
権
証
を
授
与
さ
れ
る
前
の
五
月
二
十
七
日（
月
）、
使
節
一
行
は
教
皇
に
招
か
れ
て
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
マ
ジ
ョ
ー

レ
教
会
に
至
る
公
式
の
行
列
に
参
加
し
た
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
ア
ラ
・
チ
ェ
リ
教
会
を
出
発
し
、
教
皇
自
身
も
こ
の
行
列
に
加
わ
っ
た
。

教
皇
は
ま
た
使
節
に
騎
士 cavaleiros 

の
称
号
を
与
え
る
こ
と
を
発
意
し
、
そ
の
授
与
式
は
二
十
九
日
の
午
後
に
執
り
行
わ
れ
た
。
彼
ら
は
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教
皇
の
命
に
よ
っ
て
黄
金
作
り
の
剣
を
身
に
つ
け
て
甚
だ
優
雅
な
短
い
服
を
着
て
教
皇
の
礼
拝
堂
に
赴
い
た
。
そ
れ
は
、
教
皇
が
自
ら
の

手
で
彼
ら
を
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
（
ペ
ド
ロ
）
の
騎
士
に
叙
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
昇
天
の
晩ば

ん

祷と
う

の
の
ち
、
教
皇
は
全
枢

機
卿
と
司
教
が
参
列
す
る
な
か
、
祝
別
さ
れ
た
剣
と
黄
金
を
張
っ
た
蹄
鉄
を
四
人
そ
れ
ぞ
れ
の
手
に
渡
し
て
、「
父
と
子
と
聖
霊
の
名
に

お
い
て
こ
の
剣
を
受
け
よ
。
そ
れ
は
汝
自
身
と
デ
ウ
ス
（
神
）
の
聖
な
る
教
会
を
守
る
た
め
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
と
キ
リ
ス
ト
教
の
敵
た
ち

を
混
乱
さ
せ
る
た
め
に
用
い
る
た
め
で
あ
る
。
…
…（
123
）」と
述
べ
た
。

ロ
ー
マ
出
発
が
近
づ
い
て
い
た
使
節
の
た
め
、
教
皇
は
前
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
オ
一
三
世
が
日
本
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
の
た
め
の
年
金
四
〇
〇
〇

ク
ル
ザ
ー
ド
を
既
に
下
賜
し
て
い
た
こ
と
に
加
え
て
、
二
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ー
ド
の
増
額
を
決
定
し
た
。
教
皇
は
、
使
節
を
派
遣
し
た
王
で

あ
る
大
友
・
有
馬
の
両
氏
に
は
、
鉄
製
の
細
身
の
剣 estoque 

と
豊
か
な
飾
り
の
付
い
た
金
銀
の
鍔 guarnição

、
そ
し
て
教
皇
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
王
侯
た
ち Reys e Principes 
に
授
け
る
真
珠
を
ち
り
ば
め
た
ビ
ロ
ー
ド
の
帽
子
を
贈
っ
た
。
ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ス
マ
ン
に
よ
る
と
、
帽

子
は
冑
の
代
わ
り
で
あ
っ
た
（
124
）。
フ
ロ
イ
ス
に
よ
る
と
、
有
馬
氏
に
は
黄
金
の
バ
ラ
が
贈
ら
れ
た
（
125
）。
王
の
処
遇
を
受
け
な
か
っ
た

大
村
氏
に
は
、
王
侯
に
贈
ら
れ
る
剣
も
鍔
も
帽
子
も
授
与
さ
れ
ず
、
黄
金
の
ク
ル
ス
（
十
字
架
）
に
嵌は

め
こ
ん
だ
十
字
架
の
木
片 Lenho da 

Cruz 

を
贈
っ
た
。
グ
ス
マ
ン
は
、
そ
れ
は
大
友
・
有
馬
両
氏
に
贈
ら
れ
た
十
字
架
の
木
片
よ
り
も
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た（
126
）、
と
い
う
。

教
皇
は
ま
た
、
帰
国
す
る
使
節
の
た
め
に
旅
費
三
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ー
ド
を
下
賜
し
、
通
過
す
る
教
皇
領
に
宛
て
使
節
一
行
を
厚
遇
す
る

よ
う
指
図
を
与
え
た（
127
）。

教
皇
シ
ス
ト
五
世
が
大
友
、有
馬
、大
村
の
三
氏
に
遣
わ
し
た
返
書
は
五
月
二
十
六
日
付
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
そ
の
返
書
の
内
容
は
、

基
本
的
に
は
同
内
容
の
も
の
で
あ
る
が
、
大
友
宛
の
書
翰
は
最
も
長
文
で
礼
を
尽
く
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
村
氏
宛
の
書
翰
は
有
馬
氏
宛

の
も
の
よ
り
も
短
く
、
大
友
宛
書
翰
の
半
分
に
す
ぎ
な
い
（
128
）。
フ
ロ
イ
ス
に
よ
る
と
、
教
皇
は
大
村
氏
に
対
し
て
特
に
小
勅
書 o Breve 

を
遣
わ
し
た
。

彼
（
教
皇
）
は
前
記
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
に
対
し
て
一
通
の
小
勅
書 Breve A

postolico 

を
遣
わ
し
た
。
そ
の
中
で
、
彼
を
他
の
キ
リ

ス
ト
教
徒
の
王
た
ち
に
加
え
、
枢
機
卿
会
に
お
い
て
諸
王
の
間
に
［
彼
の
］
代
表
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
し
た



563中世編 第四章 対外関係（貿易・キリシタン史）

（
129
）。

教
皇
シ
ス
ト
が
小
勅
書
を
発
し
た
の
は
、
領
主
を
称
す
る
大
村
純
忠
に
対
し
て
、
王
の
名
を
も
つ
大
友
・
有
馬
両
氏
と
同
等
の
待
遇
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
気
遣
い
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
日
本
に
お
け
る
最
初
の
キ
リ
シ
タ
ン
領
主
と
し
て
の
栄
誉

を
顕
彰
し
よ
う
と
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
恐
ら
く
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
オ
一
三
世
の
意
志
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
ロ
ー
マ
に
滞
在
し
た
使
節
四
人
に
つ
い
て
の
覚
書
が
、
ロ
ー
マ
の
イ
エ
ズ
ス
会
文
書
館
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

　

ド
ン
・
マ
ン
シ
ヨ
（
年
齢
一
七
歳
）、
日
向
の
王
［
大
名
］
の
孫
、
父
は
修
理
亮
と
呼
ば
れ
、
同
じ
日
向
国
の
身
分
の
高
い
人 Señor 

grande 

〈
有
力
な
領
主
―
筆
者
註
〉
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
向
国
の
都
於
郡
の
出
身
で
あ
る
。
ド
ン
・
マ
ン
シ
ヨ
の
豊
後
の
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
王
と
の
親
戚
関
係
は
、
た
だ
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
王
の
妹
が
ド
ン
・
マ
ン
シ
ヨ
の
叔
父
、
す
な
わ
ち
、
ド
ン
・
マ
ン
シ
ヨ
の
母
の
兄

弟
と
結
婚
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　

ド
ン
・
ミ
ゲ
ル
（
年
齢
一
七
歳
）、
現
在
（
有
馬
）
を
支
配
し
て
い
る
ド
ン
・
プ
ロ
タ
ジ
オ
の
父
、
有
馬
の
王
ド
ン
・
ア
ン
ド
レ
の

甥
で
あ
る
。
ド
ン
・
ミ
ゲ
ル
は
こ
の
ド
ン
・
プ
ロ
タ
ジ
オ
の
い
と
こ
で
あ
る
。
ド
ン
・
ミ
ゲ
ル
の
父
は
ド
ン
・
プ
ロ
タ
ジ
オ
の
父
の

弟
で
あ
っ
た
。
…
…
ド
ン
・
ミ
ゲ
ル
は
肥
前
国
の
千
々
石
の
出
身
で
、
同
時
に
ド
ン
・
プ
ロ
タ
ジ
オ
と
ド
ン
・
ミ
ゲ
ル
の
父
の
兄
弟

で
あ
る
大
村
の
領
主
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
の
甥
で
あ
る
。

　

ド
ン
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
（
年
齢
一
八
歳
）、
中
浦
出
身
で
肥
前
国
の
身
分
の
高
い
人 Señor principal 

〈
主
要
な
領
主
―
筆
者
註
〉
の
息
子

で
あ
る
。

　

ド
ン
・
マ
ル
テ
ィ
ノ
（
年
齢
一
六
歳
）、
波
佐
見
出
身
で
肥
前
国
の
も
う
一
人
の
身
分
の
高
い
人
〈
主
要
な
領
主
―
筆
者
註
〉
の
息

子
で
あ
る（
130
）。
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■
一
．
ロ
ー
マ
か
ら
リ
ス
ボ
ン
出
発
ま
で

使
節
は
ロ
ー
マ
出
発
の
前
日
、
六
月
二
日
（
日
）、
教
皇
庁
に
教
皇
シ
ス
ト
五
世
を
訪
ね
て
暇
乞
い
し
た
（
131
）。
翌
三
日
の
早
朝
、
使
節

一
行
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
修
院
を
発
っ
た
。
ア
シ
ジ
、
ペ
ル
ー
ジ
ャ
を
経
由
し
て
ロ
レ
ー
ト
の
聖
母
教
会
に
巡
礼
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
メ

ス
キ
ー
タ
神
父
や
、
ゴ
ア
管
区
代
表
の
ヌ
ー
ノ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
神
父
が
一
緒
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
総
会
長
ア
ク
ァ
ヴ
ィ
ヴ
ァ
は
使

節
の
世
話
に
当
た
ら
せ
る
た
め
、
ま
た
ロ
ー
マ
と
の
連
絡
の
た
め
イ
ッ
ポ
リ
ト
・
ヴ
ォ
リ
ア
神
父
と
、
イ
ル
マ
ン
の
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・

レ
ニ
及
び
ラ
ザ
ロ
・
カ
タ
ノ
の
三
人
を
同
行
さ
せ
た
（
132
）。
ロ
ー
マ
か
ら
は
教
皇
が
遣
わ
し
た
軽
騎
兵
と
多
数
の
顕
官
が
チ
リ
タ
・
カ
ス

タ
ラ
ナ
ま
で
付
き
添
っ
た
。
ナ
ル
ニ
、
ス
ポ
レ
ト
を
経
由
し
て
六
月
七
日
に
ア
シ
ジ
に
至
り
、
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
聖
遺
物
を
見
て
の
ち
、

ペ
ル
ー
ジ
ャ
に
は
夕
方
の
お
告
げ
の
祈
り
の
時
に
着
き
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
コ
レ
ジ
オ
に
泊
っ
た
。
同
地
に
は
三
日
間
滞
在
し
、
十
二
日
に

レ
カ
ナ
ー
テ
を
出
発
し
て
夕
方
に
ロ
レ
ー
ト
に
着
き
、
直
ち
に
聖
母
の
大
聖
堂
に
参
詣
し
た
。
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
の
地
ガ
リ
ラ
ヤ
の
ナ
ザ
レ

に
あ
っ
た
聖
母
マ
リ
ア
の
家
が
天
使
に
よ
っ
て
イ
タ
リ
ア
に
運
ば
れ
、
の
ち
ロ
レ
ー
ト
の
教
会
に
移
さ
れ
た
と
の
言
い
伝
え
が
あ
る（
133
）。

高
山
右
近
の
旧
領
で
あ
っ
た
摂
津
の
茨
木
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
大
正
年
間
ま
で
秘
か
に
信
仰
を
守
っ
て
き
た
が
、
彼
ら
の
一
人
で

あ
っ
た
中
谷
家
に
は「
ロ
レ
ー
ト
聖
母
浮
彫
画
像
」が
伝
存
さ
れ
て
き
た（
134
）。

使
節
一
行
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
コ
レ
ジ
オ
に
泊
り
、
翌
朝
再
び
大
聖
堂
を
訪
れ
た
。
な
お
同
地
の
コ
レ
ジ
オ
に
は
一
五
七
〇
年
に
来
日
し

た
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
神
父
が
一
五
六
五
年
に
院
長
と
し
て
い
た
。
彼
は
翌
年
同
地
か
ら
イ
ン
ド
に
旅
立
っ
た
（
135
）。
伊
東
マ
ン
シ
ヨ
は

六
月
十
三
日
付
で
ロ
ー
マ
の
総
会
長
に
感
謝
の
書
翰
を
送
り
、
ロ
レ
ー
ト
の
聖
母
の
家
を
見
学
し
て
深
く
慰
め
ら
れ
た
こ
と
を
伝
え
、
同

時
に
日
本
に
戻
る
自
分
た
ち
と
一
緒
に
多
く
の
神
父
と
イ
ル
マ
ン
を
派
遣
し
て
く
れ
る
よ
う
懇
請
し
た
（
136
）。
ロ
ー
マ
を
出
立
し
て
一
〇

日
が
過
ぎ
た
時
点
で
、
使
節
一
行
は
各
地
で
の
歓
迎
攻
め
と
訪
問
の
た
め
疲
れ
が
み
え
、
毎
日
四
時
間
以
上
の
睡
眠
は
と
れ
ず
、
朝
夕
の

馳
走
に
加
え
慣
れ
な
い
食
べ
物
の
た
め
消
化
不
良
の
状
態
が
続
い
て
い
た
こ
と
が
、
同
行
し
た
イ
ル
マ
ン
・
レ
ニ
の
総
会
長
宛
六
月
十
三

日
付
書
翰
か
ら
知
ら
れ
る（
137
）。
十
四
日
（
金
）
朝
、
大
聖
堂
を
訪
れ
た
の
ち
ロ
レ
ー
ト
を
発
ち
、
手
厚
い
出
迎
え
を
受
け
て
ア
ン
コ
ー
ナ

六
　
使
節
の
帰
国
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市
に
着
い
た
。
出
迎
え
の
人
々
の
中
に
は
教
皇
シ
ス
ト
五
世
の
甥
ル
ド
ヴ
ィ
コ
が
い
た
。
ペ
ル
ー
ジ
ャ
の
時
よ
り
以
上
の
人
々
の
歓
迎
の

な
か
宮
殿
に
到
着
し
た
。
翌
朝
、
ア
ン
コ
ー
ナ
を
発
っ
て
ウ
ル
ビ
ー
ノ
公
領
の
セ
ニ
ガ
リ
ア
に
向
か
い
、
ペ
ザ
ロ
に
着
い
て
ウ
ル
ビ
ー
ノ

公
の
館
に
一
泊
し
た（
138
）。

使
節
一
行
は
翌
朝
同
地
を
発
っ
て
、
チ
ェ
ゼ
ナ
、
フ
ォ
ル
リ
を
経
て
十
八
日
（
火
）
に
イ
モ
ラ
に
着
い
た
。
当
市
の
文
書
館
が
所
蔵
す

る
「
市
会
記
録
」（
第
二
三
巻
）
に
は
、
イ
モ
ラ
市
が
使
節
四
人
に
与
え
た
処
遇
に
感
謝
す
る
六
月
十
八
日
付
の
書
状
が
見
ら
れ
る
。
イ
タ

リ
ア
語
と
ロ
ー
マ
字
日
本
語
、
そ
し
て
漢
字
で
書
か
れ
、
四
人
の
ロ
ー
マ
字
に
よ
る
署
名
が
あ
る（
139
）。
翌
十
九
日
に
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
に

入
っ
た
。
聖
体
の
祝
日
（
二
十
日
）
に
予
定
さ
れ
て
い
た
聖
体
行
列
に
間
に
合
う
よ
う
に
ペ
ザ
ロ
を
出
発
し
て
い
た
使
節
は
、
イ
タ
リ
ア

風
の
金
飾
り
の
衣
服
を
着
て
金
の
飾
り
の
あ
る
黒
の
外
套
と
帽
子
を
被
っ
て
聖
体
行
列
に
参
加
し
た
。
彼
ら
は
携
帯
聖
体
容
器
を
運
ぶ
人

を
覆
う
天
幕
の
前
方
の
支
柱
四
本
を
持
っ
て
市
の
判
事
た
ち
を
補
助
し
た（
140
）。
同
地
に
三
日
間
滞
在
し
、
二
十
二
日
（
土
）
朝
、
同
地
を

発
っ
て
二
十
三
時
頃
に
フ
ェ
ラ
ー
ラ
に
着
き
、
エ
ス
テ
公
の
宮
殿
に
宿
泊
し
た
。
そ
の
宿
舎
は
フ
ラ
ン
ス
国
王
（
ア
ン
リ
三
世
）
が
数
年

前
に
接
待
さ
れ
た
所
で
あ
っ
た
。
二
十
四
日
の
サ
ン
・
ジ
ョ
ア
ン
・
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
（
聖
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
）
の
祝
日
に
は
、
使
節
は
エ
ス

テ
公
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
に
随
行
し
て
大
司
教
座
教
会
に
行
き
、ミ
サ
に
与
っ
た
。
こ
の
日
、中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
激
し
い
熱
病
に
襲
わ
れ
た
が
、

病
気
は
長
引
く
こ
と
は
な
く
小
康
状
態
を
保
っ
た（
141
）。
二
十
五
日（
火
）、使
節
一
行
は
エ
ス
テ
公
が
所
有
す
る
船
で
フ
ェ
ラ
ー
ラ
を
発
ち
、

ポ
ー
河
を
下
っ
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
領
キ
オ
ッ
ジ
ャ
に
向
か
っ
た
。
同
船
に
は
ほ
か
に
三
隻
の
船
が
随
航
し
た
。
エ
ス
テ
公
は
中
浦
ジ
ュ
リ

ア
ン
の
病
気
を
慮
っ
て
医
師
を
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ま
で
同
行
さ
せ
、
彼
の
た
め
に
三
つ
の
船
室
の
一
室
に
寝
台
を
置
か
せ
た（
142
）。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
大
統
領
が
遣
わ
し
た
キ
オ
ッ
ジ
ャ
の
市
長
が
港
か
ら
一
レ
グ
ア
手
前
の
所
で
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
元
老
院
の
名
に
お
い
て

使
節
一
行
を
出
迎
え
た
。
翌
二
十
六
日
に
は
、
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
病
気
に
配
慮
し
て
早
朝
の
出
発
は
見
合
わ
さ
れ
た
。
キ
オ
ッ
ジ
ャ
を

出
発
し
た
一
行
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
か
ら
二
マ
イ
ル
離
れ
た
サ
ン
ト
・
ス
ピ
リ
ト
修
道
院
に
至
っ
て
食
事
を
と
り
、
そ
の
後
に
元
老
院
議

員
四
〇
人
の
歓
迎
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
使
節
は
ピ
ア
ッ
ト
と
称
す
る
船
に
乗
っ
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
向
か
い
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
コ
レ
ジ

オ
に
着
い
た
。
多
く
の
船
と
ゴ
ン
ド
ラ
が
随
航
し
た
。
教
会
に
入
る
前
に
、
彼
ら
は
「
テ
・
デ
ウ
ム
・
ラ
ウ
ダ
ム
ス
（
我
等
、
神
な
る
汝
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を
讃
め
た
て
ま
つ
る
）」の
歌
を
も
っ
て
甚
だ
荘
重
に
迎
え
ら
れ
た（
143
）。

「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
け
る
日
本
人
使
節
へ
の
歓
迎
報
告
書
」（
の
ち

「
歓
迎
報
告
書
」
と
略
記
）
に
よ
る
と
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
市
の
心
遣
い
に
よ

り
、
使
節
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
町
を
ゆ
っ
く
り
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
船
は
少
し
迂
回
し
て
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
か
ら
サ
ン
・
マ
ル
コ
広
場

の
裏
側
に
出
て
大
運
河
を
通
っ
て
サ
ン
・
ト
ロ
ヴ
ァ
ソ
河
に
入
り
、
そ
こ

か
ら
ジ
ュ
デ
カ
の
運
河
に
出
て
イ
エ
ズ
ス
会
の
コ
レ
ジ
オ
の
前
の
道
に
着

い
た（
144
）。
一
日
お
い
て
二
十
八
日
（
金
）
使
節
は
宮
殿
に
お
い
て
大
統
領

ニ
ッ
コ
ロ
・
ダ
・
ポ
ン
テ
（
一
四
九
八
～
一
五
八
六
）
に
謁
見
し
、
日
本

の
衣
服
二
着
、
刀
一
振
、
脇
差
一
振
を
贈
呈
し
た
。「
歓
迎
報
告
書
」
に
よ

る
と
、
脇
差
は
二
振
で
あ
る
。
謁
見
後
、
使
節
は
武
器
室
と
宝
庫
に
案
内

さ
れ
、
午
後
に
は
ム
ラ
ノ
に
連
れ
て
行
か
れ
、
ガ
ラ
ス
工
場
を
見
学
し
た

（
145
）。ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
は
、
聖
体
の
祝
日
に
当
た
る
六
月
二
十
日
に
使

節
が
到
着
す
る
と
予
測
し
て
聖
体
行
列
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
二
、三
日

写真4-28　ヴェネチア少年使節記念碑拓本　　　　　（大村市立史料館所蔵）

遅
れ
て
到
着
す
る
と
予
想
し
て
、
聖
マ
ル
コ
の
出
現
の
祝
日
で
あ
る
二
十
五
日
（
火
）
に
、
再
度
聖
体
行
列
を
行
う
こ
と
を
す
べ
て
の
学

校
に
指
示
し
た
が
、使
節
が
到
着
し
た
の
ち
、聖
体
行
列
は
二
十
九
日（
土
）の
聖
ペ
ト
ロ
と
聖
パ
ウ
ロ
の
祝
日
ま
で
延
期
さ
れ
た
。
土
曜
日
、

使
節
は
聖
体
行
列
の
始
ま
る
前
に
サ
ン
・
マ
ル
コ
教
会
に
赴
い
て
荘
厳
ミ
サ
に
参
列
し
、
そ
の
の
ち
、
ト
レ
・
ヴ
ィ
レ
宮
殿
か
ら
行
列
を

見
物
し
た
。
山
車
が
三
〇
〇
台
前
後
出
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は
そ
れ
ま
で
で
一
番
立
派
な
行
列
で
あ
っ
た
、
と
さ
れ
る（
146
）。

七
月
四
日（
木
）、
使
節
は
大
統
領
に
暇
乞
い
の
た
め
政
庁
を
訪
れ
た
。「
歓
迎
報
告
書
」に
よ
る
と
、
大
会
議
室
の
広
間
に
は
彼
ら
の
肖
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像
画
が
置
か
れ
、
十
人
会
議
室
に
は
刀
と
着
物
が
展
示
さ
れ
て
説
明
文
も
刻
ま
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
岡
本
良
知
に
よ
る
と
、
完
成
し

た
肖
像
画
は
伊
東
マ
ン
シ
ヨ
の
み
で
、
他
の
三
人
の
は
素
描
の
み
で
あ
っ
た
（
147
）。
肖
像
画
が
い
つ
描
か
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
バ

ル
ト
リ
の
「
イ
エ
ズ
ス
会
史
」
に
よ
る
と
、
画
家
は
ジ
ャ
コ
メ
・
チ
ン
ト
レ
ッ
ト
で
、
彼
に
は
二
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ー
ド
が
支
払
わ
れ
た（
148
）。

肖
像
画
の
下
に
は
、
イ
タ
リ
ア
語
の
説
明
を
も
っ
た
日
本
語
の
貼
り
紙
を
付
け
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
は
こ
れ
ら
重
要
な
人

物
の
来
訪
と
そ
の
理
由
、
彼
ら
の
資
格
と
身
分
が
要
約
さ
れ
て
書
か
れ
、
彼
ら
の
署
名
が
あ
っ
た
（
149
）。
現
在
、
こ
れ
ら
の
肖
像
画
は
不

明
で
あ
る
と
い
う
。

共
和
国
が
使
節
に
贈
っ
た
品
々
は
金
一
〇
〇
〇
ス
ク
ー
ド
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。「
歓
迎
報
告
書
」
に
よ
る
と
、
深
紅
色

ビ
ロ
ー
ド　

一
反
。
深
紅
色
羅
紗　

一
反
。
深
紅
色
ダ
マ
ス
コ
織
り　

一
反
。
深
紅
色
ダ
マ
ス
コ
織
り
と
金
糸
織
り　

一
反
。
深
紅
色
タ

ビ
金
糸
透
か
し
織
り　

一
反
。
紫
色
ビ
ロ
ー
ド　

一
反
。
紫
色
ダ
マ
ス
コ
織
り　

一
反
。
紫
色
ダ
マ
ス
コ
・
金
糸
織
り　

一
反
。
紫
色
タ

ビ
・
金
糸
透
か
し
織
り　

一
反
。
大
鏡
、
ゼ
ミ
ナ
風
の
飾
り
絵
で
彩
色
さ
れ
て
い
る　

四
面
。
黒
檀
縁
の
鏡　

四
面
。
諸
種
ガ
ラ
ス
製
品

入
り
梱
包　

二
個（
150
）。
千
々
石
ミ
ゲ
ル
が
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
二
個
の
大
箱
に
は
五
〇
〇
以
上
の
ガ
ラ
ス
製
品
が
入
っ
て
い
た（
151
）。

フ
ロ
イ
ス
は
、
贈
物
の
第
一
と
し
て
高
価
な
象
牙
製
の
十
字
架
四
箇
を
記
載
し
て
い
る（
152
）。

七
月
六
日
（
土
）、
使
節
一
行
は
二
隻
の
船
に
乗
り
、
多
数
の
元
老
院
議
員
に
伴
わ
れ
て
ア
ル
ガ
ル
に
あ
る
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
教
会

に
赴
い
て
、
そ
こ
で
の
宴
に
参
加
し
た
の
ち
、
バ
ド
ヴ
ァ
に
出
発
し
た
。
パ
ド
ヴ
ァ
に
は
二
日
間
滞
留
し
た
。
同
地
で
は
第
一
に
リ
ス
ボ

ン
出
身
の
聖
人
ア
ン
ト
ニ
オ
が
住
ん
で
い
た
聖
ア
ン
ト
ニ
オ
修
道
院
を
訪
れ
、
次
い
で
公
営
の
植
物
園 H

orto célebre 

を
訪
れ
た
。
園
長
の

ド
イ
ツ
人
ベ
ル
シ
オ
ー
ル
・
ギ
ラ
ン
デ
ィ
ー
ノ
は
四
冊
の
書
物
を
使
節
に
贈
っ
た
。
そ
の
第
一
冊
に
は
オ
ラ
ン
ダ
人
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
オ
ル

テ
リ
ウ
ス
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
コ
ス
モ
・
グ
ラ
フ
ィ
ア orbis terraram 
（
世
界
の
舞
台
）』
が
含
ま
れ
て
い
た
。
他
の
三
冊
に
は
世
界
の

最
も
著
名
な
都
市
図
が
あ
っ
た（
153
）。

使
節
一
行
は
、
七
月
九
日
（
火
）、
パ
ド
ヴ
ァ
を
発
っ
て
、
同
じ
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
領
域
の
ヴ
ィ
チ
ェ
ン
ツ
ァ
に
赴
き
、
同
市
の
劇
場
で

行
わ
れ
た
丁
重
な
歓
迎
会
に
出
席
し
て
楽
器
演
奏
を
楽
し
ん
だ
。
翌
日
に
は
ヴ
ェ
ロ
ナ
に
出
発
し
、
同
地
に
二
日
間
滞
在
し
た
の
ち
、
七
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月
十
三
日
（
土
）
に
マ
ン
ト
ー
ヴ
ァ
公
領
ヴ
ィ
ラ
フ
ラ
ン
カ
を
経
由
し
て
マ
ン
ト
ー
ヴ
ァ
市
に
入
っ
た
。
世
子 Principe 

（
皇
太
子
）
は
父
の

名
代
と
し
て
同
市
七
マ
イ
ル
手
前
の
地
で
使
節
一
行
を
出
迎
え
た
。
同
市
に
到
着
し
た
使
節
を
出
迎
え
た
の
は
、
病
気
の
マ
ン
ト
ー
ヴ
ァ

公
が
遣
わ
し
た
ジ
ェ
ル
サ
レ
ム
の
総
大
司
教
シ
ピ
オ
ー
ネ
・
ゴ
ン
ザ
ー
ガ
で
あ
っ
た
（
154
）。
使
節
は
宮
殿
に
案
内
さ
れ
て
、
そ
こ
に
五
日

間
滞
在
し
た
。
翌
朝
、
使
節
は
世
子
を
伴
っ
た
マ
ン
ト
ー
ヴ
ァ
公
グ
リ
エ
ル
モ
・
ゴ
ン
ザ
ー
ガ
の
訪
問
を
受
け
た
。
公
は
痛
風
の
た
め
輿

に
乗
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
彼
ら
は
マ
ン
ト
ー
ヴ
ァ
公
の
礼
拝
堂
が
あ
る
聖
バ
ル
バ
ラ
教
会
の
ミ
サ
に
出
席
し
た
。
歩
行
が
困
難
で
あ
っ

た
公
爵
は
輿
に
乗
っ
て
教
会
に
来
た
。
ミ
サ
の
際
に
演
奏
さ
れ
た
オ
ル
ガ
ン
曲
は
公
爵
が
作
曲
し
た
も
の
で
あ
っ
た（
155
）。
マ
ン
ト
ー
ヴ
ァ

公
が
日
本
の
使
節
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
彼
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
駐
在
す
る
書
記
官
ガ
ブ
リ
エ
レ
・
カ
ル
ツ
ォ

ニ
に
対
し
て
、
彼
の
名
に
お
い
て
使
節
を
自
領
に
招
待
す
る
こ
と
を
申
し
出
、
終
始
使
節
に
同
行
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
だ
け
で
な
く
、

一
族
の
身
分
の
高
い
騎
士
ム
ー
テ
ィ
オ
・
ゴ
ン
ザ
ー
ガ
を
ヴ
ィ
ラ
フ
ラ
ン
カ
に
遣
わ
し
て
い
た
。
書
記
官
カ
ル
ツ
ォ
ニ
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

か
ら
使
節
の
動
静
に
つ
い
て
詳
し
く
報
じ
て
い
た
（
156
）。
マ
ン
ト
ー
ヴ
ァ
公
か
ら
厚
遇
さ
れ
た
使
節
が
マ
ン
ト
ー
ヴ
ァ
市
を
出
発
し
た
の

は
七
月
十
八
日
で
、
世
子
が
ガ
ッ
ツ
ォ
ロ
城
ま
で
同
行
し
て
見
送
っ
た（
157
）。

ミ
ラ
ノ
に
向
け
て
ガ
ッ
ツ
ォ
ロ
城
を
出
発
し
た
使
節
は
ソ
ス
ピ
ロ
の
町
に
行
き
、
当
地
の
主
任
司
祭
の
農
園
で
食
事
を
と
り
、
ク
レ
モ

ナ
と
の
境
で
枢
機
卿
ス
フ
ォ
ン
ド
ラ
ー
ト
が
遣
わ
し
た
馬
車
に
乗
り
替
え
て
ク
レ
モ
ナ
市
に
入
っ
た
。
そ
の
入
市
は
祭
り
騒
ぎ
と
音
楽
演

奏
の
う
ち
に
盛
大
で
華
々
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ク
レ
モ
ナ
の
枢
機
卿
は
ロ
ー
マ
で
使
節
に
会
っ
て
い
て
、
そ
の
来
訪
を
要
請
し
て
い
た
。

使
節
は
枢
機
卿
の
宮
殿
に
二
泊
し
、
彼
が
執
り
行
な
っ
た
十
九
日
と
二
十
日
の
ミ
サ
に
参
列
し
た
（
158
）。
使
節
は
二
十
一
日
（
月
）、
周
壁

の
外
ま
で
見
送
っ
た
枢
機
卿
に
別
れ
て
ク
レ
モ
ナ
を
発
っ
た
。

使
節
が
ミ
ラ
ノ
に
着
い
た
の
は
、サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ（
聖
ヤ
コ
ブ
）の
日
で
あ
る
七
月
二
十
五
日
の
夕
刻
で
あ
っ
た
。ミ
ラ
ノ
公
テ
ラ
ノ
ヴ
ァ

は
市
の
外
廊
の
門
の
外
に
あ
っ
て
二
人
の
子
息
、
全
元
老
院
議
員
及
び
騎
乗
し
た
五
〇
〇
人
以
上
の
貴
顕
と
一
緒
に
使
節
一
行
を
出
迎
え

た
。
入
市
し
た
使
節
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
コ
レ
ジ
オ
に
導
か
れ
、
同
地
に
九
日
間
滞
在
し
た
。
滞
在
中
に
ス
ペ
イ
ン
の
エ
ス
コ
リ
ア
ル
修
道

院
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
二
八
体
の
青
銅
像
を
見
学
し
た
。
そ
れ
は
一
二
使
徒
、
四
人
の
福
音
書
家
、
四
人
の
教
会
博
士
及
び
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他
の
聖
人
像
か
ら
な
っ
て
い
た
。
四
教
会
博
士
の
一
人
、
聖
ア
ン
ブ
ロ
ジ
オ
の
遺
骸
に
も
参
詣
し
、
大
聖
堂
を
も
訪
れ
た
。
ミ
ラ
ノ
公
は

別
離
に
当
た
り
、
使
節
四
人
そ
れ
ぞ
れ
に
剣
と
短
刀
と
そ
の
帯
を
贈
っ
た
。
使
節
が
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
か
ら
、
同
地
を
出
航
す
る
ス
ペ
イ
ン
行

の
艦
隊
に
つ
い
て
の
報
知
を
得
て
ミ
ラ
ノ
を
発
っ
た
の
は
、
八
月
三
日
で
あ
る（
159
）。

使
節
は
そ
の
日
チ
ェ
ル
ト
ザ
修
道
院
に
泊
ま
り
、
翌
日
（
日
）、
パ
ヴ
ィ
ア
市
に
着
い
て
ミ
サ
に
与
か
り
司
教
館
に
泊
ま
っ
た
。
五
日
、

使
節
の
出
発
に
際
し
司
教
は
馬
車
六
両
で
一
レ
グ
ア
の
地
ま
で
同
行
し
た
。
使
節
が
ミ
ラ
ノ
領
最
後
の
地
ヴ
ォ
ゲ
ラ
に
着
く
と
、
ミ
ラ
ノ

公
が
随
行
を
命
じ
て
い
た
騎
士
た
ち
は
そ
こ
で
使
節
と
別
れ
て
引
き
返
し
て
い
っ
た（
160
）。

八
月
六
日
、
使
節
は
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
領
ノ
ヴ
ィ
に
向
か
い
、
オ
ッ
タ
ジ
オ
、
ア
ッ
ク
ェ
を
経
由
し
て
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
に
着
い
た
。
到
着
の
一

マ
イ
ル
手
前
に
は
、
元
老
院
議
院
四
人
と
騎
乗
の
貴
顕
が
出
迎
え
て
い
た
。
使
節
は
美
し
い
馬
四
頭
に
そ
れ
ぞ
れ
騎
乗
し
て
、
イ
エ
ズ
ス

会
の
ア
ヌ
ン
シ
ア
タ
（
お
告
げ
の
）
教
会
に
導
か
れ
た
。
翌
日
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
共
和
国
の
大
統
領
を
表
敬
訪
問
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
艦
隊
の

出
航
は
二
十
四
時
と
決
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
使
節
は
午
後
八
時
に
乗
船
し
た
。
九
日（
金
）、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
を
出
航
し
た
艦
隊
は
、
ヴ
ォ

リ
オ
神
父
の
八
月
十
三
、十
八
日
付
の
ロ
ー
マ
の
総
会
長
宛
書
翰
に
よ
る
と
、
向
か
い
風
の
た
め
サ
ヴ
ォ
ナ
か
ら
五
マ
イ
ル
の
地
に
碇
泊

し
、
翌
朝
再
出
航
し
て
、
そ
の
日
な
い
し
翌
日
に
ロ
ア
ノ
に
、
そ
し
て
四
日
目
に
マ
ル
セ
イ
ユ
に
寄
港
し
た（
161
）。

使
節
一
行
が
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
着
い
た
の
は
、
八
月
十
六
日
（
金
）
で
あ
る
。
バ
レ
ン
シ
ア
の
一
イ
エ
ズ
ス
会
司
祭
ミ
ゲ
ル
・
ジ
ュ
リ
ア

ン
に
よ
る
と
、
使
節
は
馬
車
で
市
内
に
入
り
、
翌
日
、
市
長
や
貴
顕
の
表
敬
訪
問
を
受
け
た
の
ち
、
大
聖
堂
に
案
内
さ
れ
た
。
数
日
後
に

イ
エ
ズ
ス
会
の
コ
レ
ジ
オ
の
別
荘
に
赴
い
た
が
、
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
四
度
目
の
発
熱
の
た
め
市
内
の
コ
レ
ジ
オ
に
戻
っ
た
（
162
）。
フ
ロ

イ
ス
は
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
病
気
の
た
め
、
使
節
は
二
五
日
間
郊
外
の
別
荘
で
過
し
た
（
163
）、
と
い
う
。
千
々
石
ミ
ゲ
ル
は
、
ジ
ュ
リ
ア
ン

の
病
気
の
た
め
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
二
五
日
間
滞
在
し
、
そ
の
大
部
分
を
田
舎
の
家 casa de cam

po 

で
過
し
た
。
と
述
べ
る（
164
）。

九
月
九
日
（
日
）、
使
節
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
発
っ
て
ア
ラ
ゴ
ン
州
の
モ
ン
ソ
ン
に
向
か
っ
た
。
同
地
の
離
宮
に
は
国
王
フ
ェ
リ
ペ
が
滞

在
し
て
い
た
。
最
初
の
日
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
か
ら
七
レ
グ
ア
離
れ
た
モ
ン
セ
ラ
ー
ト
の
聖
母
修
道
院
を
訪
れ
た
。
翌
朝
に
は
修
道
院
長
の
司

式
に
よ
る
荘
厳
な
歌
ミ
サ
が
あ
り
、
院
長
は
説
教
の
中
で
特
に
日
本
人
使
節
の
旅
に
つ
い
て
語
っ
た
（
165
）。
モ
ン
セ
ラ
ー
ト
に
は
聖
ベ
ネ



570

デ
ィ
ク
ト
会
の
修
道
院
が
あ
る
。
そ
の
聖
堂
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
創
設
者
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
・
デ
・
ロ
ヨ
ラ
が
騎
士
の
魂
で
も
あ
る
剣
を

置
い
て
神
の
兵
士
と
し
て
働
く
こ
と
を
誓
っ
た
所
で
あ
る
。
使
節
の
モ
ン
セ
ラ
ー
ト
巡
礼
は
神
に
よ
る
ロ
ヨ
ラ
の
召
命
を
、
彼
ら
は
自
ら

の
召
命
と
し
て
受
け
と
め
る
契
機
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
結
城
了
悟
は
、
使
節
は
す
で
に
ロ
ー
マ
の
聖
ス
タ
ニ
ラ
ウ
ス
の
墓
前
で
イ
エ

ズ
ス
会
に
入
る
こ
と
を
決
心
し
て
い
た
、
と
す
る（
166
）。

九
月
十
一
日
、
使
節
は
モ
ン
セ
ラ
ー
ト
を
発
っ
て
モ
ン
ソ
ン
に
向
か
い
、
同
地
に
は
十
四
日
に
到
着
し
た
。
そ
の
三
日
目
に
離
宮
に
参

上
し
て
国
王
フ
ェ
リ
ペ
を
表
敬
訪
問
し
た
。
国
王
は
使
節
に
対
し
て
、
イ
タ
リ
ア
に
つ
い
て
の
印
象
を
問
い
、
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
病
気

に
気
遣
い
を
み
せ
た
。
使
節
は
そ
れ
ま
で
の
旅
の
覚
書
を
国
王
に
捧
呈
し
た
。
ヌ
ー
ノ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
神
父
が
ロ
ー
マ
の
総
会
長
に
送
っ

た
一
五
八
五
年
九
月
二
十
九
日
付
書
翰
に
よ
る
と
、
国
王
は
旅
費
と
し
て
三
〇
〇
ド
ゥ
カ
ド
を
支
給
し
、
更
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
か
ら
リ
ス
ボ

ン
ま
で
の
馬
車
な
ど
の
経
費
四
〇
〇
ド
ゥ
カ
ド
以
上
を
援
助
す
る
こ
と
を
伝
え
た
。
使
節
が
宿
泊
し
た
の
は
バ
レ
ン
シ
ア
の
総
大
司
教
の

館
で
あ
っ
た（
167
）。

九
月
二
十
日
、
モ
ン
ソ
ン
を
出
発
し
た
使
節
は
ア
ラ
ゴ
ン
州
の
都
サ
ラ
ゴ
サ
に
向
か
い
、
同
地
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
コ
レ
ジ
オ
に
三
日
間

滞
在
し
た
。
コ
レ
ジ
オ
で
は
、
学
生
た
ち
が
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
日
本
三
ヵ
国
が
出
て
く
る
対
話
劇
を
演
じ
て
使
節
一
行
を
慰
め
た
。

同
地
に
は
聖
ヤ
コ
ブ
（
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
）
が
聖
母
マ
リ
ア
の
た
め
に
建
て
た
と
さ
れ
る
ピ
ラ
ー
ル
の
聖
母
教
会
が
あ
り
、
使
節
は
こ
こ
に

参
詣
し
た
。
教
会
建
立
に
関
す
る
言
い
伝
え
は『
遣
欧
使
節
行
記
』の
中
で
詳
述
さ
れ
て
い
る（
168
）。

使
節
は
サ
ラ
ゴ
サ
か
ら
ダ
ロ
カ
に
進
み
、
ア
ル
カ
ラ
に
は
十
月
十
五
日
に
到
着
し
た
。
ヌ
ー
ノ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
神
父
は
そ
の
日
の
う
ち

に
マ
ド
リ
ー
ド
に
発
ち
、
使
節
は
同
地
に
四
日
間
留
ま
っ
た
（
169
）。
使
節
が
マ
ド
リ
ー
ド
に
入
っ
た
の
は
十
九
日
頃
で
あ
る
。
更
に
オ
ロ

ペ
サ
を
経
由
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
内
の
ヴ
ィ
ラ
・
ヴ
ィ
ソ
ー
ザ
に
戻
っ
て
来
た
の
は
十
月
末
頃
で
あ
り
、ブ
ラ
ガ
ン
サ
公
や
母
君
カ
タ
リ
ー

ナ
女
王
の
厚
い
も
て
な
し
を
受
け
た
。
同
地
に
四
日
間
滞
在
し
た
の
ち
、
十
一
月
五
日
に
エ
ヴ
ォ
ラ
に
向
か
っ
た
。
エ
ヴ
ォ
ラ
市
と
大
学

関
係
者
二
〇
〇
人
が
一
レ
グ
ア
手
前
の
所
ま
で
出
迎
え
、
使
節
は
大
司
教
テ
オ
ト
ニ
オ
・
デ
・
ブ
ラ
ガ
ン
サ
が
遣
わ
し
た
馬
四
頭
に
騎
乗

し
て
入
市
し
、
市
民
の
歓
迎
を
受
け
た
。
使
節
が
宿
泊
し
た
の
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
エ
ス
ビ
リ
ト
・
サ
ン
ト
の
コ
レ
ジ
オ
内
に
あ
っ
た
国
王
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エ
ン
リ
ケ
の
館
で
あ
り
、
こ
こ
に
九
日
間
滞
在
し
た
。
エ
ヴ
ォ

ラ
大
学
は
十
一
月
七
日
（
木
）
に
使
節
の
た
め
の
歓
迎
会
を
催

し
、
そ
れ
は
二
時
間
半
も
続
い
た
。
十
日
に
は
サ
ン
ト
・
ア
ン

ト
ニ
オ
修
道
院
を
訪
れ
、
ま
た
使
節
に
同
行
し
て
い
た
イ
ル
マ

ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
・
ロ
ヨ
ラ
が
大
司
教
テ
オ
ト
ニ
オ
か
ら
叙
品

さ
れ
た（
170
）。

エ
ヴ
ォ
ラ
を
出
発
し
た
使
節
は
、
テ
ー
ジ
ョ
河
を
は
さ
ん
で

リ
ス
ボ
ン
の
対
岸
に
あ
る
ヴ
ィ
レ
・
デ
・
ロ
ザ
ー
ル
の
イ
エ

ズ
ス
会
の
山
荘 casa de recreiro 

に
至
り
、
数
日
間
滞
在
し
て
休

養
を
取
っ
た
。
リ
ス
ボ
ン
に
は
枢
機
卿
差
し
回
し
の
船
で
テ
ー

写真4-29　エヴォラ大学内　元コレジオ礼拝堂

ジ
ョ
河
を
渡
っ
て
入
り
、
サ
ン
・
ロ
ケ
教
会
付
設
の
誓
願
者
の
コ
レ
ジ
オ
に
落
ち
着
い
た（
171
）。
リ
ス
ボ
ン
入
市
の
日
付
は
明
確
で
な
い
が
、

十
一
月
下
旬
頃
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
枢
機
卿
は
使
節
の
滞
在
費
と
し
て
一
五
〇
〇
ク
ル
ザ
ー
ド
を
支
出
し
た
が
、
こ
れ
は
翌
年
春
に

リ
ス
ボ
ン
を
出
発
す
る
ま
で
の
費
用
で
あ
っ
た（
172
）。
十
二
月
四
日
（
水
）
午
前
に
、
サ
ン
・
ア
ン
タ
ン
の
コ
レ
ジ
オ
の
神
学
生
二
五
な
い

し
三
〇
人
が
使
節
を
迎
え
る
た
め
サ
ン
・
ロ
ケ
の
コ
レ
ジ
オ
を
訪
れ
た
。
使
節
は
枢
機
卿
の
馬
車
で
サ
ン
・
ア
ン
タ
ン
の
コ
レ
ジ
オ
を
訪

れ
て
聖
遺
物
を
礼
拝
し
た
の
ち
、
神
学
生
た
ち
が
演
じ
る
対
話
劇
を
観
た（
173
）。

十
二
月
十
六
日
（
日
）、
使
節
は
コ
イ
ン
ブ
ラ
市
と
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
か
ら
の
招
聘
を
受
け
て
リ
ス
ボ
ン
を
発
ち
、
サ
ン
タ
レ
ン
、

ト
マ
ー
ル
を
経
由
し
て
二
十
三
日
（
月
）
に
コ
イ
ン
ブ
ラ
に
着
い
た（
174
）。
司
教
ら
が
市
外
ま
で
出
迎
え
た
。
使
節
が
モ
ン
デ
ー
ゴ
河
に
架

か
る
橋
を
渡
る
際
に
、市
の
代
表
が
簡
単
な
挨
拶
の
言
葉
を
述
べ
て
歓
迎
の
意
を
表
明
し
た
。
こ
の
時
、河
辺
に
建
つ
邸
宅
の
塔
か
ら
シ
ャ

ル
メ
ラ
隊
に
よ
る
音
楽
が
吹
奏
さ
れ
、
市
内
の
各
教
会
の
鐘
が
う
ち
鳴
ら
さ
れ
た
。
こ
の
日
、
各
学
校
は
休
講
日
と
さ
れ
た
。
使
節
一
行

は
司
教
座
教
会
に
参
詣
し
、
司
教
か
ら
は
十
字
架
の
木
の
聖
遺
物
を
贈
ら
れ
た
。
こ
の
時
に
も
、
様
々
な
楽
器
に
よ
る
演
奏
が
あ
っ
た（
175
）。
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降
誕
祭
（
ク
リ
ス
マ
ス
）
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
教
会
に
は
ベ
ト
レ
ヘ
ム
の
洞
窟
を
模
し
た
キ
リ
ス
ト
の
馬
小
屋
の
光
景
が
見
ら
れ
た
。

そ
こ
に
は
四
福
音
書
作
家
を
引
く
凱
旋
の
車
が
運
ば
れ
、
豊
後
の
フ
ラ
ン
シ
ス
と
有
馬
の
プ
ロ
タ
ジ
オ
の
王
二
人
と
大
村
の
領
主
バ
ル
ト

ロ
メ
ウ
が
キ
リ
ス
ト
教
を
保
護
し
こ
れ
を
信
仰
し
て
い
る
有
様
が
見
ら
れ
た
、
と
い
う（
176
）。

ク
リ
ス
マ
ス
に
は
、
使
節
は
大
司
教
座
教
会
で
ミ
サ
に
与
っ
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
祝
日
の
八
日
間
後
に
、
コ
イ
ン
ブ
ラ
大
学
の
関
係
者

二
名
が
訪
れ
て
使
節
に
大
学
訪
問
を
要
請
し
た
。
メ
ス
キ
ー
タ
神
父
が
不
在
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
に
応
接
し
た
の
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が

よ
く
で
き
た
伊
東
マ
ン
シ
ヨ
で
あ
っ
た
（
177
）。
同
大
学
で
は
、
か
つ
て
ナ
バ
ラ
人
の
博
士
マ
ル
テ
ィ
ン
・
デ
・
ア
ス
ピ
ル
ク
エ
タ
が
教
会

法
を
教
え
て
い
た
。
ザ
ビ
エ
ル
は
彼
を
「
お
じ
」
と
称
し（
178
）、
リ
ス
ボ
ン
か
ら
イ
ン
ド
に
旅
立
つ
時
、
彼
に
書
翰
を
送
っ
て
別
れ
を
告
げ

て
い
る
。ア
ス
ピ
ル
ク
エ
タ
の
著
書『
告
解
提
要
』は
、遣
欧
使
節
が
も
た
ら
し
た
活
字
印
刷
機
に
よ
っ
て
一
五
九
七
年
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

使
節
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
コ
レ
ジ
オ
で
の
聴
講
を
許
さ
れ
、
最
上
ク
ラ
ス
の
第
一
教
室
で
、
日
本
の
宣
教
を
テ
ー
マ
と
し
た
劇
を
観
た
。

ま
た
第
二
の
ク
ラ
ス
で
は
、
使
節
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
到
着
、
旅
の
目
的
、
宣
教
が
成
功
し
た
日
本
の
状
況
が
対
話
劇
で
語
ら
れ
演
じ
ら
れ
る

の
を
観
た
（
179
）。
学
問
の
都
市
コ
イ
ン
ブ
ラ
で
の
二
〇
日
間
の
滞
在
を
終
え
て
、
一
五
八
六
年
一
月
九
日
、
同
地
を
発
っ
て
リ
ス
ボ
ン
に

向
か
っ
た
。
そ
の
途
中
で
、
バ
タ
リ
ャ
と
ア
ル
コ
バ
サ
の
両
修
道
院
を
訪
れ
た（
180
）。

使
節
が
枢
機
卿
ア
ル
ベ
ル
ト
を
訪
れ
て
帰
国
の
挨
拶
を
し
た
の
は
三
月
中
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
日
付
は
不
明
で
あ
る
。
枢
機
卿
は
使
節

の
イ
ン
ド
渡
航
の
糧
食
用
に
、
国
王
の
名
の
下
に
四
六
〇
〇
ク
ル
ザ
ー
ド
を
使
節
に
下
賜
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
パ
ー

ド
レ
た
ち
の
た
め
に
三
四
〇
〇
ク
ル
ザ
ー
ド
を
与
え
た
。
使
節
と
一
緒
に
イ
エ
ズ
ス
会
員
三
一
人
が
イ
ン
ド
に
渡
航
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
と
枢
機
卿
の
使
節
に
対
す
る
援
助
の
総
額
は
一
万
二
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ー
ド
と
見
積
ら
れ
て
い
た
。
枢
機
卿
は
イ
ン
ド
副

王
に
書
翰
を
送
り
、
ゴ
ア
に
お
い
て
馬
四
頭
を
使
節
に
与
え
る
こ
と
を
命
じ
た（
181
）。

メ
ス
キ
ー
タ
神
父
は
、
リ
ス
ボ
ン
で
は
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
神
父
か
ら
購
入
を
委
託
さ
れ
た
活
字
印
刷
機
と
活
字
な
ど
の
入
手
に
奔
走
し

た
。
一
五
八
四
年
八
月
に
リ
ス
ボ
ン
に
到
着
し
て
以
来
、
こ
の
件
が
頭
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
、
リ
ス
ボ
ン

の
イ
エ
ズ
ス
会
に
印
刷
機
購
入
の
斡
旋
を
依
頼
し
て
ロ
ー
マ
へ
旅
立
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
が
リ
ス
ボ
ン
に
戻
っ
て
来
た
時
に
は
既
に
購
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入
の
手
続
き
は
終
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
リ
ス
ボ
ン
で
は
、
イ
ル
マ
ン
の
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
・
デ
・
ロ
ヨ
ラ
と
同
宿
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
・

ド
ゥ
ラ
ー
ド
が
活
字
の
原
型
（
字
母
）
を
造
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
総
会
長
に
対
す
る
一
五
八
六
年
十
二
月
二
十
二
日

付
コ
チ
ン
発
信
の
書
翰
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
日
本
語
で
印
刷
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
パ
ー
ド
レ
・
ア
レ
シ
ャ
ン
ド
ロ
・
レ
ニ

が
私
に
語
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
イ
ル
マ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
と
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
が
字
母
を
造
る
こ
と
を
学
ん
で
い
る
。
こ
の
た
め
、

日
本
で
は
何
か
が
実
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
中
国
語
で
作
ら
れ
た
カ
テ
キ
ス
モ
は
学
問
の
あ
る
坊
主
た
ち
の
た
め
に
何

ら
か
の
役
に
立
つ
で
し
ょ
う
（
182
）。」
レ
ニ
は
ロ
ー
マ
を
出
発
し
た
時
に
は
イ
ル
マ
ン
で
あ
っ
た
が
、
リ
ス
ボ
ン
到
着
時
に
は
司
祭
に
叙
階

さ
れ
て
お
り
、
使
節
と
一
緒
に
リ
ス
ボ
ン
か
ら
イ
ン
ド
に
渡
航
し
た
。
イ
ル
マ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
と
同
宿
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
は
、
ロ
ー

マ
ン
体
（
ロ
ー
マ
字
）
の
活
字
だ
け
で
な
く
、
日
本
語
活
字
の
習
得
も
行
っ
て
い
た
。
リ
ス
ボ
ン
滞
在
が
短
期
間
で
あ
っ
た
た
め
に
、
印

刷
技
術
の
習
得
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
ゴ
ア
で
の
習
得
が
更
に
必
要
で
あ
っ
た
。

■
二
．
リ
ス
ボ
ン
か
ら
長
崎
帰
着
ま
で

一
五
八
六
年
に
イ
ン
ド
に
向
け
て
リ
ス
ボ
ン
を
出
帆
し
た
船
は
五
隻
で
、使
節
一
行
は
最
も
堅
牢
で
安
全
と
さ
れ
た
ナ
ウ
船
サ
ン
・
フ
ェ

リ
ペ
号
に
乗
船
し
た
。
枢
機
卿
ア
ル
ベ
ル
ト
は
国
王
の
名
で
使
節
に
渡
航
経
費
四
六
〇
〇
ク
ル
ザ
ー
ド
を
下
賜
し
た
（
183
）。
グ
ス
マ
ン
に

よ
る
と
、
船
隊
は
一
五
八
六
年
三
月
終
わ
り
頃
に
出
航
し
た
が
、
激
し
い
嵐
の
た
め
一
日
で
リ
ス
ボ
ン
に
戻
っ
た（
184
）。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー

ノ
は
ヌ
ー
ノ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
に
与
え
た
一
五
八
三
年
十
二
月
一
日
付
の
訓
令
に
お
い
て
、
一
五
八
六
年
三
月
ま
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
去
る

よ
う
に
、
そ
の
イ
ン
ド
帰
航
時
期
を
決
め
て
い
た
（
185
）。
使
節
一
行
は
彼
の
指
示
を
守
っ
て
三
月
中
に
リ
ス
ボ
ン
を
出
航
し
た
が
、
帰
港

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
四
月
十
日
前
後
に
、
二
八
隻
か
ら
な
る
船
隊
が
再
び
リ
ス
ボ
ン
を
出
帆
し
た（
186
）。
ブ
ラ
ジ
ル
に
向
か
う
二
三
隻

と
イ
ン
ド
渡
航
船
五
隻
で
あ
る
。
フ
ロ
イ
ス
は
使
節
一
行
が
四
月
八
日
に
乗
船
し
た
と
す
る（
187
）。

サ
ン
・
フ
ェ
リ
ペ
号
に
は
、
ヌ
ー
ノ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
と
メ
ス
キ
ー
タ
の
両
神
父
、
そ
し
て
一
七
人
の
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
が
乗
船
し
、

他
に
一
二
名
の
同
会
宣
教
師
が
他
の
船
に
乗
っ
て
い
た（
188
）。

再
出
帆
後
、
船
隊
は
順
調
な
航
海
を
続
け
、
赤
道
に
達
し
た
の
ち
、
そ
こ
で
ブ
ラ
ジ
ル
方
向
へ
向
か
う
二
三
隻
と
イ
ン
ド
渡
航
の
五
隻
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は
別
れ
た
。
五
月
二
七
日
に
は
赤
道
の
彼
方
昼
夜
平
分
線
か

ら
一
四
度
に
達
し
た
の
ち
に
突
然
暴
風
に
襲
わ
れ
て
、
一

番
檣ほ

ば
し
ら

の
上
に
据
え
ら
れ
た
帆
桁
が
真
二
つ
に
折
ら
れ
、
こ

の
修
理
に
三
日
を
要
し
た
（
189
）。
七
月
七
日
に
喜
望
峰
に
到

達
し
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
南
端
ア
グ
ー
リ
ャ
ス
（
ア
ガ
ラ

ス
）
岬
を
通
過
し
て
ナ
タ
ー
ル
附
近
の
海
岸
に
沿
っ
て
北
上

し
、
暴
風
に
遭
遇
し
な
が
ら
も
、
そ
の
後
二
二
日
間
平
穏
な

船
海
を
続
け
て
、
大
陸
と
サ
ン
・
ロ
ウ
レ
ン
ソ
（
マ
ダ
ガ
ス

カ
ル
）島
の
水
道（
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
海
峡
）に
入
っ
た
。
こ
の

海
域
は
「
イ
ン
ド
航
路
の
墓
場
」
と
称
さ
れ
て
お
り
、
ジ
ュ

デ
ィ Giudei 

と
い
う
暗
礁
が
あ
っ
た
。
バ
ル
ト
リ
に
よ
る

と
、
使
節
一
行
が
イ
ン
ド
か
ら
乗
船
し
た
ガ
レ
オ
ン
船
サ
ン

テ
ィ
ア
ゴ
号
が
数
ヵ
月
前
に
こ
の
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
破

損
し
て
い
た
（
190
）。
大
陸
か
ら
は
常
に
四
レ
グ
ア
の
距
離
を

保
っ
て
水
深
二
四
尋
（
一
尋
は
一
・
五
な
い
し
一
・
八
㍍
）
の

辺
り
か
ら
陸
に
近
づ
か
な
い
と
い
う
の
が
「
水
路
記
」
の
訓

で
あ
っ
た
が
、
船
は
速
い
潮
流
に
押
し
流
さ
れ
て
陸
地
に
接

近
し
、
八
月
九
日
に
は
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
を
前
に
し
て
ソ
フ
ァ

ラ
の
浅
瀬
に
乗
り
上
げ
る
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
。
バ
ル
ト
リ

に
よ
る
と
、
海
岸
に
は
難
破
を
期
待
し
て
積
荷
を
奪
取
す
る

図4-7　リスボン・ゴア間航路図� （ヴァスコ・ダ・ガマの第１次航海航路誌　1497-1499）
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た
め
カ
フ
レ
族
の
原
地
住
民
が
待
ち
構
え
て
い
た
（
191
）。
八
月
十
三
日
に
は
い
つ
も
よ
り
強
い
風
が
陸
か
ら
吹
き
、
船
は
沖
合
い
に
出
て

北
方
に
帆
走
し
た
。
翌
日
に
は
洋
上
で
一
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
に
出
会
い
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
号
難
破
に
つ
い
て
聞
き
知
っ
た
。
サ
ン
・
フ
ェ
リ

ペ
号
は
危
機
を
脱
し
て
八
月
十
八
日
に
は
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
か
ら
北
に
三
〇
レ
グ
ア
離
れ
た
ア
ン
ゴ
ー
シ
ャ
諸
島
に
着
い
た
。
翌
日
に
は
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
入
港
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
強
い
潮
流
と
航
海
士
の
未
熟
の
た
め
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
か
ら
三
八
〇
レ
グ
ア
の
所
ま
で
押
し
流
さ

れ
て
し
ま
い
、
同
二
十
九
日
、
順
風
を
得
て
北
進
し
、
よ
う
や
く
九
月
一
日
に
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
港
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
船
は
同

港
に
三
日
間
碇
泊
し
て
イ
ン
ド
に
向
け
て
出
帆
し
た
が
、
強
い
潮
流
の
た
め
押
し
戻
さ
れ
て
港
に
戻
っ
た
。
出
航
時
期
は
予
定
よ
り
も
既

に
四
ヵ
月
半
が
経
っ
て
い
た
。
使
節
一
行
と
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
団
は
越
冬
を
決
定
し
て
、
翌
一
五
八
七
年
三
月
ま
で
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に

留
ま
る
こ
と
に
な
っ
た（
192
）。

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
要
塞
司
令
官
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
・
デ
・
メ
ネ
ー
ゼ
ス
は
、
要
塞
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
使
節
一
行
を
厚
遇
し
、
自
費
四
〇
〇

ク
ル
ザ
ー
ド
を
含
む
二
四
〇
〇
ク
ル
ザ
ー
ド
を
貸
与
し
た
。
同
地
は
不
健
康
な
土
地
で
あ
り
、
ま
た
暑
熱
の
た
め
、
使
節
一
行
に
は
六
ヵ

月
半
に
及
ぶ
滞
在
は
甚
だ
過
酷
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
193
）。
使
節
一
行
の
同
地
滞
在
中
に
、
彼
ら
が
乗
船
し
て
来
た
サ
ン
・
フ
ェ
リ
ペ

号
が
同
地
か
ら
本
国
の
リ
ス
ボ
ン
に
急
拠
折
り
返
し
て
帰
航
す
る
事
態
に
な
り
、
彼
ら
の
イ
ン
ド
渡
航
は
不
透
明
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、

イ
ン
ド
を
発
っ
て
リ
ス
ボ
ン
に
向
か
っ
て
い
た
船
隊
七
隻
の
う
ち
の
一
隻
サ
ン
・
ロ
ウ
レ
ン
ソ
号
が
喜
望
峰
に
達
す
る
直
前
に
暴
風
に
見

舞
わ
れ
て
破
損
し
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
港
に
戻
っ
て
か
ら
解
体
さ
れ
、
そ
の
乗
客
と
積
荷
が
サ
ン
・
フ
ェ
リ
ペ
号
に
移
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ

た（
194
）。

使
節
一
行
が
乗
船
し
て
来
た
サ
ン
・
フ
ェ
リ
ペ
号
を
除
く
四
隻
の
船
が
ゴ
ア
に
到
着
し
た
の
は
、
一
五
八
六
年
九
月
二
十
七
日
で
あ

る（
195
）。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
サ
ン
・
フ
ェ
リ
ペ
号
に
乗
船
し
た
使
節
一
行
と
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
一
九
名
に
つ
い
て
の
消
息
を
知
っ
て
、

彼
ら
が
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
逗
留
し
て
い
る
と
考
え
、
イ
ン
ド
副
王
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
メ
ネ
ー
ゼ
ス
に
要
請
し
て
、
当
時
ゴ
ア
に
碇
泊
し
て

い
た
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
要
塞
司
令
官
の
所
有
船
ガ
レ
オ
タ
船
を
差
し
向
け
て
く
れ
る
よ
う
申
し
出
た
。
副
王
は
早
速
要
塞
司
令
官
に
書
翰
を

送
っ
て
、
使
節
一
行
が
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
逗
留
中
で
あ
る
な
ら
ば
、
前
記
ガ
レ
オ
タ
船
で
彼
ら
を
ゴ
ア
に
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
し
た
。
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司
令
官
メ
ネ
ー
ゼ
ス
は
副
王
の
義
兄
弟
で
あ
っ
た（
196
）。

使
節
一
行
が
前
記
ガ
レ
オ
タ
船
に
乗
船
し
た
の
は
一
五
八
七
年
三
月
十
五
日
で
あ
っ
た
。
船
が
出
港
す
る
と
す
ぐ
に
激
し
い
風
が
吹
き

つ
け
、
翌
日
、
大
海
に
出
る
と
激
風
の
た
め
船
は
浸
水
し
難
破
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
。
北
半
球
に
入
る
と
、
海
上
に
は
逆
風
が
吹
き
強

い
潮
流
の
た
め
メ
リ
ン
ダ
（
ソ
マ
リ
ア
）
の
海
岸
ま
で
吹
き
流
さ
れ
て
、
マ
ガ
ド
ー
シ
ョ
（
モ
ガ
デ
シ
ュ
）
の
町
に
近
い
半
レ
グ
ア
の
地
に

至
り
、
同
地
に
一
二
日
間
投
錨
し
た
。
幸
い
に
も
同
地
の
ス
ル
タ
ン
の
許
可
を
得
て
食
糧
と
水
は
補
給
で
き
た
。
同
地
の
沖
を
ゴ
ア
に
向

か
う
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
小
型
船
が
た
ま
た
ま
通
過
し
た
た
め
、
ヌ
ー
ノ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
神
父
と
伊
東
マ
ン
シ
ヨ
は
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
宛
の

書
翰
を
同
船
に
託
し
た
（
197
）。
使
節
一
行
が
乗
船
し
た
ガ
レ
オ
タ
船
は
凪
の
た
め
更
に
一
五
日
間
同
地
に
滞
留
し
、
五
月
半
ば
に
な
っ
て

よ
う
や
く
進
航
し
て
八
日
間
イ
ン
ド
の
陸
地
に
向
か
っ
て
、
五
月
二
十
八
日
に
ゴ
ア
か
ら
一
二
レ
グ
ア
の
所
に
あ
る
「
焼
け
岩
」
を
認
め
、

二
十
九
日
に
ゴ
ア
に
入
っ
た
（
198
）。
リ
ス
ボ
ン
出
帆
か
ら
一
三
ヵ
月
半
に
及
ぶ
苦
難
続
き
の
長
い
旅
で
あ
っ
た
。
航
海
中
に
パ
ー
ド
レ
二

人
が
病
死
し
た
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
物
見
櫓
で
見
張
り
を
し
て
い
た
者
か
ら
の
報
告
を
得
て
パ
ー
ド
レ
た
ち
を
伴
っ
て
直
ち
に
港
に
迎

え
に
出
た
。
既
に
冬
の
初
め
で
あ
っ
た
た
め
例
年
な
ら
港
口
全
体
が
塞
が
れ
て
い
る
時
期
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
年
は
冬
の
訪
れ
が
遅
く
港

口
は
ま
だ
塞
が
れ
て
い
な
か
っ
た
。
使
節
一
行
は
、
イ
タ
リ
ア
風
の
金
と
銀
の
服
を
身
に
着
け
て
ゴ
ア
の
港
に
下
り
立
っ
た（
199
）。

イ
ン
ド
副
王
メ
ネ
ー
ゼ
ス
は
、
使
節
一
行
が
ゴ
ア
に
滞
在
す
る
間
、
食
費
と
し
て
毎
月
一
五
〇
ク
ル
ザ
ー
ド
を
給
与
す
る
こ
と
を
決
定

し
、
国
王
の
命
に
基
づ
い
て
使
節
四
人
が
ゴ
ア
で
乗
馬
す
る
た
め
の
馬
四
頭
を
与
え
た
。
最
良
の
美
し
い
ア
ラ
ビ
ア
馬
で
あ
っ
た（
200
）。

使
節
一
行
が
ゴ
ア
に
帰
着
し
て
六
日
目
の
六
月
四
日
、使
節
の
一
人
原
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
ョ
が
、聖
パ
ウ
ロ
学
院
に
お
い
て
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー

ノ
に
対
す
る
謝
辞
を
ラ
テ
ン
語
で
述
べ
た
。
使
節
一
行
の
航
海
と
旅
、
そ
し
て
そ
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
こ
の
演
述
は
、
リ
ス
ボ

ン
か
ら
持
っ
て
来
た
活
字
印
刷
機
で
翌
年
四
月
に
一
五
頁
か
ら
な
る
小
冊
子
と
し
て
印
刷
さ
れ
た
。
印
刷
者
と
し
て
日
本
人
コ
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ー
ノ
・
ド
ゥ
ラ
ー
ド
の
名
が
見
ら
れ
る（
201
）。

使
節
一
行
は
、
ゴ
ア
滞
在
の
一
一
ヵ
月
間
の
多
く
を
市
内
か
ら
四
分
の
一
レ
グ
ア
あ
ま
り
の
地
に
あ
る
サ
ン
タ
・
ア
ナ
の
イ
エ
ズ
ス
会

の
別
荘 quinta 

で
過
し
た
。
た
い
へ
ん
涼
し
く
良
好
な
環
境
で
ゴ
ア
の
気
候
と
病
気
か
ら
解
放
さ
れ
た
環
境
に
あ
っ
た
（
202
）。
使
節
た
ち
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の
ゴ
ア
に
お
け
る
日
課
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
基
本
的
な
教
養
と
学
問
に
つ
い
て
学
び
、楽
器
の
練
習
に
努
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。ま
た
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
の
旅
行
中
に
厚
遇
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
礼
状
を
書
く
こ
と
に
多
く
の
時
間
が
費
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る（
203
）。

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
船
が
マ
ラ
ッ
カ
に
出
帆
す
る
時
ま
で
に
遣
欧
使
節
が
ゴ
ア
に
戻
っ
て
来
る
と
考
え
て
、
副
王
メ
ネ
ー
ゼ
ス
か
ら

豊
臣
秀
吉
に
対
す
る
一
五
八
七
年
四
月
付
の
親
書
を
入
手
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
日
本
準
管
区
長
ガ
ス
パ
ー
ル
・
コ
エ
リ
ョ
が
秀
吉
の
イ

エ
ズ
ス
会
及
び
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
保
護
に
つ
い
て
配
慮
し
て
、
イ
ン
ド
副
王
が
贈
物
を
添
え
て
使
者
を
派
遣
す
る
よ
う
副
王
に
要
請

し
て
く
れ
る
よ
う
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
書
翰
を
送
っ
て
き
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
副
王
は
使
者
に
日
本
で
よ
く
知
ら
れ
、
ま
た
日
本
の
事

情
に
精
通
し
て
い
た
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
を
指
名
し
た
。
し
か
し
、
既
述
の
よ
う
に
、
遣
欧
使
節
の
帰
着
が
遅
れ
た
た
め
ゴ
ア
出
発
は
一
年

延
期
と
な
っ
た
。
副
王
の
秀
吉
宛
書
翰
の
年
紀
が
一
五
八
八
年
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
は
、
書
翰
そ
の
も
の
を
見
る
と
容
易
に
推
測
で
き
る

こ
と
で
あ
る
。

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
秀
吉
に
対
す
る
贈
物
の
件
で
苦
慮
し
て
い
た
が
、
ア
ラ
ビ
ア
馬
二
頭
及
び
野
営
の
た
め
の
天
幕
と
銃
を
副
王
の
名

の
も
と
に
秀
吉
に
贈
る
こ
と
に
つ
い
て
、
副
王
の
了
解
を
得
た
。
最
良
の
馬
か
ら
選
ば
れ
た
二
頭
の
馬
は
そ
れ
ぞ
れ
一
三
〇
〇
ド
ゥ
カ
ド

（
ド
ゥ
カ
ド
…
ク
ル
ザ
ー
ド
と
ほ
ぼ
同
価
の
旧
貨
幣
単
位
）以
上
の
価
格
で
あ
っ
た（
204
）。

イ
ン
ド
副
王
使
節
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
と
遣
欧
使
節
の
一
行
は
、
一
五
八
八
年
四
月
二
十
二
日
に
マ
ラ
ッ
カ
に
向
け
て
ゴ
ア
を
出
帆
し
た
。

日
本
に
行
く
予
定
の
パ
ー
ド
レ
と
イ
ル
マ
ン
一
七
名
が
同
乗
し
た
。
彼
ら
が
乗
船
し
た
ナ
ウ
船
が
マ
ラ
ッ
カ
に
着
い
た
の
は
七
月
一
日
で

あ
っ
た
。
ゴ
ア
・
マ
ラ
ッ
カ
間
航
路
は
普
通
三
〇
日
間
の
航
程
で
あ
っ
た
が
、
七
〇
日
間
を
要
し
た
。
マ
ラ
ッ
カ
で
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
コ

レ
ジ
オ
に
一
二
日
間
滞
在
し
た
。
七
月
十
三
日
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
二
隻
が
同
地
を
出
帆
し
た
が
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
と
使
節
一
行
の
乗
っ

た
船
は
、
二
九
日
間
を
要
し
て
八
月
十
一
日
に
マ
カ
オ
に
着
い
た（
205
）。
同
年
、
長
崎
に
向
か
う
ナ
ウ
船
は
既
に
マ
カ
オ
を
出
帆
し
て
い
た
。

マ
カ
オ
に
先
着
し
た
船
に
乗
っ
て
い
た
二
人
の
パ
ー
ド
レ
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
と
テ
オ
ド
ー
ル
・
マ
ン
テ
ル
ス
が
ナ
ウ
船
に

乗
っ
て
マ
カ
オ
を
発
ち
、
八
月
十
七
日
に
長
崎
に
着
い
て
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
と
使
節
一
行
に
つ
い
て
の
消
息
を
伝
え
た（
206
）。

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
と
使
節
一
行
は
マ
カ
オ
に
着
い
て
秀
吉
が
伴
天
連
追
放
令
を
発
令
し
た
こ
と
を
知
っ
た
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
日
本
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に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
政
策
の
変
化
に
つ
い
て
熟
慮
し
、
秀
吉
の
許
可
を
得
た
上
で
渡
航
す
る
こ
と
と
し
て
、
福
建
省
漳
州
の
シ
ナ
人
の

ジ
ャ
ン
ク
船
に
託
し
た
書
翰
を
、
一
五
八
八
年
八
月
十
六
、七
日
に
長
崎
に
到
着
し
た
ナ
ウ
船
の
カ
ピ
タ
ン
・
モ
ー
ル
、
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
・

ペ
レ
イ
ラ
に
送
っ
た
。
カ
ピ
タ
ン
・
モ
ー
ル
の
ペ
レ
イ
ラ
は
そ
の
書
翰
を
準
管
区
長
コ
エ
リ
ョ
に
も
た
ら
し
た
。
彼
は
有
馬
鎮
純
と
協
議

し
て
秀
吉
の
側
近
浅
野
長
政
に
使
者
を
遣
わ
し
、
彼
の
取
成
し
に
よ
っ
て
日
本
渡
航
の
許
可
を
得
た
。
あ
く
ま
で
も
イ
ン
ド
副
王
使
節
と

し
て
謁
見
を
許
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（
207
）。

し
か
し
、
一
五
八
九
年
に
は
ナ
ウ
船
は
マ
カ
オ
か
ら
長
崎
に
は
渡
航
せ
ず
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ス
ペ
イ
ン
間
の
禁
令
を
破
っ
て
、
メ
キ
シ

コ
に
渡
航
し
た
。
ナ
ウ
船
が
日
本
渡
航
を
中
止
し
た
の
は
、
秀
吉
に
よ
る
安
価
な
生
糸
買
い
占
め
に
抵
抗
し
た
た
め
で
あ
る（
208
）。
ヴ
ァ

リ
ニ
ャ
ー
ノ
と
使
節
一
行
は
更
に
一
年
マ
カ
オ
に
留
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
マ
カ
オ
滞
在
は
一
年
一
〇
ヵ
月
あ
ま
り
に
及
び
、
ま
っ
た
く

予
想
で
き
な
い
事
態
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
一
五
八
九
年
九
月
十
六
日
に
使
節
の
教
育
係
で
も
あ
っ
た
イ
ル
マ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
・
デ
・

ロ
ヨ
ラ
が
病
死
し
た
。
彼
の
死
は
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
に
は
大
き
な
人
的
損
失
で
あ
っ
た
。

こ
の
マ
カ
オ
滞
在
中
に
、
使
節
が
リ
ス
ボ
ン
か
ら

も
た
ら
し
た
印
刷
機
に
よ
っ
て
二
冊
の
書
物
が
印
刷

さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
セ
ミ
ナ
リ
オ
の
教
科
書
と
し

て
用
い
ら
れ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ア
ン
・
ボ
ニ

フ
ァ
シ
オ
の
『
キ
リ
ス
ト
教
子
弟
の
教
育 Christiani pueri 

Institutio

』（
一
五
八
八
年
）
と
、『
天
正
遣
欧
使
節
記 D

e 

M
issione Legatorum

 Iaponen

』
で
あ
る
。
使
節
一
行
は
ヴ
ァ

リ
ニ
ャ
ー
ノ
か
ら
旅
行
中
毎
日
日
記
を
書
く
よ
う
指

図
さ
れ
て
い
た
た
め
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
各
人
の

日
記
や
備
忘
録
な
ど
に
よ
っ
て
、
ま
た
メ
ス
キ
ー
タ

写真4-30　『天正遣欧使節記』のタイトルページ
（東洋文庫所蔵本の複製版）
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神
父
の
報
告
に
基
づ
い
て
ス
ペ
イ
ン
語
の
対
話
録
を
編
纂
し
た
。
彼
は
ゴ
ア
に
お
い
て
執
筆
に
着
手
し
、
マ
カ
オ
到
着
後
に
こ
れ
を
完
成

さ
せ
た
。
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
サ
ン
デ
神
父
が
そ
れ
を
ラ
テ
ン
語
に
翻
訳
し
た
。
ラ
テ
ン
語
文
は
三
人
の
パ
ー
ド
レ
た
ち
の
審
査
を
経
た
の

ち
印
刷
に
付
さ
れ
た
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
一
五
八
九
年
十
二
月
二
十
五
日
付
の
書
翰
に
お
い
て
、
一
五
九
〇
年
二
月
末
か
三
月
中
に
印

刷
が
終
了
す
る
だ
ろ
う
と
報
じ
て
い
る（
209
）。

本
書
は
、
本
文
四
一
二
頁
、
索
引
な
ど
を
含
め
る
と
四
四
四
頁
か
ら
な
る
大
部
な
書
物
で
あ
る
。
印
刷
に
は
同
宿
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー

ノ
・
ド
ゥ
ラ
ー
ド
の
ほ
か
に
、
ゴ
ア
か
ら
同
行
し
た
イ
タ
リ
ア
人
イ
ル
マ
ン
の
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
バ
プ
テ
ィ
ス
タ
・
ペ
ー
チ
ェ（
ペ
ー
セ
）

が
参
与
し
た
で
あ
ろ
う
。
彼
は
ゴ
ア
で
印
刷
術
を
習
得
し
、
日
本
で
は
欧
文
の
印
刷
を
担
当
し
た
人
物
で
あ
る
。
印
刷
に
着
手
し
た
時
点

で
、
病
死
し
た
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
・
デ
・
ロ
ヨ
ラ
修
道
士
が
参
加
し
て
い
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
セ
ミ
ナ

リ
オ
に
お
い
て
ラ
テ
ン
語
を
理
解
し
な
い
者
の
た
め
に
日
本
語
本
の
印
刷
も
計
画
し
、
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
は
そ
の
日
本
訳
に
従
事
し
て
い
た
が
、

実
現
し
な
か
っ
た（
210
）。
一
五
九
〇
年
六
月
二
十
三
日
、
使
節
一
行
が
ナ
ウ
船
に
乗
船
し
た
時
、
印
刷
さ
れ
た
ば
か
り
の
ラ
テ
ン
語
本『
天

正
遣
欧
使
節
記
』が
積
み
込
ま
れ
た
。

遣
欧
一
行
は
、
イ
ン
ド
副
王
使
節
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
と
共
に
、
一
五
九
〇
年
七
月
二
十
一
日
に
長
崎
に
帰
着
し
た
。
八
年
五
ヵ
月
振
り

の
こ
と
で
あ
る
。
翌
日
、
大
村
純
忠
の
息
子
大
村
喜
前
サ
ン
チ
ョ
が
大
村
か
ら
長
崎
に
や
っ
て
来
て
使
節
一
行
に
会
っ
た
。
二
十
三
日
に

は
有
馬
鎮
純
プ
ロ
タ
ジ
オ
が
長
崎
に
来
て
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
と
使
節
ら
と
再
会
し
た
。
彼
は
弟
の
ド
ン
・
レ
オ
ン
と
家
臣
二
三
名
を
予

め
長
崎
に
派
遣
し
て
ナ
ウ
船
の
到
着
次
第
報
告
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
211
）。
千
々
石
ミ
ゲ
ル
は
、
マ
カ
オ
か
ら
の
航
海

中
終
始
病
気
で
あ
っ
た
た
め
、
ナ
ウ
船
が
長
崎
に
着
い
た
時
も
病
床
に
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
有
馬
鎮
純
は
彼
を
迎
え
に
出
た
ヴ
ァ
リ

ニ
ャ
ー
ノ
や
伊
東
マ
ン
シ
ヨ
ら
に
会
っ
て
挨
拶
を
し
た
の
ち
、
す
ぐ
に
千
々
石
ミ
ゲ
ル
を
見
舞
い
、
三
時
間
あ
ま
り
も
彼
と
語
ら
っ
た（
212
）。

フ
ロ
イ
ス
に
よ
る
と
、
ミ
ゲ
ル
は
自
分
の
従
兄
弟
た
ち
を
識
別
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
彼
が
日
本
を
出
発
し
た
時
に
は
、
鎮
純
は
既
に
大

人
に
な
っ
て
い
た
た
め
、ま
も
な
く「
有
馬
殿
」を
認
識
し
た
。
ミ
ゲ
ル
の
母
は
自
分
の
息
子
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、原
マ
ル
テ
ィ
ー

ニ
ョ
の
両
親
も
息
子
を
識
別
で
き
な
か
っ
た
し
、
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
姉
妹
も
同
様
で
あ
っ
た（
213
）。
一
二
、
三
歳
の
少
年
た
ち
が
一
人
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前
の
青
年
と
し
て
現
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
出
迎
え
た
人
々
に
は
、
彼
ら
が
八
年
五
ヵ
月
間
に
そ
の
よ
う
に
成
長
し
変
貌
し
て
い
る
と
は
想

像
だ
に
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

有
馬
鎮
純
は
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
ら
に
暇
乞
い
す
る
時
、
彼
と
使
節
四
人
が
最
初
に
有
馬
を
訪
れ
る
よ
う
申
し
出
、
有
馬
に
お
い
て
教
皇

が
彼
に
賜
っ
た
剣
・
帽
子
・
聖
十
字
架
を
祝
祭
を
し
て
受
領
し
た
い
と
の
意
向
を
示
し
た
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
禁
教
令
下
に
あ
っ
て
伴

天
連
た
ち
が
追
放
さ
れ
て
い
る
と
の
認
識
か
ら
公
然
た
る
祝
祭
を
行
う
時
機
で
は
な
い
と
伝
え
た
。
し
か
し
、
鎮
純
は
「
関
白
殿
」
が
日

本
の
彼
方
の
地
方
の
戦
い
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
た
め
不
都
合
は
な
い
と
主
張
し
て
、
祝
祭
の
延
期
を
頑
に
受
け
入
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
秀
吉
が
そ
の
戦
い
に
大
勝
利
し
た
と
の
報
が
も
た
ら
さ
れ
て
、
鎮
純
は
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
都
か
ら
戻
っ
た
の
ち
に
行
う
こ
と

に
し
て
祝
祭
を
延
期
し
た（
214
）。

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
と
使
節
一
行
が
有
馬
に
赴
い
た
の
は
八
月
九
日
頃
で
あ
る
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
加
津
佐
に
お
い
て
第
二
回
の
日
本

イ
エ
ズ
ス
会
協
議
会
が
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
開
か
れ
た
た
め
、
有
馬
に
は
三
日
滞
在
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
鎮
純
の
求

め
に
応
じ
て
、
城
内
に
新
築
さ
れ
た
屋
敷
に
聖
水
を
撒
布
し
香
を
注
い
で
祝
福
を
与
え
た（
215
）。
こ
の
屋
敷
に
つ
い
て
の
詳
細
な
報
告
は
、

一
五
九
五
年
三
月
に
日
野
江
城
を
訪
れ
た
ス
ペ
イ
ン
人
商
人
ア
ビ
ラ
・
ヒ
ロ
ン
の
著
述
に
見
ら
れ
る（
216
）。
使
節
一
行
は
、
加
津
佐
で
協

議
会
が
開
か
れ
て
い
る
間
、
有
馬
に
留
ま
っ
て
鎮
純
の
歓
待
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
使
節
は
大
村
に
ド
ン
・
サ
ン
チ
ョ
喜
前
を
訪
ね
た
。

千
々
石
ミ
ゲ
ル
は
、
教
皇
が
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
純
忠
に
遣
わ
し
た
返
書
を
、
息
子
の
喜
前
に
手
交
し
た
。
二
人
は
従
兄
弟
で
あ
っ
た
が
、

初
対
面
で
あ
っ
た
。
彼
ら
使
節
は
大
村
で
も
厚
い
接
待
を
受
け
、
同
地
に
八
日
滞
在
し
た
の
ち
長
崎
に
戻
っ
て
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
と
合
流

し
た
（
217
）。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
協
議
会
終
了
後
、
八
月
三
十
一
日
に
加
津
佐
か
ら
長
崎
に
戻
る
と
す
ぐ
に
病
気
に
か
か
り
、
二
五
日
間

近
く
病
床
に
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
大
村
喜
前
は
上
洛
す
る
前
に
長
崎
に
来
て
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
再
会
し
た
（
218
）。
な
お
、
喜
前
は
教

皇
シ
ス
ト
五
世
に
対
し
て
天
正
九
年
八
月
十
日
す
な
わ
ち
一
五
九
〇
年
九
月
二
十
二
日
付
の
書
翰
を
も
っ
て
、
従
兄
弟
千
々
石
ミ
ゲ
ル
ら

が
多
大
な
恩
恵
を
こ
う
む
り
、
亡
き
父
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
が
賜
っ
た
栄
誉
と
聖
十
字
架
と
剣
に
対
し
て
感
謝
の
意
を
伝
え
た
。
そ
の

署
名
は O

m
ura Scim

 N
obu-A

chi. D
. Sancio. 

（
大
村
・
シ
（
新
八
郎
）
ン
・
ノ
ブ
ア
キ　

ド
ン
・
サ
ン
チ
ョ
）で
あ
る（
219
）。



581中世編 第四章 対外関係（貿易・キリシタン史）

喜
前
が
実
際
に
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
か
ら
教
皇
下
賜
の
聖
十
字
架
と
剣
を
拝
受
し
た
の
は
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
上
洛
し
て
秀
吉
に
謁
見

し
て
長
崎
に
戻
っ
て
来
た
の
ち
の
こ
と
で
、
一
五
九
一
年
五
月
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
四
月
末
頃
に
平
戸
を
経
由
し

て
長
崎
に
着
き
、
そ
の
二
日
後
に
加
津
佐
の
コ
レ
ジ
オ
に
赴
い
た
。
更
に
、
有
馬
を
訪
れ
て
鎮
純
に
教
皇
の
親
書
と
贈
物
を
授
け
、
祝
宴

に
出
席
し
た
の
ち
加
津
佐
に
戻
っ
た
。
使
節
四
人
は
有
馬
に
八
日
間
留
っ
た
。
そ
の
後
、
使
節
一
行
は
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
と
共
に
大
村
に

赴
き
、
喜
前
が
父
純
忠
に
代
わ
っ
て
聖
十
字
架
と
剣
を
授
か
っ
た
拝
受
式
に
参
列
し
た（
220
）。

上
方
か
ら
の
指
示
を
受
け
て
、
イ
ン
ド
副
王
で
巡
察
師
の
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
十
一
月
七
日
過
ぎ
に
長
崎
を
発
っ
た
（
221
）。
フ
ロ
イ

ス
に
よ
る
と
、
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
神
父
の
ほ
か
に
、
二
名
の
神
父
と
イ
ル
マ
ン
一
名
及
び
八
、
九
名
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
伴
っ
て
陸
路

長
崎
を
出
発
し
、
諫
早
、
佐
賀
、
久
留
米
、
秋
月
、
小
倉
を
経
由
し
て
下
関
に
着
い
た
。
同
地
に
は
、
海
路
先
発
し
て
い
た
遣
欧
使
節
四

人
と
メ
ス
キ
ー
タ
神
父
及
び
数
名
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
到
着
し
て
彼
ら
を
待
っ
て
い
た
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
一
行
は
同
地
に
二
日
滞
在

し
、
瀬
戸
内
海
を
五
日
間
航
海
し
て
播
磨
の
室
津
に
着
い
た
。
長
崎
出
発
か
ら
室
津
ま
で
一
七
日
間
を
要
し
た
。
同
地
を
治
め
て
い
た
の

は
小
西
行
長
の
父
隆
佐
ジ
ョ
ー
チ
ン
で
あ
り
、
代
官
を
務
め
て
い
た
。
一
行
の
中
に
十
数
名
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
加
わ
っ
た
の
は
、
小
西

行
長
や
黒
田
孝
高
ら
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
助
言
に
従
っ
て
、
秀
吉
の
疑
惑
を
受
け
な
い
よ
う
に
宣
教
師
を
少
な
く
し
て
俗
人
を
多
く
同
行

す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た（
222
）。

室
津
に
着
い
た
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
一
行
は
、
同
地
に
丸
々
二
ヵ
月
間
滞
在
を
強
い
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
秀
吉
が
小
田
原
の
戦
い
の
た
め

関
東
に
長
逗
留
し
た
こ
と
、
仲
介
者
浅
野
長
政
が
奥
州
で
の
一
揆
勃
発
に
よ
り
同
地
で
冬
を
越
し
た
こ
と
、
ま
た
長
崎
の
代
官
に
任
じ

ら
れ
て
い
た
毛
利
吉
成
と
鍋
島
直
茂
が
都
を
去
っ
て
国
許
に
戻
り
、
し
か
も
室
津
で
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
一
行
と
行
き
違
い
に
な
っ
た
こ
と
、

副
王
使
節
の
た
め
に
秀
吉
に
斡
旋
の
労
を
取
っ
て
く
れ
る
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
（
223
）。
こ
の
間
、
事
態
を
打
開
す
る
た
め
に

オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
神
父
と
日
本
人
イ
ル
マ
ン
の
洞
院
ヴ
ィ
セ
ン
テ
が
上
洛
し
て
黒
田
孝
高
シ
メ
オ
ン
を
訪
ね
て
助
言
を
仰
い
だ
。
彼
は

七
　
使
節
の
上
洛
・
秀
吉
と
の
謁
見
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関
東
出
陣
中
に
秀
吉
に
イ
ン
ド
副
王
使
節
の
た
め
に
進
言
し
て
、
秀
吉
か
ら
叱
責
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
彼
は
増
田
長
盛
に
秀
吉
へ

の
働
き
か
け
を
頼
ん
だ
。
長
盛
の
進
言
に
対
し
、
秀
吉
は
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
副
王
の
使
者
と
し
て
自
分
に
会
う
こ
と
の
み
を
目
的
と
す

る
な
ら
、
こ
れ
を
許
容
す
る
と
の
意
向
を
示
し
た（
224
）。

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
一
行
は
、
二
月
十
七
日
に
室
津
を
発
っ
て
十
九
日
に
大
坂
に
着
き
、
同
地
に
三
日
留
ま
っ
た
。
二
十
二
日
に
淀
川
を

川
船
で
遡
っ
て
鳥
羽
に
至
っ
た
。
川
船
の
手
配
と
準
備
は
黒
田
シ
メ
オ
ン
と
増
田
長
盛
が
行
い
、
二
月
十
五
日
に
病
死
し
た
秀
吉
の
弟
豊

臣
秀
長
が
艤
装
を
命
じ
て
い
た
川
船
が
使
用
さ
れ
た
。
都
で
は
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
秀
吉
所
有
の
屋
敷
を
宿
所
と
し
、
四
人
の
使
節
と

メ
ス
キ
ー
タ
神
父
は
そ
の
向
か
い
の
屋
敷
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
は
そ
の
周
辺
の
家
に
宿
泊
し
た（
225
）。

謁
見
は
三
月
三
日
（
日
）、
御
所
の
向
か
い
に
所
在
し
た
聚
楽
第
で
行
わ
れ
た
。
副
王
使
節
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
一
段
と
目
立
つ
塗

り
輿
に
、
二
人
の
パ
ー
ド
レ
、
メ
ス
キ
ー
タ
と
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ロ
ペ
ス
も
輿
に
乗
っ
た
。
他
の
二
六
名
全
員
が
騎
乗
し
た
。
伊
東
マ
ン

シ
ヨ
ら
四
名
と
通
訳
の
イ
ル
マ
ン
、
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
と
ア
ン
ブ
ロ
ジ
オ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
、
遣
欧
使
節
に
随
従
す
る
小
者 

m
ancebós 

（
若
者
）
七
名
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
一
三
名
で
あ
っ
た
。
使
節
四
人
は
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
オ
一
三
世
か
ら
贈
ら
れ
た
金
モ
ー
ル
の
縁
飾

り
の
あ
る
黒
ビ
ロ
ー
ド
の
長
袍
を
着
用
し
、
小
者
も
彼
ら
か
ら
借
用
し
た
衣
服
を
着
て
い
た（
226
）。

使
節
一
行
が
聚
楽
第
に
向
か
う
通
り
は
多
く
の
見
物
人
で
溢
れ
て
い
た
。
三
条
坊
門
の
通
り
と
室
町
通
り
が
交
差
す
る
と
こ
ろ
に
所
在

し
た
円
福
寺
前
に
は
、
公
家
西に

し
の
と
う
い
ん

洞
院
時と

き
よ
し慶
ら
が
陣
取
っ
て
い
た
。
彼
の
日
記「
時
慶
卿
記
」に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

［
天
正
一
九
年
］
閏
正
月
八
日
、
天
晴
、
南
蛮
人
殿
下
ヘ
御
礼
申
入
、
貴
賤
見
物
也
、
某
も
出
候
、
円
福
寺
前
ニ
テ
見
物
候
、
同
道

万
里
小
路
伯
中
御
門
等
也
、
三
十
人
余
こ
れ
在
り
、
各
馬
上
也
、
主
人
一
人
ハ
ヌ
リ
輿
也
、
五
尺
馬
進
物
也
、
上
下
拵
結
構
也
、

当
時
長
崎
に
い
た
フ
ロ
イ
ス
は
、
行
列
の
様
子
に
つ
い
て
聞
書
き
し
て
い
る
。

先
ず
先
頭
に
、
甚
だ
豪
華
な
馬
具
を
付
け
た
一
頭
の
馬
が
進
ん
だ
。
そ
の
馬
は
生
来
た
い
へ
ん
美
し
く
見
か
け
も
大
き
か
っ
た
。
馬

は
非
常
に
大
き
く
美
し
い
姿
体
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
が
通
過
し
た
所
で
は
ど
こ
で
も
常
に
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
日
本
人
た
ち
の

目
を
引
い
た
。
こ
の
た
め
、
こ
の
馬
に
較
べ
る
と
、
日
本
の
馬
は
す
べ
て
駑ど

ば馬
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
二
人
の
イ
ン
ド
人
馬
丁
が
こ
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れ
を
引
い
て
い
た
が
、
彼
ら
は
色
と
り
ど
り
の
絹
製
の
長
い
外
套
を
身
に
着
け
、
頭
に
タ
ー
バ
ン
を
巻
い
て
い
た（
227
）。

イ
ン
ド
副
王
の
贈
物
の
目
録
に
は
ア
ラ
ビ
ア
馬
二
頭
と
の
記
載
が
あ
っ
た
が
、
日
本
に
は
一
頭
の
み
が
生
き
て
着
い
た
。
行
列
の
順
序

は
、
馬
を
引
く
馬
丁
の
次
に
、
大
き
な
日
傘
を
も
っ
た
イ
ン
ド
人
若
者
と
馬
に
乗
っ
た
二
人
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
続
き
、
次
い
で
騎
乗
し

た
小
者
、
そ
し
て
四
人
の
使
節
が
進
み
、
こ
の
後
に
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
と
神
父
二
名
が
輿
に
乗
っ
て
行
き
、
残
り
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち

が
続
い
た（
228
）。

聚
楽
第
に
到
着
し
た
使
節
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
権
中
納
言
豊
臣
秀
次
邸
で
し
ば
し
休
息
し
た
の
ち
、
関
白
秀
吉
の
許
に
伺
候
し
た
。
彼

は
秀
吉
の
前
に
進
み
出
て
拝
礼
し
、
一
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
箱
に
入
っ
た
羊
皮
紙
に
書
か
れ
た
イ
ン
ド
副
王
の
書
翰
を
秀
吉
に
捧
呈
し
た
。

こ
れ
に
は
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
書
状
が
添
え
ら
れ
た
（
229
）。
日
本
文
の
書
状
が
朗
読
さ
れ
た
の
ち
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
秀
吉
の
控

え
る
座
敷
ま
で
進
ん
で
司
祭
帽
を
脱
ぎ
片
膝
を
床
に
つ
け
て
三
度
拝
礼
し
た（
230
）。

こ
の
謁
見
式
が
終
わ
っ
て
盃
と
肴
が
供
せ
ら
れ
た
。
秀
吉
は
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
盃
を
送
り
、
自
ら
肴
を
与
え
た
。
次
い
で
、
銀
と
小

袖
が
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
贈
ら
れ
、
彼
の
同
行
者
た
ち
に
も
同
様
の
贈
物
が
な
さ
れ
た
。
銀
の
総
額
は
二
四
九
四
タ
イ
ス
、
絹
の
小
袖
は

三
六
領
で
あ
っ
た（
231
）。
バ
ル
ト
リ
に
よ
る
と
、
銀
の
総
額
は
一
九
〇
枚
、
衣
服
は
三
六
領
で
あ
っ
た（
232
）。

進
物
の
儀
式
が
終
わ
っ
て
の
ち
、
秀
吉
の
答
辞
が
右
大
臣
菊き

く

亭て
い

晴は
る

季す
え

ら
を
通
じ
て
述
べ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が

謝
意
を
表
明
し
、
更
に
秀
吉
の
謝
辞
が
伝
え
ら
れ
て
謁
見
式
は
す
べ
て
終
わ
っ
た
。
こ
の
後
、
日
本
の
慣
例
に
従
っ
て
宴
が
開
か
れ
た
。

宴
の
終
わ
り
近
く
に
な
っ
て
、
秀
吉
が
奥
の
間
か
ら
出
て
来
て
、
通
訳
の
イ
ル
マ
ン
・
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
を
介
し
て
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー

ノ
と
語
り
、
更
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
に
近
づ
い
て
い
く
つ
か
の
質
問
を
し
た
。
ま
た
、
伊
東
マ
ン
シ
ヨ
と
し
ば
し
語
ら
い
、
自
ら
の
家

臣
と
し
て
仕
え
る
気
持
ち
が
あ
れ
ば
と
強
く
仕
官
を
勧
め
た
。
マ
ン
シ
ヨ
は
幼
少
か
ら
イ
エ
ズ
ス
会
の
パ
ー
ド
レ
た
ち
、
特
に
ヴ
ァ
リ

ニ
ャ
ー
ノ
の
恩
義
を
こ
う
む
っ
て
き
た
た
め
、
そ
れ
に
背
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
て
秀
吉
の
理
解
を
得
た
。
秀
吉
は
千
々
石
ミ
ゲ
ル

と
も
語
り
、
彼
の
生
国
や
出
自
に
つ
い
て
問
い
、
有
馬
氏
と
の
縁
続
き
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
、「
シ
モ
の
領
主
た
ち
が
パ
ー
ド
レ
た

ち
や［
イ
ン
ド
］副
王
た
ち
と
深
い
交
わ
り
を
持
っ
て
い
る
よ
う
だ
、
と
言
っ
た（
233
）。」
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写真4-31　�天正古楽器（復元）　少年使節は、楽器を持ち帰り、秀吉の前で演奏をしている。上記の楽器は、
当時のヨーロッパの楽器をイタリア在住のヴァイオリン製作者、石井　髙が復元したもので
ある。

（長崎歴史文化博物館所蔵、④リュートのみ大村市教育委員会写真提供）

①リラ・ヴィオラ ②ヴィオラ・ダ・ブラッチョ

③ヴィオラ・ダ・ガンバ

④リュート
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食
膳
が
片
づ
け
ら
れ
た
の
ち
、
秀
吉
は
四
人
の
使
節
に
音
楽
の
演
奏
を
所
望
し
た
。
彼
ら
は
ク
ラ
ヴ
ォ
、
ハ
ー
プ
、
ラ
ウ
デ
（
ア
ラ
ウ

デ
）、ラ
ベ
キ
ー
ニ
ャ
を
合
奏
し
、こ
れ
に
合
わ
せ
て
歌
っ
た
。
バ
ル
ト
リ
は
、ク
ラ
ヴ
ォ
の
代
わ
り
に
ハ
ー
プ
シ
コ
ー
ド arpicordo 

を
上
げ
、

こ
れ
は
ア
ル
カ
ラ
で
、
の
ち
に
枢
機
卿
に
な
っ
た
ド
ン
・
ア
ス
カ
ニ
オ
・
コ
ロ
ン
ナ
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
記
載
す
る
（
234
）。
秀

吉
は
こ
の
演
奏
に
関
心
を
示
し
て
三
度
演
奏
と
歌
唱
を
求
め
、
一
つ
一
つ
楽
器
を
手
に
取
っ
て
そ
れ
に
つ
い
て
質
し
た
。
更
に
、
ヴ
ィ
オ

ラ
・
デ
・
ア
ル
コ
と
レ
ア
レ
ジ
ョ
を
弾
く
よ
う
所
望
し
た（
235
）。

秀
吉
は
音
楽
を
聴
い
た
の
ち
、
ア
ラ
ビ
ア
馬
を
見
る
た
め
に
副
王
か
ら
贈
ら
れ
た
天
幕
を
中
庭
に
張
ら
せ
、
誰
か
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
騎

乗
す
る
よ
う
命
じ
た
。
彼
は
臨
席
し
た
諸
大
名
た
ち
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
見
事
な
乗
馬
を
見
物
し
、
こ
れ
を
賞
賛
し
驚
嘆
し
た
。
フ
ロ
イ

ス
は「
馬
は
他
の
す
べ
て
の
品
々
に
勝
っ
て
彼（
秀
吉
）を
喜
ば
せ
た
様
子
で
あ
っ
た
」と
指
摘
す
る（
236
）。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
二
頭
の
う

ち
一
頭
の
馬
し
か
日
本
に
連
れ
て
こ
れ
な
か
っ
た
が
、
最
良
の
馬
を
最
良
の
状
態
で
秀
吉
に
送
り
届
け
る
べ
く
周
到
な
配
慮
を
示
し
て
い

た
こ
と
が
、
彼
に
批
判
的
で
あ
っ
た
日
本
の
元
上
長
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ブ
ラ
ル
の
一
五
九
三
年
十
二
月
十
五
日
付
、
コ
チ
ン
発
信
の
書

翰
か
ら
知
ら
れ
る
。

彼
（
巡
察
師
）
が
関
白
殿
に
与
え
た
贈
物
の
品
々
だ
け
で
、
一
万
パ
ル
ダ
オ
以
上
に
達
し
た
、
と
思
う
。
当
地
か
ら
連
れ
て
行
っ
た

二
頭
の
馬
と
そ
の
馬
具
と
飾
り
だ
け
で
金
二
〇
〇
〇
パ
ル
ダ
オ
以
上
を
出
費
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
日
本
に
到
達
す
る
ま
で
に
か

か
っ
た
費
用
に
較
べ
て
多
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
た
め
に
、獣
医
、蹄
鉄
工
お
よ
び
調
教
師
を
連
れ
て
行
っ

た
た
め
で
あ
る（
237
）。

ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
が
遣
欧
使
節
に
与
え
る
よ
う
命
じ
た
馬
が
、
実
際
に
イ
ン
ド
副
王
を
通
じ
て
ゴ
ア
で
彼
ら
に
供
与
さ
れ
、
副
王
贈
与

品
の
一
つ
と
し
て
日
本
に
運
ば
れ
て
秀
吉
に
贈
ら
れ
た
こ
と
は
、
甚
だ
意
義
深
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
イ
ン
ド
副
王
使

節
と
し
て
遣
欧
使
節
を
伴
っ
て
禁
教
令
施
行
下
の
日
本
に
来
て
上
洛
し
、
彼
ら
使
節
を
秀
吉
に
面
謁
さ
せ
よ
う
と
し
た
意
図
は
、
彼
ら
が

日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
界
を
代
表
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
を
親
し
く
見
聞
し
て
帰
国
し
た
事
実
を
、
キ
リ
ス
ト
教
を
迫
害
す
る
天
下
人
秀
吉

に
知
ら
し
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
遣
欧
使
節
の
偉
業
を
宣
伝
し
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
秀
吉
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の
心
境
の
変
化
に
期
待
し
、
逼
迫
状
況
に
あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
界
の
復
活
に
一
縷
の
望
み
を
託
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

一
五
八
二
年
二
月
二
十
日
に
長
崎
を
出
発
し
た
遣
欧
使
節
の
旅
と
公
的
な
役
割
は
、
一
五
九
一
年
三
月
三
日
の
京
都
聚
楽
第
に
お
け
る

関
白
秀
吉
と
の
謁
見
を
も
っ
て
完
結
し
た
と
言
っ
て
も
い
い
よ
う
で
あ
る
。
イ
ン
ド
副
王
使
節
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
秀
吉
の
副
王
宛
返

書
の
受
領
を
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
神
父
と
イ
ル
マ
ン
の
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
に
託
し
て
、
三
月
二
十
五
日
に
京
都
を
発
っ
て
長
崎
に

戻
っ
た
。

使
節
四
人
は
教
皇
か
ら
託
さ
れ
た
有
馬
・
大
村
両
氏
へ
の
使
命
を
果
た
し
た
あ
と
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
の
た

め
に
一
身
を
捧
げ
る
準
備
を
し
た
。
伊
東
マ
ン
シ
ヨ
は
豊
後
の
大
友
吉
統
や
従
兄
弟
の
伊
東
氏
か
ら
の
仕
官
の
勧
め
が
あ
り
、
千
々
石
ミ

ゲ
ル
も
有
馬
氏
か
ら
の
誘
い
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
る
こ
と
は
ロ
ー
マ
滞
在
中
か
ら
考
え
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
帰
国

す
る
ま
で
に
多
く
の
試
錬
を
経
る
な
か
で
、
彼
等
の
決
意
は
強
固
に
な
っ
て
い
た
。
六
月
二
十
五
日
に
、
彼
ら
は
天
草
の
河
内
浦
で
ヴ
ァ

リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
よ
っ
て
イ
エ
ズ
ス
会
へ
の
入
会
を
許
さ
れ
た
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
ロ
ー
マ
の
総
会
長
に
対
す
る
一
五
九
一
年
十
月
六
・

八
　
遣
欧
使
節
派
遣
の
意
義

九
日
付
の
長
文
の
書
翰
に
お
い
て
、
彼
ら
の
入
会
の
経
緯
を
次
の
よ

う
に
報
じ
て
、
そ
の
門
出
を
祝
っ
て
い
る
。

四
人
全
員
は
、
こ
の
世
を
捨
て
て
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
る
こ
と
を

決
断
し
て
、
私
た
ち
の
主
（
神
）
が
多
く
の
こ
と
を
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
い
て
見
聞
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
彼
ら
が
見
聞
し
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
実
の
証
人
と
な
る
た
め
に
、
彼
ら
を
選
ん
だ

以
上
、
今
、
彼
ら
が
日
本
に
お
い
て
別
の
仕
事
（
務
め
）
を
行

な
う
こ
と
は
正
し
く
な
い
し
、
ま
た
、
こ
の
世
の
俗
事
に
耽
け

写真4-32　南蛮漆器聖龕
（大村市立史料館所蔵）

写真4-33　南蛮漆器小洋櫃
（大村市立史料館所蔵）
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て
彼
ら
が
感
じ
た
召
命
に
従
っ
て
私
た
ち
の
主
に
奉
仕
す
る
の
を
止
め
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
デ
ウ
ス
に
背
く
こ
と
は
決
し
て
す
べ

き
で
は
な
い
し
、
彼
ら
の
霊
魂
を
明
ら
か
な
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
も
す
べ
き
で
な
い
、
と
言
い
ま
し
た
。

彼
ら
は
各
人
が
個
別
に
、
ま
た
全
員
一
緒
に
甚
だ
慎
し
み
深
く
、
度
々
こ
れ
と
同
様
の
こ
と
を
私
に
願
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
彼
ら

の
身
内
の
者
た
ち
が
立
腹
し
な
い
よ
う
に
、
そ
の
問
題
を
引
き
延
し
て
い
た
た
め
で
し
た
。
そ
れ
で
、
身
内
の
者
た
ち
は
彼
ら
と
話

し
合
っ
て
、
そ
れ
が
固
い
考
え
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
す
べ
て
を
よ
り
一
層
深
く
考
え
る
た

め
数
日
間
の
修
練
（
霊
操
）
を
行
な
っ
た
の
ち
に
、
私
は
他
の
多
く
の
パ
ー
ド
レ
と
共
に
彼
ら
を
天
草
に
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
す
で
に
コ
レ
ジ
オ
と
ノ
ビ
シ
ア
ド
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
全
員
の
共
通
し
た
大
き
な
喜
び
と
満
足
の
う
ち
に
、
私
た
ち

は
使
徒
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ（
聖
ヤ
コ
ブ
）の
祝
日
で
あ
る［
一
五
］九
一
年
七
月
二
五
日
に
彼
ら
を［
イ
エ
ズ
ス
］会
に
迎
え
ま
し
た
。
荘

厳
な
歌
ミ
サ
が
多
声
聖
歌 canto dorgão 

と
様
々
な
楽
器
を
も
っ
て
執
行
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
に
話
さ
れ
た
説
教
で
は
、
彼
ら

の
聖
な
る
名
誉
な
決
断
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た（
238
）。

右
の
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
書
翰
の
一
節
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
四
人
の
使
節
は
彼
ら
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
世
界
を
実
際

に
体
験
し
た
証
人
と
し
て
の
認
識
を
も
っ
て
帰
国
し
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
や
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
た
ち
が
彼
ら
に
期
待
し
た「
語
り
部
」

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
は
「
語
り
部
」
と
し
て
の
最
大
の
使
命
が
、
彼
ら
自
ら
が
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
っ
て

イ
ル
マ
ン
と
な
り
司
祭
と
な
る
こ
と
で
あ
る
、
と
理
解
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

使
節
四
人
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
導
い
た
メ
ス
キ
ー
タ
神
父
は
、
ロ
ー
マ
で
の
一
連
の
行
事
が
終
わ
っ
た
時
点
で
、
遣
欧
使
節
派
遣
が
成
功

裏
に
終
わ
り
そ
の
使
命
が
果
た
さ
れ
た
こ
と
を
イ
ン
ド
に
残
留
し
た
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
報
告
し
た
。
フ
ロ
イ
ス
は
そ
の
報
告
を
七
点
に

要
約
し
て
伝
え
て
い
る
。

第
一
に
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
王
侯 Reys e Principes 

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
日
本
人
公
子
た
ち senhores 

の
使
節
を
派
遣
し
た
こ
の
行

動
は
、
そ
れ
か
ら
帰
結
す
る
多
く
の
成
果
に
よ
っ
て
、
十
分
に
調
整
さ
れ
準
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
彼
ら
が
到
着
し
た
す
べ
て
の
地
に
お
い
て
イ
エ
ズ
ス
会
に
向
け
ら
れ
た
大
き
な
賛
辞
で
あ
る
。
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第
三
に
、
こ
の
遣
使
に
よ
っ
て
日
本
国
民
に
つ
い
て
大
い
に
認
識
さ
れ
信
頼
が
得
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
年
端
も

行
か
ぬ
少
年
た
ち
が
勇
敢
に
も
祖
国
、
父
母
、
親
戚
、
友
人
、
生
ま
れ
故
郷
を
離
れ
て
来
た
こ
と
が
い
か
に
可
能
で
あ
っ
た
か
と
い
う

こ
と
を
、
演
説
し
た
す
べ
て
の
者
が
称
賛
し
た
。
…
…
こ
の
よ
う
に
し
て
、
彼
ら
を
東
洋
の
聖
な
る
王 os Santos Reys de O

riente 

と
称
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
の
謙
遜
、
礼
節
、
誠
実
、
徳
性
を
知
っ
て
、
あ
る
聖
人
た
ち
の
着
衣
に
行
う
か
の
よ
う
に
、
彼
ら
の
衣
服
に
ロ
ザ
リ
オ

を
触
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

第
四
に
、
彼
ら
の
良
き
教
養
、
謙
遜
、
思
慮
分
別
及
び
全
員
が
心
の
う
ち
に
有
し
て
い
た
協
調
性
を
見
た
こ
と
で
、
彼
ら
が
平
和
、
愛
情
、

沈
着
を
も
っ
て
、
特
に
宗
教
的
な
諸
儀
式
に
出
席
す
る
際
に
認
め
ら
れ
る
美
徳
と
信
心
を
も
っ
て
生
活
し
て
い
る［
と
い
う
こ
と
で
あ
る
］。

第
五
に
、
彼
ら
が
有
す
る
素
質
と
明
晰
な
能
力
で
あ
っ
て
、
故
国
を
出
発
し
た
の
ち
の
旅
路
だ
け
で
も
、
彼
ら
が
多
く
の
事
柄
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
驚
嘆
し
た
。
殊
に
、
彼
ら
が
ラ
テ
ン
語
で
何
ご
と
か
に
つ
い
て
話
す
の
を
聞
い
て
、
私
た
ち
の
言
葉
で
も
書
い
て

い
る
こ
と
に
た
い
へ
ん
驚
い
た
。

第
六
に
、
人
々
が
た
ち
ま
ち
彼
ら
に
親
愛
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
大
き
な
愛
と
、
際
立
っ
た
親
し
さ
で
あ
る
。
人
々
は
彼
ら
と
交
わ
り

を
重
ね
る
ほ
ど
に
、
ま
す
ま
す
親
し
く
な
っ
た
。

第
七
に
、
彼
ら
が
通
過
し
た
［
イ
エ
ズ
ス
会
の
］
す
べ
て
の
管
区 Provincias 

に
お
い
て
引
き
起
こ
し
た
絶
大
な
熱
狂
と
大
き
な
願
望
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
心
か
ら
日
本
に
行
こ
う
と
す
る
希
望
を
か
き
立
て
た
。
ト
レ
ド
に
住
ん
で
い
た
尊
敬
す
べ
き
古
参
の
パ
ー
ド
レ
・
ミ
ゲ

ル
・
デ
・
ト
ル
レ
ス
の
よ
う
に
、
高
齢
の
老
人
ま
で
が
そ
う
で
あ
っ
た（
239
）。

遣
欧
使
節
の
一
行
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
旅
行
の
先
々
で
大
い
に
歓
迎
さ
れ
た
こ
と
は
、
既
に
見
て
き
た
と
お
り
で

あ
る
。
世
界
の
涯は

て

な
る
遠
国
、
し
か
も
異
教
の
国
か
ら
来
た
新
し
い
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
い
う
だ
け
で
も
十
分
に
話
題
性
が
あ
っ
た
が
、
使

節
一
行
の
矜
恃
を
保
っ
た
生
活
態
度
と
行
動
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
に
強
い
感
銘
を
与
え
た
こ
と
は
、
メ
ス
キ
ー
タ
の
報
告
か
ら
十
分
に

納
得
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
グ
ス
マ
ン
も
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
使
節
の
有
り
よ
う
に
つ
い
て
称
賛
し
た
一
人
で
あ
る
。
彼
は
使

節
が
所
期
の
目
的
を
果
た
し
、
自
ら
の
信
仰
を
強
め
、
彼
ら
を
派
遣
し
た
王
侯
と
市
民
が
宣
教
師
か
ら
聞
い
て
い
た
こ
と
が
事
実
で
あ
る
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こ
と
を
確
め
た
、
と
指
摘
す
る（
240
）。

遣
欧
使
節
が
、
未
知
の
国
で
あ
る
日
本
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
に
広
く
知
ら
し
め
、
日
本
に
つ
い
て
の
関
心
を
一
気
に
高
め
る
契
機
と

な
っ
た
こ
と
は
、
彼
ら
の
教
皇
謁
見
記
、
日
本
に
関
す
る
小
冊
子
や
関
連
の
書
物
が
集
中
的
に
出
版
さ
れ
た
状
況
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
使
節
が
ロ
ー
マ
を
訪
れ
て
教
皇
に
謁
見
し
た
一
五
八
五
年
に
は
四
九
点
の
関
連
書
が
出
版
さ
れ
た
。
同
年
か
ら
一
五
九
三
年
ま
で
に

出
版
さ
れ
た
日
本
関
連
の
出
版
物
は
七
八
点
で
あ
る
（
241
）。
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー
マ
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ほ
か
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
大

都
市
、
パ
リ
、
リ
オ
ン
、
ル
ー
ア
ン
、
リ
エ
ー
ジ
ュ
、
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
、
ジ
ュ
セ
ル
ド
ル
フ
、
プ
ラ
ハ
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
コ
ウ
な

ど
で
印
刷
出
版
さ
れ
た
。
し
か
し
、
グ
ワ
ル
チ
エ
リ
の
『
日
本
遣
欧
使
節
記
』
が
出
版
さ
れ
た
の
を
機
に
、
遣
欧
使
節
に
関
す
る
出
版
物

は
減
少
し
て
い
っ
た
、
と
さ
れ
る（
242
）。
日
本
関
連
書
の
出
版
は
、
一
五
八
六
年
に
六
点
、
一
五
八
七
年
に
三
点
、
一
五
八
八
年
に
七
点
、

一
五
八
九
年
に
六
点
、
一
五
九
〇
～
九
二
年
は
各
一
点
、
一
五
九
三
年
は
四
点
で
あ
る
。

前
述
し
た
メ
ス
キ
ー
タ
の
報
告
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
遣
欧
使
節
派
遣
を
契
機
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
者
、
特
に
イ
エ
ズ
ス
会
の
会

員
た
ち
を
新
生
の
日
本
へ
と
か
き
立
て
る
状
況
が
生
ま
れ
た
。
マ
テ
ウ
ス
・
デ
・
コ
ウ
ロ
ス
や
マ
ヌ
エ
ル
・
バ
レ
ト
の
両
神
父
は
そ
の
影

響
を
受
け
た
。
一
五
八
六
年
四
月
に
遣
欧
使
節
が
リ
ス
ボ
ン
を
出
発
し
た
時
、
彼
ら
と
共
に
出
発
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
団
の
中
に
は
、

一
五
九
〇
年
七
月
に
来
日
し
た
者
が
五
名
い
た（
243
）。

遣
欧
使
節
が
イ
エ
ズ
ス
会
の
評
価
を
更
に
高
め
た
こ
と
は
メ
ス
キ
ー
タ
の
報
じ
る
と
お
り
で
あ
る
。
極
東
に
お
け
る
三
十
数
年
に
わ
た

る
宣
教
活
動
の
成
果
が
こ
の
使
節
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
意
図
し
た
目
的
の
一
つ
は
見
事

に
達
成
さ
れ
た
。

使
節
が
リ
ス
ボ
ン
か
ら
招
来
し
た
活
字
印
刷
機
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
移
植
と
発
展
の
手
段
と
な
っ
た
こ
と
は
、
彼
ら
が
日
本
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
両
文
化
の
交
流
の
懸
橋
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
一
五
九
〇
年
か
ら
始
ま
っ
た
印
刷
に
よ
っ
て
五
〇
種
な
い
し

一
〇
〇
種
の
出
版
物
、
い
わ
ゆ
る
キ
リ
シ
タ
ン
版
が
印
刷
さ
れ
た
。
現
存
す
る
三
二
種
七
四
本
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
教
理
（
ド
チ
リ
ナ
・

キ
リ
シ
タ
ン
）
は
も
と
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思
想
・
哲
学
の
書
や
文
学
書
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
印
刷
機
に
よ
っ
て
銅
版
画
の
製
作
が
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な
さ
れ
、
そ
れ
を
土
台
に
し
た
宗

教
画
が
多
く
描
か
れ
た
。
使
節
が

も
た
ら
し
た
地
図
帳
や
都
市
図
は
、

日
本
に
お
け
る
初
期
洋
風
画
の
基

礎
を
築
く
こ
と
に
寄
与
し
、
地
図

屛
風
や
南
蛮
屛
風
製
作
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
。
遣
欧
使
節
が
日

本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
交
流
に

深
く
関
わ
っ
た
こ
と
を
あ
ら
た
め

て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
し
た
四
人

は
、
一
五
九
三
年
七
月
二
十
五
日

の
聖
ヤ
コ
ブ
の
祝
日
に
二
年
の
修
練
期
を
終
え
て
誓
願
を
立
て
た
（
244
）。
彼
ら
は
修
練
期
が
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
コ
レ
ジ
オ
で
ラ
テ
ン
語

を
学
び
始
め
、
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
神
父
が
編
集
し
た
ラ
テ
ン
語
の『
神
学
綱
要
』を
用
い
た
ペ
ド
ロ
・
モ
レ
ホ
ン
神
父
の
講
義
を
受
け
た（
245
）。

モ
レ
ホ
ン
神
父
は
リ
ス
ボ
ン
か
ら
使
節
と
行
動
を
共
に
し
た
一
人
で
あ
る
。

伊
東
マ
ン
シ
ヨ
は
、
原
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
ョ
及
び
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
と
共
に
、
一
六
〇
八
年
に
司
祭
に
叙
階
さ
れ
た
。
し
か
し
、
千
々
石

ミ
ゲ
ル
は
、
一
六
〇
一
年
頃
に
イ
エ
ズ
ス
会
を
退
い
て
大
村
喜
前
に
仕
え
、
神
浦
と
伊
木
力
に
六
〇
〇
石
を
領
し
た
。
喜
前
が
幕
府
と
の

長
崎
浦
上
替
地
を
機
に
キ
リ
ス
ト
教
を
棄
て
た
こ
と
に
伴
い
、
彼
も
棄
教
し
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
清
左
衛
門
を
称
し
た
が
、
喜
前
と
の

関
係
が
次
第
に
悪
化
し
、
一
六
〇
六
年
に
は
従
兄
弟
の
有
馬
晴
信
（
鎮
純
）
の
許
に
避
難
し
た
。
し
か
し
、
有
馬
で
も
憎
ま
れ
て
重
傷
を

負
い
、
一
六
一
二
年
前
後
に
長
崎
に
移
っ
た
。
彼
に
つ
い
て
の
消
息
は
一
六
二
二
～
二
三
年
頃
ま
で
し
か
確
認
さ
れ
な
い（
246
）。
旧
領
伊

写真4-35　ティセラ日本図� （大村市立史料館所蔵）

写真4-34　�グーテンベルク式活版印刷機（復元模
型）天正遣欧少年使節がヨーロッパか
ら持ち帰った活版印刷機の復元模型

（南島原市加津佐図書館所蔵、大村市教育委員会写真提供）
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木
力
の
地
に
、
千
々
石
清
左
衛
門
の
墓
石
と
推
定
さ
れ
る
墓
碑
が
あ
る
。
紀
年
銘
は
、「
寛
永
九
年
十
二
月
十
二
日
・
十
四
日
」（
一
六
三
三

年
一
月
十
九
日
・
二
十
一
日
）で
あ
る（
247
）。

司
祭
に
な
っ
た
伊
東
マ
ン
シ
ヨ
は
、
豊
前
小
倉
の
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
居
住
し
て
長
門
・
周
防
の
宣
教
に
従
事
し
、
故
国
の
日
向
に
も
巡

回
宣
教
を
試
み
た
が
、
一
六
一
二
年
十
一
月
十
三
日
に
長
崎
の
コ
レ
ジ
オ
で
病
死
し
た（
248
）。

語
学
の
才
能
に
恵
ま
れ
た
原
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
ョ
は
、
修
養
書『
ぎ
や
・
ど
・
ぺ
か
ど
る
』の
翻
訳
に
関
わ
っ
た
。
ま
た『
コ
ン
テ
ム
ツ
ス
・

ム
ン
ヂ
』や『
ド
チ
リ
ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン
』の
再
版
に
際
し
て
は
、
そ
の
改
訂
作
業
に
参
加
し
て
中
心
的
存
在
と
な
っ
た
こ
と
が
、
メ
ス
キ
ー

写真4-38　松東院メンシア肖像
（公益財団法人　松浦史料博
物館所蔵、大村市教育委員会
写真提供）

※�松東院メンシアは、大村純忠の娘で
肥前平戸藩主松浦久信の正室

写真4-36　�長崎市　勝山町遺跡出
土　十字架

（長崎市サント・ドミンゴ教会跡資料館所蔵）

写真4-37　�長崎市　勝山町遺跡出
土　メダイ

（長崎市サント・ドミンゴ教会跡資料館所蔵）

タ
神
父
の
一
六
一
三
年
十
二
月
二
日
付
の
書
翰
か
ら
知
ら
れ
る
（
249
）。
信
望
の
厚
か
っ
た

原
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
ョ
神
父
は
、
日
本
人
パ
ー
ド
レ
た
ち
の
指
導
者
と
目
さ
れ
、
ヴ
ァ
レ
ン

テ
ィ
ン
・
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ
は
日
本
管
区
長
に
就
任
す
る
と
、
彼
を
重
用
し
て
秘
書
と
し
た

が
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
パ
ー
ド
レ
た
ち
の
批
難
が
強
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、禁
教
令
が
出
る
と
、

日
本
に
残
留
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
ず
、
一
六
一
四
年
十
一
月
に
マ
カ
オ
に
行
く
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
（
250
）。
マ
カ
オ
で
は
、
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
神
父
の
『
日
本
教
会
史
』

の
執
筆
を
補
助
し
た
。
一
六
二
九
年

十
月
二
十
三
日
に
、
同
地
の
サ
ン
・

パ
ウ
ロ
・
コ
レ
ジ
オ
に
お
い
て
死
没

し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
行
中
、
つ
ね
に

病
気
に
苦
し
ん
で
い
た
中
浦
ジ
ュ

リ
ア
ン
神
父
は
、
た
だ
一
人
殉
教

者
と
な
っ
た
。
彼
は
一
六
〇
六
年
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九
月
に
伊
東
マ
ン
シ
ヨ
と
原
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
ョ
と
共
に
副
助
祭
と
な
り
、
一
六
〇
八
年
九
月
に

司
祭
に
叙
階
し
た
。
京
都
、
長
崎
、
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
、
更
に
博
多
を
活
動
の
場
と
し
た
。

一
六
一
四
年
の
禁
教
令
施
行
後
も
長
崎
に
潜
伏
し
、
の
ち
口
之
津
を
拠
点
に
し
て
九
州
各
地
を

巡
回
宣
教
し
た
。
つ
い
に
一
六
三
三
年
に
豊
前
小
倉
に
お
い
て
、
同
宿
ト
マ
ス
・
リ
ョ
ウ
カ
ン

と
共
に
捕
わ
れ
て
長
崎
へ
護
送
さ
れ
た
。
十
月
十
八
日
に
穴
吊
し
の
拷
問
に
か
け
ら
れ
た
が
、

四
日
間
こ
れ
に
耐
え
、
十
月
二
十
一
日
に
落
命
し
た
。
六
二
歳
で
あ
っ
た（
251
）。（

五
野
井
隆
史
）
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泉
井
久
之
助
他
訳
『
デ
・
サ
ン
デ
天
正
遣
欧
使
節
記
』（
雄
松
堂
書
店　

一
九
六
九
）、
ラ
テ
ン
語
版
か
ら
の
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
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B
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m
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C

osta Ram
alho. M
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（
２
）　D

E M
IC

C
O

N
E f.4.D

IA
LO

G
O

.p.27.

泉
井
久
之
助
他
訳『
デ
・
サ
ン
デ
天
正
遣
欧
使
節
記
』（
雄
松
堂
書
店　

一
九
六
九
）　

六
～
七
頁

（
３
）　D

E M
ISSIO

N
E. ff. 6~

7. D
IÁ

LO
G

O
. pp. 28~

29. 
泉
井
久
之
助
他
訳『
デ
・
サ
ン
デ
天
正
遣
欧
使
節
記
』（
雄
松
堂
書
店　

一
九
六
九
）　

九

～
一
〇
頁

（
４
）　D

E M
ISSIO

N
E. ff. 7~

8. D
IÁ

LO
G

O
. pp. 29~

30. 

泉
井
久
之
助
他
訳
『
デ
・
サ
ン
デ
天
正
遣
欧
使
節
記
』（
雄
松
堂
書
店　

一
九
六
九
）　

一
二
～
一
三
頁

（
５
）　Luis Frois, Tratado dos Em

baixadores Japões. ff. 1v.~
2v.

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
原
著
・
岡
本
良
知
訳
註 『
九
州
三
侯
遣
欧
使
節
行

記
』（
東
洋
堂　

一
九
四
二
）　

三
～
五
頁

（
６
）　

泉
井
久
之
助
他
訳
『
デ
・
サ
ン
デ
天
正
遣
欧
使
節
記
』（
雄
松
堂
書
店　

一
九
六
九
）
で
は
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
、「
豊
後
と
有
馬
の
王
フ
ラ
ン
シ
ス

写真4-39　セントポール大聖堂（マカオ）
（大村市教育委員会提供）
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写真4-40　西坂で穴吊りの拷問を受ける中浦ジュリアン� （カルディム著『日本殉教精華』1650年刊の挿絵から）
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コ
と
プ
ロ
タ
ジ
オ
及
び
大
村
侯
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
と
談
合

4

4

し
て
、」と
な
る　

一
三
頁

（
７
）　Jap. Sin. 10Ⅱ

, f. 284.

（
８
）　

井
手
勝
美
訳
「
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
第
一
回
協
議
会
（
一
五
八
〇-

八
一
）
と
東
イ
ン
ド
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
裁
決
（
一
五
八
二
）」（
キ
リ
シ
タ
ン

文
化
研
究
会
編『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
』第
二
十
二
輯　

吉
川
弘
文
館　

一
九
八
二
）　

二
九
一
～
二
九
二
頁

（
９
）　A

lexandro V
alignato S.J., A

dvertim
enos e aviso acerca dos costum

es e catangues de Jappão.

（G
iuseppe Fr. 

Schütte,Ⅰl C
erim

oniale per i M
issionari del G

iappone. Rom
a, 1946

）.A
.

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
著
・
矢
沢
利
彦
・
筒
井
砂
共
訳『
日

本
イ
エ
ズ
ス
会
士
礼
法
指
針
』キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
シ
リ
ー
ズ
５（
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会　

一
九
七
〇
）

（
10
）　Schütte,Ⅰl C

erim
oniale. pp. 118~

120.

（
11
）　ibid. p. 120.

（
12
）　ibid. p. 136.

（
13
）　

フ
ロ
イ
ス
、
一
五
六
五
年
四
月
二
十
七
日
付
、
都
発
信
書
翰（C

artas. I. f.  184v.

）

（
14
）　A

lejandoro V
alignano. S. I., Sum

ario de las cosas de Japon

（1583

）. A
diciones del Sum

ario de Japon

（1592

）, 
por José Luis A

lvarez-Taladriz. Tokyo, 1954. 

松
田
毅
一
他
訳『
日
本
巡
察
記
』東
洋
文
庫
二
二
九（
平
凡
社　

一
九
七
三
）

（
15
）　Sum

ario de las cosas de Japon. pp. 235~
239.

（
16
）　

泉
井
久
之
助
他
訳『
デ
・
サ
ン
デ
天
正
遣
欧
使
節
記
』（
雄
松
堂
書
店　

一
九
六
九
）　

七
〇
四
、七
〇
九
頁

（
17
）　D

E M
ISSIO

N
E. ff. 156~

157. D
IÁ

LO
G

O
. p. 238. 

前
掲
註（
16
）　

四
三
八
頁

（
18
）　C

artas.Segunda P
arte.ff.39,39v.

松
田
毅
一
監
訳『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』第
Ⅲ
期
第
６
巻（
同
朋
舎
出
版　

一
九
九
一
）

　

五
九
頁

（
19
）　ibid. f. 39v.

（
20
）　

前
掲
註（
８
）　

二
八
九
、
三
二
七
頁

（
21
）　Jap. Sin. 9Ⅱ

, ff. 173v., 174.

（
22
）　Tratado. f. 1v.

（
23
）　

ヨ
ゼ
フ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ュ
ッ
テ
編
・
佐
久
間
正
・
出
崎
澄
男
訳
『
大
村
キ
リ
シ
タ
ン
史
料
―
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ル
セ
ナ
の
回
想
録
―
』（
キ
リ
シ

タ
ン
文
化
研
究
会　

一
九
七
五
）　

一
一
六
～
一
一
七
頁

（
24
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
史
料
』
第
十
一
編
別
巻
之
一
（
東
京
大
学
出
版
会　

一
九
七
四
復
刻
）
に
は
、
マ
ド
リ
ー
ド
所
在
の
歴
史
学
士
院
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図
書
館
が
所
蔵
す
る
ロ
ー
マ
教
皇
と
イ
エ
ズ
ス
会
総
会
長
宛
書
翰
の
ス
ペ
イ
ン
訳
文
が
所
載
さ
れ
、
そ
の
日
本
語
訳
文
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
（
原
文

編　

二
七
一
～
二
七
二
頁
、
二
七
五
頁
、
日
本
語
訳
文
、
三
一
二
～
三
一
三
、三
一
六
～
三
一
七
頁
）

（
25
）　Tratado. ff. 32, 73~

73v.

日
本
語
訳
文
は
、 

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
原
著
・
岡
本
良
知
訳
註『
九
州
三
侯
遣
欧
使
節
行
記
』（
東
洋
堂　

一
九
四
二
）

　

一
九
〇
～
一
九
一
頁
、
三
八
四
～
三
八
五
頁

（
26
）　

幸
田
成
友『
日
欧
通
交
史
』（
岩
波
書
店　

一
九
四
二
）　

一
〇
三
頁

（
27
）　

金
七
紀
男
編
訳『
ポ
ル
ト
ガ
ル　

２
』（
ほ
る
ぷ
出
版　

一
九
八
一
）　

三
七
～
四
〇
頁

（
28
）　

松
田
毅
一『
大
村
純
忠
伝
』（
教
文
館　

一
九
七
八
）一
五
九
頁

（
29
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編『
大
日
本
史
料
』第
十
一
編
別
巻
之
一（
東
京
大
学
出
版
会　

一
九
七
四
復
刻
）　

三
二
〇
頁
の
挿
入
写
真

（
30
）　

前
掲
註（
26
）　

一
〇
四
頁
の
挿
入
写
真

（
31
）　

前
掲
註（
29
）　

原
文
一
〇
～
一
四
頁　

訳
文
一
〇
～
一
二
頁

（
32
）　Tratodo. f. 1v.

（
33
）　

前
掲
註（
29
）　

原
文
一
九
六
頁　

訳
文
二
二
六
～
二
二
七
頁

（
34
）　

木
下
杢
太
郎（
太
田
正
雄
）『
木
下
杢
太
郎
全
集
』第
二
十
一
巻（
岩
波
書
店　

一
九
八
二
）　

二
九
～
三
〇
頁

（
35
）　

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
会
長
宛
一
五
八
三
年
十
月
二
十
八
日
付
、
コ
チ
ン
発
信
書
翰（Jap. Sin. 9Ⅱ

, f. 173.

）

（
36
）　Tratado. ff. 2v.~

3.

（
37
）　

Ｈ
・
チ
ー
ス
リ
ク『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
邦
人
司
祭
』キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
シ
リ
ー
ズ
22（
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会　

一
九
八
一
）六
〇
頁

（
38
）　Segunda P

arte das C
artas de Japão, Evora, 1598. f. 17v.

（
39
）　

北
有
馬
町
編『
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ　

関
係
資
料
集
』（
北
有
馬
町
役
場　

二
〇
〇
五
）　

五
七
～
五
八
、
二
六
八
～
二
六
九
頁

（
40
）　

前
掲
註（
29
）　

三
五
四
頁

（
41
）　

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
「A

pologia de la C
om

pañia de Jesus de Japon y C
hina

（1598

）」
に
は
、「
マ
ン
シ
ヨ
、
ミ
ゲ
ル
の
正
使
、

マ
ル
テ
ィ
ン
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
副
使 M

ancius et M
ichael legati, M

artinus et Julianus socijs

」
と
あ
る
（Edición por José 
Luis A

lvarez-Taladriz. O
saka, 1998. p. 57

）。

（
42
）　A

pologia. p. 57.

（
43
）　

前
掲
註（
29
）　

三
六
〇
頁　

原
文
三
一
〇
頁

（
44
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編『
大
日
本
史
料
』第
十
一
編
別
巻
之
二（
東
京
大
学
出
版
会　

一
九
七
四
復
刻
）　

二
一
頁　

原
文
一
八
～
一
九
頁
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（
45
）　

一
五
九
三
年
一
月
作
成
の
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
の
名
簿
は
、
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
が
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
っ
て
ま
も
な
く
の
名
簿
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る

と
、
二
三
歳
と
あ
り
、
一
五
六
九
年
の
出
生
と
な
る
（Josef F. Schütte s.J., M
O

N
U

M
EN

TA
 H

ISTO
RIC

A
 JA

P
O

N
IA

E I. Textus 
C

atalogorum
 Japoniae. Rom

ae, 1975. p. 318

）。

（
46
）　

前
掲
註（
44
）　

二
二
頁　

原
文
一
九
頁

（
47
）　

西
海
町
教
育
委
員
会
編『
西
海
町
郷
土
誌
』（
西
海
町　

二
〇
〇
五
）　

一
五
九
頁
、
小
佐
々
学「
小
佐
々
弾
正
・
甚
五
郎
塚
と
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
」（
大

村
史
談
会
編『
大
村
史
談
』第
四
十
八
号　

大
村
史
談
会　

一
九
九
七
）

（
48
）　

小
佐
々
学「
天
正
遣
欧
少
年
使
節
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
出
自
に
つ
い
て
」（
大
村
史
談
会
編『
大
村
史
談
』第
三
十
五
号　

大
村
史
談
会　

一
九
八
九
）

（
49
）　

一
六
一
四
年
十
一
月
に
作
成
さ
れ
た
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
の
名
簿
に
よ
る
と
、
ド
ゥ
ラ
ー
ド
は
こ
の
時
四
八
歳
で
あ
り
、
ま
た
一
六
一
七
年
作
成
の
名

簿
に
よ
る
と
五
一
歳
と
あ
り
、
生
年
は
一
五
六
六
年
と
な
る（Schütte. C

atalogrum
. pp. 588. 677.

）

（
50
）　Schütte. ibid. pp. 125, 174~

175, 218.

（
51
）　Segunda P

arte das C
artas de Japão. ff. 20v.~

21.

（
52
）　Schütte. ibid. pp. 113, 156~

157, 180.

（
53
）　ibid. pp. 112, 128, 310.

（
54
）　D

IÁ
LO

G
O

. pp. 34~
35. 

前
掲
註（
16
）　

二
二
～
二
三
頁
、「
ダ
ニ
エ
ル
ロ
・
バ
ル
ト
リ
編
耶
蘇
会
史
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編『
大
日
本
史
料
』

第
十
一
編
別
巻
之
一　

東
京
大
学
出
版
会　

一
九
七
四
復
刻
）

（
55
）　

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
原
著
・
岡
本
良
知
訳
註『
九
州
三
侯
遣
欧
使
節
行
記
』（
東
洋
堂　

一
九
四
二
）　

三
六
頁

（
56
）　D

IÁ
LO

G
O

. pp. 40~
41, 43. 

前
掲
註（
16
）　

三
二
～
四
一
頁
、
前
掲
註（
44
）　

四
六
～
四
八
頁
、
グ
ワ
ル
チ
エ
リ「
日
本
遣
欧
使
者
記
」（『
木

下
杢
太
郎
全
集
』第
二
十
一
巻　

岩
波
書
店　

一
九
八
二
）　

三
五
～
四
一
頁

（
57
）　

前
掲
註（
44
）　

四
八
頁

（
58
）　D

IÁ
LO

G
O

. p. 43. 

前
掲
註（
16
）　

四
一
頁
、
グ
ワ
ル
チ
エ
リ「
日
本
遣
欧
使
者
記
」（
木
下
杢
太
郎（
太
田
正
雄
）『
木
下
杢
太
郎
全
集
』第
二
十
一

巻　

岩
波
書
店　

一
九
八
二
）　

四
一
～
四
二
頁

（
59
）　

グ
ワ
ル
チ
エ
リ「
日
本
遣
欧
使
者
記
」（
木
下
杢
太
郎（
太
田
正
雄
）『
木
下
杢
太
郎
全
集
』第
二
十
一
巻　

岩
波
書
店　

一
九
八
二
）　

四
三
頁

（
60
）　

前
掲
註（
59
）　

四
三
頁

（
61
）　D

IÁ
LO

G
O

. p. 66. 

前
掲
註（
16
）　

八
二
頁
、Tratado. ff. 3v.~

4.

前
掲
註（
55
）　

四
三
頁

（
62
）　Ioseph W

ichi, D
O

C
U

M
EN

TA
 IN

D
IC

A
, Ⅻ

. Rom
ae, 1972. p. 888.
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（
63
）　D

IÁ
LO

G
O

. pp. 70~
72. 

前
掲
註
（
16
）　

九
四
～
九
五
頁
、Tratado. ff. 5~

6. 

前
掲
註
（
55
）　

四
六
～
四
八
頁
、
前
掲
註
（
59
）　

四
三
～

四
九
頁

（
64
）　D

IÁ
LO

G
O

. pp. 169~
171. 

前
掲
註（
16
）　

二
九
八
～
三
〇
一
頁
、Tratado. ff. 6v.~

9. 

前
掲
註（
55
）　

七
一
～
七
七
頁
、
結
城
了
悟『
新

史
料　

天
正
少
年
使
節
』（
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
第
二
十
九
輯　

南
窓
社　

一
九
九
〇
）　

六
一
頁

（
65
）　Tratado. ff. 8v.~

9.

前
掲
註（
55
）　

七
七
頁

（
66
）　

海
老
沢
有
道『
キ
リ
シ
タ
ン
南
蛮
文
学
入
門
』（
教
文
館　

一
九
九
一
）　

一
六
九
頁

（
67
）　Tratado. ff. 9v. 

前
掲
註（
55
）　

九
一
頁
、D

IÁ
LO

G
O

. p. 171. 

前
掲
註（
16
）　

三
〇
二
頁

（
68
）　Tratado. ff. 10v., 12v. 

前
掲
註（
55
）　

九
三
頁
。D
IÁ

LO
G

O

で
は
、
滞
在
は
七
日
間
で
あ
る（p. 173

）。
前
掲
註（
16
）　

三
〇
七
頁

（
69
）　D

IÁ
LO

G
O

. p. 173. 

前
掲
註（
16
）　

三
〇
七
頁
、Tratado. f. 11v. 

前
掲
註（
55
）　

九
七
頁

（
70
）　D

IÁ
LO

G
O

. pp. 175~
178.

前
掲
註
（
16
）　

三
一
二
～
三
二
一
頁
、
前
掲
註
（
59
）　

五
四
頁
、Tratado. ff. 18, 24v.~

25v. 

前
掲
註

（
55
）　

一
三
二
頁
、
一
四
九
～
一
五
一
頁
、
一
五
八
～
一
五
九
頁

（
71
）　D

IÁ
LO

G
O

. pp. 184~
186. 

前
掲
註（
16
）Tratado. f. 26v. 

前
掲
註（
55
）　

一
六
四
～
一
六
六
頁

（
72
）　

結
城
了
悟『
新
史
料　

天
正
少
年
使
節
』（
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
第
二
十
九
輯　

南
窓
社　

一
九
九
〇
）　

五
六
頁

（
73
）　Tratado. f. 30. 

前
掲
註（
55
）　

一
八
四
頁

（
74
）　D

IÁ
LO

G
O

. pp. 186~
187. 

前
掲
註（
16
）　

三
三
四
～
三
三
五
頁
、Tratado. ff. 30~

33v. 

前
掲
註（
55
）　

一
八
八
～
一
九
三
頁

（
75
）　Tratado. f. 38v. 

前
掲
註（
55
）　

二
一
八
頁

（
76
）　D

IÁ
LO

G
O

. p. 194. 

前
掲
註（
16
）　

三
五
〇
頁
、Tratado. ff. 40~

40v. 

前
掲
註（
55
）　

二
三
一
～
二
三
三
頁

（
77
）　D

IÁ
LO

G
O

. p. 194. 

前
掲
註
（
16
）　

三
五
〇
頁
、Tratado. ff. 40v.~

41. 

前
掲
註
（
55
）　

二
三
三
頁
。
な
お
、
フ
ロ
イ
ス
は
マ
ド
リ
ー
ド

滞
在
を
三
六
日
間
と
し
て
い
る
。

（
78
）　D
IÁ

LO
G

O
. pp. 194~

195. 

前
掲
註（
16
）　

三
五
一
～
三
五
二
頁
、Tratado. ff. 40v.~

43. 

前
掲
註（
55
）　

二
三
九
～
二
四
二
頁

（
79
）　D

IÁ
LO

G
O

. pp. 195~
197. 

前
掲
註（
16
）　

三
五
二
～
三
五
六
頁
、Tratado. ff. 43v.~

47. 

前
掲
註（
55
）　

二
四
二
～
二
六
五
頁

（
80
）　D

IÁ
LO

G
O

. p. 199. 

前
掲
註
（
16
）　

三
五
八
～
三
五
九
頁
、Tratado. ff. 49~

49v. 

前
掲
註
（
55
）　

二
七
三
～
二
七
四
頁
。
フ
ロ
イ
ス
は
、

リ
ヴ
ォ
ル
ノ Livorno 

を
ジ
ョ
ル
ネ Jiorne 

と
記
載
す
る
。

（
81
）　D

IÁ
LO

G
O

. pp. 200~
201. 

前
掲
註（
16
）　

三
六
〇
～
三
六
二
頁
、Tratado. ff. 49v.~

50v. 

前
掲
註（
55
）　

二
七
四
～
二
七
七
頁

（
82
）　D

IÁ
LO

G
O

. pp. 202~
203. 

前
掲
註（
16
）　

三
六
五
～
三
六
六
頁
、Tratado. ff. 51v., 54. 

前
掲
註（
55
）　

二
七
八
、
二
八
四
頁



598

（
83
）　Tratado. ff. 56v.~

57. 

前
掲
註（
55
）　

三
〇
九
～
三
一
〇
頁

（
84
）　D

IÁ
LO

G
O

. p. 212. 

前
掲
註（
16
）　

三
五
四
頁

（
85
）　D

IÁ
LO

G
O

. pp. 212~
214. 

前
掲
註
（
16
）　

三
八
四
～
三
八
八
頁
、Tratado. ff. 56v.~

59. 

前
掲
註
（
55
）　

三
一
一
～
三
一
四
頁
、

三
一
六
頁
、
前
掲
註（
59
）　

七
〇
頁

（
86
）　Tratado. f. 57. 

前
掲
註（
55
）　

三
一
〇
頁

（
87
）　

前
掲
註（
29
）　

原
文
二
三
一
頁　

訳
文
二
七
一
頁

（
88
）　

前
掲
註（
29
）　

原
文
二
二
九
～
二
三
〇
頁　

訳
文
二
七
〇
～
二
七
一
頁

（
89
）　Tratado. f. 59. 

前
掲
註（
55
）　

三
一
六
頁
、D

IÁ
LO

G
O

. p. 215. 

前
掲
註（
16
）　

三
九
一
頁

（
90
）　D

IÁ
LO

G
O

. p. 215. 

前
掲
註（
16
）　

三
九
〇
～
三
九
一
頁

（
91
）　

前
掲
註（
29
）　

原
文
二
五
〇
頁　

訳
文
二
九
一
頁

（
92
）　Tratado. f. 59. 

前
掲
註（
55
）　

三
一
六
～
三
一
七
頁

（
93
）　ibid. f. 60. 

前
掲
註（
55
）　

三
一
九
、
三
三
七
～
三
三
八
頁

（
94
）　

前
掲
註（
29
）　

二
二
八
頁

（
95
）　

前
掲
註（
29
）　

原
文
一
九
七
～
二
〇
〇
頁　

訳
文
二
二
八
～
二
三
二
頁
、Tratado. ff. 60v.~

61v. 

前
掲
註（
55
）　

三
四
〇
～
三
四
三
頁

（
96
）　Tratado. f. 62. 

前
掲
註（
55
）　

三
四
四
頁

（
97
）　ibid. f. 62v. 

前
掲
註（
55
）　

三
四
五
頁
、D

IÁ
LO

G
O

. p. 217. 

前
掲
註（
16
）　

三
九
四
頁

（
98
）　ibid. ff. 62v.~
63v. 

前
掲
註（
16
）　

三
四
五
～
三
四
八
頁
、D

IÁ
LO

G
O

. p. 217. 

前
掲
註（
16
）　

三
九
四
頁

（
99
）　Tratado. ff. 71v.~

72. 

前
掲
註（
55
）　

三
八
一
～
三
八
二
頁
、
前
掲
註（
29
）　

原
文
二
七
四
～
二
七
五
頁　

訳
文
三
一
五
～
三
一
六
頁

（
100
）　

前
掲
註（
29
）　

原
文
二
一
七
頁　

訳
文
二
五
五
頁
、Tratado. ff. 68v.~

69. 

前
掲
註（
55
）　

三
七
五
～
三
七
六
頁

（
101
）　

前
掲
註（
29
）　

二
五
九
～
二
六
〇
頁
、Tratado. f. 63. 

前
掲
註（
55
）　

三
四
七
頁

（
102
）　Tratado. ff. 64v.~

65. 

前
掲
註（
55
）　

三
五
一
～
三
五
二
頁
、D

IÁ
LO

G
O

. pp. 218~
219. 

前
掲
註（
16
）　

三
九
六
頁
、
前
掲
註（
29
）　

二
六
〇
頁

（
103
）　Tratado. ff. 74~

74v. 

前
掲
註
（
55
）、
同
書
で
は
、
乙
女
は
一
〇
〇
余
名
で
あ
る
。D

IÁ
LO

G
O

. p. 223. 

前
掲
註
（
16
）、
同
書
で
は
、
孤

児
の
女
性
は
一
六
〇
余
名
で
あ
る
。
ま
た『
ム
カ
ン
シ
ウ
ス
の
儀
典
日
記
』で
は
、
一
二
八
名
と
な
る
。

（
104
）　

前
掲
註（
72
）　

八
三
～
八
五
頁
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（
105
）　Tratado. f. 76. 

前
掲
註（
55
）　

三
九
六
頁
。D

IÁ
LO

G
O

. p. 238. 

前
掲
註（
16
）　

四
三
六
頁
、
同
書
で
は
、
三
月
二
十
九
日
で
な
く
三
十
日

で
あ
る
。

（
106
）　Tratado. ff. 76~

76v. 

前
掲
註（
55
）　

三
九
六
～
三
九
八
頁
、D

IÁ
LO

G
O

. p. 238. 

前
掲
註（
16
）　

四
三
七
～
四
三
八
頁

（
107
）　

前
掲
註（
29
）　

原
文
二
三
六
頁　

訳
文
二
七
七
頁

（
108
）　Tratado. f. 76. 

前
掲
註（
55
）　

三
九
六
、四
一
六
頁

（
109
）　D

IÁ
LO

G
O

. p. 238. 

前
掲
註
（
16
）　

四
三
九
頁
。
岡
本
良
知
は
、
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
病
気
が
治
癒
し
て
ミ
サ
に
参
列
し
た
、
と
す
る
。
前
掲

註（
55
）　

四
二
七
頁

（
110
）　Tratado. ff. 76v.~

78. 

前
掲
註（
55
）　

三
九
八
～
四
〇
一
頁
、D

IÁ
LO

G
O

. p. 241. 

前
掲
註（
16
）　

四
四
五
～
四
四
六
頁

（
111
）　D

IÁ
LO

G
O

. p. 244. 

前
掲
註（
16
）　

四
五
三
頁
、Tratado. f. 79v. 

前
掲
註（
55
）　

四
〇
五
頁

（
112
）　

岡
本
良
知
に
よ
る
と
、
実
際
に
は
四
二
人
が
参
加
し
た
。
前
掲
註（
55
）　

四
三
六
頁

（
113
）　D

IÁ
LO

G
O

で
は
、
土
曜
日
、
す
な
わ
ち
二
十
七
日
と
な
る（p.247.

前
掲
註（
16
）　

四
六
〇
頁
）

（
114
）　Tratado. ff. 81v.~

82v. 
前
掲
註（
55
）　

四
四
九
～
四
五
〇
頁
、D

IÁ
LO

G
O

. p. 249. 

前
掲
註（
16
）　

四
六
一
頁

（
115
）　

前
掲
註（
29
）　

原
文
二
八
九
頁　

訳
文
三
三
四
頁

（
116
）　D

IÁ
LO

G
O

. pp. 251~
252. 

前
掲
註（
16
）　

四
六
四
～
四
六
八
頁

（
117
）　

前
掲
註（
29
）　

原
文
二
九
四
頁　

訳
文
二
三
八
～
二
三
九
頁

（
118
）　

前
掲
註（
29
）　

原
文
三
〇
七
～
三
一
〇
頁　

訳
文
三
五
五
～
三
六
〇
頁

（
119
）　Tratado. f. 83. 

前
掲
註（
55
）　

四
五
一
～
四
五
二
頁

（
120
）　

前
掲
註（
29
）　

原
文
三
〇
四
～
三
〇
七
頁　

訳
文
三
五
一
～
三
五
五
頁

（
121
）　

前
掲
註（
72
）　

七
九
～
八
一
頁

（
122
）　

仙
台
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編『
仙
台
市
史　

特
別
編
８　

慶
長
遣
欧
使
節
』（
仙
台
市　

二
〇
一
〇
）　

二
九
八
～
二
九
九
頁

（
123
）　Tratado. f. 83v. 

前
掲
註（
55
）　

四
五
三
頁
、D

IÁ
LO

G
O

. pp. 253~
254. 

前
掲
註（
16
）　

四
七
〇
～
四
七
一
頁

（
124
）　

新
井
ト
シ
訳『
グ
ス
マ
ン　

東
方
伝
道
史
』下
巻（
養
徳
社　

一
九
四
五
）　

三
〇
六
頁

（
125
）　Tratado. f. 84v. 

前
掲
註（
55
）　

四
五
六
頁

（
126
）　ibid. ff. 84~

84v. 

前
掲
註
（
55
）　

四
五
五
～
四
五
六
頁
、D

IÁ
LO

G
O

. p. 254. 
前
掲
註
（
16
）
四
七
二
～
四
七
三
頁
、
松
田
毅
一
・
川
崎

桃
太
訳
『
フ
ロ
イ
ス　

日
本
史
』
11
（
中
央
公
論
社　

一
九
七
九
）　

三
〇
五
頁
。
フ
ロ
イ
ス
は
、「
中
に
十
字
架
の
木
片
を
お
さ
め
た
聖
遺
物
匣
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Relicario

」と
表
記
す
る
。

（
127
）　Tratado. f. 84v. 

前
掲
註（
55
）　

四
五
六
頁
、D

IÁ
LO

G
O

. p. 255. 

前
掲
註（
16
）　

四
七
三
頁

（
128
）　

前
掲
註（
59
）　

一
三
九
～
一
四
三
頁

（
129
）　Tratado. f. 84v. 

前
掲
註（
55
）　

四
五
六
頁

（
130
）　

前
掲
註（
72
）　

七
八
～
七
九
頁

（
131
）　Tratado. f. 85. 

前
掲
註（
55
）　

四
五
七
頁
、D

IÁ
LO

G
O

. p. 255. 

前
掲
註（
16
）　

四
七
四
頁

（
132
）　

前
掲
註（
72
）　

九
二
頁

（
133
）　Tratado. ff. 87v.~

88v. 

前
掲
註
（
55
）　

四
九
〇
～
四
九
二
頁
、D

IÁ
LO

G
O

. pp. 256~
258. 

前
掲
註
（
16
）　

四
七
八
～
四
八
二
頁
、
前

掲
註（
72
）　

一
一
六
～
一
二
二
頁

（
134
）　

吹
田
市
立
博
物
館
編『
高
山
右
近
と
そ
の
時
代
―
北
摂
の
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
―
』平
成
10
年
度
特
別
展（
吹
田
市
立
博
物
館　

一
九
九
八
）

（
135
）　Schütte. C

atalogorum
 p. 1261.

（
136
）　

前
掲
註（
72
）　

一
二
五
～
一
二
六
頁

（
137
）　

前
掲
註（
72
）　

一
二
三
～
一
二
四
頁

（
138
）　

前
掲
註（
72
）　

一
二
九
～
一
三
〇
頁
、Tratado. f. 90. 

前
掲
註（
55
）　

四
九
三
～
四
九
四
頁

（
139
）　

前
掲
註（
44
）　

三
一
～
三
二
頁

（
140
）　

前
掲
註
（
44
）　

原
文
一
七
頁　

訳
文
二
〇
頁
、Tratado. f. 91. 

前
掲
註
（
55
）　

四
九
六
頁
、D

IÁ
LO

G
O

. p. 262. 

前
掲
註
（
16
）　

四
九
〇

頁

（
141
）　Tratado. ff. 91v.~

92. 

前
掲
註（
55
）　

四
九
七
～
四
九
九
頁
、D

IÁ
LO

G
O

. p. 263. 

前
掲
註（
16
）　

四
九
一
頁

（
142
）　Tratado. ff. 92v.~

93v. 

前
掲
註（
55
）　

四
九
九
～
五
〇
二
頁
、D

IÁ
LO

G
O

. p. 264. 

前
掲
註（
16
）　

四
九
四
～
四
九
五
頁

（
143
）　Tratado. ff. 93v.~

94v. 

前
掲
註（
55
）　

五
二
五
～
五
二
七
頁
、D

IÁ
LO

G
O

. p. 265. 

前
掲
註（
16
）　

四
九
五
～
四
九
七
頁
、
前
掲
註（
72
）

　

一
六
〇
頁

（
144
）　

前
掲
註（
72
）　

一
七
三
頁

（
145
）　Tratado. ff. 95v.~

96. 

前
掲
註（
55
）　

五
二
九
～
五
三
〇
頁
、
前
掲
註（
72
）　

一
七
四
頁

（
146
）　

前
掲
註（
72
）　

一
七
二
～
一
七
五
頁
、Tratado. f. 96. 

前
掲
註（
55
）　

五
三
〇
～
五
三
一
頁

（
147
）　

前
掲
註（
72
）　

一
七
六
頁
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（
148
）　

前
掲
註（
29
）　

八
三
頁
、
前
掲
註（
16
）　

一
〇
〇
頁

（
149
）　Tratado. f. 97v. 

前
掲
註（
55
）　

五
三
四
、
五
四
七
頁
、D

IÁ
LO

G
O

. p. 287. 

前
掲
註（
16
）　

五
四
四
頁

（
150
）　

前
掲
註（
72
）　

一
七
六
頁

（
151
）　D

IÁ
LO

G
O

. p. 287. 

前
掲
註（
16
）　

五
四
四
頁

（
152
）　Tratado. f. 97v. 

前
掲
註（
55
）　

五
三
四
頁

（
153
）　D

IÁ
LO

G
O

. pp. 288~
289. 

前
掲
註（
16
）　

四
四
六
～
四
四
八
頁
、
前
掲
註（
150
）

（
154
）　Tratado. ff. 98v~

100. 

前
掲
註（
55
）　

五
五
〇
～
五
五
三
頁
、D

IÁ
LO

G
O

. p. 289. 

前
掲
註（
16
）　

五
四
八
～
五
五
一
頁

（
155
）　Tratado. ff. 100~

100v. 

前
掲
註（
55
）　

五
五
四
頁
、
前
掲
註（
72
）　

一
九
四
、
二
〇
三
頁

（
156
）　

前
掲
註（
29
）　

原
文
八
〇
～
九
一　

訳
文
一
〇
二
～
一
一
四
頁
、
前
掲
註（
16
）　

一
〇
二
～
一
〇
三
頁

（
157
）　Tratado. f. 102v. 
前
掲
註（
55
）　

五
五
九
頁

（
158
）　ibid. ff. 102v.~

103. 
前
掲
註（
55
）　

五
七
三
～
五
七
四
頁
、D

IÁ
LO

G
O

. pp. 293

～294. 

前
掲
註（
16
）　

五
五
八
～
五
五
九
頁

（
159
）　Tratado. ff. 104~

106v. 
前
掲
註（
55
）　

五
七
六
～
五
八
二
頁
、D

IÁ
LO

G
O

. pp. 298~
299. 

前
掲
註（
16
）　

五
六
六
～
五
六
九
頁
、
前

掲
註（
72
）　

二
〇
九
、
二
一
九
頁

（
160
）　Tratado. f. 107. 

前
掲
註（
55
）　

五
八
二
頁

（
161
）　

前
掲
註
（
72
）　

二
一
六
～
二
二
四
頁
、Tratado. ff. 108~

108v. 

前
掲
註
（
55
）　

五
八
四
～
五
八
五
頁
、D

IÁ
LO

G
O

. p. 301. 

前
掲
註

（
16
）　

五
七
五
頁

（
162
）　

前
掲
註（
72
）　

二
二
九
頁

（
163
）　Tratado. f. 108v. 

前
掲
註（
55
）　

六
一
九
頁

（
164
）　D

IÁ
LO

G
O

. p. 302. 

前
掲
註（
16
）　

五
七
八
頁

（
165
）　

前
掲
註（
72
）　

二
二
九
～
二
三
〇
頁
、D

IÁ
LO

G
O

. p. 303. 
前
掲
註（
16
）　

五
八
〇
頁

（
166
）　

前
掲
註（
72
）　

二
二
八
頁

（
167
）　

前
掲
註
（
72
）　

二
三
六
頁
、D

IÁ
LO

G
O

. p. 303. 

前
掲
註
（
16
）　

五
八
〇
～
五
八
一
頁
、Tratado. ff. 108v.~

109. 

前
掲
註
（
55
）　

六
〇
六
頁

（
168
）　D

IÁ
LO

G
O

. pp. 303~
304. 

前
掲
註（
55
）　

三
〇
三
～
三
〇
四
頁
、
前
掲
註（
72
）　

二
三
七
頁

（
169
）　

前
掲
註（
72
）　

二
五
九
頁
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（
170
）　Tratado. f. 109v. 

前
掲
註（
55
）　

六
〇
五
～
六
〇
六
頁
、D

IÁ
LO

G
O

. pp. 305~
306. 

前
掲
註（
16
）　

五
八
五
～
五
八
六
頁

（
171
）　D

IÁ
LO

G
O

. p. 306. 

前
掲
註（
16
）　

五
八
七
～
五
八
八
頁

（
172
）　ibid. p. 306. 

前
掲
註（
16
）　

五
八
八
頁

（
173
）　Tratado. ff. 113~

113v. 

前
掲
註（
55
）　

六
一
七
頁

（
174
）　D

IÁ
LO

G
O

. pp. 307~
308. 

前
掲
註（
16
）　

五
八
八
～
五
九
二
頁

（
175
）　Tratado. ff. 110~

111. 

前
掲
註（
55
）　

六
〇
七
～
六
一
一
頁

（
176
）　D

IÁ
LO

G
O

. p. 316. 

前
掲
註（
16
）　

六
一
一
頁

（
177
）　Tratado. f. 111v. 

前
掲
註（
55
）　

六
一
二
頁

（
178
）　

Ｈ
・
チ
ー
ス
リ
ク「
新
発
見
の
キ
リ
シ
タ
ン
版
」（
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
編『
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
会
報
』通
号
90（
27
巻
３
号
）　

キ
リ
シ
タ

ン
文
化
研
究
会　

一
九
八
七
）

（
179
）　D

IÁ
LO

G
O

. p. 314. 
前
掲
註（
16
）　

六
〇
六
～
六
〇
七
頁

（
180
）　Tratado. f. 113. 

前
掲
註（
55
）　

六
一
六
頁

（
181
）　ibid. f. 114. 

前
掲
註（
55
）　

六
一
八
、
六
三
九
頁
、D

IÁ
LO

G
O

. p. 317. 

前
掲
註（
16
）　

六
一
四
～
六
一
五
頁

（
182
）　Jap. Sin. 10Ⅱ

. f. 214v. 

（
183
）　Tratado. f. 113v.~

114. 

前
掲
註（
55
）　

六
一
七
～
六
一
八
頁

（
184
）　

前
掲
註（
124
）　

三
三
七
頁

（
185
）　

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
原
著
・
岡
本
良
知
他
編
譯『
九
州
三
侯
遣
欧
使
節
行
記
』続
編（
東
洋
堂　

一
九
四
九
）　

六
頁

（
186
）　

グ
ス
マ
ン
は
、
出
帆
日
を
四
月
十
日
、
サ
ン
デ
は
四
月
十
二
日
、
グ
ワ
ル
チ
ェ
リ
と
バ
ル
ト
リ
は
四
月
十
三
日
と
す
る
。

（
187
）　Tratado. f. 114. 

前
掲
註（
55
）　

六
一
八
頁

（
188
）　D

IÁ
LO

G
O

. p. 319. 

前
掲
註（
55
）　

六
一
九
頁

（
189
）　ibid. p. 320. 

前
掲
註（
55
）　

六
二
三
頁
、
前
掲
註（
29
）　

原
文
二
一
七
頁　

訳
文
二
六
八
頁
、
前
掲
註（
185
）　

一
〇
頁

（
190
）　

前
掲
註（
29
）　

二
七
〇
頁

（
191
）　

前
掲
註（
29
）　

二
七
〇
～
二
七
一
頁
、D

IÁ
LO

G
O

. p. 321. 

前
掲
註（
16
）　

六
二
四
～
六
二
五
頁

（
192
）　D

IÁ
LO

G
O

. pp. 322~
324. 

前
掲
註（
16
）　

六
二
二
～
六
三
一
頁
、
前
掲
註（
29
）　

二
七
三
頁
、
前
掲
註（
185
）　

一
五
頁

（
193
）　D

IÁ
LO

G
O

. p. 324. 

前
掲
註（
16
）　

六
三
二
頁
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（
194
）　ibid. p. 325. 

前
掲
註（
16
）　

六
三
二
頁
、
前
掲
註（
29
）　

二
七
三
頁

（
195
）　

前
掲
註（
29
）　

二
七
四
頁
、
前
掲
註（
185
）　

一
七
頁

（
196
）　D

IÁ
LO

G
O

. pp. 325, 327. 

前
掲
註（
16
）　

六
三
三
～
六
三
四
、
六
三
八
頁
、
前
掲
註（
29
）　

二
七
四
～
二
七
五
頁

（
197
）　D

IÁ
LO

G
O

. pp. 325~
326. 

前
掲
註（
16
）　

六
三
四
～
六
三
六
頁
、
前
掲
註（
29
）　

二
七
六
頁

（
198
）　D

IÁ
LO

G
O

. p. 326. 

前
掲
註（
16
）　

六
三
六
頁

（
199
）　

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
エ
ヴ
ォ
ラ
の
大
司
教
テ
オ
ト
ニ
オ
・
デ
・
ブ
ラ
ガ
ン
サ
宛
、
一
五
八
七
年
十
二
月
一
日
付
、
ゴ
ア
発
信
書
翰
（Segunda 

P
arte das C

artas de Iapão, Evora, 1598. f. 232. 

松
田
毅
一
監
訳
『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
第
Ⅲ
期
第
７
巻
（
同

朋
舎
出
版　

一
九
九
四
）　

二
六
三
頁
、
前
掲
註（
185
）　

二
一
～
二
三
頁

（
200
）　D

IÁ
LO

G
O

. p. 327. 

前
掲
註（
16
）　

六
三
八
頁

（
201
）　ibid. 

前
掲
註（
16
）　

六
三
九
頁

（
202
）　Segunda P

arte. ff. 233v.~
234. 

松
田
毅
一
監
訳
『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
第
Ⅲ
期
第
７
巻
（
同
朋
舎
出
版　

一
九
九
四
）

　

二
六
七
頁

（
203
）　

前
掲
註（
185
）　

五
一
～
五
二
頁

（
204
）　

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
総
会
長
宛
一
五
八
八
年
十
月
十
八
、
三
十
日
付
、
マ
カ
オ
発
信
書
翰
（Jap. Sin. 10Ⅱ

, f. 338v. 

）。
前
掲
註
（
185
）　

四
四
頁

（
205
）　D

IÁ
LO

G
O

. p. 328. 

前
掲
註（
16
）　

六
四
二
頁

（
206
）　

ガ
ス
パ
ー
ル
・
コ
エ
リ
ョ
の
総
会
長
宛
一
五
八
九
年
二
月
二
十
四
日
付
、「
一
五
八
八
年
度
日
本
年
報
」（Segunda P

arte. ff. 237v.~
238

）

（
207
）　

前
掲
註（
185
）　

九
〇
～
九
一
頁
、C

. R. B
oxer, The G

reat Ship from
 A

m
acon. Lisboa, 1963. p. 51.

（
208
）　D

IÁ
LO

G
O

. p. 345. 

前
掲
註（
16
）　

六
七
五
～
六
七
六
頁
、
前
掲
註（
29
）　

二
九
二
頁
、B

oxer, pp. 52~
53.

（
209
）　

前
掲
註（
185
）　

八
四
～
八
五
頁

（
210
）　

前
掲
註（
185
）　

八
五
頁
、
前
掲
註（
29
）　

二
九
四
頁

（
211
）　

前
掲
註（
124
）　

四
九
七
～
四
九
八
頁

（
212
）　Luis Frois, H

ISTO
RIA

 D
E JA

P
A

M
, anotado por José W

ichi. V
ol. Ⅴ

, Lisboa, 1984. pp. 187~
188. 

前
掲
註
（
185
）　

一
〇
三
～
一
〇
四
頁
、
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳『
フ
ロ
イ
ス　

日
本
史
』11　
（
中
央
公
論
社　

一
九
七
九
）　

三
五
一
～
三
五
二
頁

（
213
）　H

ISTO
RIA

. Ⅴ
. p. 188. 

前
掲
註
（
185
）　

一
〇
四
頁
、
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
『
フ
ロ
イ
ス　

日
本
史
』
11　
（
中
央
公
論
社　

一
九
七
九
）　
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三
五
二
頁

（
214
）　ibid. p. 189. 

前
掲
註
（
185
）　

一
〇
五
～
一
〇
六
頁
、
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
『
フ
ロ
イ
ス　

日
本
史
』
11　
（
中
央
公
論
社　

一
九
七
九
）　

三
五
三
～
三
五
四
頁

（
215
）　ibid. ff. 190~

191. 

前
掲
註
（
185
）　

一
〇
六
～
一
〇
八
頁
、
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
『
フ
ロ
イ
ス　

日
本
史
』
11　
（
中
央
公
論
社　

一
九
七
九
）　

三
五
四
～
三
五
六
頁

（
216
）　

佐
久
間
正
他
訳『
ア
ビ
ラ
・
ヒ
ロ
ン　

日
本
王
国
』大
航
海
時
代
叢
書
Ⅺ（
岩
波
書
店　

一
九
六
五
）　

七
四
～
七
九
頁

（
217
）　H

ISTO
RIA

. p. 191. 

前
掲
註（
185
）　

一
〇
九
、
一
一
六
頁
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス「
三　

一
五
九
〇
年
十
月
十
二
日
付
、
長
崎
発
信
、
ル
イ
ス
・

フ
ロ
イ
ス
の
イ
エ
ス
ズ
会
総
長
宛
、
一
五
九
〇
年
度
・
日
本
年
報
」（
松
田
毅
一
監
訳『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』第
Ⅰ
期
第
１
巻　

同
朋
舎
出
版　

一
九
八
七
）　

一
五
〇
、一
六
五
頁

（
218
）　

前
掲
註（
185
）　

一
一
六
～
一
一
七
頁

（
219
）　

前
掲
註（
29
）　

原
文
二
四
五
～
二
四
六　

訳
文
二
九
九
～
三
〇
一
頁
、
松
田
毅
一
監
訳『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』第
Ⅰ
期
第
１
巻

（
同
朋
舎
出
版　

一
九
八
七
）　

一
八
九
～
一
九
一
頁

（
220
）　H

ISTO
RIA

. Ⅴ
. pp. 334~

338. 
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳『
フ
ロ
イ
ス　

日
本
史
』12　
（
中
央
公
論
社　

一
九
八
〇
）　

七
二
頁
、
前
掲（
124
）

　

五
五
一
～
五
五
二
頁

（
221
）　

バ
ル
ト
リ
は
、
長
崎
出
発
を
十
一
月
末
と
す
る
。
前
掲
註（
29
）　

三
一
一
頁

（
222
）　H

ISTO
RIA

. pp. 272~
278. 

前
掲
註
（
185
）　

一
二
一
～
一
三
八
頁
、
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
『
フ
ロ
イ
ス　

日
本
史
』２（
中
央
公
論
社　

一
九
七
七
）　

五
三
～
六
一
頁

（
223
）　ibid. p. 279. 

前
掲
註
（
185
）　

一
三
八
～
一
三
九
頁
、
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
『
フ
ロ
イ
ス　

日
本
史
』２（
中
央
公
論
社　

一
九
七
七
）　

一
六
四
～
一
六
五
頁

（
224
）　ibid. pp. 288~

289. 

前
掲
註（
185
）　

一
四
二
～
一
四
四
頁
、
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳『
フ
ロ
イ
ス　

日
本
史
』２（
中
央
公
論
社　

一
九
七
七
）

　

七
七
～
七
九
頁

（
225
）　ibid. pp. 294~

295. 

前
掲
註
（
185
）　

一
五
四
頁
、
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
『
フ
ロ
イ
ス　

日
本
史
』２（
中
央
公
論
社　

一
九
七
七
）　

八
八

～
八
九
頁

（
226
）　ibid. pp. 298~

299. 

前
掲
註（
185
）　

一
六
一
～
一
六
二
頁
、
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳『
フ
ロ
イ
ス　

日
本
史
』２（
中
央
公
論
社　

一
九
七
七
）

　

九
四
頁
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（
227
）　ibid. p. 300. 

前
掲
註（
185
）　

一
六
三
頁
、
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳『
フ
ロ
イ
ス　

日
本
史
』２（
中
央
公
論
社　

一
九
七
七
）　

九
六
頁

（
228
）　ibid. 

前
掲
註（
185
）　

一
六
三
～
一
六
四
頁
、
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳『
フ
ロ
イ
ス　

日
本
史
』２（
中
央
公
論
社　

一
九
七
七
）　

九
六
～
九
七
頁

（
229
）　H

ISTO
RIA

. pp. 301~
302. 

前
掲
註
（
185
）　

一
六
四
～
一
六
六
頁
、
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
『
フ
ロ
イ
ス　

日
本
史
』２（
中
央
公
論
社　

一
九
七
七
）　

九
七
～
九
九
頁

（
230
）　ibid. pp. 303~

304. 

前
掲
註（
185
）　

一
六
七
～
一
六
八
頁
、
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳『
フ
ロ
イ
ス　

日
本
史
』２（
中
央
公
論
社　

一
九
七
七
）

　

一
〇
〇
～
一
〇
一
頁

（
231
）　ibid. p. 305. 

前
掲
註（
185
）　

一
七
〇
頁
、
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳『
フ
ロ
イ
ス　

日
本
史
』２（
中
央
公
論
社　

一
九
七
七
）　

一
〇
二
頁

（
232
）　

前
掲
註（
29
）　

三
三
〇
頁

（
233
）　H

ISTO
RIA

. pp. 307~
308. 

前
掲
註
（
185
）　

一
七
三
～
一
七
四
頁
、
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
『
フ
ロ
イ
ス　

日
本
史
』２（
中
央
公
論
社　

一
九
七
七
）　

一
〇
五
～
一
〇
六
頁

（
234
）　

前
掲
註（
29
）　

欧
文
二
七
二
頁　

訳
文
三
三
三
頁

（
235
）　H

ISTO
RIA

. p. 308. 

前
掲
註（
185
）　

一
七
五
頁
、
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳『
フ
ロ
イ
ス　

日
本
史
』２（
中
央
公
論
社　

一
九
七
七
）　

一
〇
七

頁

（
236
）　ibid. p. 309. 

前
掲
註（
185
）　

一
七
六
頁
、
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳『
フ
ロ
イ
ス　

日
本
史
』２（
中
央
公
論
社　

一
九
七
七
）　

一
〇
八
頁

（
237
）　J. w

ichi &
 John G

om
es, D

O
C

U
M

EN
TA

 IN
D

IC
A

. Ⅹ
Ⅵ

. Rom
ae, 1984. pp. 542~

543. 

結
城
了
悟
『
天
正
少
年
使
節
―
史
料
と

研
究
―
』（
純
心
女
子
短
期
大
学
・
長
崎
地
方
文
化
史
研
究
所　

一
九
九
二
）　

一
〇
九
～
一
一
〇
頁

（
238
）　Jap. Sin. 10Ⅱ

, ff. 249v.~
250.

結
城
了
悟
『
天
正
少
年
使
節
―
史
料
と
研
究
―
』（
純
心
女
子
短
期
大
学
・
長
崎
地
方
文
化
史
研
究
所　

一
九
九
二
）　

一
一
八
頁

（
239
）　Tratado. ff. 459~

461. 

前
掲
註（
55
）　

四
五
九
～
四
六
一
頁

（
240
）　

前
掲
註（
124
）　

三
三
八
～
三
三
九
頁

（
241
）　A

driana B
oscaro, Sixteenth century European printed w

orks on the first Japanese M
ission to Europe. Leiden. 

1973. p. xiv.

（
242
）　

リ
ュ
ド
ミ
ー
ラ
・
Ｍ
・
エ
ル
マ
コ
ー
ワ「
天
正
遣
欧
使
節
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
―
隠
さ
れ
た
絆
」（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
編『
日
本
研
究
』第
27
集

　

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要　

二
〇
〇
三
）　

八
〇
頁

（
243
）　

前
掲
註（
55
）　

六
四
〇
～
六
四
一
頁
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（
244
）　

結
城
了
悟『
天
正
少
年
使
節
―
史
料
と
研
究
―
』（
純
心
女
子
短
期
大
学
・
長
崎
地
方
文
化
史
研
究
所　

一
九
九
二
）　

一
三
四
頁

（
245
）　

前
掲
註（
37
）　

七
三
～
七
四
頁

（
246
）　

ヨ
ゼ
フ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ュ
ッ
テ
編
、
佐
久
間
正
・
出
崎
澄
男
『
大
村
キ
リ
シ
タ
ン
史
料
―
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ル
セ
ナ
の
回
想
録
』
キ
リ
シ
タ
ン

文
化
研
究
シ
リ
ー
ズ
12　
（
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会　

一
九
七
五
）　

二
〇
二
頁

（
247
）　

大
石
一
久『
千
々
石
ミ
ゲ
ル
の
墓
石
発
見
』（
長
崎
文
献
社　

二
〇
〇
五
）　

八
二
～
八
三
頁

（
248
）　

前
掲
註（
37
）　

七
六
～
七
八
頁

（
249
）　

五
野
井
隆
史
「「
イ
ミ
タ
テ
ィ
オ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
」
か
ら
「
こ
ん
て
む
つ
す
む
ん
地
」
ま
で
― “D

e Im
itatione C

hristi”

（『
キ
リ
ス
ト
に
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